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第７節　黒色土中の遺構と遺物

１．１区

(１)１区黒色土中遺構の概要　

　１区黒色土中では、６世紀初頭の噴火以前の古墳時代

集落内の遺構が一部重複して検出された。検出された遺

構は、竪穴建物19棟、掘立柱建物３棟、土坑３基、ピッ

ト2基、溝３条、畠2か所、灰及び焼土集中部４基である。

竪穴建物は１区全体に分布していたが、発掘区北西寄り

がやや密集していた(第375図)。１区のすぐ東側は段丘

崖になっていることから、１区は集落外縁部で、西側の

台地中央部に集落の中心があったものと推定される。竪

穴建物のほとんどが埋没過程にあり、その埋没状況によ

り、竪穴建物の新旧を概ね理解することが可能である。

また、上屋の構造材と火山灰との関連が観察できる竪穴

建物があり、被災と埋没の過程を明らかにすることがで

きた。

　噴火の最初に降下したS1・S2がほぼ水平に堆積してい

る竪穴建物は、噴火当時すでにほぼ埋没していた竪穴建

物である。北西部にやや偏在していた。大型の１区７号

竪穴建物や16号竪穴建物は緩い凹地になっていた。また

１区５号・６号・８号竪穴建物等は中位まで埋まったと

ころでS1・S2が降下しており、S2上面では避難する人の

足跡、馬蹄跡がその凹地を横断あるいは迂回するように

残されていた。さらに５号・６号竪穴建物では火砕流堆

積物に埋まった人や馬も検出された。

　１区３号竪穴建物では、火山灰が降下した時には屋根

が破れて落ち込んだ状態であったことが判明した。ここ

では落ち込んだ屋根材の上に暗褐色土があり、S1・S2が

覆っていたことが確認されたことから、土屋根と考えら

れる。また、１区４号竪穴建物では落ち込む垂木材の

下位にS1が堆積していたことから、噴火以前に解体が始

まっていて屋根材が除去され、垂木が残されていたこと

がわかった。

　このような遺構の残存状況とテフラとの関係を詳細に

観察することによって、火山灰降下から火砕流到達まで

の間の被災状況を明らかにすることができたのである。

なお、１区の南半部ではS2の堆積が明確でなかったこと

から、平成27年度調査までS2の明確な区分がなされな

かった。そのため、１区遺構の土層断面にはS2層の記載

がないことがある。

　また、竪穴建物内部は埋没したが、外周部はそのまま

噴火によるS1で覆われたため、周堤が記録できた竪穴建

物があった。埋没途中に隣接した竪穴建物の周堤が盛土

された竪穴建物もあり、これまで調査ではほとんど記録

できなかった周堤盛土を明らかにできたことも今回の調

査の成果であった。

　掘立柱建物は１区南部で３基が検出された。１号・2

号掘立柱建物ともに１区１号竪穴建物より古いことが遺

構の重複関係で明らかである。いずれの柱穴にも柱痕跡

が比較的明瞭に残っていた。１号・2号ともに側まわり

の柱穴に比べて、内部の束柱が浅いことから、床下に生

活区間を想定できる高床建物ではなく、揚床の建物と推

定される。　

　土坑は、不整円形のもの３基を検出した。いずれも埋

土上位がS1に覆われ、黒褐色土で埋まっていた。

　ピットは、断面ボール状のもの１基、細い柱穴状のも

の１基を検出した。ボール状の土坑は線刻のある土師器

甕が埋まっており、特異な出土状況を示していた。柱穴

上のピットは埋土に火山灰は堆積していないことから、

噴火前に埋まったものと判断できるものである。

　畠の畝間溝下半部と推定される溝を複数検出した状況

である。詳細は不明であるが、集落内の空いた空間に畝

をたててつくる畠があったことがわかる。また、灰およ

び焼土の集中する地点が調査区内に点在していた。集落

内で火を焚くような生活行為の痕跡と推定される。

　集落の時期は、１区16号竪穴建物からTK23・47型式

期の須恵器、１区６号竪穴建物からMT15型式期の須恵

器が出土していることから、１区黒色土中で検出され

た遺構群の時期は概ね５世紀後半代にあたると考えられ

る。
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第375図　１区黒色土中遺構全体図
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(2)竪穴建物

１区１号竪穴建物

(第376 ～ 380図　PL.223 ～ 225・502)

位置　Ｘ＝57569 ～ 57581・Ｙ＝-75516 ～ -75528

重複　１区10号土坑に後出する。

平面形　ほぼ正方形

規模　長軸5.52ｍ　短軸5.31ｍ　最大壁高0.74ｍ

　　　周堤幅　3.3 ～ 3.4ｍ

床面積　25.71㎡　　　　　主軸方位　Ｎ－53°－Ｅ

検出・埋没状況　S3を掘り下げていく過程で、上位のS7

が落ち込んだほぼ隅丸方形の範囲を検出した。土層断面

観察をしながら掘り下げたところ、竪穴建物埋土上位

に凹地に沿ってS7・S3とS1が一次堆積していた。ここで

はS1上位に明確なS2層は記録されていないが、竪穴建物

周囲でS1・S2上面の馬蹄跡および人の足跡は検出されな

かった。

　竪穴内は火山灰降下時にはほぼ黒色土で埋まってお

り、緩やかな凹地になっていた。

周堤　S1に直接覆われた周堤が、竪穴の四周の幅3.3 ～

3.4ｍにわたって連続して検出された。竪穴建物構築の

際に盛られたと推定される土砂(第377図C-C′2層・３

層)の厚さは４～ 18cmほどで、建物放棄から火山灰降下

までに堆積した土砂は同図１層の2～４cmと観察された。

上屋構造・壁構造　建物の構築材は失われており、不明。

柱穴　床面で主柱穴４本が検出された。主柱穴の規模は

下記の通りである。

Ｐ１　長径0.48ｍ　短径0.44ｍ　深さ0.48ｍ

Ｐ2　長径0.42ｍ　短径0.36ｍ　深さ0.52ｍ

Ｐ３　長径0.40ｍ　短径0.38ｍ　深さ0.45ｍ

Ｐ４　長径0.52ｍ　短径0.48ｍ　深さ0.47ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ2間が2.65ｍ、Ｐ2・Ｐ３間が

2.02ｍ、Ｐ３・Ｐ４間が2.72ｍ、Ｐ４・Ｐ１間が2.04ｍ。

竈　北東壁中央よりやや南側に敷設されていた。残存す

る竈の規模は確認長1.68ｍ、屋外長0.54ｍ、燃焼部長

0.88ｍ、焚口幅0.96ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が

左0.75ｍ、右0.80ｍの長さで屋内に張り出し残存してい

た。その先端には左右とも角礫が芯として据えられてい

た。燃焼部最奥側には長径20cm前後の円礫が残されてお

り、支脚として利用されていた可能性がある。竈の周囲

からは角礫が散在しており、竈構築材が崩れたものと推

定される。燃焼面からは土師器破片が出土したが、甕と

杯(第379図2・13)を図示した。竈右側には土師器甕(同

図11)、杯(同図１・３)が床面近くで出土した。左側に

は土師器杯(第379図４・８)と滑石製の臼玉１点(17)が

床面上9cmで出土した。竈前からは土師器杯(第379図６)

が床面直上で出土した。

貯蔵穴　竪穴東隅の竈右側に長軸0.50ｍ、短軸0.48ｍ、

深さ0.75ｍの貯蔵穴が検出された。

壁際溝　幅0.13 ～ 0.38ｍ、深さ0.03 ～ 0.19ｍの壁際溝

が、北東壁を除いて掘られていた。

床面小溝　床面では床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から厚さ0.12ｍほど下位で掘方面を検出し

た。北西壁沿いがやや深く掘られていた。掘方はローム

塊や白色粒子を含む灰褐色土で充填されていた。

　掘方面のＰ４東側と、貯蔵穴東側でピット2基を検出

した。いずれも明黄褐色土粒を含むしまりのない黒褐色

土で埋まっていた。当初は本竪穴建物の床下土坑として

記録したが、①１号竪穴建物南側で検出された単独柱穴

と底面レベルが同じであったこと、②同じ直線状にのる

ことから、１号竪穴建物に先行する2号掘立柱建物の柱

穴とした。

　床面では明確でなかったが、掘方面で床面小溝３条が

検出された。竪穴南隅のＰ2から南西方向に掘られたも

のをYK１、それに直交するものをYK2、西隅のＰ３か

ら南西方向に掘られたものをYK ３とする。各床面小溝

の規模は下記の通りである。

YK１　幅0.20ｍ、長さ0.70ｍ、深さ0.12ｍ

YK2　幅0.50ｍ、長さ1.60ｍ、深さ0.07ｍ

YK３　幅0.20ｍ、長さ0.52ｍ、深さ0.09ｍ

周堤下面遺構　検出されなかった。

遺物と出土状況　土師器杯(第380図７)が中央部やや南

側床面直上で出土した。竪穴西隅と北部Ｐ４の北縁には

塊状の赤色顔料が３か所にわたって床面直上で出土し

た。分析調査の結果、３点とも赤土素材のベンガラであ

ることが判明した。竪穴西隅では床面上30cmではあるが、

剣形石製模造品(第380図16)が出土した。また、南西お

よび南東壁沿いには焼土や炭化物が狭い範囲であるが広

がっていた。この他、埋土中から土師器破片443点が出

土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えられる。
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第376図　１区１号竪穴建物竈平断面図
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１区１号竪穴建物竃E-E′～ G-G′
１　黒褐色土(10YR3/2)明黄褐色土、焼土を微量含み、しまりあり。
2　黒褐色土(10YR3/2)明黄褐色土を少量含む。焼土を微量含み、しまりあり。
３　灰黄褐色土(10YR4/2)明黄褐色土を多量に含み、焼土を少量含む。黒褐色土
を微量含み、しまり弱い。

４　明黄褐色土(2.5Y6/6)黒褐色土を少量含む。白色軽石・焼土を微量含み、し
まり弱い。

５　にぶい黄褐色土(10YR4/3)焼土を少量含む。明黄褐色土を微量含み、しまり
弱い。

６　黄褐色土(2.5Y5/3)焼土、明黄褐色土を少量含み、しまり弱い。
７　灰黄褐色土(10YR4/2)黒褐色土を少量含む。焼土を微量含み、しまり弱い。
８　明黄褐色土(2.5Y6/6)白色軽石・黒褐色土・焼土を微量含み、しまり弱い。
9　明黄褐色土(2.5Y7/6)焼土を少量含む。黒褐色土を微量含み、しまりあり。
10　褐灰色灰(10YR4/1)焼土を少量含み、しまりなし。

11　明赤褐色焼土(５YR5/8)灰を少量含み、しまり弱い。
12　暗褐色土(10YR3/3)焼土を微量含み、しまり弱い。
13　明黄褐色土(2.5Y6/6)白色軽石・黒褐色土を微量含む。
14　橙色焼土(7.5YR7/6)黒褐色土を微量含み、しまり弱
い。

15　明黄褐色土(2.5Y6/6)黒褐色土を微量含み、しまり弱
い。

16　黒褐色土(10YR3/1)明黄褐色土を微量含み、しまりあ
り。

17　明黄褐色土(2.5Y6/6)黒褐色土を少量含む。白色軽石
を微量含み、しまり弱い。

18　にぶい黄褐色土(10YR4/3)焼土を微量含み、しまり弱
い。

19　明黄褐色焼土(５YR5/8)しまり弱い。
20　黒褐色土(10YR3/1)焼土・明黄褐色土を微量含み、し
まり弱い。

21　灰褐色土(7.5YR4/2)焼土を少量含み、しまり弱い。
22　灰黄褐色土(10YR4/2)白色軽石・焼土・明黄褐色土を
微量含み、しまり弱い。

23　明黄褐色土(2.5Y6/6)黒褐色土を少量含む。焼土を微
量含み、しまり弱い。

24　灰黄褐色土(10YR5/2)白色軽石・明黄褐色土を微量含
み、しまり弱い。
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１区１号竪穴建物A-A′・B-B′

１区１号竪穴建物C-C′・D-D′

　２　にぶい黄褐色土（10YR4/3）ロームブロックを多量に含み、白色軽石を少量含む。

１区１号竪穴建物貯蔵穴H-H′

　含み、しまり弱い。

　まり弱い。

　み、しまりなし。

１区１号竪穴建物P1　I-I′

　土粒を微量含む。粘性あり、しまり弱い。

　少量含み、しまり弱い。

　しまり弱い。

　み、しまり弱い。

　み、しまりなし。

　み、しまり弱い。

１区１号竪穴建物P2　J-J′

　を微量含む。粘性あり、しまり弱い。

　微量含み、しまり弱い。

　まりなし。

　含み、しまり弱い。

１区１号竪穴建物P3　K-K′

１区１号竪穴建物P4　L-L′

０ ２ｍ
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第378図　１区１号竪穴建物掘方平断面図
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第379図　１区１号竪穴建物出土遺物図(１)
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第380図　１区１号竪穴建物出土遺物図(2)
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れる混合土が直接S1で覆われていることから、直接被災

した建物という所見と矛盾しない。

上屋構造・壁構造　建物の構築材が部分的に建物内に崩

落して一部が残されていたが、構造を明らかにできる残

存状態ではなかった。

　一部の炭化材は樹種の同定を実施した。S3中で南壁沿

いで出土した炭化材はクリ・トネリコ属シオジ節、ケヤ

キであり、屋根材と推定されるのはススキ属と分類され

た。

柱穴　床面で主柱穴４本が検出された。主柱穴の規模は

下記の通りである。

Ｐ１　長径0.19ｍ　短径0.10ｍ　深さ0.56ｍ

Ｐ2　長径0.17ｍ　短径0.15ｍ　深さ0.60ｍ

Ｐ３　長径0.22ｍ　短径0.14ｍ　深さ0.58ｍ

Ｐ４　長径0.29ｍ　短径0.16ｍ　深さ0.59ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ2間が1.57ｍ、Ｐ2・Ｐ３間が

1.34ｍ、Ｐ３・Ｐ４間が1.48ｍ、Ｐ４・Ｐ１間が1.31ｍ

である。

　また、南壁の中央で壁から0.60ｍのところに南壁に長

軸が並行する長軸0.21ｍ、短軸0.10ｍ、深さ0.20ｍの細

長長方形の孔Ｐ５が検出された。やや壁方向に傾いた形

状であった。出入り用の階段の下端が埋められていた可

能性がある。

　Ｐ５の脇で出土した炭化材はクリ、Ｐ３とＰ５の間で

出土した炭化材はトネリコ属シオジ節であったが、いず

れも柱材とは断定できなかった。

竈　西壁中央よりごくわずか南側に敷設されていた。残

存する竈の規模は確認長1.50ｍ、屋外長0.82ｍ、燃焼部

長0.68ｍ、焚口幅0.32ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部

が左1.04ｍ、右0.91ｍの長さで屋内に張り出し残存して

いた。竈内には煙道部上位からと、床面からの二方向か

ら火砕流堆積物(S3)が流入しており、竈中位では竈壁体

が崩落して埋まっていた。

　袖の先端には左右とも円礫が芯として据えられてい

た。燃焼部中央部には円礫が埋められており支脚として

利用されていた。支脚の上には土師器甕(第386図9)が

残り、周囲にその破片が散乱していた。燃焼部最奥部に

は土師器杯(３)が伏せられた状態で出土した。煙道部の

先端では土師器小型甕(７)が底面に出土した。

貯蔵穴　竪穴南西隅の竈左側に長軸0.76ｍ、短軸0.74ｍ、

１区３号竪穴建物

(第381図　PL.226 ～ 228・502・503)

位置　Ｘ＝57589 ～ 57598・Ｙ＝-75522 ～ -75530

重複　１区16号竪穴建物に後出する。

平面形　ほぼ正方形

規模　長軸4.30ｍ　短軸4.23ｍ　最大壁高0.82ｍ

　　　周堤幅　0.89 ～ 3.02ｍ

床面積　13.43㎡　　　　　主軸方位　Ｎ－106°－Ｗ

検出・埋没状況　S3を掘り下げていく過程で、上位のS7

が落ち込んだ不定方形の範囲を検出した。土層断面観察

をしながら竪穴建物の周囲をS2上面まで掘り下げたとこ

ろ、周堤が明確に見えてきたが、竪穴内部にはまだS7が

落ち込んでいた。竪穴中央部にはS7の直下にS3の自然堆

積が無いこと、床面直上にはS1・S2の堆積がなく、床面

直上及び竈燃焼部・煙道にはS3が流入していることから、

S3到達時までは上屋が残っていたとみられる。竪穴内の

S7直下には炭化材を混じるS3層、黒色土(４層)、S1層を

上に直接載せる黒色土(５層)が折り重なるように堆積し

ており、S3層の堆積途中で、降下・堆積していたS2層と

ともに上屋構造が倒壊し落ち込んだと推定される。土層

断面Ｂ－Ｂ′のＢ側(南部)は屋根崩落後にS3が流入して

いるが、Ｂ′側(北側)・は屋根崩落前にS3が流入している

ことがわかる。

　このような状況から、S1層の直下にある黒色土(５層)

は、屋根材の上に置かれていたものと考えざるを得ない。

S1が斑に堆積するのは、屋根の上に積もったS1が屋根が

落ちた際に再堆積したものであろう。いわゆる「土屋根」

との異同については今後の課題である。ただし、土層断

面Ｂ－Ｂ′の中央部やＡ－Ａ′では黒色土の上のS1が記録

されていない。これは①本竪穴の居住が絶えS3流入前に

屋根とは別の黒色土が堆積していたものか、②屋根崩落

時にS1が消失したものか、いずれかと推定される。

　屋根材は炭化して一部が残されていたにとどまる。柱

や梁桁等の一部も痕跡として残されていた。

周堤　S1に直接覆われた周堤が、竪穴の四周で幅0.89

～ 3.02ｍにわたって連続して検出された。竪穴建物構

築の際に盛られたと推定される土砂(第383図10層～ 14

層)の厚さは10 ～ 45cmほどで、傾斜の下がる南側および

東側に盛られた土砂が厚くなっている。建物の周囲を平

坦に整えるためと推定される。盛り上げられたと推定さ

第4章　調査された遺構と遺物
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周囲には木枠があり、さらに周囲は溝状に窪んでいて蓋

受けになっていたと推定される。内部にはまずS3が流入

しており、空洞であったことがわかる。その上位にS1と

深さ0.70ｍ、整った方形の貯蔵穴が検出された。検出時

には火砕流堆積物とは異なった色調の土砂で埋まった部

分が筋状に矩形になって鮮明に残されていた。貯蔵穴の

第382図　１区３号竪穴建物平面図
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１区３号竪穴建物竃F-F′～ H-H′
１　暗褐色土(10YR3/3)焼土を微量含み、しまりあり。
2　にぶい赤褐色土(５YR4/4)褐色土混土、しまりあり。
３　暗褐色土混土(10YR3/4)しまりあり。
４　にぶい赤褐色土(５YR4/4)しまりあり。
５　黒褐色土(10YR3/2)Hr-FA(S1)を少量含み、やや軟らかい。
６　Hr-FA(S7)
７　暗褐色土(10YR3/4)焼土を少量含み、Hr-FA・(S3)を微量含む。
８　Hr-FA(S1)
9　Hr-FA(S1)黒褐色土を少量含み、やや軟らかい。
10　Hr-FA(S3)
11　暗褐色土(10YR3/4)焼土を少量含み、Hr-FA(S3)を少量含む。
12　11層にHr-FA(S1)を少量含み、しまりあり。
13　暗褐色土(10YR3/4)焼土を多く含む。Hr-FA(S1)を少量含み、しまりあり。
14　褐色土(10YR4/4)焼土を少量含み、所々硬くしまる。
15　４層　黒褐色土混土、しまり・やや粘性あり。
16　褐灰色土(10YR5/1)もろく、灰層。
17　暗褐色土(10YR3/4)褐灰色の灰を10％含み、ややもろい。
18　赤褐色土(５YR4/6)硬くしまる。
19　暗褐色土(10YR3/3)径１㎜程度の白色粒を１％含み、しまりあり。
20　にぶい黄橙色土(10YR6/4)焼土を少量含み、硬くしまる。
21　Hr-FA(S3)焼土を少量含む。　
22　暗褐色土(10YR3/4)Hr-FA(S1)を微量含み、硬くしまる。
23　褐色土(10YR4/4)しまりあり。
24　Hr-FA(S1)
25　暗褐色土(10YR3/3)径１㎜程度の白色粒を１％含み、Hr-FA(S1)を微量含む。
26　黒褐色土(10YR3/2)しまり・やや粘性あり。
27　暗褐色土(10YR3/3)径１㎜程度の白色粒を５％含み、しまりあり。
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０ 10㎝１:３ ０ 4㎝１:２

遺物と出土状況　竈からまとまった土師器が出土したほ

かは、東部で少量の土器破片が出土したのみである。ま

た、南壁沿いで土師器杯(第386図2)が、鍛冶関連粘土

質溶解物(10)が埋土中で出土した。この他、埋土中から

土師器破片108点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。火山灰降下時には屋根の一部があったとみられる

ことから、噴火時には上屋の一部は建っており、一部崩

落していた状態であったと推定される。床面中央部では、

S3流入前の暗褐色土が堆積しており、居住・生活は途絶

えていた可能性が高い。本建物は数少ない直接火山災害

を受けた建物の一つといえる。

ともに黒色土が落ち込み、さらにS3やS7が覆った状態で

あった。貯蔵穴内からの出土遺物はなかった。

壁際溝　北東隅と、南東隅に幅0.04 ～ 0.15ｍ、深さ0.01

～ 0.05ｍの壁際溝が掘られていた。南西隅の壁際溝は

Ｐ３から東へ延びる床面小溝と繋がっていた。

床面小溝　床面で床面小溝１条(YK １)が検出された。

竪穴南東隅のＰ３から東壁方向に掘られており、幅0.18

ｍ、長さ0.85ｍ、深さ0.07ｍである。

掘方　床面から厚さ0.04ｍほど下位で掘方面を検出し

た。掘方は黒褐色土で充填されていた。

床下土坑　掘方面では掘り込みを検出しなかった。

周堤下面遺構　検出されなかった。

第386図　１区３号竪穴建物出土遺物図
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種同定したところ、クリとヌルデであることが判明した。

S1下の暗褐色土中の炭化材は上層の垂木材の延長部分も

あるが、別の建築材が壁沿いに落ち込んだ状態で出土し

た。樹種同定の結果、クリ、ヌルデ、クマノミズキ類、

ケヤキが同定されており、複数の木材が使用されていた

ことがわかった。垂木を支える梁桁および柱材を具体的

に特定できるような材は検出されなかった。

　柱は後述するように床面で柱穴が検出されなかったこ

とから床面に埋めた柱はなかったとみられる。ただし、

土層断面A-A′のほぼ中央にある５層が柱材の痕跡であ

る可能性があり、竪穴の中央に柱が１本立ちそれに向

かって垂木が架けられていた可能性も否定できない。

　また、ススキ属と同定された屋根材の下端(最長で0.39

ｍ)が周堤盛土直下から出土したことから、屋根の下端

を押さえるために盛土がされていたことが判明した。壁

構造については具体的な調査所見はなかった。

柱穴　主柱穴は検出されなかった。

竈　竈および炉は検出されなかった。

壁際溝　床面では明確に壁際溝を検出できなかったが、

掘方面でほぼ全周する壁際溝を検出した。概ね幅0.10

～ 0.18ｍ、深さ0.03 ～ 0.09ｍである。

貯蔵穴　貯蔵穴は検出されなかった。

床面小溝　床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.02ｍほど下位で掘方面を検出した。掘

方は黒褐色土で充填されていた。中央部には深さ0.05ｍ

ほどの凹地と小穴が検出された。

床下土坑　掘方面では掘り込みを検出しなかった。

周堤下面遺構　　竪穴建物の南壁東半分を除く四周縁辺

の周堤盛土直下には炭化材が出土した。炭化材の樹種が

ススキ属と同定されたことから屋根材と推定される。周

辺には垂木尻の痕跡の可能性がある小穴(ピット１)が検

出された。ピット10の大きさは長径0.18ｍ、短径0.15ｍ

の楕円形で、深さは0.04ｍである。底面には炭化物の薄

層が残されていた。垂木尻の検出を詳細に試みたが、で

きなかった。

遺物と出土状況　床面からの出土遺物はなかった。埋土

中出土の土師器杯(第388図１）を図示した。ほかに埋土

中から土師器破片27点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。火山灰降下前に解体が始まり、降下前には垂木の

１区４号竪穴建物

(第387図　PL.229 ～ 231・502)

位置　Ｘ＝57581 ～ 57588・Ｙ＝-75527 ～ -75535

重複　なし　　　　　　　平面形　ほぼ正方形

規模　長軸4.21ｍ　短軸4.16ｍ　最大壁高1.07ｍ

　　　周堤幅　1.20 ～ 1.63ｍ

床面積　8.60㎡　　　　　主軸方位　Ｎ－19°－Ｗ

検出・埋没状況　S3を掘り下げていく過程で、上位のS7

が落ち込んだ不定円形の範囲を検出した。土層断面観察

をしながら竪穴建物の周囲のS3をほぼ掘り下げると、周

堤の高まりが見えてきたが、竪穴内部にはまだS3が落ち

込んでいた(第387図①)。そのS3層中に垂木の一部と推

定される炭化材およびその痕跡が放射状に見えてきた

(第387図②)。竪穴内のS3を掘り下げるとさらに炭化材

が中央に向かって落ち込む状況が観察された。その下位

には厚さ５cmのS1が竪穴の凹地全体に一様に堆積してい

た。このことは噴火の最初に降下したS1堆積時には、屋

根が無かったことを示している。

　S1直下には、壁沿い床面直上に褐色土粒や白色粒を含

む暗褐色土がいわゆる三角堆積しており、中央部の床面

直上にも厚さ５cmほどの暗褐色土が堆積していた。暗褐

色土中にも放射状のものも含む炭化材やその破片が残さ

れていた。火山灰が降下する以前に崩落していた垂木が

あったことを示している。以上のことから、本竪穴建物

は、①屋根材が除去され、屋根の骨組みである垂木のみ

が残されていた。②一部の垂木が崩落し、土砂が壁際に

溜まった。③火山灰が降下した。④一部残っていた垂木

が火砕流で崩落した。という経過が想定されよう。屋根

材が除去されてから一定期間を経た後に被災した竪穴建

物と位置づけられる。

周堤　S1に直接覆われた周堤が、竪穴の四周で幅1.20

～ 1.63ｍにわたって連続して検出された。竪穴建物構

築の際に盛られたと推定される土砂(第389図13層～ 21

層)の厚さは0.06 ～ 0.31ｍほどで、傾斜の下がる東側に

厚く盛られた傾向がある。建物の周囲を平坦に整えるた

めと推定される。盛り上げられたと推定される混合土と

S1の間に顕著な間層は認められなかった。

上屋構造・壁構造　建物の構築材、特に垂木が残されて

いた。上層では竪穴四隅と各壁中央部４か所に規則的に

残された垂木材を検出した。一部のサンプルを採取し樹

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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第387図　１区４号竪穴建物検出状況図
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②S3下面炭化材

③S2上面

④S1上面

第4章　調査された遺構と遺物

528



222.20

222.30

222.40

222.50

222.60

222.70

222.80

222.90

222.20
222.30
222.40
222.50
222.60
222.70
222.80
222.90
223.00

22
2.
20

22
2.
30

22
2.
40

22
2.
50

22
2.
60

22
2.
70

22
2.
80

22
2.
90

22
3.
00

223.00

22
3.
00

223.00

223.10

223.10

22
3.
10

223.20

22
3.
20

223.20

223.20

22
2.
90

22
2.
80

22
2.
70

22
2.
70

223.10

223.20

223.10

223.10

Ａ Ａ′

Ｂ

Ｂ
′

588- 528

581- 528

０ 10㎝１:３

０ ２ｍ１: 60

一部や屋根材は撤去されていたことが火山堆積物の観察

から判明した。竈や炉、柱穴や貯蔵穴等の竪穴建物とし

ての施設が無かったことから、居住とは異なる機能の竪

穴建物と考えられる。

第388図　１区４号竪穴建物平面図・出土遺物図
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１区４号竪穴建物A-A′・B-B′
１　Hr-FA(S7)
2　Hr-FA(S7)
３　Hr-FA(S7)
４　Hr-FA(S7)
５　Hr-FA(S7)
５-b　Hr-FA(S7)変色。
５-c　Hr-FA(S7)変色、柱材の痕跡。
６　Hr-FA(S3)
７　Hr-FA(S1)
８　暗褐色土(10YR3/3)Hr-FA(S1)を10％含み、しまり・粘質あり。
9　黒褐色土(10YR3/2)炭化物少量含み、しまりあり。
10　暗褐色土(10YR3/3)径１㎜程度の白色軽石を2％含み、しまり・
粘性あり。

11　暗褐色土(10YR3/4)径１～2㎜、程度の褐色粒を３％含み、やや
粘質。

12　暗褐色土(10YR3/3)やや軟らかく、やや粘質。
13　暗褐色土(10YR3/3)径１～３㎜程度の白色軽石を５％含み、硬くし
まる。

13-b
14　暗褐色土(10YR3/3)径１～３㎜程度の白色軽石を５％含む。Hr-FA
(S1)を少量含み、硬くしまる。

15　暗褐色土(10YR3/3)Hr-FA(S1)を少量含み、硬くしまる。
16　黒褐色土(10YR3/2)Hr-FA(S3)を少量含み、しまりあり。
17　暗褐色土(10YR3/4)径１㎜程度の白色軽石を３％含み、しまりあり。
18　炭化材　(屋根部分)。
19　赤褐色土(５YR4/6)しまりあり。
20　黒褐色土(10YR3/2)径１㎜程度の褐色粒を微量含む。
21　暗褐色土(10YR3/4)Hr-FA(S1)を少量含む。径１～３㎜程度の褐
色粒を３％含み、しまりあり。

22・・黒褐色土(10YR3/1)径１㎜程度の白色粒を３％含み、しまりあり。

１区４号竪穴建物周堤ピット１　C-C′
１　褐色土(10YR4/1)径１～2㎜程度の白色粒を2％含み、しまりあ

り。
2　炭化材の薄層。



上屋構造・壁構造　S1下の暗褐色土中で出土した炭化材

は主として壁沿いに集中していたことから上屋構造を反

映したものと推定される。一部は西壁に沿って３本が等

間隔にあり、垂木の可能性がある。このうち北西隅の炭

化材の樹種を同定したところ、コナラ属コナラ節である

ことが判明した。また北東隅の炭化材も同様にコナラ属

コナラ節であった。北壁中央の炭化材はコナラ属クヌギ

節と同定された。北壁周堤の下部からは少なくとも４本

の垂木尻が検出された。また、周堤から落ち込む土砂の

中には屋根材が竪穴内に落ち込むように出土した。

　床面近くには炭化物・灰・焼土の分布は西壁沿いの0.40

ｍほどの範囲を除く床面の広域で見られ、灰の分布は突

出スロープの南端付近、焼土は主柱穴Ｐ１、Ｐ５、竈付

近、西壁中央部付近と散在していた。これらの出土状況

が具体的な上屋構造に直結する調査所見は得られなかっ

た。壁部分は火山堆積物が直接接して覆っていたことか

ら、比較的小さな掘削痕跡が確認できた。板壁等の痕跡

は検出されなかった。

柱穴　床面で主柱穴４本と、南壁沿いの中央部に柱穴１

本(Ｐ５)が検出された。それらの規模は下記の通りであ

る。

Ｐ１　長径0.26ｍ　短径0.21ｍ　深さ0.76ｍ

Ｐ2　長径0.23ｍ　短径0.20ｍ　深さ0.73ｍ

Ｐ３　長径0.26ｍ　短径0.24ｍ　深さ0.35ｍ

Ｐ４　長径0.17ｍ　短径0.14ｍ　深さ0.42ｍ

Ｐ５　長径0.33ｍ　短径0.30ｍ　深さ0.37ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ2間が2.45ｍ、Ｐ2・Ｐ３間が

2.37ｍ、Ｐ３・Ｐ４間が2.53ｍ、Ｐ４・Ｐ１間が2.24ｍ

である。Ｐ５は南壁中央で壁から約0.80ｍのところで検

出された。直立する柱痕跡が観察された。上半部にはS1

が落ち込んでいた。　

竈　東壁中央よりごくわずか南側に竈が敷設されてい

た。残存する竈の規模は確認長1.80ｍ、屋外長0.82ｍ、

燃焼部長0.64ｍ、焚口幅0.39ｍで、粘土貼り付けの袖構

造下部が左0.80ｍ、右0.90ｍの長さで屋内に張り出し残

存していた。燃焼面の上には焼土が堆積し、その上位に

S1・S3が塊状に堆積していることから、噴火前に竈は廃

棄され潰れていたことがわかる。煙道にも焼土や粘土や

S3塊の下に堆積しており、煙道からの火山灰や火砕流堆

積物の流入は無かったことがわかる。

１区５号竪穴建物

(第390図　PL.232 ～ 236・503・504)

位置　Ｘ＝57598 ～ 57608・Ｙ＝-75522 ～ -75533

重複　１区６号竪穴建物に後出する。

平面形　ほぼ正方形

規模　長軸5.80ｍ　短軸5.32ｍ　最大壁高1.02ｍ

　　　周堤幅　1.55 ～ 3.00ｍ

床面積　21.38㎡　　　　　主軸方位　Ｎ－35°－Ｗ

検出・埋没状況　S3を掘り下げていく過程で、上位のS9

が落ち込んだ隅丸方形の範囲を検出した。また本竪穴の

北壁西半分で、周堤が途切れてS7が帯状に突出して堆積

する部分を検出した。竪穴建物のスロープ状の遺構と推

定された。土層断面観察をしながら竪穴建物の周囲をS2

上面まで掘り下げたところ、周堤が明確に見えてくるが、

竪穴内部にはまだS9が落ち込んでいた。さらに掘り下げ

たところ、中央部で厚さ0.37ｍほどのS7と厚さ0.14 ～

0.18ｍのS3の自然堆積層が堆積していた。このS3層を掘

り下げる途中で、竪穴南東部で人１体と馬2頭の痕跡

が検出された。これらの人馬がいたS2面上面は凹凸があ

り、人や馬が避難しつつ被災した地表面であったことを

物語っている。人馬の詳細については、本章第５節S2上

面で記載した。

　人馬の下位にはS1層が堆積していた。S1層下の竪穴内

には炭化材や焼土塊が多量に黒褐色土中に堆積してい

た。(第391図9層・10層・12層・14層)これらの一部を

樹種同定したところ、コナラ属コナラであることが判明

した。

周堤　竪穴建物の四周で幅1.55 ～ 3.00ｍにわたって連

続して検出された。北側の突出スロープの周辺は周堤も

やや北側に膨らんで周堤が造られていた。竪穴建物構築

の際に盛られたと推定される土砂(第391図⑥層～⑫層)

の厚さは18 ～ 53cmほどで、⑬層は地山の黒色土である。

周堤の内側上位には火山堆積物を混じる土層がのってお

り、火山活動と建物の倒壊が同時に起こっていることを

想起させる。壁沿いでは周堤盛土内に潜るように複数の

垂木尻とみられる炭化材破片が検出された。垂木を周堤

盛土内で固定していることが判明した。垂木尻の位置や

本数をすべて確認することはできなかった。

　北壁突出スロープの北側で周堤直上で土師器甕(第395

図15)１個体が潰れた形で出土した。

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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延びる床面小溝と繋がるような位置関係である。

床面小溝　床面で床面小溝１条(YK １)が検出された。

竪穴南西隅のＰ３から西壁方向に掘られており、幅0.22 

ｍ、長さ0.70ｍ、深さ0.03ｍである。

掘方　床面から厚さ0.05 ～ 0.10ｍほど下位で掘方面を

検出した。掘方はローム粒を含む黒褐色土で充填されて

いた。

床下土坑　掘方面では掘り込みを検出しなかった。

周堤下面遺構　検出されなかった。

遺物と出土状況　竈と貯蔵穴からまとまった土師器が出

土したほかは、埋土中から土師器破片275点、粒状礫１

点(17)が出土した。また、北壁際S3層中から、木質の残

る鎌とみられる鉄器(第69図１)が出土している。本資料

は第５節S2上面に掲載した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。火砕流堆積物が襲う最中には、本竪穴建物の凹地

に、人１人と馬2頭が落ち込んでいた。

　また、本竪穴建物は火山灰降下時には廃棄・埋没が始

まっていた。竪穴建物破棄の時、竈は土器が残されたま

ま潰され、貯蔵穴は空洞のまま蓋をして土器を置いたま

ま放棄されたことが判明した。廃棄の具体的な状況を示

す調査例として重要である。

　袖の先端には左右とも円礫が芯として据えられてい

た。燃焼部中央部には角礫が縦に埋められており支脚と

して利用されていた。支脚のすぐ脇には土師器鉢(第393

図2)や杯(１)が出土し、竈周囲の破片と接合している。

竈前には土師器甑(16)がほぼ完形でつぶれた状態で出土

した。

貯蔵穴　竪穴南東隅の竈右側に長軸0.85ｍ、短軸0.74ｍ、

深さ0.70ｍの隅丸長方形の貯蔵穴が検出された。内部か

ら土師器杯４個体(第390図３・５・７・10)が出土した。

　埋没の状況を見ると、土層断面J-J′(第392図)ではま

ずS1が堆積し、S3が流入し、さらに薄い炭化材層を挟ん

で暗褐色土と直上にS1が堆積している。一方、土層断面

I-I′では炭化物層が破れ、上層にあった暗褐色土とS1が

合わさったまま塊状に落ち込んでいた。このことは「①

噴火前に竪穴建物が放棄された時、貯蔵穴には蓋がされ

ており、その上には土師器杯が載っていた。②内部は空

洞であった。③その後、蓋の上に暗褐色土が堆積し、④

噴火の時S1がその上に薄く堆積した。⑤その後S3が襲っ

たことにより、周囲からS1・S3が流入したり、⑥暗褐色

土とS1が載った蓋が壊れて土器とともに貯蔵穴内に落ち

込んだかのような経過が想定される。

壁際溝　南西隅に幅0.13 ～ 0.17ｍ、深さ0.01ｍの壁際

溝がＬ字状に検出された。この壁際溝はＰ３から西壁に

第392図　１区５号竪穴建物断面図(2)
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１区５号竪穴建物貯蔵穴・I-I′・J-J′
１　Hr-FA(S3)所々にHr-FA(S1)を20％含み、しまりあり。
2　Hr-FA(S1)
2-b・Hr-FA(S1)暗褐色土を50％含み、しまりあり。
３　暗褐色土(10YR3/3)Hr-FA(S3)を少量含み、径１～３㎜程度の白色粒を３％含む。炭化材・
焼土を７％含み、しまりあり。

４　炭化材の層。
５　暗褐色土(10YR3/3)径１～３㎜程度の白色粒を2％・径１～３㎜程度の褐色粒を2％含

１区５号竪穴建物P ４　O-O′
　１　黒褐色土（10YR3/1）しまり・やや粘性あり。

１区５号竪穴建物P ５　M-M′
　１　褐色土(10YR3/3)焼土を少量含む。　
　2　Hr-FA(S1)黒褐色土を少量含み、しまりあり。
　３　黒褐色土(10YR3/1)Hr-FA(S1)を少量含む。
　４　暗褐色土(10YR3/3)径１～2㎜程度の白色粒を１％含み、炭化材片を微量含む。

み、しまりあり。
　６　Hr-FA(S3)
１区５号竪穴建物P １　K-K′・P２　L-L′
　１　黒褐色土（10YR3/1）もろい。
　２　黒褐色土（10YR3/1）径１㎜程度の白色粒を１％含む。
　３　黒褐色土（10YR3/1）炭化物片を少量含み、もろい。
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１区５号竪穴建物竃F-F´・G-G´
１　Hr-FA(S3)
2　暗褐色土(10YR3/4)焼土を10％含み、しまりあり。
３　Hr-FA(S1)とHr-FA(S3)の混じり。
４　赤褐色土(2.5YR4/8)焼土の層、硬くしまる。
５　炭化材
６　にぶい黄褐色土(10YR5/3)しまりあり、やや粘性。
７　褐灰色土(10YR6/1)軟らかい。
８　暗褐色土(10YR3/3)径１㎜程度の白色粒を１％含み、しまりあり。
9　褐色土(10YR4/4)ローム色土を５％含み、しまりあり。
10　にぶい黄褐色土(10YR4/6)赤褐色の焼土を少量含み、しまりあり。
11　Hr-FA(S1)
12　暗褐色土(10YR3/4)炭化物片を３％含む。焼土を少量含み、しまりあり。
13　赤褐色土(５YR4/6)Hr-FA(S3)を10％含み、しまりあり。
14　赤褐色土(10YR4/6)暗褐色土を少量含み、Hr-FA(S3)を７％含む。
15　にぶい黄褐色土(10YR4/6)しまり・やや粘性あり。
16　赤褐色土(５YR4/6)炭化物片を１％含み、しまりあり。
17　黒褐色土(10YR3/2)径１～2㎜程度の白色粒を３％含む。
18　褐色土(10YR4/4)径１～2㎜程度の黄褐色粒を１％含み、しまり・やや粘性あり。
19　灰黄褐色土(10YR5/2)灰層、もろい。
20　赤褐色土(５YR4/6)灰層を含み、ややもろい。
21　にぶい黄褐色土(10YR4/6)硬くしまる。
22　にぶい黄褐色土(10YR4/6)黒褐色土を含み、しまりあり。
23　暗褐色土(10YR3/3)Hr-FA(S3)を15％含み、しまりあり。

１

2



（Ｂ）

（Ｂ′）

Ｄ
′
Ｄ
′

（
Ｄ
′）

（Ｃ）

Ｃ′

（
Ｅ
）

Ｈ′Ｈ′
Ｈ

Ｈ′

ＦＦＦＦ
Ｆ
′
Ｆ
′

ＦＦＦ
Ｆ
′

ＧＧ Ｇ′Ｇ′Ｇ Ｇ′

（
Ａ
）

（
Ａ
′）

（
Ｄ
）

（
Ｅ
′）

PP11P1

P2

PP33P5

P3

PP55P4

60
1

-
52
4

60
7

-
52
4

L=223.40mＥ Ｅ′

P1 P2

０ ２ｍ１: 60

第394図　１区５号竪穴建物掘方平断面図

第4章　調査された遺構と遺物

536



０ 10㎝１:３

０ 4㎝１:２

第395図　１区５号竪穴建物出土遺物図

第７節　黒色土中の遺構と遺物

537

10

11

12

13

14

15

16

17

３

６

４

７ ８

9

５

17

３～ 16



も樹種同定の結果、クリであることが判明した。

　また、壁際に集中して炭化材と焼土が出土した。ほと

んど短く切断しており、建物構造をそのまま復元できる

状態ではなかったが、北壁沿いではススキ属の屋根材と

一緒に複数の炭化材が壁と交差する位置で出土してお

り、垂木である可能性が高い。前述した周堤盛土の中か

らも、南壁の一部で垂木端部と屋根材が出土した。

柱穴　床面で主柱穴１本が検出された。本柱穴の規模は

直径0.48ｍ、深さ0.68ｍで、炭化材が上位に残っていた

ことから、半截して柱痕跡を調査した。柱痕跡は長径0.12

ｍ　短径0.11ｍ　深さ0.68ｍで、床面より上部にクリと

同定された炭化材が0.10ｍの高さで残り、その下位は厚

さ0.59ｍのS3、厚さ0.05ｍのS1を混じる暗褐色土、厚さ

0.04ｍの粘質暗褐色土で埋まっていた。柱材が朽ちる経

過で床面上に堆積したS1・S3が落ち込んだ結果と推定さ

れる。床面上の部分のみ炭化して残ったのであろう。

　さらにその東側に接して最大幅0.12ｍ、長さ0.88ｍの

炭化材が端部が重なるようにして出土した。本炭化材も

クリとの同定結果であり、出土状況からもＰ１の柱が折

れて東へ倒れたものと推定される。柱穴の深さ・堆積状

況、立って出土した炭化材の長さ、東に折れた状態の炭

化材の長さから推定すると、柱の長さは1.65ｍ以上で

あったことがわかる。また柱は円柱であったことも断面

観察から判明した。

　一方、Ｐ１の西側で出土した炭化材は、確認できた長

さは1.76ｍ、最大幅0.14ｍでクリと同定された。西側は

調査区域外となっており、崩落防止のため発掘区法面に

傾斜をもたせたこともあって、本炭化材の全長を調査で

きなかった。火砕流により倒壊した構築材の一部と推定

されるが、西端部の方向が想定される南西部主柱穴とず

れることから、Ｐ１と同じように主柱穴が折れた可能性

はやや少ないと考えられる。南壁沿いの梁の可能性も考

えられよう。

　また、Ｐ１堀方内から動物骨１点が出土した。調査の

結果、哺乳類種不明の焼骨片と分類された。

竈　東壁中央よりごくわずか南側に敷設されていた。残

存する竈の規模は確認長1.74ｍ、屋外長0.55ｍ、燃焼部

長1.16ｍ、焚口幅0.35ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部

が左1.04ｍ、右1.10ｍの長さで屋内に張り出し残存して

いた。竈の燃焼部や煙道内に火山灰や火砕流堆積物が流

１区６号竪穴建物

(第396図　PL.237 ～ 240・504・505)

位置　Ｘ＝57597 ～ 57611・Ｙ＝-75537 ～ -75545

重複　１区16号竪穴建物に後出する。

平面形　西半分は発掘区域外のため全体形状は不明。

規模　長軸7.37ｍ　短軸(4.63)ｍ　最大壁高0.72ｍ

　　　周堤幅　2.50 ～ 4.00ｍ

床面積　(21.39)㎡　　　　　主軸方位　Ｎ－10°－Ｗ

検出・埋没状況　S3を掘り下げていく過程で、上位のS7

が落ち込んだ隅丸方形の範囲を検出した。土層断面観察

をしながら竪穴建物の周囲をS2上面まで掘り下げたとこ

ろ、周堤が明確に見えてきたが、竪穴内部にはS7が落ち

込んでおり、さらに掘り下げたところ、中央部で厚さ

0.80 ～ 1.00ｍほどのS7と厚さ0.14 ～ 0.23ｍのS3が堆積

していた。このS3層を掘り下げる途中で、竪穴東半部で

人１体と馬１頭の痕跡が検出された。人馬の詳細は本書

第５節S2上面で記載した。S2は薄く一部でしか検出され

なかった。またS1上面には凹凸があり、人や馬が避難し

つつ被災した地表面であったことを物語っている。

　S1層下の竪穴を埋めていた黒褐色土中には倒壊した柱

材や、垂木と推定される炭化材が出土し、床面上には炭

化物や焼土が黒褐色土に混じって堆積していた。

周堤　竪穴の北側・西側・南側の三辺で、幅2.50 ～ 4.00

ｍにわたって連続して周堤が検出された。東側がやや狭

く、北側・南側が広くなっていた。竪穴建物構築の際に

盛られたと推定される土砂(第397図⑫層～⑰層)の厚さ

は東側で0.23ｍ、北側で0.46ｍほどであった。特に南壁

中央付近の周堤堆積③層～⑪層は火山堆積物や焼土が顕

著に積もっており、火山噴火後の竪穴建物倒壊に関わる

土層堆積と考えられる。南壁沿いでは垂木端部とみられ

る炭化材破片が１点、その近くに屋根材と推定される炭

化材が周堤盛土内から出土した。いずれも樹種同定は実

施していない。また近接して完形の土師器杯(第400図８)

が周堤盛土内で出土した。

上屋構造・壁構造　S3層中で建物の構築材が建物内に崩

落して一部が残されていた。特に南東部の主柱穴と考え

られるＰ１の最上部に残り東方向に倒れて出土した炭化

材は、立って残っていた柱が東側へ折れた可能性が高い。

また、その西側でほぼ東西方向に倒れていた炭化材は南

西部の主柱あるいは南壁側の梁の可能性がある。いずれ
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含
み
、
し
ま
り
あ
り
。

⑤
　
暗
褐
色
土(

10
YR

3/
3)
焼
土
ブ
ロ
ッ
ク
を
多
く
含
み
、
し
ま
り
あ
り
。

⑥
　
暗
褐
色
土(

10
YR

3/
3)
焼
土
を
50
％
含
み
、
し
ま
り
あ
り
。

⑦
　
暗
褐
色
土(

10
YR

3/
3)
焼
土
を
５
％
含
み
、
し
ま
り
あ
り
。

⑧
　
暗
褐
色
土(

10
YR

3/
3)
焼
土
を
３
％
含
み
、
し
ま
り
あ
り
。

⑨
　
暗
褐
色
土(

10
YR

3/
3)
焼
土
を
１
％
含
む
。
H
r-
FA

(
S1
)を

少
量
含
み
、
し
ま
り
あ
り
。

⑩
　
暗
褐
色
土(

10
YR

3/
3)
焼
土
を
３
％
含
み
、
H
r-
FA

(
S3
)を

少
量
含
む
。
・

⑪
　
明
赤
褐
色
土(

５
YR

5/
6)

H
r-
FA

(
S3
)を

少
量
含
み
、
し
ま
り
あ
り
。

⑫
　
暗
褐
色
土(

10
YR

3/
4)
径
１
～
３
㎜
程
度
の
白
色
粒
を
７
％
含
む
。
黒
褐
色
土
を
少
量
含
み
、
し
ま
り
あ
り
。

⑬
　
黒
褐
色
土(

10
YR

3/
2)
径
１
～
2
㎜
程
度
の
白
色
粒
を
５
％
含
み
、
し
ま
り
あ
り
。

⑭
　
黒
褐
色
土(

10
YR

3/
1)
径
１
～
2
㎜
程
度
の
白
色
粒
を
３
％
含
み
、
し
ま
り
あ
り
。

⑮
　
黒
褐
色
土(

10
YR

3/
1)
径
１
～
2
㎜
程
度
の
白
色
粒
を
５
％
含
み
、
焼
土
を
微
量
含
む
。

⑯
　
暗
褐
色
土(

10
YR

3/
3)
径
１
～
2
㎜
程
度
の
白
色
粒
を
３
％
含
み
、
し
ま
り
あ
り
。

⑰
　
黒
褐
色
土(

10
YR

3/
1)
径
１
～
2
㎜
程
度
の
褐
色
粒
を
３
％
含
む
。
や
や
軟
ら
か
く
、
や
や
粘
性
あ
り
。

⑱
　
黒
色
土(

10
YR

2/
1)
や
や
軟
ら
か
い

１
区
６
号
竪
穴
建
物
貯
蔵
穴
F-
F´

１
　
暗
褐
色
土(

10
YR

3/
3)
径
５
～

10
㎜
程
度
の
ロ
ー
ム
ブ
ロ
ッ

ク
を
10
％
含
み
、
粘
質
土
。

2
　
暗
褐
色
土(

10
YR

3/
3)
硬
く
し
ま
る
。

３
　

暗
褐

色
土(

10
YR

3/
3)

ロ
ー

ム
土

を
10

％
含

む
。

し
ま

り
あ

り
、
粘
質
土
。

４
　

暗
褐

色
土(

10
YR

3/
3)

ロ
ー

ム
土

を
2

％
含

む
。

し
ま

り
あ

り
、
粘
質
土
。

５
　
黒
褐
色
土(

10
YR

3/
2)
し
ま
り
あ
り
、
粘
質
土
。

１
区
６
号
竪
穴
建
物
P
１
　
G-
G´

１
　
炭
化
材

2
　
H
r-
FA

・(S
3)

３
　

暗
褐

色
土(

10
YR

3/
3)

径
１

㎜
程

度
の

白
色

粒
を

１
％
含
み
、
し
ま
り
あ
り
。

４
　
炭
化
材
の
層
　
焼
土
を
少
量
含
む
。

５
　

暗
褐

色
土(

10
YR

3/
3)

径
１

㎜
程

度
の

白
色

粒
を

５
％
含
む
。
黒
色
土
を
少
量
含
み
、
し
ま
り
あ
り
。

６
　

暗
褐

色
土(

10
YR

3/
4)

径
１

～
2

㎜
程

度
の

白
色

粒
を
３
％
含
む
。
褐
色
土
を
少
量
含
み
、
し
ま
り
あ
り
。

７
　
暗
褐
色
土(

10
YR

3/
3)

H
r-
FA

(
S3
)を

15
％
含
む
。

８
　
暗
褐
色
土(

10
YR

3/
3)
軟
ら
か
く
、
粘
質
土
。



Ｃ
Ｃ
′

ＥＥ Ｅ′Ｅ′Ｅ Ｅ′

Ｄ Ｄ′

13

2

14
17

11

12

3

9

7

15

Ｃ
Ｃ
′

Ｄ Ｄ′

ＥＥ Ｅ′Ｅ′Ｅ Ｅ′

5

L=
22
3.
80
m

Ｃ
Ｃ
′

s

s

p

p

1

2

7
1

5
6

10

9

12

11

97

3
13

4
14

15

16

17

33
34

35

36

27
32

27

28

32
31

26
25

25
21

22
21

5
?

23

8

2

L=223.10mＤ Ｄ′

120

2

6
11

16 112527

2826

2725

31 30

1819 9
8 7

9

2321 22 24

p

L=222.80mＥ Ｅ′

s s s

０ １ｍ１: 30

第398図　１区６号竪穴建物竈平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物

541

１区６号竪穴建物竃C-C′・D-D′
１　にぶい黄褐色土(10YR5/4)灰黄褐色ブロックを10％含み、硬くしまる。
2　１層よりやや色が濃い。
３　１層より灰黄褐色ブロックを13％多く含む。
４　１層よりやや軟らかく、灰黄褐色ブロックを７％含む。
５　暗褐色土(10YR3/4)褐灰色の灰を10％含み、しまる。
６　暗褐色土(10YR3/3)径１～５㎜程度の赤褐色粒を５％含み、しまりあり。
７　暗褐色土(10YR3/3)褐灰色の灰を５％含み、やや軟らかい。
８　赤褐色土(５YR4/6)焼土、褐灰色土を15％含み、硬くしまる。
9　明赤褐色土(５YR5/6)焼土、硬くしまる。
10　炭化材の層　もろい。
11　明赤褐色土(５YR5/6)褐灰色土混土。炭化物片を少量含み、ややもろい。
12　褐灰色土(10YR4/1)炭化材層を含み、ややもろい。
13　にぶい黄褐色土(10YR4/3)褐色土混土。にぶい黄褐色ブロックを５％含み、しまりあり。
14　４・７層の混土。
15　にぶい黄褐色土(10YR5/4)にぶい黄橙色土混土、焼土を含む。
16　暗褐色土(10YR3/4)焼土を少量含み、硬くしまる。
17　12層・焼土混土、硬くしまる。
18　にぶい黄褐色土(10YR4/3)もろい。　
19　暗褐色土(10YR3/3)径３㎜程度の白色粒を１％含む。
20　Hr-FA・(S3)
21　褐灰色土(10YR5/1)もろい。
22　赤褐色土(５YR4/6)しまりあり。
23　赤褐色土(５YR4/6)１層を20％程度含み、ややもろい。
24　暗褐色土(10YR3/3)焼土・灰を少量含む。
25　暗褐色土(10YR2/3)３層を20％程度含み、しまりあり。
26　褐灰色土(10YR5/1)灰黄褐色土混土、もろい。
27　にぶい黄褐色土(10YR5/4)褐色土混土、しまりあり。
28　炭化材の層
29　暗褐色土(10YR3/4)焼土を少量含み、しまりあり。
30　暗褐色土(10YR3/3)焼土を少量含む。炭化材を５％含み、しまりあり。
31　褐灰色土(10YR5/1)灰黄褐色土混土、焼土を少量含む。炭化材を少量含み、しまりあり。
32　暗褐色土(10YR3/3)径１㎜程度の白色粒を2％含み、しまりあり。
33　にぶい黄褐色土(10YR4/3)ロームブロックを少量含み、しまりあり。
34　褐色土(10YR4/6)径３㎜程度の白色粒を１％含み、やや軟らかい。
35　褐色土(10YR4/4)径５～ 15㎜程度のロームブロックを15％含み、しまりあり。
36　暗褐色土(10YR3/3)径10 ～ 15㎜程度のロームブロックを20％含み、しまりあり。
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上にS1とS3が覆っていた。貯蔵穴内からの出土遺物はな

かった。

壁際溝　壁際溝は検出されなかった。

床面小溝　床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から厚さ0.05ｍほど下位で掘方面を検出し

た。掘方は暗褐色土で充填されていた。

床下土坑　掘方面では掘り込みを検出しなかった。

周堤下面遺構　南壁周囲で周堤盛土内で屋根材の一部を

検出したが、垂木端部の小孔等は検出されなかった。

遺物と出土状況　竈周辺からまとまって土器が出土し

た。また北部の床面直上で棒状礫が10点出土した。その

うち６点を図示した。(第401図25 ～ 30)また、位置不明

となったが、臼玉破片(33)、竪穴中央部床面上16cmから

鉄製長頸片刃鏃(32)が出土した。この他、埋土中から土

師器破片434点、鍛冶関連の粘土質溶解物１点(第401図

31)が出土した。

調査所見　出土遺物から5世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。本竪穴建物も１区５号竪穴建物と同様に、埋没途

入していないこと、燃焼部の焼土はが直接灰面に堆積し

ていることから、被災前に竈も崩落していたことがわか

る。

　袖の先端には左右とも角礫が芯として据えられてい

た。焚口には細長い角礫が両袖をつなぐような位置に出

土しており、竈焚口の構築材の一部と推定される。燃焼

部と煙道の境にも構築材として埋められた礫が残されて

いた。本建物の竈燃焼部には支脚は認められなかった。

燃焼部のほぼ中央部に土師器甕底部(第400図11)が伏せ

て置かれていたが、竈に架けた甕の支えとして使用され

た可能性もある。

　竈右手に土器が集中して出土した。竈袖右脇には土師

器甕(第400図14)上半部が床面直上、倒立状態で出土し

た。周囲には須恵器杯(15・17)や土師器杯(2・３・9)

等が散在して出土した。

貯蔵穴　竪穴南東隅の竈右側に0.90ｍ、短軸0.82ｍ、深

さ0.89ｍ、隅丸方形の貯蔵穴が検出された。内部には焼

土粒や炭化材を少量含む暗褐色土で埋まっており、その

第399図　１区６号竪穴建物掘方平面図

第4章　調査された遺構と遺物

542



０ 10㎝１:３

第400図　１区６号竪穴建物出土遺物図(１)
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中の凹地となっていたところへ古墳人１人と馬１頭が落

ち込んでいた。集落内の被災状況を語る上で重要な遺構

であった。また、床面には埋土の一次堆積土があり、そ

の上に火山灰が一次堆積していた竪穴建物である。火山

灰降下時には屋根が残されていなかったことがわかる。

第401図　１区６号竪穴建物出土遺物図(2)

第4章　調査された遺構と遺物
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Ｐ７　長径0.35ｍ　短径0.28ｍ　深さ0.59ｍ

Ｐ８　長径0.20ｍ　短径0.18ｍ　深さ0.16ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ2間が1.90ｍ、Ｐ2・Ｐ３間が

2.16ｍ、Ｐ３・Ｐ４間が1.95ｍ、Ｐ４・Ｐ５間が2.10ｍ、

Ｐ５・Ｐ６間が1.53ｍ、Ｐ６・Ｐ７間が2.22ｍ、Ｐ７・

Ｐ８間が2.05ｍ、Ｐ８・Ｐ１間が2.05ｍである。Ｐ１、

Ｐ３、Ｐ５、Ｐ７が深さが深いことから主柱穴と考えら

れる。Ｐ４は主柱穴と同様な規模で、東壁沿いにある長

軸2.80ｍ、短軸1.90ｍのほぼ長方形の範囲に３cmほど低

くなった施設の角にあり、Ｐ３とともにその施設を区画

する柱となっている。

　さらにＰ４とＰ５の間のやや内側でＰ9を検出した。

長軸0.43ｍ、短軸0.40ｍ、深さ0.29ｍである。主柱穴等

Ｐ１～Ｐ８との規則性は希薄だが、竈の中軸線上に位置

する。

竈　西壁中央よりやや南側に竈が敷設されていた。残存

する竈の規模は確認長1.34ｍ、屋外長0.20ｍ、燃焼部長

1.07ｍ、焚口幅0.25ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が

左1.14ｍ、右1.17ｍの長さで屋内に張り出しその基部が

残存していた。竈の燃焼部や煙道内に火山灰や火砕流堆

積物が流入していないこと、燃焼部の焼土が直接灰面に

堆積していることから、被災前に竈は崩落していたこと

がわかる。

　袖の先端には左右とも角礫が芯として据えられてい

た。焚口には細長い角礫が両袖をつなぐような位置に出

土しており、竈焚口の構築材の一部と推定される。燃焼

部と煙道の境にも構築材として埋められた礫が残されて

いた。本建物の竈燃焼部には支脚は認められなかった。

竈周辺に土器が集中して出土した。竈袖右脇には土師器

甕(第408図33)、小型甕(29)が、竈左手には土師器杯(第

407図14・15・20・18)や甕(32)が散乱していた。

　竈の周辺の床面精査作業の際に、向かって左脇に古い

竈の痕跡を検出した。壁に残された煙道の跡や焼土の堆

積が検出され、その状態で壁および床面として使用され

ていたことがわかる。掘方面での図面記録を実施した。

　竈出土の灰資料について植物珪酸体分析を行ったとこ

ろ、イネと棒状型の植物珪酸体が観察された。ネザサ節

型とウシクサ族の機動細胞珪酸体がわずかに検出されて

いる。また、土壌洗浄により種不明の骨片が、埋土中か

ら哺乳類種不明の焼骨片が出土した。

１区７号竪穴建物

(第402図　PL.240 ～ 247・505)

位置　Ｘ＝57624 ～ 57634・Ｙ＝-75531 ～ -75540

重複　なし。　　　　　　　　　平面形　ほぼ正方形

規模　長軸8.20ｍ　短軸7.77ｍ　

　　　最大壁高0.67 ～ 0.90ｍ　

床面積　56.23㎡　　　　　主軸方位　Ｎ－124°－Ｅ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げていく過程で、S1・

S2が緩やかに大きく落ち込む凹地を検出した。土層断面

観察をしながら掘り下げたところS1の下位から、竪穴建

物を検出した。掘り下げ途中でS2上面・S1上面を精査し

たが、本竪穴内では遺構は検出されなかった。

　S1直下では竪穴はほとんど埋没しており、周堤の高ま

りは見られなかった。凹地内の埋土中には炭化材が混在

していたことから、凹地下位に竪穴建物の存在を想定し

て、埋土観察用のベルトを設定して掘り進んだところ、

竪穴建物であることが判明した。

　竪穴内は焼土粒やローム粒を混じる黒褐色土で埋まっ

ていた。床面にはほぼ全域に焼土や灰が広がっており、

壁沿いを中心に炭化材の破片が検出された。放射状に残

る炭化材が多く、垂木の一部と推定される。

　竪穴北東部床面直上で赤色顔料が３か所で検出され

た。成分分析を実施したところ、赤土素材の非パイプ状

ベンガラと分類された。

周堤　S1直下で、顕著な周堤は検出されなかった。

上屋構造・壁構造　建物の構築材、特に垂木と推定され

る炭化材が壁沿いに残されていた。一部のサンプルを採

取し樹種同定したところ、西側の部材はコナラ属コナラ

節、東側の炭化材はクリと同定された。特に貯蔵穴南縁

にあった幅広の炭化材は板状で蓋あるいは枠材と推定さ

れる。壁構造については具体的な調査所見はなかった。

柱穴　主柱穴４本と、その柱間中央に４本の補助的な柱

穴と推定される小孔が検出された。柱穴の規模は下記の

通りである。

Ｐ１　長径0.31ｍ　短径0.30ｍ　深さ0.45ｍ

Ｐ2　長径0.21ｍ　短径0.20ｍ　深さ0.32ｍ

Ｐ３　長径0.34ｍ　短径0.28ｍ　深さ0.41ｍ

Ｐ４　長径0.35ｍ　短径0.30ｍ　深さ0.50ｍ

Ｐ５　長径0.33ｍ　短径0.28ｍ　深さ0.61ｍ

Ｐ６　長径0.28ｍ　短径0.20ｍ　深さ0.24ｍ

第７節　黒色土中の遺構と遺物

545



Ａ

Ａ
′

Ｂ

Ｂ′

ＧＧ Ｇ′Ｇ′Ｇ Ｇ′

ＨＨ

Ｈ
′
Ｈ
′

Ｈ

Ｈ
′

ＩＩ

Ｉ′Ｉ′

ＫＫ Ｋ′Ｋ′

ＪＪ Ｊ′Ｊ′

Ｉ

Ｉ′

Ｋ Ｋ′

Ｊ Ｊ′

ＭＭ Ｍ′Ｍ′Ｍ Ｍ′
ＬＬ

Ｌ′Ｌ′
Ｌ

Ｌ′

ＮＮ
Ｎ′Ｎ′

Ｎ
Ｎ′

Ｏ′Ｏ′ＯＯ Ｏ′Ｏ

Ｑ′Ｑ′ＱＱ Ｑ′Ｑ

Ｐ′Ｐ′
ＰＰ

Ｐ′
Ｐ

Ｒ

Ｒ
′

Ｓ

Ｓ
′

Ｔ

Ｔ
′

Ｕ

Ｕ′

Ｖ

Ｖ′

Ｗ Ｗ′

ＣＣ

Ｃ
′
Ｃ
′

Ｃ

Ｃ
′

ＤＤ

Ｄ′Ｄ′
ＥＥ

Ｅ′Ｅ′

Ｄ

Ｄ′
Ｅ

Ｅ′

P1P1P1

P3P3P3

P2P2P2

P4P4P4
P5P5P5

P7P7P7

P6P6P6

P8P8P8

P9P9P9

土坑土坑11土坑1

2
30

9

8
7

6 22

14
18 15153232 15

333333

20

32
21

29

1111

1717

2828

1133

1212

1010

44 55

11

17

28

13

12

10

4 5

131313

赤色顔料SP3

炭炭SP3SP3炭SP3

炭SP4

灰SP

赤色顔料SP2

赤色顔料赤色顔料
SP1SP1
赤色顔料
SP1

炭炭SP2SP2炭SP2

炭SP1

炭炭SP5SP5炭SP5

骨骨SP1SP1骨1

634
-
538

625
-
538

L=223.60mＡ Ａ′

1
s

s

s

s

s
2

345

7

8

8

9 10
10

10

11
12 12 12

Ｂ Ｂ′L=223.60m

土坑1

1-b 6

2

6

6
6

7
8

910

10

11 11

Ｇ Ｇ′L=222.60m
1
2

3

Ｈ Ｈ′L=222.60m

土坑1

1

2

０ ２ｍ１: 60

第402図　１区７号竪穴建物平断面図

第4章　調査された遺構と遺物

546



０ ２ｍ１: 60

L=222.60m
Ｉ Ｉ′

P1

2 5

L=222.60m
Ｊ Ｊ′

P2

4 5

L=222.60m
Ｋ Ｋ′

P3

62 2

L=222.60m
Ｌ Ｌ′

P4

2

3-b

L=222.60m
Ｍ Ｍ′

P5

5

3-b

6

L=222.60m
Ｎ Ｎ′

P6

3

2-b Ｏ′Ｏ
L=222.60m

P7

2

5

Ｐ′Ｐ
L=222.60m

P8

12

3
2

Ｑ′Ｑ
L=222.60m P9

2

4
3 3

貯蔵穴　竪穴南西隅の竈左側に長軸0.83ｍ、短軸0.70ｍ、

深さ0.75ｍの隅丸方形の貯蔵穴が検出された。南壁に接

する位置には幅0.20ｍほどの中段があり、幅0.22ｍ、最

大長0.80ｍの炭化した板材が出土した。樹種はコナラ属

コナラ節である。西側にも垂木と推定される炭化材が落

ち込んでいた。また、土師器杯(第407図21)も落ち込ん

だ状態で出土した。内部は焼土粒や炭化材を少量含む黒

褐色土で埋まっていた。

壁際溝　壁際溝は検出されなかった。

床面小溝・土坑　床面小溝は床面では検出されなかった。

また、竪穴中央付近、Ｐ６に近接して土坑１が検出され

た。長軸0.58ｍ、短軸0.56ｍのほぼ円形で、深さは0.22

ｍ、皿型の断面形で黒褐色土で埋まっていた。

掘方　床面から0.02 ～ 0.15ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方は黒褐色土で充填されていた。掘方面では

床面小溝の痕跡を５条検出した。YK １はＰ８から西壁

へ、YK2はＰ１から西壁へ、YK ３はYK2に並行して、

YK４はＰ４から東壁へ、YK ５はＰ５から東壁へと規則

的な位置に掘られている。各溝の規模は下記の通り。

YK１　幅0.05 ～ 0.11ｍ　長さ1.13ｍ、深さ0.23ｍ

YK2　幅0.27ｍ、長さ0.83ｍ、深さ0.14ｍ

YK３　幅0.23ｍ　長さ0.65ｍ、深さ0.11ｍ

YK４　幅0.22ｍ、長さ1.52ｍ、深さ0.16ｍ

YK５　幅0.24ｍ、長さ1.47ｍ、深さ0.11ｍ

床下土坑　掘方面では土坑状の掘り込みを検出しなかっ

たが、東部を中心に掘削痕跡が顕著に検出された。

周堤下面遺構　周堤は確認できなかった。

遺物と出土状況　土器は竈周辺に集中して出土した。ま
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１区７号竪穴建物A-A′・B-B′
１　黒褐色土(10YR3/1)径2～３㎜程度の黄褐色粒を５％含み、しまりあり。
2　黒褐色土(10YR3/2)径2～３㎜程度の赤褐色粒を３％含む。炭化物片を2％含み、しまりあり。
３　黒褐色土(10YR3/2)焼土を５％・炭化物片を2％含む。灰を７％含み、しまりあり。
４　黒褐色土(10YR3/1)径１～５㎜程度の黄褐色粒を2％含み、しまりあり。
５　黒褐色土(10YR3/1)径１～３㎜程度の褐色粒を３％含み、炭化物片を７％含む。
６　褐色土(10YR4/4)径１～2㎜程度の褐色粒を３％含み、しまりあり。
７　暗褐色土(10YR3/3)径１～３㎜程度の赤褐色粒を３％含み、褐色土を10％含む。　
８　暗褐色土(10YR3/2)炭化物片を５％・焼土を５％含む。
9　赤褐色土(５YR4/6)下部に炭化物を10％含み、しまりあり。
10　黒褐色土(10YR3/2)径１～2㎜程度の褐色粒を2％・径１～2㎜程度の白色粒を１％含み、しまりあり。
11　黒褐色土(10YR3/2)径2～８㎜程度の黄褐色粒を７％含み、しまりあり。
12　黒褐色土(10YR3/2)径１～2㎜程度の黄褐色粒を１％含み、しまりあり。

１区７号竪穴建物貯蔵穴G-G′
１　黒褐色土(10YR3/2)径１㎜程度の白色粒を３％・径１㎜程度の黄褐色粒を３％含み、しまりあり。
2　黒褐色土(10YR3/1)炭化物片を３％・ローム色土を５％含み、ややもろい。
３　黒褐色土(10YR3/1)ややもろい、粘性あり。

１区７号竪穴建物P１～ P 9・土坑１　H-H′～ Q-Q′
１　黒褐色土(10YR3/1)ローム色土を７％含み、もろい。
2　黒褐色土(10YR3/2)しまりあり。
2-b黒褐色土(10YR3/2)炭化物片を10％含み、しまりあり。
３　暗褐色土(10YR3/3)黒褐色土を20％含み、しまりあり。
３-b暗褐色土(10YR3/3)径2～３㎜程度の黄色粒を５％含む。黒褐色土を20％含み、しまりあり。
４　黒褐色土(10YR3/1)径１㎜程度の焼土粒を10％含む。褐灰色の灰を５％含み、やや軟らかい。
５　黒色土(10YR2/1)もろい。
６　黒色土(10YR2/1)ローム色土を20％含み、もろい。
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１
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色
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3/
3)
径
１
～
３
㎜
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し
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褐
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し
ま
り
・
粘
性
あ
り
。



た、石製の玉類や石製模造品が竪穴建物全体に散在して

出土した。①貯蔵穴東脇の壁沿いの長軸0.6ｍ、短軸0.4

ｍの範囲に、土師器甕(第407図30)、杯(22)、滑石製臼

玉23点(うち４点実測６～9)、蛇紋岩の石製模造品１点

(2)がまとまって床面直上で出土した。甕は横に倒れ、

杯は正立の状態であった。②東壁沿いでは、蛇紋岩製管

玉(第406図13)、滑石製小玉(５)、蛇紋岩製紡輪(４)が

既述した長方形の区画内で床面で出土した。③北壁沿い

では、蛇紋岩製管玉2点(第406図10・12)、滑石製管玉(11)

がやや離れた位置で出土した。④Ｐ１に近い西壁沿いで

は、蛇紋岩製紡輪(第406図３)と滑石の石製模造品(１)

が近接して出土した。いずれも主柱穴を結ぶ線の外側の

エリアに配置されたかのような位置に出土している。

　また、南壁付近のクリと同定された炭化材周囲の土砂

から焼骨１点が確認された。調査の結果、哺乳類種不明

の焼骨と同定された。竃内からも同様な骨資料が出土し

た。

　そのほか、埋土中から土師器破片1662点が出土した。

またモモの炭化核破片が１点出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。火山灰降下前に解体が始まり、降下前には垂木の

一部や屋根材は撤去されていたことが火山堆積物の観察

から判明した。また、玉類や石製模造品の出土状態は建

物内の祭祀空間を想定させるが、詳細は不明である。
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(P.549第405図竃図土層注記)
１区７号竪穴建物竃C-C´～ E-E´
１　暗褐色土(10YR3/4)径１㎜程度の白色粒を７％含み、しまりあり。　
2　褐色土(10YR4/6)暗褐色土を40％含み、しまりあり。　
３　暗褐色土(10YR3/3)径８～ 10㎜程度の褐色ブロックを７％含み、しまりあり。
４　明褐色土(7.5YR5/8)褐色の焼土を15％含み、しまりあり。
５　褐灰色土(10YR5/1)灰層、もろい。
６　黒褐色土(10YR3/2)径2～８㎜程度の褐色ブロックを５％含む。焼土を５％含み、しまりあり。
７　赤褐色土(５YR4/8)明赤褐色土40％含む。部分的に硬くしまり、上部煙道の崩落。
８　暗褐色土(10YR3/3)径2～５㎜程度の焼土粒を３％含む。黒褐色土を７％含み、しまりあり。
9　赤褐色土(５YR4/8)暗褐色土を30％含み、ややもろい。　
10　黒褐色土(10YR3/2)褐色土を30％・焼土５％・炭化物片を３％含み、しまりあり。
11　暗赤褐色土(５YR3/4)しまりあり。
12　にぶい黄橙色土(10YR6/4)赤褐色の焼土を30％・灰黄褐色の灰を８％含む。　
13　暗褐色土(10YR3/4)しまりあり、粘質土。
14　褐色土(10YR4/4)焼土を10％含み、しまりあり。
15　黒褐色土(10YR3/1)径１㎜程度の白色粒を３％含み、しまりあり。
16　赤褐色土(５YR4/8)灰化した稲材を20％含み、ややもろい。
17　黒褐色土(10YR3/1)にぶい黄褐色土を40％含み、ややしまりあり。
18　にぶい黄褐色土(10YR5/3)径１㎜程度の白色粒を１％含み、しまり・・やや粘性あり。
19　褐色土(10YR4/4)径2～３㎜程度の黄褐色粒を３％含む。黒褐色土を30％含み、しまりあり。
20　暗褐色土(10YR3/4)径１㎜程度の白色粒を2％含み、しまりあり。
21　黒褐色土(10YR3/2)径2～３㎜程度の黄褐色粒を３％含む。径１㎜程度の白色粒を2％含み、しまりあり。
22　暗褐色土(10YR3/3)径１～2㎜程度の赤褐色粒を2％含み、しまりあり。
23　褐色土(10YR4/6)暗褐色土を20％含み、しまり・粘性あり。
24　褐色土(10YR4/4)しまりあり。
25　暗褐色土(５YR4/6)赤褐色の焼土を15％含み、しまりあり。
26　赤褐色土(10YR5/2)焼土と灰層、径８㎜程度の焼土を粒状に10％含む。灰黄褐色土を40％含み、もろい。
26-b灰黄褐色土(10YR5/2)灰層、もろい。
27　明赤褐色土(５YR5/6)硬くしまる。
28　明赤褐色土(５YR3/6)ややもろい。
29　黒褐色土(10YR3/2)径８㎜程度の焼土粒を３％含み、ややもろい。
30　黒褐色土(10YR3/2)径１～３㎜程度の黄褐色粒を2％含み、しまりあり。
31　暗褐色土(10YR3/4)しまり・やや粘性あり。
32　黒褐色土(10YR3/2)焼土を2％含む。暗褐色土を20％含み、しまりあり。
33　暗褐色土(10YR3/3)径８～ 10㎜程度の焼土ブロックを20％含み、しまりあり。
34　赤褐色土(５YR4/6)焼土、しまりあり。
35　にぶい黄褐色土(10YR5/4)粘質土、しまりあり。
35-bにぶい黄褐色土(10YR5/4)黒褐色土を30％含む。しまりあり、粘質土。
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０ 10㎝１:３

１区８号竪穴建物

(第409図　PL.247 ～ 251・505・506)

位置　Ｘ＝57618 ～ 57623・Ｙ＝-75542 ～ -75547

重複　１区32号竪穴建物に後出する。　　

平面形　西壁付近が調査区域外になるため全形が不明で

あるが、東西に長い長方形と推定される。

規模　長軸(4.07)ｍ　短軸4.74ｍ　最大壁高0.67 ～

1.06ｍ　

床面積　計測不能　　　　　主軸方位　Ｎ－17°－Ｗ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げていく過程で、緩

やかに火山堆積物が落ち込む凹地を検出した。土層断面

観察をしながら掘り下げたところ、S3を除去したS2上面

で被災した人の足跡や馬蹄跡を検出した。これらの人の

足跡や馬蹄跡については本書第５節S2上面で記載した。

上記遺構を記録した後、S1上面を精査したが、新しい遺

構は検出されなかった。

　S1直下では竪穴建物埋土を検出した。竪穴はほとんど

埋没しており、周堤の高まりがわずかに検出された。埋

土は暗褐色土や黒褐色土で、一部で炭化材が残存してい

た。床面はほぼ全域が硬化しており、竈および貯蔵穴周

辺には焼土や灰が広がっていた。埋土中から出土した炭

化種実2点はモモ炭化核と同定された。

周堤　S1直下で、わずかな高まりを確認したのみで、顕

著な周堤は検出されなかった。

上屋構造・壁構造　上屋および壁の構造に関わる炭化材

は出土しなかった。

柱穴　床面で主柱穴４本が検出された。柱穴の規模は下

記の通りである。

Ｐ１　長径0.30ｍ　短径0.29ｍ　深さ0.54ｍ

Ｐ2　長径0.33ｍ　短径0.28ｍ　深さ0.51ｍ

Ｐ３　長径0.29ｍ　短径0.28ｍ　深さ0.47ｍ

Ｐ４　長径0.29ｍ　短径0.27ｍ　深さ0.53ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ2間が1.98ｍ、Ｐ2・Ｐ３間が

1.90ｍ、Ｐ３・Ｐ４間が1.93ｍ、Ｐ４・Ｐ１間が1.91ｍ

である。Ｐ１・Ｐ2・Ｐ４には柱痕跡を示す埋土層が確

認された。

竈　東壁ほぼ中央に竈が敷設されていた。残存する竈の

規模は確認長1.36ｍ、屋外長0.40ｍ、燃焼部長0.76ｍ、

焚口幅0.35ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が左1.02ｍ、

右1.08ｍの長さで屋内に張り出しその基部が残存してい

第408図　１区７号竪穴建物出土遺物図(３)
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が、その下位に硬化面が広がっていた。

床面小溝　床面で床面小溝３条(YK １～ YK ３)が検出

された。YK １は南壁から北へ、YK2はＰ３を挟み北壁

に平行して、YK ３は北壁から直角に南へ掘られていた。

　YK 2・YK ３は0.32ｍほどの間隔をあけてＬ字状に

なっており、竪穴北西部を何らかの目的で囲んでいるよ

うな配置である。内部には壁際が幅0.60ｍほど硬化して

いない範囲が残されていた。同じく幅0.60ｍの硬化部分

には赤玉2個が床面直上で出土した。赤玉は成分分析を

実施したところ、金井東裏遺跡出土例と同様に赤土素材

の非パイプ状ベンガラと分類された。その西側には石製

模造品(不明)１点と臼玉11点(うち１点を図示(第412図

21))が床面直上で出土した。

掘方　床面から0.02 ～ 0.16ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム塊を混じる黒褐色土で充填されてい

た。掘方面は凹凸が著しく不定形な掘り込みが検出された。

　掘方面でＰ５・Ｐ６を確認した。Ｐ５はＰ４に沿った

形で検出されたことから、本竪穴建物は建て替えがあっ

たことも想定される。Ｐ６は南壁近くで、北壁から延び

る床面小溝YK ３の延長線上に位置する。それぞれの規

模は下記の通りである。

Ｐ５　長径0.28ｍ　短径(0.16)ｍ　深さ0.39ｍ

Ｐ６　長径0.34ｍ　短径0.32ｍ　深さ0.14ｍ

床下土坑　掘方面では土坑状の掘り込みを検出しなかっ

たが、北西部に掘削痕跡が検出された。

周堤下面遺構　明確な周堤盛土が確認できなかったこと

から、周堤下遺構の検出調査は実施しなかった。

遺物と出土状況　遺物は前述したように、竈周辺、竪穴

北西部、貯蔵穴周辺に集中して出土した。また、南壁際

に土師器甕(第413図25・26)、杯(６)がまとまって出土し、

その西側に滑石製の臼玉３点(うち１点を図示(第412図

22))が床面直上で出土した。

　そのほか、埋土中から土師器破片495点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。床面には埋土の一次堆積土があり、その上に火山

灰が一次堆積していた。榛名山噴火前に竪穴のほとんど

が埋まっていた竪穴建物である。１区７号竪穴建物と同

様に複数か所に臼玉と石製模造品がまとまって出土し

た。建物内の祭祀行為を想定させるが、詳細は不明である。

た。竈の燃焼部や煙道内に火山灰や火砕流堆積物が流入

していないこと、燃焼部内面の焼土が直接灰面に堆積し

ていることから、被災前に竈は崩落していたことがわかる。

　袖の先端には左右とも角礫が芯として据えられてい

た。焚口には細長い角礫が両袖をつなぐような位置に出

土しており、竈焚口の構築材の一部と推定される。燃焼

部中央やや奥に角礫が手前に傾いて埋め込まれており、

支脚として機能していた。その上位には土師器杯(第412

図４)の破片が被さるような状態で出土した。燃焼部底

面には灰が奥まで堆積しており、使用状況を示している。

　竈天井石に付着した土砂を分析したところ、クワ属・

サクラ属の炭化材破片、イネ炭化種子破片が検出され、

ヨシ属、キビ族、棒状型、ポイント型の植物珪酸体が検

出された。

　竈周辺に土器が集中して出土した。竈袖右脇には土師

器甕(第413図24)、小型鉢(14)が床面直上で、燃焼部で

土師器小型甕(17・18)、鉢(15)が灰面直上で出土し、鉢

(13)は竈崩落途中で上方から落ち込むように出土した。

また土師器杯(３～５)、土師器高杯(9)が崩れた左袖上

で出土した。また臼玉４点(うち１点図示。第412図20)

が竈右袖すぐ脇の床面直上で出土した。

貯蔵穴　竪穴南東隅、竈左側に長軸0.95ｍ、短軸0.68ｍ、

深さ0.54ｍの隅丸方形の貯蔵穴が検出された。北縁には

幅0.1ｍほどの中段があるが、蓋等の施設は検出されな

かった。内部は焼土粒や炭化材を少量含む黒褐色土で埋

まっていた。

　貯蔵穴の南東縁、竪穴の南東隅には土師器高杯2個(第

412図７・８)が倒れた形で出土した。北東隅ではスモモ

炭化核2点、その破片８点が出土した。また、Ｐ１東縁

竈との間の床面に敷物状の植物遺体が出土した。その灰

資料を分析したところ、ウシクサ族の機動細胞植物珪酸

体が多く観察された。他にイネ、ネザサ節型、チマキザ

サ節型、ミヤコザサ節型の機動細胞植物珪酸体がわずか

に検出された。ススキやチガヤなどのウシクサ族の植物

を利用した敷物が作られていた可能性がある。

壁際溝　東壁沿いを除き、北壁沿いと南壁沿いに壁際溝

が検出された。西壁沿いに掘られていたかどうかは不明

である。幅は0.04 ～ 0.08ｍ、深さ0.01 ～ 0.06ｍである。

この壁際溝は床面小溝と繋がるように掘られていた。竪

穴建物内に床を設置するための根太痕跡との考えもある

第4章　調査された遺構と遺物
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１区８号竪穴建物A-A´・B-B´
１　Hr-FA(S3)
2　Hr-FA(S2)
３　Hr-FA(S1)
４　暗褐色土(10YR3/4)径１～３㎜程度の褐色粒を３％含み、しまりあり。
５　炭化材の層。
６　暗褐色土(10YR3/4)径３～ 10㎜程度のロームブロックを５％・径2～３㎜程度のローム粒を５％含み、しまりあり。
７　褐色土(10YR4/4)ロームブロックを50％含み、しまりあり。
８　暗褐色土(10YR3/4)径１～2㎜程度の褐色粒を３％・径３～４㎜程度の灰黄褐色粒を５％含む。焼土ブロックを2％含み、しまりあり。
9　黒褐色土(10YR3/2)径１～５㎜程度の灰黄褐色粒を５％・径10㎜程度のロームブロックを2％含み、しまりあり。
10　暗褐色土(10YR3/4)径５～ 12㎜程度のロームブロックを７％含む。焼土粒を少量含み、しまりあり。　
11　暗褐色土(10YR3/4)径３～ 10㎜程度のロームブロックを2％含む。
12　暗褐色土(10YR3/4)径３～ 10㎜程度のロームブロックを2％含み、やや軟らかい。
13　暗褐色土(10YR3/3)もろい。
14　黒褐色土(10YR2/2)径５～ 30㎜程度のロームブロックを20％含む。下部が茶褐色、非常に硬くしまる。
15　黒褐色土(10YR2/2)径５～ 30㎜程度のロームブロックを20％含み、硬くしまる。
16　黒褐色土(10YR2/2)径５～ 30㎜程度のロームブロックを20％含み、しまりあり。
17　Hr-FA・(S1)
18　にぶい黄橙色土(10YR6/4)硬くしまる。
19　暗褐色土(10YR3/4)径５～ 10㎜程度のロームブロックを20％含み、硬くしまる。
20　褐色土(10YR4/4)径５～ 15㎜程度のロームブロックを15％含み、硬くしまる。
21　暗赤褐色土(５YR3/6)硬くしまる。
22　暗赤褐色土(５YR3/4)黒褐色土(５YR3/1)を30％含み、硬くしまる。
23　にぶい赤褐色土(５YR4/4)黒褐色土(５YR2/2)を30％含み、硬くしまる。
24　褐灰色土(５YR4/1)暗赤褐色土を40％・褐灰を20％含む。やや軟らかく、もろい部分あり。
25　暗褐色土(10YR3/3)径10 ～ 15㎜程度のロームブロックを15％含み、硬くしまる。

１区８号竪穴建物貯蔵穴F-F´
１　黒褐色土(10YR2/2)Hr-FA(S1)を少々含み、硬くしまる。
2　暗褐色土(10YR3/4)しまりあり、やや粘性。
３　黒褐色土(10YR2/2)もろい、やや粘性。
４　にぶい黄橙色土(10YR6/3)軟らかく、強い粘性。
５　黒褐色土(10YR2/2)ローム色土を30％含み、もろい。

１区８号竪穴建物焼土G-G´
１　赤褐色土(５YR4/6)ややもろい。
2　炭化材の層。

３　褐灰色土(10YR6/1)灰層、ややもろい。
４　黒褐色土(10YR3/2)径１㎜程度の褐色粒を１％含み、しまりあり。

１区８号竪穴建物P１～ P４　H-H´～ K-K´
１　黒褐色土(10YR3/2)硬くしまる。
2　黒褐色土(10YR3/2)もろい、粘性あり。
３　黄褐色土(10YR5/6)もろい、やや粘性あり。
４　黒褐色土(10YR2/2)もろい、粘性あり。
５　暗褐色土(10YR3/3)暗赤褐色土を５％含み、もろい。粘性。　
６　明黄褐色土(10YR6/6)硬くしまる。

１区８号竪穴建物赤玉N-N´
１　赤色土(10R4/8)しまりあり。
2　暗褐色土(10YR3/4)径10 ～ 20㎜程度のロームブロックを30％含み、

しまりあり。
３　黒色土(10YR2/1)しまりあり。
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１区８号竪穴建物竃C-C´・D-D´
１　暗褐色土(10YR3/3)径５～ 10㎜程度の赤褐色の焼土ブロックを５％含み、しまりあり。
2　黒褐色土(10YR2/2)径５～ 10㎜程度の赤褐色の焼土ブロックを５％含み、しまりあり。
３　褐色土(10YR4/4)とても軟らかく、粘性強い。
４　黒褐色土(10YR2/3)硬くしまる。
５　暗褐色土(10YR3/4)径10 ～ 30㎜程度のロームブロックを20％含み、軟らかい。
６　Hr-FA・(S1)
７　にぶい黄褐色土(10YR3/4)硬くしまる。
８　黒褐色土(10YR2/2)径40 ～ 50㎜程度の赤褐色の焼土ブロックを20％含む。硬い、やや粘性。
9　褐灰色土(10YR5/1)灰白色の灰を７％・赤褐色の焼土を10％含む。やや軟らかく、やや粘性。
10　褐灰色土(10YR4/1)焼土を20％含む。やや軟らかく、粘性あり。
11　黒色土(10YR2/1)焼土を20％含む。軟らかく、やや粘性。
12　にぶい黄褐色土(10YR5/4)とても軟らかく、粘性強い。
13　赤褐色土(５YR4/8)硬くしまる。
14　黒褐色土(10YR2/2)軟らかく、粘性あり。
15　にぶい黄橙色土(10YR6/4)粘質土、しまりあり。
16　褐灰色土(10YR4/1)軟らかく、ややもろい。部分的にとてももろい部分あり灰層。
17　にぶい赤褐色土(５YR4/4)軟らかい。
18　褐灰色土(５YR4/1)軟らかく、ややもろい。
19　黒色土(10YR2/1)しまりあり。
20　暗赤褐色土(５YR3/2)硬くしまる。
21　赤褐色土(５YR4/8)硬くしまる。焼土の層。
22　黒褐色土(10YR3/1)硬くしまる。
23　黄褐色土(10YR5/6)硬くしまる。ローム土。
24　褐色土(10YR4/4)しまりあり、やや粘性。
25　褐色土(10YR4/4)径10 ～ 15㎜程度のロームブロックを10％含み、硬くしまる。
26　暗赤褐色土(５YR3/6)硬くしまる。焼土の層。
27　褐色土(10YR4/4)径５～ 10㎜程度のロームブロックを15％含み、硬くしまる。
28　暗褐色土(10YR3/3)径５～ 30㎜程度のロームブロックを20％含み、硬くしまる。
29　黒褐色土(10YR2/3)硬くしまる。
30　黒褐色土(10YR2/3)ロームを帯状に30％含み、硬くしまる。
31　黒褐色土(10YR2/3)径10㎜程度の焼土を５％含み、硬くしまる。
32　黒褐色土(５YR2/2)硬くしまる。
33　暗赤褐色土(５YR3/6)硬くしまる。
34　黒色土(10YR2/1)ロームを帯状に30％含み、硬くしまる。
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１区８号竪穴建物P５・P７　L-L´・M-M´
１　黒色土(10YR2/1)ローム色土2％含み、しま
りあり。

2　黄褐色土(10YR5/8)暗褐色土を10％含み、や
やしまり。

３　黄褐色土(10YR5/8)もろい。
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第412図　１区８号竪穴建物出土遺物図(１)
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ｍ、Ｐ３・Ｐ４間が1.73ｍ、Ｐ４・Ｐ１間が1.63ｍであ

る。Ｐ１の位置が竈や貯蔵穴との関係を考慮してか、内

側に偏っている。Ｐ2・Ｐ３・Ｐ４には柱痕跡を示す埋

土層が確認された。

　南壁中央の壁際には周囲が馬蹄形状に高くなったＰ５

を検出した。馬蹄形状遺構の全形は、南北長1.04ｍ、東

西長1.10ｍの範囲を上端幅0.10 ～ 0.18ｍ、下端幅0.20

～ 0.32ｍの堤で囲んでいるもので、囲まれた内部の北

側1/3の位置にＰ５が掘り込まれていた。柱穴の掘り込

みの方向はほぼ垂直である。

竈　北西壁ほぼ中央に竈が敷設されていた。残存する竈

の規模は確認長1.27ｍ、屋外長0.45ｍ、燃焼部長0.63ｍ、

焚口幅0.37ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が左0.89ｍ、

右0.75ｍの長さで屋内に張り出しその基部が残存してい

た。竈の燃焼部や煙道内に火山灰や火砕流堆積物が流入

していないこと、燃焼部内面の焼土が直接灰面に堆積し

ていることから、被災前に竈は崩落していたことがわか

る。

　袖の先端には左右とも角礫が芯として据えられてい

た。焚口には細長い角礫が両袖をつなぐような位置に出

土しており、竈焚口の構築材の一部が転がり落ちたと推

定される。燃焼部中央やや奥の左側にロクロ土師器高杯

(第417図５)が伏せて竈掘方に埋め込まれていた。手前

には棒状角礫も手前に傾いて埋められていた。支脚とし

て機能していたのであろう。

　燃焼部には土師器小型甕(第417図６)が散乱しており、

竈右袖前からは杯(４)が床面直上で出土した。この杯は

竪穴北隅の床面上24cmで出土した破片と接合し完形と

なった。また竈右袖前には滑石製臼玉１点が出土した。

　竈内の灰資料の植物珪酸体分析を実施したところ、棒

状型の珪酸体が多く、次いでウシクサ族、ネザサ節型、

ポイント型が検出された。また、土壌資料からはイネ科

草本とサクラ属の炭化材が検出された。

貯蔵穴　竪穴北隅、竈右側に長軸0.70ｍ、短軸0.64ｍ、

深さ0.45ｍの隅丸方形の貯蔵穴が検出された。内部は

ローム土粒を含む黒褐色土で埋まっていた。貯蔵穴の四

周は幅0.20 ～ 0.30ｍにわたって、床面より0.03ｍ前後

高くなっていた。

　貯蔵穴の北縁では前述した土師器杯と滑石製臼玉１点

が出土した。

１区９号竪穴建物

(第414図　PL.252 ～ 255・506)

位置　Ｘ＝57618 ～ 57623・Ｙ＝-75537 ～ -75542

重複　１区８号竪穴建物に先行する。

平面形　ほぼ正方形

規模　長軸4.35ｍ　短軸4.28ｍ　最大壁高0.59 ～ 0.99ｍ

床面積　15.35㎡　　　　　主軸方位　Ｎ－62°－Ｅ

検出・埋没状況　S7 ～ S1を掘り下げていく過程で、緩

やかに火山堆積物が落ち込む凹地を検出した。土層断面

観察をしながら、S3上面まで掘り下げた段階で、西側に

隣接する８号竪穴建物ではS7が落ち込む方形の凹地が顕

著に残されていた。これは８号竪穴建物の凹地がやや深

かったためと推定され、竪穴建物の時間差を示している

可能性がある。S3を除去したS2上面で被災した人の足跡

や馬蹄跡を検出した。西側の８号竪穴建物の凹地を通

り、本竪穴建物の凹地に通過する歩行痕跡が検出されて

いる。人の足跡や馬蹄跡については本書第５節S2上面で

記載した。

　上記遺構を記録した後、S1上面を精査したが、新しい

遺構は検出されなかった。S1中およびS1直下で細く長い

棒状の痕跡を検出した。傍らには土師器小型甕が残され

ていた。S1直下では竪穴建物埋土を検出した。竪穴はほ

とんど埋没しており、周堤の高まりがわずかに検出され

たが、記録はできていない。火山堆積物下位の竪穴埋土

は暗褐色土や黒褐色土で、壁際には黄褐色土が堆積して

いる部分もあった。床面は主柱穴を結ぶ線の内側及び貯

蔵穴周辺は硬化しており、竈周辺には灰が広がっていた。

周堤　S1直下で、わずかな高まりを確認したのみで、顕

著な周堤は検出されなかった。

上屋構造・壁構造　上屋・壁の構造に関わる炭化材は出

土しなかった。S1中およびS1直下面で検出された棒状の

痕跡は、火山灰降下前に何らかの材料がこの竪穴凹地内

にあったことを示すが、詳細は明らかにできなかった。

柱穴　床面で主柱穴４本を検出した。柱穴の規模は下記

の通りである。

Ｐ１　長径0.25ｍ　短径0.24ｍ　深さ0.38ｍ

Ｐ2　長径0.25ｍ　短径0.23ｍ　深さ0.35ｍ

Ｐ３　長径0.25ｍ　短径0.23ｍ　深さ0.40ｍ

Ｐ４　長径0.28ｍ　短径0.26ｍ　深さ0.34ｍ

柱間の距離はＰ１・Ｐ2間が1.47ｍ、Ｐ2・Ｐ３間が1.81

第4章　調査された遺構と遺物
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１区9号竪穴建物A-A′・B-B′
１　Hr-FA(S3)
2　Hr-FA(S2)
３　Hr-FA(S1)
４　暗褐色土(10YR3/4)Hr-FA(S1)を20％含む。しまりあり、粘質土。
５　暗褐色土(10YR3/3)径１～３㎜程度の白色粒を５％含み、しまりあり。
６　黒褐色土(10YR3/2)径１～2㎜程度の白色粒を３％・径2～３㎜程度の赤褐色粒を2％含み、しまりあり。
７　黒褐色土(10YR3/2)径５～ 10㎜程度のロームブロックを15％含む。暗褐色土を７％含み、しまり・粘性あり。
８　暗褐色土(10YR3/3)径10㎜程度のロームブロックを５％含む。ローム色土15％含み、しまり・粘性あり。
9　黒褐色土(10YR3/2)径2～３㎜程度の黄褐色粒を2％含み、しまり・粘性あり。
10　にぶい黄褐色土(10YR5/3)黒褐色土を40％含む。しまりあり、竃の構築土。
11　にぶい黄褐色土(10YR4/3)黒褐色土を20％含み、やや軟らかく、粘質土。
12　Hr-FA・(S1)　黒褐色土を20％含む。ややもろい、やや粘性あり。
13　暗褐色土(10YR3/4)径１～５㎜程度の白色粒を５％含み、しまりあり。
14　黒褐色土(10YR3/2)径１～３㎜程度の白色粒を５％含み、しまりあり。
15　黒褐色土(10YR3/1)径2～５㎜程度の白色粒を５％・径2～５㎜程度の褐色粒を３％含み、硬くしまる。床面の層。
16　暗褐色土(10YR3/3)径2～７㎜程度の白色粒を３％含む。黒色土を７％含み、しまりあり。
17　暗褐色土(10YR3/3)径１～2㎜程度の白色粒を2％含む。黒色土を40％含み、やや軟らかい。

１区9号竪穴建物貯蔵穴F-F´
１　暗褐色土(10YR3/3)径１㎜程度の白色粒を2％・径2～５㎜程度の黄褐色粒を５％含む。炭化物片を2％含み、硬くしまる。径
30 ～ 100㎜程度のロームブロックを１か所含む。

2　黒褐色土(10YR3/2)ローム土を３％含む。軟らかい、粘質土。
３　暗褐色土(10YR3/3)下部に径10 ～ 30㎜程度のロームブロックを10％含む。やや軟らかい、粘質土。

１区9号竪穴建物P１～ P４　G-G´～ J-J´
１　黒褐色土(10YR3/1)やや軟らかい、粘質土。
2　暗褐色土(10YR3/3)ローム色土を20％含み、もろい。
３　黒褐色土(10YR3/1)ローム色土を５％含み、非常にもろい。
※P2・３は埋設土なしの空洞部分をそれぞれ含む

１区9号竪穴建物P５　K-K´
１　黒色土(10YR2/1)径2～５㎜程度の褐色粒を2％含み、しまりあり。
2　黒褐色土(10YR3/1)径１㎜程度の褐色粒を2％含む。ローム色土を５％含み、しまりあり。
３　黒褐色土(10YR3/1)ローム色土を15％含み、ややもろい。
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壁際溝　壁際溝は検出されなった。

床面小溝　床面で床面小溝１条(YK １)が検出された。

幅0.14ｍ、長さ0.92ｍ、深さ0.05ｍで、北東壁から南西

へ向かって、北西壁に平行して掘られていた。

掘方　床面から0.02 ～ 0.12ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム塊を混じる黒褐色土で充填されてい

た。掘方面は南西部が壁に沿ってやや深く掘られていた。

床下土坑　掘方面では土坑状の掘り込みを検出しなかっ

たが、南西部には掘削痕跡が顕著に残されていた。

周堤下面遺構　明確な周堤盛土が確認できなかったこと

第415図　１区9号竪穴建物竈平断面図
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１区9号竪穴建物竃C-C′ ～ E-E′
１　にぶい黄褐色土(10YR5/3)黒色土を40％含み、やや粘性あり。
１-bにぶい黄褐色土(10YR5/3)径１～５㎜程度の黒色粒を20％含み、やや粘性あり。
2　黒色土(10YR2/1)やや軟らかい。
３　にぶい黄褐色土(10YR5/3)赤褐色土を40％含み、焼土。やや軟らかく、粘質土。
４　にぶい黄褐色土(10YR5/3)やや軟らかく、粘質土。
５　褐色土(10YR4/6)径2～３㎜程度の焼土粒を１％含む。炭化物片を５％含み、やや軟らかい。
６　褐灰色土(10YR4/1)灰、もろい。
７　黒褐色土(10YR3/1)径１～３㎜程度の白色粒を３％・径３～５㎜程度の黄褐色粒を１％含み、しまりあり。
８　にぶい黄褐色土(10YR5/3)褐灰色の灰を25％含み、ややもろい。
9　暗褐色土(10YR3/3)褐灰色の灰を10％含む。軟らかく、粘質土。
10　赤褐色土(５YR4/6)焼土、粘性あり。
11　褐灰色土(10YR6/1)灰層、もろい。
12　暗赤褐色土(５YR3/6)ややしまり・やや粘性あり。
13　黒褐色土(10YR3/1)暗褐色土を30％含み、しまり・やや粘性あり。
14　黒褐色土(10YR2/2)径５㎜程度の焼土粒を2％含む。褐灰色の灰を15％含み、もろい。
15　灰白色土(10YR2/2)焼土を10％含み、もろい。
16　黄褐色土(10YR5/6)粘質土、しまりあり。
16-b黄褐色土(10YR5/6)粘土。しまりあり、７層より粘質が高い。
16-C黄褐色土(10YR5/6)赤褐色に変色70％、粘質土、しまりあり。
17　褐色土(10YR4/6)暗褐色土を20％・焼土を10％含み、粘質土。
18　暗褐色土(10YR3/4)褐灰色の灰を10％含む。軟らかく、粘質土。
19　暗褐色土(10YR3/4)粘性あり。(貼床土)
20　黒褐色土(10YR3/1)径2～５㎜程度の黄褐色粒を５％含み、しまり・やや粘性あり。
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から、周堤直下の遺構検出調査は実施しなかった。

遺物と出土状況　遺物は前述したように竈周辺に集中し

て出土したが、南壁沿いにも完形の土師器杯(第417図１)

が斜位で、床面上４cmの位置で出土した。

また、本竪穴建物でも床面で臼玉が散在していた。前述

した北隅、竈右袖脇に加えて、南部Ｐ３周辺で滑石製臼

玉１点(８)、南壁沿いの馬蹄形状遺構内部で滑石製臼玉

１点(9)、南壁際の土師器杯の下位で滑石製臼玉１点が

出土した。全体で５点出土した臼玉のうち2点を図示し

た。また、埋土中から石製模造品2点(半円形・不明／

第417図７が出土した。床面の2か所で赤色顔料が検出

された。成分分析を実施したところ、パイプ状ベンガラ

でない赤土素材と推定されるベンガラと分類された。

　そのほか、埋土中から土師器破片298点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。竪穴内には埋土の一次堆積土があり、その上に火

山堆積物がほぼ水平で一次堆積していた。噴火前に竪穴

のほとんどが埋まっていた竪穴建物である。１区７号・

８号竪穴建物と同様に複数か所に臼玉と石製模造品が出

土した。建物内の祭祀行為を想定させるが、詳細は不明

である。

第416図　１区9号竪穴建物掘方平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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１区10号竪穴建物

(第418図　PL.255 ～ 258・507)

位置　Ｘ＝57629 ～ 57639・Ｙ＝-75545 ～ -75548

重複　１区33号竪穴建物に後出する。　

平面形　西側のほとんどが発掘区域外となったので、全

形は不明であるが、方形と推定される。

規模　長軸(6.87)ｍ　短軸(2.84)ｍ　最大壁高0.69 ～

0.97ｍ　

床面積　計測不能　　　　　主軸方位　Ｎ－26°－Ｗ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げていく過程で、緩

やかに火山堆積物が落ち込む浅い凹地を検出した。土層

断面観察をしながら掘り下げたところ、火山堆積物S3を

除去したS2上面で被災した人の足跡や馬蹄跡を少量検出

した。人の足跡や馬蹄跡については本書第５節S2上面で

記載した。

　上記遺構を記録した後、S1上面を精査したが、新しい

遺構は検出されなかった。S1直下で竪穴建物埋土を検出

した。竪穴はほとんど埋没しており、周堤の高まりがわ

ずかに検出されたが、記録はできていない。火山堆積物

下位の竪穴埋土は暗褐色土や黄褐色土で、壁際にはロー

ム塊を多く含む暗褐色土が堆積していた。床面は竪穴南

東隅を除いて、全体が硬化しており、竈内には灰が広がっ

ていた。

周堤　S1直下で、わずかな高まりを確認したのみで、顕

著な周堤は検出されなかった。

上屋構造・壁構造　上屋および壁の構造に関わる炭化材

は出土しなかった。

柱穴　床面で主柱穴１本を検出した。４本もしくは６本

柱穴の竪穴建物と推定されるが、大半が調査区域外に

なっており、詳細は不明である。柱穴の規模は下記の通

りである。

Ｐ１　長径0.34ｍ　短径0.29ｍ　深さ0.47ｍ

竈　東壁中央より南側に竈が敷設されていた。残存する

竈の規模は確認長1.34ｍ、屋外長0.55ｍ、燃焼部長0.65

ｍ、焚口幅0.38ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が左0.84

ｍ、右0.86ｍの長さで屋内に張り出しその基部が残存し

ていた。竈の燃焼部や煙道内に火山灰や火砕流堆積物が

流入していないこと、燃焼部内面の焼土が直接灰面に堆

積していることから、被災前に竈は崩落していたことが

わかる。

　袖の先端には左右とも角礫が芯として据えられてい

た。燃焼部には灰が広がっており、支脚は検出されなかっ

た。土師器甕(第421図24)の破片が灰面直上で出土して

いる。竈右袖脇には完形の土師器甕(20)が出土した。竈

前と左手には土師器杯７個体(第420図３・第421図６・７・

9・11・13・15)が集中して出土した。甕破片(10・21・

22)も混在していた。

　竈の灰および土壌資料を分析したところ、イネ、ネザ

第417図　１区9号竪穴建物出土遺物図
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サ節型、チマキザサ節型、ミヤコザサ節型、ヨシ属、ウ

シクサ族、棒状型、ポイント型が検出された。また、竃

灰を土壌選別した資料から種不明の焼骨片が出土した。

貯蔵穴　竪穴南東隅、竈右側に長軸0.91ｍ、短軸0.76

ｍ、深さ0.66ｍの隅丸方形の貯蔵穴が検出された。内部

はローム土粒を含む黒褐色土で埋まっていた。

第418図　１区10号竪穴建物床面平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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１区10号竪穴建物A-A′
１　暗褐色土　FP直上の堆積土、もろい。
２　Hr-FA（S₉）か。Hr-FAの上層火砕流。
３　Hr-FA（S₇）
４　Hr-FA（S₃） 　
４-d Hr-FA （S₃）下部。
５　Hr-FA （S₂）
６　Hr-FA （S₁）
７　暗褐色土（10YR3/3）黄褐色ローム土を３％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
８　黒褐色土（10YR3/1）中位に黄灰色粘質土の薄層を挟み、下半部は夾雑物の少ない黒褐色土、上半部
は黄褐色土小塊を含む黒褐色土。
９　黄褐色土（10YR5/8）暗褐色土を５％含み、硬くしまる。他竪穴建物の床面の可能性あり。
10　暗褐色土（10YR3/3）径５～ 15㎜程度のロームブロックを７％含み、しまりあり。
11　褐色土（10YR4/4）黄褐色ローム土を層状に20％含み、硬くしまる。床面。
12　黒褐色土（10YR3/2）黄褐色ロームブロック・ローム土を20％含み、硬くしまる。
13　黄褐色土（10YR5/8）暗褐色土を40％含み、しまりあり。
１区10号竪穴建物貯蔵穴E-E′
１　黒褐色土（10YR3/1）径２～３㎜程度の褐色粒を１％・径３～４㎜程度のロームブロックを２％含む。
２　黒褐色土（10YR3/1）径２～６㎜程度の褐色粒を２％含み、軟らかい。粘質土。
３　黒褐色土（10YR3/1）ローム色土を30％含み、もろい。粘質土。
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１区10号竪穴建物竃B-B′～ D-D′
１　黒褐色土(10YR3/2)炭化物片を2％含み、やや軟らかく、粘質土。
2　にぶい黄褐色土(10YR5/3)しまりあり、粘土質。
2-bにぶい黄褐色土(10YR5/3)径１～2㎜程度の白色粒を2％含む。しまりあり、粘質土。
３　暗赤褐色土(５YR3/6)焼土。やや軟らかく、やや粘性あり。
４　褐灰色土(10YR4/1)灰層。にぶい黄褐色土を10％含み、もろい。
５　にぶい黄褐色土(10YR5/3)しまりあり。
６　黒褐色土(10YR3/2)にぶい黄褐色ブロックを少量含む。
７　黒褐色土(10YR3/2)にぶい黄褐色粘土を15％含み、しまりあり。
８　灰黄褐色土(10YR5/2)焼土を10％・黒色土を10％含む。しまりあり、粘質土。
9　黒褐色土(10YR3/2)焼土を10％・にぶい黄褐色粘土を５％含む。しまりあり、粘質土。
10　黒褐色土(10YR3/2)径５～ 20㎜程度のロームブロックを７％含む。炭化物片を５％含み、し
まりあり。

11　Hr-FA・(S3)・
12　にぶい黄褐色土(10YR4/6)黒色土を20％含み、しまりあり。
13　にぶい黄褐色土(10YR4/6)黒色土を30％・褐色土を10％含み、しまりあり。
14　褐灰色土(10YR4/1)灰層。下部に炭化材を帯状に含み、もろい。
14-b褐灰色土(10YR4/1)灰層。灰白色の灰を10％含み、もろい。
15　褐色土(10YR4/4)炭化物片を５％含む。粘土質、軟らかい。
16　赤褐色土(５YR4/8)焼土。褐灰色土を40％含み、しまりあり。
17　褐灰色土(10YR6/1)焼土を10％含む。しまりあり、粘質土。
18　褐灰色土(10YR4/1)炭化物片を５％・焼土を５％含み、やや軟らかい。
19　赤褐色土(５YR4/8)焼土。褐灰色土を10％含み、しまりあり。
20　褐色土(10YR4/4)しまりあり。
20-b褐色土(10YR4/4)径３～６㎜程度の黒色ブロックを７％含み、しまりあり。
21　暗褐色土(10YR3/4)ロームブロックを20％含み、しまりあり。
22　黒褐色土(10YR3/1)ローム色土を７％含み、しまりあり。
23　黄褐色土(10YR8/5)やや軟らかく、粘質土。
24　暗褐色土(10YR3/4)径10 ～ 20㎜程度のロームブロックを15％含む。黒褐色土を15％含み、
しまりあり。

24-b暗褐色土(10YR3/4)黒褐色土を15％含み、しまりあり。
25　黒褐色土(10YR3/1)黄褐色ローム土を20％含む。しまりあり、粘土質。
26　黒褐色土(10YR2/2)赤褐色の焼土を５％・炭化物片を10％含み、しまりあり。
27　黒褐色土(10YR3/1)径2～３㎜程度の黄褐色粒を３％含む。灰黄褐色土を５％含み、やや粘
性あり。

28　黒色土(10YR2/1)やや軟らかく、粘質土。
29　炭化材の層。
30　にぶい黄褐色土(10YR4/3)径10～ 40㎜程度のロームブロックを10％含み、硬くしまる。粘土。
31　黒褐色土(10YR2/2)しまりあり(地山)。
32　黒褐色土(10YR3/1)径１～３㎜程度の白色粒を2％含み、しまりあり。
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壁際溝　床面で壁際溝は検出されなった。

床面小溝　床面で床面小溝１条(YK １)が検出された。

幅0.32ｍ、長さ(0.90)ｍ、深さ0.02 ～ 0.06ｍで、北東

壁から南西へ、南東壁に平行して掘られていた。西端は

調査区域外のため未検出である。

掘方　床面から0.05 ～ 0.28ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム塊を混じる暗褐色土で充填されてい

た。掘方面は凹凸が著しかった。

　掘方面で、Ｐ１の北部にＰ2、YK １の西端にＰ３を

検出した。Ｐ2とＰ３を結ぶ線は北東壁に平行している。

規模は下記の通りである。

Ｐ2　長径0.33ｍ　短径0.32ｍ　深さ0.37ｍ

Ｐ３　長径0.40ｍ　短径(0.26)ｍ　深さ0.24ｍ

　また掘方面で、床面小溝2条(YK 2・YK ３)・と北東

壁沿いに壁際溝を検出した。小溝はいずれもYK１に平

行する。規模は下記の通りである。

YK2　幅0.18ｍ　長さ(0.56)ｍ　深さ0.11ｍ

YK３　幅0.25ｍ　長さ(0.30)ｍ　深さ0.09ｍ

壁際溝　北東壁の一部で、幅0.15ｍ　長さ2.16ｍ　深さ

0.01 ～ 0.05ｍの壁際溝が掘方面で検出された。

床下土坑　掘方面では土坑状の掘り込みを検出しなかっ

たが、北部の小溝や壁際溝周辺では掘削痕跡が顕著に残

されていた。

周堤下面遺構　明確な周堤盛土が確認できなかったこと

から、周堤直下の遺構検出調査は実施しなかった。

遺物と出土状況　遺物は前述したように竈周辺に集中し

て出土した。北東壁沿いで須恵器杯蓋(第421図16)が床

面直上で出土した。そのほか、埋土中から土師器破片

326点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。竪穴内には埋土の一次堆積土があり、その上に火

山堆積物がほぼ水平で一次堆積していた。噴火前に竪穴

のほとんどが埋まっていた竪穴建物である。

第420図　１区10号竪穴建物掘方平断面図・出土遺物図(１)

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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１区10号竪穴建物P2　G-G´
１　黒色土(10YR2/1)ローム色土・ロームブロックを15％含む。しまりあり、粘
質土。

2　黒色土(10YR2/1)径１㎜程度の白色粒を１％含み、もろい。粘質土。
３　黒色土(10YR2/1)褐色土を５％含み、しまり・やや粘性あり。

１
３2



０ 10㎝１:３

第421図　１区10号竪穴建物出土遺物図(2)
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１区16号竪穴建物

(第423図　PL.258 ～ 263・507 ～ 509)

位置　Ｘ＝57591 ～ 57605・Ｙ＝-75526 ～ -75540

重複　１区３号・５号・６号竪穴建物に先行する。

平面形　ほぼ正方形

規模　長軸10.85ｍ　短軸10.61ｍ　最大壁高0.83ｍ　

床面積　(107.97)㎡　　　主軸方位　Ｎ－119°－Ｗ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げていく過程で、大

きく緩やかに火山堆積物が落ち込む凹地を検出した。土

層断面観察をしながら竪穴建物の存在を意識して掘り下

げたところ、S3を除去したS2上面で被災した人の足跡や

馬蹄跡を検出した。西方から避難して来た人や馬が、北

西側の６号竪穴建物の南側を廻り本竪穴建物凹地内を横

断した痕跡が残されている。これらについては本書第５

節S2上面で記載した。上記遺構を記録した後、S1上面を

精査したが、新しい遺構は検出されなかった。

　S1直下では、大型の竪穴建物を検出した。竪穴はほと

んど埋没していた。周堤の高まりがわずかに検出された

が、重複する３号・５号・６号竪穴建物の周堤と同化し

ており判別は困難であった。本建物土層断面A-A′の北

部では６号竪穴建物の周堤盛土が確認できた。また５号

竪穴建物西側の周堤盛土が本竪穴建物埋土上に堆積して

いたことも記録した。

　火山堆積物下位の竪穴埋土は暗褐色土で、西側には竈

構築材の礫が集中していた。床面に炭化材の破片が全体

に広がっており、一部は建物の構造を示唆するような出

土状態であった。

　なお、本竪穴建物の調査時には、東側の５号竪穴建物、

西側の６号竪穴建物で出土した人と馬の調査が並行して

実施されており、本竪穴建物の掘り下げは重複部付近を

避けて着手した。したがって遺構写真の一部が部分的な

撮影にとどまっている。

周堤　S1直下で、わずかな高まりを確認した。断面図に

記録したにとどまった。

上屋構造・壁構造　建物の構築材、特に垂木と推定され

る炭化材が壁沿いに残されていた。一部のサンプル30点

を採取し樹種同定したところ、すべてコナラ属コナラ節

と同定された。壁構造については具体的な調査所見はな

かった。

柱穴　主柱穴７本が検出された。構造的には８本と考え

られるが、Ｐ５とＰ６の間の柱穴は掘方面でも検出され

なった。柱穴の規模は下記の通りである。

Ｐ１　長径0.35ｍ　短径0.32ｍ　深さ0.61ｍ

Ｐ2　長径0.35ｍ　短径0.30ｍ　深さ0.56ｍ

Ｐ３　長径0.32ｍ　短径0.30ｍ　深さ0.59ｍ

Ｐ４　長径0.21ｍ　短径0.19ｍ　深さ0.56ｍ

Ｐ５　長径0.25ｍ　短径0.22ｍ　深さ0.69ｍ

Ｐ６　長径0.42ｍ　短径0.41ｍ　深さ0.43ｍ

Ｐ７　長径0.26ｍ　短径(0.12)ｍ　深さ0.69ｍ

柱間の距離はＰ１・Ｐ2間が2.87ｍ、Ｐ2・Ｐ３間が2.75

ｍ、Ｐ３・Ｐ４間が2.98ｍ、Ｐ４・Ｐ５間が2.80ｍ、Ｐ

５・Ｐ６間が5.58ｍ、Ｐ６・Ｐ７間が2.71ｍ、Ｐ７・Ｐ

１間が2.80ｍである。Ｐ４、Ｐ５、Ｐ７はやや直径が小

さいが深さは他と同様であることから、いずれも主柱穴

と考えられる。

竈　西壁の南隅から1/4ほどのところに竈が敷設されて

いた。残存する竈の規模は確認長1.78ｍ、屋外長0.50ｍ、

燃焼部長1.28ｍ、焚口幅0.54ｍで、粘土貼り付けの袖構

造下部が左1.40ｍ、右1.20ｍの長さで屋内に張り出しそ

の基部が残存していた。竈の燃焼部や煙道内に火山灰や

火砕流堆積物が流入していないこと、燃焼部内面の焼土

が直接灰面に堆積していることから、被災前に竈は崩落

していたことがわかる。

　竈上部は崩落して黒褐色土が覆っておいたが、天井部

の芯とされていた円礫や亜角礫が並んだ状態で残されて

いた。その下位に焼土が形成されており、焼土層は直接

使用面の灰層上に崩落し堆積していた。袖の全体にも角

礫が芯として据えられていた。竈構築に用いられた一部

の礫は竈手前に崩落していた。燃焼部でも手前に角礫が

支脚として埋め込まれており、焚口部の天井部は一部開

いていた可能性もある。

　竈燃焼部および左右の空間で多量の土器が出土した。

燃焼部内に残されていたのは、土師器甕(第428図32)、

小型甕(22・24)や杯(７・9)である。竈左脇には、崩落

した竈構築礫の下から土師器小型甕(36)が出土した。

炉　竪穴建物のほぼ中央部床面で、長軸0.55ｍ、短軸0.35

ｍの不整楕円形に厚さ0.08ｍほどの焼土が形成されてい

た。何らかの機能をもつ炉跡と推定される。周囲には遺

物出土はなかった。　

貯蔵穴　竪穴南西隅、竈左側に長軸1.40ｍ、短軸1.06

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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第422図　１区16号竪穴建物竈平断面図
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１区16号竪穴建物竃C-C′・D-D′
１　暗褐色土(10YR3/3)径１～３㎜程度の白色粒を３％含み、しまり・やや粘性あり。
2　黒褐色土(10YR3/2)径2～３㎜程度の白色粒を５％含み、しまり・やや粘性あり。
３　褐色土(10YR4/6)径2～３㎜程度の白色粒を７％含み、しまりあり。
４　褐色土(10YR4/4)もろい。
５　暗褐色土(10YR3/4)径2～３㎜程度の白色粒を2％含み、しまりあり。
６　黒褐色土(10YR3/2)径１㎜程度の白色粒を2％含み、やや粘性あり。
７　黒褐色土(10YR3/2)にぶい黄褐色土を少量含み、やや粘性あり。
８　にぶい黄褐色土(10YR5/3)径１～2㎜程度の白色粒を2％含み、しまりあり。
9　黒褐色土(10YR3/2)焼土を少量含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
10　赤褐色土(５YR4/6)焼土の層、やや軟らかい。
11　黒褐色土(10YR3/1)径１～３㎜程度の白色粒を５％含み、しまりあり。
12　赤褐色土(５YR4/6)しまりあり。
13　黒褐色土(10YR3/1)径１～３㎜程度の白色粒を３％含み、褐色土を少量含む。
14　にぶい黄褐色土(10YR4/3)径３～４㎜程度の白色粒を３％含み、しまりあり。
15・・黒褐色土(10YR3/2)ローム色土を10％含み、しまりあり。
16・・暗褐色土(10YR3/3)焼土を少量含む。やや軟らかく、粘質土。
17・・黒褐色土(10YR3/2)やや軟らかく、やや粘性あり。
18・・褐灰色土(10YR4/1)灰層、もろい。
19・・赤褐色土(５YR4/6)焼土層。
20・・黒褐色土(10YR2/1)焼土を少量含み、しまり・やや粘性あり。
21・・黒褐色土(10YR3/2)炭化物片を少量含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
22・・灰黄褐色土(10YR4/2)もろい。
23・・暗褐色土(10YR3/3)径１～2㎜程度の白色粒を１％含み、しまりあり。
24・・褐色土(10YR4/4)にぶい黄褐色土を少量含む。径１～2㎜程度の白色粒を３％含み、しまりあり。
25・・黒褐色土(10YR3/2)焼土を少量含む。炭化物片を少量含み、しまりあり。
26・・黒褐色土(10YR3/2)径2～３㎜程度の焼土粒を１％含み、しまりあり。
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ｍ、深さ0.84ｍの隅丸長方形の貯蔵穴が検出された。長

軸が西壁と平行する。内部は焼土粒やローム土粒を含む

暗褐色土・黒褐色土で埋まっていた。貯蔵穴の周囲には

土師器杯(第427図１・３・４)や、鉢(23)、須恵器杯(12・

21)等の銘々器が集中して出土した。

壁際溝　壁際溝は検出されなった。

床面小溝　床面小溝は検出されなかった。

掘方　本竪穴建物では全体的に掘り込まれた掘方は検出

されなかった。中央部の不定形な範囲の床面から0.07ｍ

ほど下位で掘方面を検出した。掘方はローム塊を混じる

黒色土で埋まっており、上面に焼土層が形成されていた。

床下土坑　掘方面では土坑状の掘り込みを検出しなかっ

たが、中央部に不定形な掘り込みを検出した。

周堤下面遺構　明確な周堤盛土が確認できなかったこと

から、周堤直下の遺構検出調査は実施しなかった。

遺物と出土状況　遺物は前述したように竈周辺に集中し

て出土したが、壁沿いにも遺物が出土した。

北壁沿いでは、西側で鉄製円環(第429図39)、中央部床

面直上で長頸片刃鏃(38)が出土した。棒状礫が床面に散

在していたほか、粗粒輝石安山岩製砥石(40)、土師器甕

(33)・杯(10)が床面から25cm前後の位置で出土した。

　西壁沿いでは棒状礫9点、南東壁沿いにも2点棒状礫

が床面直上でまとまって出土している。・(第430図41 ～

52)また、流紋岩製の提砥(56)が床面で出土した。南東

壁沿いでは、土師器鉢(第428図31)のほか、須恵器杯(第

427図13・14)、高杯(20)、甕(37)がまとまって床面直上

で出土した。

南東壁沿い床面の2か所で赤色顔料が検出された。成分

分析を実施したところ、赤土素材と推定される非パイプ

状ベンガラと分類された。また、竃右脇や竃埋土から哺

乳類種不明の焼骨片が出土した。１層中からは、哺乳類

種不明の歯が出土した。

　そのほか、埋土中から土師器破片529点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。竪穴内の埋土上位に火山堆積物がほぼ水平で一次

堆積していた。噴火前にそのほとんどが埋まっていた竪

穴建物である。一辺が10ｍを超える遺跡内で最大の規模

となる竪穴建物である。

第424図　１区16号竪穴建物竈平面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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第426図　１区16号竪穴建物掘方平面図
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第427図　１区16号竪穴建物出土遺物図(１)
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第428図　１区16号竪穴建物出土遺物図(2)
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第429図　１区16号竪穴建物出土遺物図(３)
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していないことから、被災前に竈は崩落していたことが

わかる。本竪穴の竈は燃焼部内面の焼土の下位、灰面直

上に厚さ0.08ｍほどの黒色土が堆積していることから、

竪穴廃絶後一定期間竈は崩落していなかったことがわか

る。

　袖の先端には左右とも角礫が芯として据えられてい

た。焚口には長方形の板状の角礫が両袖をつなぐような

位置に出土しており、竈焚口の構築材の一部と推定され

る。また燃焼部上端にも亜角礫が残されており、竈天井

部の芯として使われていたと推定される。燃焼部底面に

は灰が奥まで堆積しており、良好な使用状況を示してい

る。燃焼部中央に角礫が垂直に埋め込まれており、支脚

として機能していた。その上位周囲には土師器杯(第433

図2)が伏せられた状態で出土した。また、土師器甕(第

433図６)が灰面上31cmの上層で出土した。竈に架けられ

ていた甕が竈崩落時に壊されたものと推定される。竈左

手の炭化材上から土師器杯(第433図１)が出土した。

貯蔵穴　竪穴南西隅、竈左側に長軸0.60ｍ、短軸0.52ｍ、

深さ0.67ｍの楕円形の貯蔵穴が検出された。内部は焼土

粒やローム土粒を含む暗褐色土で埋まっていた。一部炭

化材が落ち込んでいた。樹種同定の結果、サクラ属と同

定された。貯蔵穴からの出土遺物はなかった。

壁際溝　壁際溝は検出されなった。

床面小溝　床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.02 ～ 0.06ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム塊を混じる黒褐色土で充填されてい

た。掘方面はほぼ平坦であった。

床下土坑　掘方面では土坑状の掘り込みを検出しなかっ

た。

周堤下面遺構　明確な周堤盛土が確認できなかったこと

から、周堤直下の遺構検出調査は実施しなかった。

遺物と出土状況　遺物は前述したように竈周辺に集中し

て出土した。そのほか、埋土中から土師器破片189点が

出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。竪穴埋土の上位に火山堆積物がほぼ水平で一次堆

積していた。噴火前に竪穴のほとんどが埋まっていた竪

穴建物である。

１区17号竪穴建物

(第431図　PL.264 ～ 267・509)

位置　Ｘ＝57592 ～ 57596・Ｙ＝-75520 ～ -75522

重複　無し。　平面形　東半分が調査区域外となり全形

は不明である。ほぼ正方形と推定される。

規模　長軸3.75ｍ　短軸(1.40)ｍ　最大壁高0.84ｍ　

床面積　(3.29)㎡　　　主軸方位　Ｎ－104°－Ｗ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げていく過程で、緩

やかに火山堆積物が落ち込む凹地を検出した。土層断面

観察をしながら掘り下げたところ、竪穴建物埋土上位に

火山堆積物S1 ～ S7が一次堆積していた。S2上面・S1上

面を精査したが、本竪穴内では遺構は検出されなかった。

北側では、S2上面で南西から北東に向かう人の歩行痕跡

が検出されている。これについては本書第５節S2上面で

記載した。

　S1直下面では竪穴建物埋土を検出した。竪穴はほとん

ど埋没していた。周堤の高まりがわずかに検出された。

火山堆積物下位の竪穴埋土は黒褐色土で、北壁には炭化

材と焼土の層が形成され、一部が立っていた。床面には

炭化材が全体に広がっており、北部は放射状の位置を示

していた。垂木の可能性がある。

周堤　S1直下でわずかな高まりを確認したが、土層断面

では明確な周堤盛土層を確認できなかった。

上屋構造・壁構造　建物の構築材、特に垂木と推定され

る炭化材が床面に残されていた。一部のサンプル５点を

採取し樹種同定したところ、竈左脇とＰ１周辺の材はケ

ヤキ、北壁沿いの材2点はネムノキ、Ｐ１脇の材はスス

キ属と同定された。北壁沿いに立っていた材が垂木が落

ち込んだものか、壁構造を示すかは明確でない。

柱穴　調査区域内で主柱穴2本が検出された。４本柱穴

構造のうちの2本と推定される。柱穴の規模は下記の通

りである。

Ｐ１　長径0.26ｍ　短径0.25ｍ　深さ0.39ｍ

Ｐ2　長径0.26ｍ　短径0.25ｍ　深さ0.53ｍ

柱間の距離はＰ１・Ｐ2間が1.35ｍである。

竈　西壁のほぼ中央に竈が敷設されていた。残存する竈

の規模は確認長1.45ｍ、屋外長0.77ｍ、燃焼部長0.68ｍ、

焚口幅0.30ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が左0.73ｍ、

右0.66ｍの長さで屋内に張り出しその基部が残存してい

た。竈の燃焼部や煙道内に火山灰や火砕流堆積物が流入

第4章　調査された遺構と遺物

580



P1

P2P2P2 炭SP2

炭SP3炭SP3炭SP3

炭SP5炭SP5炭SP5

炭SP4炭SP4

炭SP1炭SP1炭SP1

ＡＡ
ＡＡ′′

Ａ
Ａ′

ＢＢ
Ｂ′Ｂ′

Ｂ
Ｂ′

ＣＣ Ｃ′Ｃ′Ｃ Ｃ′

ＤＤＤＤ′′ ＤＤ′
ＥＥ

ＥＥ′′
Ｅ

Ｅ′

594
-
523

594
-
520

1

P1

P2P2P2

ＡＡ
ＡＡ′′

Ａ
Ａ′

ＢＢ
Ｂ′Ｂ′

Ｂ
Ｂ′

594
-
523

594
-
520

L=222.60mＡ Ａ′
11

2 2 2 3

3

3
3

22 44 44

56

56 6 6 65 5 5 5 5

7

7

77 8 9

10

11 11

11

1313 12 11

L=221.60mＣ Ｃ′1

炭

3

2

L=221.60m
Ｄ Ｄ′

P1

1 1
2

L=221.60m
Ｅ Ｅ′

P2

1

2

L=222.60mＢ Ｂ′

P1
P2

０ ２ｍ１: 60

第431図　１区17号竪穴建物平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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１区17号竪穴建物・A-A′
１　暗褐色土(10YR3/3)ややもろい。
2　Hr-FA・(S7)
３　Hr-FA・(S1)・暗褐色土混土。
４　Hr-FA・(S3)・
５　Hr-FA・(S 2)・
６　Hr-FA・(S1)
７　黒褐色土(10YR3/2)Hr-FA(S1)を微量含む。径１㎜程度の白
色粒を１％含み、しまりあり。

８　褐色土(10YR4/4)しまりあり。
9　黒褐色土(10YR3/2)径１～３㎜程度の白色粒を３％含み、しま
りあり。

10　黒褐色土(10YR3/2)暗褐色土混土。
11　炭化材・赤褐色の焼土混土層、しまりあり。
12　暗褐色土(10YR3/3)ローム混土、硬くしまる。
13　暗褐色土(10YR3/3)ややもろい。

１区17号竪穴建物P１・2　D-D´・E-E´
１　暗褐色土(10YR3/4)径１㎜程度の褐色粒を１％含む。炭化物片
を少量含み、しまりあり。

2　暗褐色土(10YR3/4)非常にもろい。
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第432図　１区17号竪穴建物竈平断面図

第4章　調査された遺構と遺物
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１区17号竪穴建物竃F-F´・G-G´
１　暗褐色土(10YR3/4)ローム土を20％含み、しまり・やや粘性あり。
2　黒褐色土(10YR3/2)ローム粒を１％含む。炭化物片を少量含み、し
まりあり。

３　暗褐色土(10YR3/4)ローム土を40％含む。炭化物片を少量含み、し
まりあり。

４　黒褐色土(10YR3/2)ローム土を10％含む。焼土ブロックを５％含み、
硬くしまる。

５　黒褐色土(10YR3/2)焼土ブロックを少量含む。炭化物片を微量含み、
しまりあり。

６　褐色土(10YR4/6)ローム土を微量含む。やや軟らかく、粘質土。
６-b・褐色土(10YR4/6)やや軟らかく、粘質土。
７　赤褐色土(10YR4/6)焼土、ややもろい。
８　にぶい黄褐色土(10YR5/4)黒褐色土を少量含む。ややもろく、やや
粘性あり。

9　黒色土(10YR2/1)焼土を少量含む。ややもろく、やや粘性あり。
10　黄褐色土(10YR5/6)軟らかく、粘質土。
11　灰白色土　もろい。
12　褐色土(10YR4/4)炭化物片を少量含み、やや粘性あり。
13　暗褐色土(10YR3/3)径３～５㎜程度のローム粒を３％含み、しまり
あり。

14　褐灰色土(10YR5/1)暗褐色土を少量含み、しまりあり。
15　暗褐色土(10YR3/4)焼土を少量含み、しまりあり。
16　赤褐色土(５YR4/6)褐色土混土、しまりあり。
17　黒褐色土(10YR3/2)径１～３㎜程度の白色粒を2％含み、しまりあ
り。

18　暗褐色土(10YR3/4)径2～３㎜程度の焼土ブロックを15％含み、し

まり・やや粘性あり。
19　褐色土(10YR4/6)暗褐色土混土。硬くしまり、やや粘性あり。
20　暗褐色土(10YR3/3)褐色土を微量含み、しまりあり。
21　暗褐色土(10YR3/3)径３～８㎜程度の焼土ブロックを10％含む。や
や軟らかく、やや粘性あり。

22　暗褐色土(10YR3/3)黄褐色土を多く含む。焼土を少量含み、しまり
あり。

23　暗褐色土(10YR3/3)炭化物片を少量含み、焼土を少量含む。
24　褐色土(10YR4/4)ややもろい。
25　褐灰色土(10YR5/1)灰層、もろい。
26　暗褐色土(10YR3/3)焼土を少量含み、褐灰色土を少量含む。
27　暗褐色土(10YR3/3)焼土を微量含む。
28　褐色土(10YR4/4)焼土を多く含み、しまりあり。
29　暗褐色土(10YR3/4)焼土を少量含む。炭化物片を少量含み、しまり・
やや粘性あり。

30　赤褐色土(５YR4/6)しまりあり、粘質土。
31　褐色土(10YR4/6)ロームブロックを少量含み、しまり・やや粘性あ

り。
32　褐色土(10YR4/6)暗褐色土混土。しまりあり、粘質土。
33　褐色土(10YR4/6)暗褐色土を少量含む。しまりあり、粘質土。
34　褐灰色土(10YR4/1)灰層、軟らかい。
35　黒褐色土(10YR3/2)ローム土が混じり硬くしまる。粘質土。
36　暗褐色土(10YR3/3)ロームブロックを少量含み、やや軟らかい。
37　暗褐色土(10YR3/4)軟らかく、やや粘性あり。
38　褐色土(10YR4/6)ローム土を含む。しまりあり、粘質土。
39　にぶい黄褐色土(10YR4/3)ローム土が混じり、硬くしまる。
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１区18号竪穴建物

(第434図　PL.267)

位置　Ｘ＝57594 ～ 57600・Ｙ＝-75542 ～ -75545

重複　無し　平面形　西半分が調査区域外となり全形は

不明である。方形と推定される。

規模　長軸(5.34)ｍ　短軸(1.90)ｍ　最大壁高0.45ｍ　

床面積　(5.49)㎡　　　主軸方位　Ｎ－12°－Ｗ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げていく過程で、緩

やかに火山堆積物が落ち込む凹地を検出した。土層断面

観察をしながら掘り下げ、S2上面・S1上面を精査したが、

本竪穴内では遺構は検出されなかった。

　S1直下面で、本竪穴建物の輪郭を検出した。本竪穴建

物はほとんどすでに埋没していた。本竪穴南側では周堤

の高まりがわずかに検出され、北半部には、北側にある

６号竪穴建物周堤盛土がのっている。竪穴埋土は暗褐色

土・黒褐色土で、床面には炭化物や焼土が層状に堆積し

ており、放射状に炭化材が残されていた。垂木の可能性

がある。

周堤　発掘区西壁のS1直下でわずかな高まりを確認した

が、土層断面では周堤盛土層を記録できなかった。

第433図　１区17号竪穴建物出土遺物図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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１区29号竪穴建物

(第435図　PL.267)

位置　Ｘ＝57623 ～ 57625・Ｙ＝-75547 ～ -75548

重複　無し　平面形　西側の大部分が調査区域外となり

全形は不明である。方形と推定される。

規模　長軸(2.26)ｍ　短軸(0.85)ｍ　最大壁高0.69 ～

0.74ｍ　

床面積　計測不能　　　主軸方位　Ｎ－24°－Ｗ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げていく過程で、S7

が落ち込む凹地を検出した。土層断面観察をしながら掘

り下げたところ、S7・S3を除去したS2上面で被災した人

の足跡・馬蹄跡を検出した。これらについては本書第５

節S2上面で記載した。上記遺構を記録した後、S1上面を

精査したが、新しい遺構は検出されなかった。

　S1直下で本竪穴建物の輪郭を検出した。竪穴はほとん

ど埋没しており、埋土は暗褐色土や黒褐色土であった。

本建物内の火山堆積物は乱れた堆積状態を示しており、

S3到達時に中央が陥没した状況や北側のS3層が炭化材や

砂粒の混在状況により分層ができる状況を看取できた。

一方、北部では煙道部が潰れないで残存した竈を検出し

た。

上屋構造・壁構造　建物の構築材、特に垂木と推定され

る炭化材が床面に残されていた。竪穴南東隅に放射状に

伸びる炭化材のサンプルを採取し樹種同定したところ、

コナラ属コナラ節と同定された。調査できた範囲が狭い

ことから、建物構造の詳細は不明である。

柱穴　調査区域内では柱穴は検出されなかった。

竈　調査区域内では竈は検出されなかった。

貯蔵穴　調査区域内では貯蔵穴は検出されなかった。

壁際溝　調査区域内では壁際溝は検出されなった。

床面小溝　調査区域内では床面小溝は検出されなかっ

た。

掘方　掘方面は検出されなかった。

周堤下面遺構　遺構確認面がS1直下面より下位になった

ことから、周堤直下の遺構検出調査は実施できなかった。

遺物と出土状況　図示できる遺物は出土しなかった。埋

土中から土師器破片9点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。竪穴埋土の上位に火山堆積物がほぼ水平で一次堆

積していた。噴火前に竪穴のほとんどが埋まっていた竪

穴建物である。

第434図　１区18号竪穴建物平断面図

第4章　調査された遺構と遺物
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１区18号竪穴建物A-A′
１　暗褐色土(10YR3/3)径１～３㎜程度の白色粒を３％含む。しまりあり、粘質土。
2　黒褐色土(10YR3/2)暗褐色土を多く含み、所々に炭化物片を含む。やや軟らか

く、やや粘性あり。
３　暗褐色土(10YR3/3)やや軟らかく、粘質土。
４　黒褐色土(10YR3/2)暗褐色土を多く含み、炭化物片を多く含む。やや軟らかく、
粘質土。

５　炭化材の層。
６　明赤褐色土(2.5YR5/8)軟らかい。
７　暗褐色土(10YR3/4)しまりあり、粘質土。
８　黒褐色土(10YR3/2)しまりあり、粘質土。
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周堤　南側に近接する８号竪穴建物との間には若干の高

まりがS1下面に残されており、低い周堤があったとみら

れる。同時に2棟の建物が機能していたかどうかは不明

である。

上屋構造・壁構造　上屋および壁の構造に関わる炭化材

は出土しなかった。

柱穴　調査区域内では柱穴は検出されなかった。

竈　東壁のやや北側に竈が敷設されていた。残存する竈

の規模は確認長0.58ｍ、屋外長0.22ｍ、燃焼部長推定0.30

ｍ、焚口幅0.14ｍ推定で、袖の残存長は不明である。調

査区域内の端で検出されたことから、竈の全形は明らか

にできなかったが、断割り調査で煙道部が崩落していな

い状態を記録することができた。燃焼部底面から37°傾

いた状態で、0.75ｍほど立ち上がった煙道部は直径0.16

ｍの筒状で、内面全体が厚さ0.03ｍほど赤化していた。

内部は黄橙色土塊・灰黄褐色土塊を含む暗褐色土で一様

に埋まった状態であった。火山堆積物の流入はなかった

ことから、噴火前に竪穴建物が放棄された後、噴火まで

の間に埋まったと推定される。

貯蔵穴　調査区域内では貯蔵穴は検出されなかった。

壁際溝　調査区域内では壁際溝は検出されなった。

床面小溝　調査区域内では床面小溝は検出されなかっ

た。

掘方　掘方面は検出されなかった。

第435図　１区29号竪穴建物平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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１区29号竪穴建物A-A′
１　暗褐色土(10YR3/3)もろい、FP直上の堆積土。
2　Hr-FA(S9)か　FAの上層火砕流。
３　Hr-FA(S7)
４　Hr-FA(S3)
４-b　Hr-FA(S3)　炭化材を少量含み、砂粒多く含む。
４-c　Hr-FA(S3)　下部。
５　Hr-FA(S2)
６　Hr-FA(S1)
７　黒褐色土(10YR2 /2)黄褐色ローム土を７％含み、しまり・やや粘性あり。
８　黄褐色土(10YR5/6)黒褐色土を10％含み、硬くしまる。
9　黒色土(10YR2/1)Hr-FA(S3)を大量に含み、もろい。
10　黒褐色土(10YR3/1)黄褐色ロームブロックを５％含み、しまりあり。
11
12　黄褐色土(10YR5/6)竃構築土。硬くしまり、粘性あり。
13　黒褐色土(10YR3/2)黄褐色ロームブロックを20％含み、しまりあり。
14　にぶい黄褐色土(10YR5/4)竃構築土。にぶい黄橙ブロックを10％含み、硬くしまる。
15　にぶい黄褐色土(10YR5/3)竃構築土。灰白色のブロックを40％含み、硬くしまる。
16　黒褐色土(10YR3/1)暗赤色褐色土(焼土)・ローム色土を15％含み、やや軟らかい。
17　褐灰色土(10YR5/1)灰層。もろい。

１区29号竪穴建物竃B-B´
１　黒褐色土(10YR3/2)径１～2㎜程度の黄褐色粒を３％含み、しまり
あり。

2　黒褐色土(10YR3/2)にぶい黄橙色ブロックを40％含み、しまりあり。
３　暗褐色土(10YR3/3)径2～３㎜程度の黄褐色粒を３％含み、しまり
あり。

４　にぶい黄橙色土(10YR6/4)径５～ 20㎜程度の浅黄橙色ブロックを
30％含み、しまりあり。

５　にぶい赤褐色土(10YR4/4)赤褐色土を40％含み、しまりあり。
６　暗褐色土(10YR4/6)径８～ 20㎜程度の浅黄橙ブロックを15％含含

む。灰黄褐色土を40％含み、しまりあり。
７　にぶい黄褐色土(10YR6/4)径５～ 10㎜程度の浅黄橙ブロックを40％
含み、しまりあり。

８　灰黄褐色土(10YR4/2)赤褐色の焼土ブロックを40％含み、やや軟ら
かい。

9　黒色土(10YR2/1)径１～2㎜程度の赤褐色粒を１％含み、やや軟ら
かい。



Ｐ2・Ｐ３・Ｐ４には柱痕跡を示す埋土層が確認された。

竈　西壁中央やや南側に竈が敷設されていた。残存する

竈の規模は確認長1.37ｍ、屋外長0.45ｍ、燃焼部長0.52

ｍ、焚口幅0.29ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が左0.94

ｍ、右0.83ｍの長さで屋内に張り出しその基部が残存し

ていた。竈の燃焼部や煙道内に火山灰や火砕流堆積物が

流入せず、最上位にS1が堆積していること、燃焼部内面

の焼土が直接灰面に堆積していることから、被災前に竈

は崩落していたことがわかる。

　袖には左右とも角礫が芯として据えられていた。焚口

には細長い角礫が両袖をつなぐような位置に出土してい

る。この角礫も竈使用面下位の掘方埋土に埋め込まれて

おり、使用時には焚口下方から突出していたと想定され

る。燃焼部側側面はやや炭化物が付着しているように観

察された。燃焼部中央には棒状角礫が上端が奥にやや傾

いた状態で埋められていた。支脚として機能していたの

であろう。

　燃焼部には土師器甕(第440図12)が、右袖部には甕

(15)、小型甕(８)が散乱しており、竈前からは杯(３・５)

が床面直上で出土した。また、燃焼部出土の甕破片が建

物東部に散乱した大型破片と接合した。竈右脇の壁際に

は土師器甕(9)、小型甕(４)が出土した。この小型甕も

東部出土破片と接合している。建物廃棄時に片づけた際

のやや混乱した状況を示している可能性がある。

　竈内の灰および土砂の植物珪酸体を分析したところ、

棒状型が多く、イネ(葉身)、ネザサ節型、ウシクサ族、

ミヤコザサ節型、ヨシ属、キビ族とイネ頴(籾殻)も検出

された。

貯蔵穴　竪穴南西隅、竈右側に長軸0.87ｍ、短軸0.58ｍ、

深さ0.50ｍの隅丸長方形の貯蔵穴が検出された。長軸が

南壁に平行する。外周に0.05ｍほど低くなった段があり、

中央部が長径0.52ｍ、短径0.46ｍ、深さ0.44ｍの楕円形

に掘り込まれていた。内部はローム土粒を含む黒褐色土

で埋まっていた。貯蔵穴周辺からは土器が集中してい出

土した。

　貯蔵穴内からは土師器小型甕(第439図６)が底面上

37cm、甕(13)が北縁面直上で出土した。また西縁では甕

(10)が床面上５cmで出土した。

壁際溝　四周の壁際で壁際溝を検出した。幅0.03～0.10

ｍ、深さは0.03 ～ 0.17ｍである。

周堤下面遺構　明確な周堤盛土が確認できなかったこと

から、周堤直下の遺構検出調査は実施しなかった。

遺物と出土状況　図示できる遺物は出土しなかった。埋

土中から土師器破片４点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。竪穴埋土の上位に火山堆積物がほぼ水平で一次堆

積していた。噴火前に竪穴のほとんどが埋まっていた竪

穴建物である。竈の残存状態が良好で、煙道部の形状を

記録することができた。

１区30号竪穴建物

(第436図　PL.268 ～ 271・273・510・511)

位置　Ｘ＝57637 ～ 57641・Ｙ＝-75529 ～ -75533

重複　無し　　　　　　　　平面形　正方形

規模　長軸3.74ｍ　短軸3.60ｍ　最大壁高0.89ｍ　

床面積　11.67㎡　　　　　主軸方位　Ｎ－21°－Ｗ

検出・埋没状況　S7 ～ S1を掘り下げていく過程で、緩

やかにS3が落ち込む凹地を検出した。土層断面観察をし

ながら掘り下げたが、S2上面およびS1上面で遺構は検出

されなかった。

　S1直下では竪穴建物埋土を検出した。竪穴はほぼ水平

に埋没しており、周堤の高まりはほとんど検出されな

かった。火山堆積物下位の竪穴埋土は褐色土粒やローム

粒を含む暗褐色土や黒褐色土であった。床面は主柱穴を

結ぶ線の内側及び貯蔵穴周辺は硬化しており、竈周辺に

は灰や焼土が広がっていた。炭化材が2点、中央部床面

直上で出土した。

周堤　S1直下で顕著な周堤は検出されなかった。

上屋構造・壁構造　炭化材が中央部で出土しているが、

建物の構造に関わるかは判断できなかった。うち１点の

一部を樹種同定したところ、コナラ属コナラ節と同定さ

れた。

柱穴　床面で主柱穴４本を検出した。柱穴の規模は下記

の通りである。

Ｐ１　長径0.24ｍ　短径0.22ｍ　深さ0.49ｍ

Ｐ2　長径0.26ｍ　短径0.22ｍ　深さ0.41ｍ

Ｐ３　長径0.22ｍ　短径0.20ｍ　深さ0.43ｍ

Ｐ４　長径0.28ｍ　短径0.22ｍ　深さ0.62ｍ

柱間の距離はＰ１・Ｐ2間が1.95ｍ、Ｐ2・Ｐ３間が1.53

ｍ、Ｐ３・Ｐ４間が1.98ｍ、Ｐ４・Ｐ１間が1.61ｍである。

第4章　調査された遺構と遺物
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第436図　１区30号竪穴建物平断面図
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１区30号竪穴建物A-A′・B-B′
１　暗褐色土(10YR3/3)径１㎜程度の白色粒を2％・径2～３㎜程度の褐色粒を３％含み、しまり・やや粘性あり。
2　暗褐色土(10YR3/3)径３～ 10㎜程度のロームブロックを10％含み、しまりあり。
３　暗褐色土(10YR3/3)黒色土を20％含む。径５～ 15㎜程度のロームブロックを15％含み、しまりあり。
４　暗褐色土(10YR3/4)径５～ 15㎜程度のロームブロックを15％含み、炭化物片を５％含む。
５　赤褐色土(５YR4/6)炭化物片を10％含み、ややもろい。
６　黒色土(10YR2/1)灰褐色の灰を少量含み、もろい。
７　黒褐色土(10YR3/2)径１～2㎜程度の褐色粒を2％含み、しまりあり。
８　暗褐色土(10YR3/3)ローム色土を少量含み、ややもろい。
9　暗褐色土(10YR3/3)焼土を５％含み、ややもろい。
10　黒色土(10YR2/1)褐灰を少量含む。硬くしまり、焼土を少量含む。
11　暗褐色土(10YR3/3)径５～ 50㎜程度のロームブロックを40％含み、非常に硬くしまる。
12　黒褐色土(10YR3/3)径５～ 50㎜程度のロームブロックを40％含み、やや軟らかい。
13　赤褐色土(５YR4/6)硬くしまる。
14　黒褐色土(7.5YR3/2)硬くしまる。
15　黒褐色土(10YR2/3)ローム色土を10％含み、硬くしまる。
16　黒褐色土(10YR2/2)しまりあり。
17　黄褐色土(10YR5/6)硬くしまる。ロームの層。
18　黒褐色土(10YR2/3)しまりあり。

１区30号竪穴建物貯蔵穴E-E′
１　暗褐色土(10YR3/3)径３～５㎜程度のローム粒を５％含み、軟らかい。
2　暗褐色土(10YR3/4)径10 ～ 20㎜程度のロームブロックを20％含み、硬くしまる。
３　暗褐色土(10YR3/4)径５～ 10㎜程度のローム粒を10％含む。とても軟らかく、やや粘性。
４　黒褐色土(10YR2/2)径３～５㎜程度のローム粒を10％含む。とてももろく、やや粘性。

１区30号竪穴建物P１・P 2・P３・P４柱痕F-F′～ I-I′
１　暗褐色土(10YR3/4)ローム色土を15％含み、やや軟らかい。
2　褐色土(10YR4/4)径10 ～ 20㎜程度のロームブロックを40％含み、しまりあり。
３　褐色土(10YR4/4)もろい。
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第437図　１区30号竪穴建物竈平断面図
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１区30号竪穴建物竃C-C′・D-D′
１　Hr-FA(S1)
2　黒褐色土(10YR2/2)硬くしまり、やや粘性。
３　黒褐色土(10YR2/2)径５～ 30㎜程度の焼土をブロック状に10％含

む。硬くしまり、やや粘性。
４　暗赤褐色土(５YR3/2)しまりあり、やや粘性。
５　黒色土(10YR2/1)やや粘性。
６　暗赤褐色土(５YR3/6)しまりあり、やや粘性。
７　にぶい黄褐色土(10YR4/3)ややしまり、やや粘性。
８　黒色土(10YR2/1)径10㎜程度の焼土ブロックを10％含み、軟らかい。
9　赤褐色土(５YR4/8)やや軟らかい。
10　黒褐色土(10YR2/2)径10 ～ 20㎜程度の焼土をブロック状に10％含
む。やや軟らかく、やや粘性。

11　にぶい黄褐色土(10YR5/3)硬くしまる。
12　赤褐色土(５YR4/8)もろい。
13　黒褐色土(10YR2/2)径５～ 20㎜程度の焼土をブロック状に10％含

み、軟らかい。
14　にぶい黄褐色土(10YR4/3)軟らかく、やや粘性。
15　暗赤褐色土(10YR3/6)軟らかい。
16　暗褐色土(10YR3/4)焼土を30％含み、硬くしまる。
17　赤褐色土(2.5YR4/8)焼土。

18　暗赤褐色土(５YR3/6)焼土。暗褐色土を少量含み、灰褐色土を少量
含む。

19　褐灰色土(10YR4/1)灰、もろい。
20　暗褐色土(10YR3/4)灰褐色土を少量含み、軟らかい。
21　黒色土(10YR2/1)軟らかく、しまりあり。
22　黒褐色土(10YR3/2)しまりあり。
23　黒褐色土(10YR2/3)径５～ 30㎜程度のロームブロックを30％含み、
硬くしまる。

24　黒褐色土(10YR2/1)軟らかく、しまりあり。
25　にぶい赤褐色土(５YR4/4)しまりあり。
26　にぶい黄褐色土(10YR4/3)しまりあり、やや粘性。
27　黒褐色土(10YR3/2)暗褐色土を少量、とても軟らかい。
28　赤褐色土(５YR4/6)もろい。
29　黒褐色土(10YR3/2)赤褐色の焼土を20％含み、もろい。
30　褐灰色土(５YR4/1)焼土を30％含み、もろい。
31　褐灰色土(10YR4/1)焼土粒・褐灰色の灰を50％含み、とてももろい。
32　黒褐色土(５YR2/2)径20㎜程度のロームブロックを10％含み、軟ら
かい。

33　極暗赤褐色土(５YR2/3)赤褐色土を少量含む。
34　黒褐色土(５YR2/1)しまり・粘性あり　
35　暗褐色土(10YR3/3)軟らかい。
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床面小溝　床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.02 ～ 0.21ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム塊を混じる黒褐色土で充填されてい

た。掘方面は凹凸が著しく、北壁および東壁沿いでやや

深く掘られていた。

床下土坑　掘方面では、定型化した土坑状の掘り込みを

検出しなかったが、全体に掘削痕跡が顕著に残されてい

た。

周堤下面遺構　明確な周堤盛土が確認できなかったこと

から、周堤直下の遺構検出調査は実施しなかった。

遺物と出土状況　遺物は前述したように竈および貯蔵穴

周辺に集中して出土したが、東壁沿いに土師器杯(第439

図１)が床面上13cmで出土した。

また、竈前灰面に接して焼土あるいは赤色顔料と推定さ

れる土壌が検出された。成分分析を実施したところ、パ

イプ状ベンガラでない赤土素材と推定されるベンガラと

分類された。

そのほか、埋土中から土師器破片212点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。竪穴内には埋土の一次堆積土があり、その上に火

山堆積物がほぼ水平で一次堆積していた。噴火前に竪穴

のほとんどが埋まっていた竪穴建物である。

第438図　１区30号竪穴建物掘方平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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第439図　１区30号竪穴建物出土遺物図(１)
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第440図　１区30号竪穴建物出土遺物図(2)
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周堤下面遺構　遺構確認面がS1直下面より下位になった

ことから、周堤直下の遺構検出調査は実施できなかった。

遺物と出土状況　数は少ないが完形土器が床面に散在し

ていた。土師器杯(第441図１)が北東部床面直上で、杯

(４・５)が南東部壁際床面近くで出土した。そのほか、

埋土中から土師器破片48点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。竪穴埋土の上位に火山堆積物がほぼ水平で一次堆

積していた。噴火前に竪穴のほとんどが埋まっていた竪

穴建物である。

１区32号竪穴建物

(第442図　PL.272・273・511)

位置　Ｘ＝57613 ～ 57622・Ｙ＝-75540 ～ -75546

重複　１区８号竪穴建物に先行する。　

平面形　西半分が調査区域外となり全形は不明である。

方形と推定される。

規模　長軸(7.87)ｍ　短軸(4.63)ｍ　最大壁高0.67ｍ　

床面積　計測不能　　主軸方位　Ｎ－73°－Ｅ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を土層断面観察をしながら掘

り下げ、S2上面で馬蹄跡や人の足跡、S1直下面で平地建

物等の有無を調査したが遺構は検出されなかった。さら

にS1下位の白色粒を含む暗褐色土、黒色土を掘り下げた

ところ、竪穴建物の輪郭を検出した。北半部の埋土上位

には、北側にある８号竪穴建物周堤盛土がのっているが

明瞭ではない。

　本竪穴埋土は暗褐色土・黒褐色土で、床面には中央部

床面に壁に平行あるいは直交する方向の炭化材が残存し

ていた。垂木等の建築材の一部と推定されるが、漸弱な

ため、図化記録のみにとどまり、樹種同定資料サンプリ

ングはできなかった。床面は主柱穴を結ぶ線の内側には

顕著な硬化面が確認された。また、位置記録はとれなかっ

たが、床面で赤色顔料が出土し、成分分析を実施したと

ころ、赤土素材の非パイプ状ベンガラと分類された。

周堤　遺構確認面がS1直下面より下位の黒色土中になっ

たことから、周堤盛土層を検出できなかった。

上屋構造・壁構造　南壁沿いに炭化材と焼土、北部床面

上に炭化材と灰層が広がっていた。写真・図化記録は実

施したが、建物構造の詳細は不明である。

柱穴　床面で主柱穴2本、後出する８号竪穴建物の掘方

１区31号竪穴建物

(第441図　PL.271・272・511)

位置　Ｘ＝57609 ～ 57613・Ｙ＝-75541 ～ -75544

重複　無し。　平面形　西半分が調査区域外となり全形

は不明である。方形と推定される。

規模　長軸(2.52)ｍ　短軸3.52ｍ　最大壁高0.46ｍ　

床面積　計測不能　　主軸方位　Ｎ－73°－Ｅ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を土層断面観察をしながら掘

り下げ、S2上面で馬蹄跡や人の足跡、S1直下面で平地建

物等の有無を調査したが、遺構は検出されなかった。さ

らにS1下位の白色粒を含む暗褐色土、黒色土を掘り下げ

たところ、竪穴建物の輪郭を検出した。南半部の埋土上

位には、南側にある６号竪穴建物周堤盛土がのっている

が明瞭ではない。

　本竪穴埋土は暗褐色土・黒褐色土で、床面には北壁際

や床面近くには炭化物が残存していた。屋根材や垂木等

の建築材の一部と推定されるが、漸弱なため、図化記録

および樹種同定等の資料サンプリングはできなかった。

また主柱穴を結ぶ線の内側には顕著な硬化面が確認され

た。

周堤　遺構確認面がS1直下面より下位の黒色土中になっ

たことから、周堤盛土層を検出できなかった。

上屋構造・壁構造　北壁周辺に建物の構築材・屋根材の

一部と推定される炭化材が出土したが、写真記録にとど

まった。建物構造の詳細は不明である。

柱穴　床面で主柱穴2本を検出した。柱穴の規模は下記

の通りである。

Ｐ１　長径0.25ｍ　短径0.24ｍ　深さ0.47ｍ

Ｐ2　長径0.27ｍ　短径0.23ｍ　深さ0.61ｍ

柱間の距離はＰ１・Ｐ2間が1.56ｍである。埋土断面に

は柱痕跡を示す埋土層は確認されなかった。

竈　調査区域内では竈は検出されなかった。

貯蔵穴　調査区域内では貯蔵穴は検出されなかった。

壁際溝　調査区域内では壁際溝は検出されなった。

床面小溝　調査区域内では床面小溝は検出されなかっ

た。

掘方　床面から0.04 ～ 0.14ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム塊・白色土粒を混じる黒褐色土で充

填されていた。掘方面は東壁沿いが深く掘られており、

凹凸が著しく、一部で掘削痕跡も確認された。

第4章　調査された遺構と遺物
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１区31号竪穴建物A-A′
　１　暗褐色土(10YR3/4)径１～2㎜程度の白色粒を５％含み、しまりあり。
　2　黒褐色土(10YR3/2)径１～３㎜程度の白色粒を３％・径2～５㎜程度の黄褐色粒を３％含む。暗褐色土を10％含み、しまりあり。
　３　暗褐色土(10YR3/4)径2～３㎜程度の黄褐色粒を１％含み、粘質土。
　４　暗褐色土(10YR3/3)径１～2㎜程度の白色粒を５％・径2～３㎜程度の黄褐色粒を１％含み、しまり・やや粘性あり
　５　暗褐色土(10YR3/3)黒褐色土を20％含み、粘質土。
　６　黒褐色土(10YR3/2)径10 ～ 20㎜程度のロームブロックを15％・径2～３㎜程度の黄褐色粒を５％含む。
　　　暗褐色土を７％含み、やや粘性あり。
　７　暗褐色土(10YR3/3)ローム色土を７％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
　８　黒褐色土(10YR3/1)径2～５㎜程度の褐色粒を2％含む。暗褐色土を20％・ローム色土を７％含み、ややしまり・やや粘性あり。
　9　暗褐色土(10YR3/3)径１㎜程度の白色粒を2％・径2～３㎜程度の褐色粒を2％含み、硬くしまる。
１区31号竪穴建物P１・P 2B-B′・C-C′
　１　黒褐色土(10YR3/2)径１～2㎜程度の褐色粒を１％含み、粘質土。
　2　黒褐色土(10YR3/2)ローム色土を５％含む。ややもろく、粘質土。
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１区32号竪穴建物A-A′
１　黒褐色土(10YR2/2)径１～2㎜程度の褐色粒を３％・径１～３㎜程度の白色粒を５％含み、硬くしまる。
2　黒褐色土(10YR3/1)径１～2㎜程度の白色粒を５％・径３～５㎜程度の褐色粒を５％含む。暗褐色土を７％・黒色土を10％含み、しまりあり。
３　暗褐色土(10YR3 /3)径５～ 15㎜程度のロームブロックを７％・径2～５㎜程度の褐色粒を７％含む。黒色土を10％含み、しまりあり。
４　黒色土(10YR2/1)径2～３㎜程度の褐色粒を2％含む。焼却竪穴建物の焼土を10％含み、やや軟らかい。
５　炭化材片が層状にひろがる。
６　暗褐色土(10YR3/3)径10㎜程度のロームブロックを10％含み、しまり・やや粘性あり。
７　暗褐色土(10YR3/3)径2～３㎜程度のローム粒を７％・径10㎜程度のロームブロックを10％含み、硬くしまる。
８　暗褐色土(10YR3/3)径30 ～ 50㎜程度のロームブロックを40％含む。１層より軟らかく、やや粘性あり。

１区32号竪穴建物P１・B-B′
１　暗褐色土(10YR3/4)ローム色土を30％含む。もろく、粘性あり。
2　暗褐色土(10YR3/3)径８～ 10㎜程度のロームブロックを５％含む。１層よりしまり、粘質土。

１区32号竪穴建物P2・P４　C-C′・E-E′
１　黒褐色土(10YR2/1)暗褐色土を10％含み、もろい。
2　暗褐色土(10YR3/4)ローム色土を30％含み、もろい。
３　暗褐色土(10YR3/4)ローム色土を３％含み、もろい。

１区32号竪穴建物P３　D-D′
１　黒褐色土(10YR3/1)径2～３㎜程度の黄褐色粒を2％含み、やや粘性あり。
2　黒色土(10YR2/1)ローム土を10％含む。
３　黒褐色土(10YR3/2)ローム土を30％含む。
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面調査で１本を検出した。大型の竪穴建物であることか

ら、正方形に近い平面形を想定すると８本主柱穴の可能

性もある。柱穴の規模は下記の通りである。

Ｐ１　長径0.32ｍ　短径0.26ｍ　深さ0.34ｍ

Ｐ2　長径0.38ｍ　短径0.36ｍ　深さ0.36ｍ

Ｐ３　長径0.31ｍ　短径0.28ｍ　深さ0.23ｍ

Ｐ４　長径0.50ｍ　短径0.27ｍ　深さ0.53ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ2間が1.60ｍ、Ｐ１・Ｐ４間が

2.46ｍ、Ｐ４・Ｐ３間が1.62ｍｍである。

Ｐ４はＰ１・Ｐ３間の中央にあり、大きさや深さ、隅丸

長方形という形態が他の３本の柱穴と異なっている。Ｐ

１・Ｐ３の柱筋からやや中にずれていること、長軸が西

壁と平行すること等から、入り口関連の柱の可能性もあ

る。Ｐ１・Ｐ2の埋土断面には柱痕跡を示す埋土層が確

認された。

竈　調査区域内では竈は検出されなかった。

貯蔵穴　掘方面で、南東隅に長軸1.13ｍ、短軸0.82ｍ、

深さ0.15ｍの隅丸長方形の貯蔵穴が検出された。長軸が

南壁に平行する。床面直上には焼土や炭化材が残されて

いたため、床面で検出ができなかった。

壁際溝　調査区域内では壁際溝は検出されなった。

床面小溝　調査区域内では床面小溝は検出されなかっ

第443図　１区32号竪穴建物掘方平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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定される。

　本竪穴埋土は黒褐色土で、床面には焼土や炭化物がが

残存していた。垂木等の建築材の一部と推定されるが、

漸弱なため、図化記録のみにとどまり、樹種同定資料サ

ンプリングはできなかった。また主柱穴を結ぶ線の内側

には顕著な硬化面が確認された。

周堤　遺構確認面がS1直下面より下位の黒色土中になっ

たことから、周堤盛土層を検出できなかった。

上屋構造・壁構造　炭化物が床面で出土しているが、建

物の構造に関わるかどうかの判断はできなかった。

柱穴　１区10号竪穴建物掘方面で主柱穴１本(P １)、床

面で主柱穴３本(P 2～ P ４)を検出した。また南壁沿い

のＰ３・Ｐ４の中間にＰ５を検出した。柱筋からは壁側

にずれており、入り口の施設に関わる柱穴と推定される。

柱穴の規模は下記の通りである。

Ｐ１　長径0.25ｍ　短径(0.15)ｍ　深さ0.13ｍ

Ｐ2　長径0.31ｍ　短径0.26ｍ　深さ0.39ｍ

Ｐ３　長径0.35ｍ　短径0.32ｍ　深さ0.42ｍ

Ｐ４　長径0.29ｍ　短径0.25ｍ　深さ0.46ｍ

Ｐ５　長径0.37ｍ　短径0.27ｍ　深さ0.22ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ2間が2.44ｍ、Ｐ2・Ｐ３間が

2.55ｍ、Ｐ３・Ｐ４間が2.37ｍ、Ｐ４・Ｐ１間が2.50ｍ。

竈　西壁中央やや南側に竈が敷設されていた。西壁は調

査区域外となったため、竈は左袖前端周辺のみの調査と

なり、全形を明らかにすることはできなかった。

調査できた左側の粘土貼り付けの袖構造下部は長さ0.37

ｍで燃焼部の灰面や崩落した天井部焼土が明瞭に確認で

きた。袖には角礫が芯として据えられていた。調査でき

た範囲には支脚は出土しなかった。燃焼部には土師器甕

破片が散乱していた。

　竈内外の灰および土壌資料を分析したところ、竈外側

からは、炭化したイネ籾殻、クワ属　コナラ属クヌギ節

サクラ属の炭化材破片、比較的多くのウシクサ族、次い

でイネ、ネザサ節型、キビ族、棒状型、ポイント型、イ

ネ頴で構成される植物珪酸体を、竈内では炭化したイネ

籾殻破片、比較的多くのウシクサ族と、少量のイネ、キ

ビ族、棒状型の植物珪酸体が検出された。また、焼骨片

が出土したが、種は不明である。

貯蔵穴　竪穴南西隅、竈左側に貯蔵穴を検出した。西壁

は調査区域外となったため、貯蔵穴も東半分のみの調査

た。

掘方　床面から0.08 ～ 0.28ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム塊・白色土粒を混じる暗褐色土で充

填されていた。掘方面は南側に後出して掘られた８号竪

穴建物と同レベルで検出されたが、本竪穴建物の微かな

掘方輪郭が確認され、図化した。前述したように掘方面

で主柱穴Ｐ３の底面と貯蔵穴を確認した。

　１区８号竪穴建物に掘り込まれなかった北側の掘方面

は凹凸が著しく、一部で掘削痕跡も確認された。

周堤下面遺構　遺構確認面がS1直下面より下位になった

ことから、周堤直下の遺構検出調査は実施できなかった。

遺物と出土状況　床面で出土した遺物はない。埋土中か

ら須恵器器台破片(第442図３)、掘方埋土中から土師器

杯(１)、鉢(2)が出土した。そのほか、埋土中から土師

器破片122点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。竪穴埋土の上位に火山堆積物がほぼ水平で一次堆

積していた。噴火前に竪穴のほとんどが埋まっていた竪

穴建物である。

１区33号竪穴建物

(第444図　PL.274 ～ 276・512)

位置　Ｘ＝57627 ～ 57633・Ｙ＝-75543 ～ -75548

重複　１区10号竪穴建物に先行する。

平面形　西側の一部が調査区域外となり全形は不明であ

る。方形と推定される。

規模　長軸4.95ｍ　短軸(4.08)ｍ　最大壁高0.54 ～

0.70ｍ　

床面積　計測不能　　　　　主軸方位　Ｎ－2°－Ｗ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を土層断面観察をしながら掘

り下げ、S2上面で馬蹄跡や人の足跡、S1直下面で平地建

物等の有無を調査したが遺構は検出されなかった。さら

にS1下位の白色粒を含む暗褐色土、黒色土を掘り下げた

ところ、竪穴建物の輪郭を検出した。南半部の埋土上位

には、北側にある１区10号竪穴建物のローム塊を多量に

含む周堤盛土(9層)が堆積していた。この周堤盛土上に

は、多量の礫が落ち込んでいる状況が確認された。礫の

中には多孔石も含まれており、これらの礫は下位にある

縄文時代遺構に関連するものと推定される。１区10号竪

穴建物掘削の際に盛り上げた土砂中に含まれていたと推

第4章　調査された遺構と遺物

596



Ａ

Ａ
′

ＤＤ Ｄ′Ｄ′Ｄ Ｄ′

Ｅ
Ｅ
′

ＦＦ
Ｆ
′
Ｆ
′

Ｆ
Ｆ
′

ＧＧ
Ｇ
′
Ｇ
′

Ｇ
Ｇ
′

ＨＨ
Ｈ
′
Ｈ
′

Ｈ
Ｈ
′

ＩＩ
Ｉ
′
Ｉ
′

Ｉ
Ｉ
′

Ｊ
Ｊ′

Ｋ

Ｋ′

Ｌ
Ｌ
′

ＭＭ
Ｍ
′
Ｍ
′

Ｍ
Ｍ
′

ＮＮ Ｎ′Ｎ′Ｎ Ｎ′

ＢＢ

Ｂ
′
Ｂ
′

Ｂ

Ｂ
′

ＣＣ
Ｃ′Ｃ′

Ｃ
Ｃ′

P1

P2P3

PP55P5

33号竪穴
建物P1

P2

PP44P4

10号竪穴建物

調査区外

633
-
548

628
-
548

1

15

17

L=223.60m
Ａ

Ａ
′

1
1

1
s

s
s
s
s

2
3

3
4

56

7

7
8

9

10
10

11
13

15
16

12
14

調査区外

L=223.00mＤ Ｄ′1

2
3

4 5

6

L=223.00m
Ｅ Ｅ′

P1

1

2

L=223.00m
Ｆ Ｆ′1

3
4

P2
L=223.00m

Ｇ Ｇ′

3
4

P3
L=223.00m

Ｈ Ｈ′1

45

P4
L=223.00m

Ｉ Ｉ′1-b

3

5

P5

０ ２ｍ１: 60

第444図　１区33号竪穴建物平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物

597

１区33号竪穴建物A-A′
１　暗褐色土(10YR3/4)Hr-FA(S1)を30％含み、しまりあり。
2　暗褐色土(10YR3/3)径１～2㎜程度の白色粒を５％含み、硬くしまる。
３　黒褐色土(10YR3/2)径５～ 30㎜程度のロームブロックを10％・径１～３㎜程度の黄褐色粒を３％含む。黄褐色土を10％・炭化片を３％含み、硬くし
まる。

４　黒褐色土(10YR3/2)径５～ 10㎜程度のロームブロックを５％・径１～2㎜程度の白色粒を３％含み、炭化物片を３％含む。
５　黒色土(10YR2/1)炭化物片を10％含み、しまりあり。
６　黒褐色土(10YR2/2)径１～５㎜程度の白色粒を３％・径１～５㎜程度の褐色粒を３％・径300 ～ 500㎜の大礫を数多く含む。炭化物片を2％含み、

しまりあり。
７　黒褐色土(10YR3/1)径１～ 30㎜程度のロームブロックを５％含む。黒色土を10％・褐色土を10％含み、しまりあり。
８　黒色土(10YR2/1)径2～ 10㎜程度のロームブロックを10％含む。褐色土を20％含み、しまりあり。
9　黒褐色土(10YR2/2)径100 ～ 200㎜程度のローム土のかたまりを50％含む。黒色土を30％含み、硬くしまる。
10　黒褐色土(10YR2/2)径10 ～ 50㎜程度のロームブロックを20％含み、しまりあり。
11　黒褐色土(10YR3/1)径５～ 20㎜程度のロームブロックを10％・径５～ 20㎜程度の赤褐色粒を５％・径５～ 10㎜程度の黄褐色粒を10％含む。にぶい
黄褐色土を30％含み、しまりあり。

12　黒褐色土(10YR3/1)焼土を40％含み、硬くしまる。
13　赤褐色土(５YR4/6)黒色土を30％含み、硬くしまる。
14　黒褐色土(10YR3/1)径2～ 20㎜程度のロームブロックを20％・径１～2㎜程度の白色粒を2％・径１～2㎜程度の褐色粒を2％含み、非常に硬くし
まる。

15　黒褐色土(10YR3/1)ローム色土を20％・褐色のローム土を20％含み、硬くしまる。
16　黒褐色土(10YR3/1)ローム色土を20％・褐色のローム土を20％含み、ややしまる。

１区33号竪穴建物貯蔵穴D-D′
１　黒色土(10YR2/1)軟らかく、粘性あり。
2　黒褐色土(10YR3/1)径１～３㎜程度の焼土粒を５％・径１～５㎜程度の黄褐色粒を５％含む。軟らかく、粘性あり。
３　黒褐色土(10YR3/1)径１～５㎜程度のローム粒を10％含む。
４　赤褐色土(５YR4/6)焼土、ややもろい。
５　黒褐色土(10YR3/1)軟らかく、粘性あり。
６　黒褐色土(10YR3/1)径１～５㎜程度のローム粒を10％含み、とても軟らかい。

１区33号竪穴建物P１～ P５　E-E′～ I-I′
１　黒褐色土(10YR3/1)径３㎜程度のローム粒を５％含み、もろい。
１-b黒褐色土(10YR3/1)径３㎜程度のローム粒を５％含む。炭化物片を５％含み、もろい。
2　黄褐色土(10YR5/6)もろい。
３　褐色土(10YR4/6)径８㎜程度のロームブロックを３％含み、もろい。
４　黒色土(10YR2/1)もろい、やや粘性あり。
５　褐色土(10YR4/4)焼土を20％含み、粘性あり。



０ 4㎝１:２０ 10㎝１:３

た。掘方面は中央がやや高く、壁際が比較的深く掘られ

ていた。全体に凹凸が著しく、掘削痕跡も観察された。

床下土坑　掘方面では、定型化した土坑状の掘り込みを

検出しなかった。

周堤下面遺構　明確な周堤盛土が確認できなかったこと

から、周堤直下の遺構検出調査は実施しなかった。

遺物と出土状況　遺物は前述したように竈および貯蔵穴

で出土した。東壁中央壁際床面直上で蛇紋岩製の紡輪(第

445図17)が出土した。

　また、埋土中で出土した赤色顔料の成分分析を実施し

たところ、パイプ状ベンガラでない赤土素材と推定され

となり、全形を明らかにすることはできなかった。南北

軸0.70ｍ、深さ0.42ｍの隅丸方形の貯蔵穴である。内部

はローム土粒を含む黒褐色土で埋まっていたが、底面か

ら0.08ｍのところに厚さ0.10ｍほどの焼土層が堆積して

いた。また、その焼土層の下位から土師器小型甕(第445

図15)が底面直上で出土した。貯蔵穴周辺からは土器が

集中して出土した。

壁際溝　調査区域内では壁際溝は検出されなかった。

床面小溝　調査区域内で床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.06 ～ 0.22ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム塊を混じる黒褐色土で充填されてい

第445図　１区33号竪穴建物出土遺物図
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１区33号竪穴建物竃B-B′・C-C′
１　黒褐色土(10YR3/1)ローム色土を25％含む。やや軟らかく、粘質土。
2　黒褐色土(10YR3/1)赤褐色の焼土を30％含み、やや軟らかい。
３　にぶい黄褐色土(10YR5/4)黒色土を10％含む。やや軟らかく、粘性あり。
４　褐灰色土(10YR4/6)褐灰色土(10YR6/1)を10％含む。灰層、もろい。
５　赤褐色土(５YR5/8)焼土。
６　褐色土(10YR4/4)焼土を５％含み、やや軟らかい。
７　にぶい黄褐色土(10YR4/3)しまりあり、粘質土。
８　黒褐色土(10YR3/2)径10㎜程度のロームブロックを15％含み、しまりあり。
9　褐灰色土(10YR4/1)灰、黒褐色の灰を多く含み、もろい。
10　黒褐色土(10YR2/2)層状ににぶい黄橙色土を10％含む。焼土を５％含み、粘質土。
11　暗褐色土(10YR3/3)ローム色土を５％含み、しまりあり、粘質土。



０ ２㎝１:１０ 4㎝１:２０ 10㎝１:３

るベンガラと分類された。そのほか、埋土中から土師器

破片37点、モモ炭化種実１点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。竪穴埋土の上位に火山堆積物がほぼ水平で一次堆

積していた。噴火前に竪穴のほとんどが埋まっていた竪

穴建物である。

１区34号竪穴建物

(第447図　PL.276・277・512)

位置　Ｘ＝57615 ～ 57619・Ｙ＝-75528 ～ -75533

重複　無し。　　　　　　　　平面形　長方形

規模　長軸4.94ｍ　短軸3.90ｍ　最大壁高0.45ｍ　

床面積　16.31㎡　　　　　主軸方位　Ｎ－16°－Ｗ

検出・埋没状況　　S3 ～ S1を土層断面観察をしながら

掘り下げ、S2上面で馬蹄跡や人の足跡、S1直下面で平地

建物等の有無を調査したが遺構は検出されなかった。さ

らにS1下位の白色粒を含む暗褐色土、黒色土を掘り下げ

たところ、本竪穴建物の輪郭を検出した。

　本竪穴埋土は黒褐色土であった。床面は平坦で壁から

0.70 ～ 0.80ｍ内側に入った中央部分は硬化面を確認。

周堤　遺構確認面がS1直下面より下位の黒色土中になっ

たことから、周堤盛土層を検出できなかった。

上屋構造・壁構造　本竪穴建物には柱穴が検出されな

かったことに加えて、上屋や壁の構造に関する調査所見

も得られなかった。

柱穴　主柱穴は検出されなかった。

竈　竈は敷設されていなかった。床面には炉も確認でき

なかった。

貯蔵穴　貯蔵穴は検出されなかった。

壁際溝　壁際溝は検出されなかった。

床面小溝　床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.02 ～ 0.10ｍほど下位で掘方面を

検出した。掘方はローム粒を混じる黒褐色土で充填され

ていた。掘方面は東部および北部がやや深く掘られてい

たが、平坦であった。

床下土坑　掘方面では、定型化した土坑状の掘り込みを

検出しなかった。

周堤下面遺構　明確な周堤盛土が確認できなかったこと

から、周堤直下の遺構検出調査は実施しなかった。

遺物と出土状況　遺物出土は少なかった。土師器高杯(第

447図３)が南東隅で床面上9cmで、須恵器杯(５)が中央

部床面上５cmで出土した。そのほか、埋土中から土師器

破片373点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。竪穴埋土の上位に火山堆積物がほぼ水平で一次堆

積していた。噴火前に竪穴のほとんどが埋まっていた竪

穴建物である。

　竈や炉、柱穴がないことから、一般的な居住用の建物

ではない可能性が高い。機能および建物構造の詳細は不

明である。

第447図　１区34号竪穴建物出土遺物図
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１区34号竪穴建物A-A′・B-B′
　１　黒褐色土(10YR3/2)径１～2㎜程度の白色粒を2％・径１～2㎜程度の黄褐色粒を2％含み、しまりあり。
　2　黒褐色土(10YR3/2)径１～３㎜程度の黄褐色粒を５％含む。暗褐色土を30％含み、しまりあり。
　３　暗褐色土(10YR3/4)径１㎜程度の白色粒を１％・径2㎜程度の褐色粒を2％含み、しまりあり。
　４　黒褐色土(10YR3/2)径１㎜程度の黄褐色粒を2％・径１㎜程度の白色粒を2％含み、しまりあり。
　５　暗褐色土(10YR3/3)径１㎜程度の白色粒を３％含み、しまりあり。



る竈の規模は確認長1.06ｍ、屋外長0.10ｍ、燃焼部長

0.58ｍ、焚口幅0.24ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が

左0.80ｍ、右0.60ｍの長さで屋内に張り出しその基部が

残存していた。竈の燃焼部や煙道内に火山灰や火砕流堆

積物が流入していないことから、被災前に竈は埋まって

いたことがわかる。燃焼部奥は天井部の粘土および焼土

と、焼けた奥壁との間に黒色土が堆積しており、煙道部

が一定期間残存していたことがわかる。燃焼部手前は直

接焼土が灰面を覆うように堆積しており、比較的早い時

期に天井部が崩落していたと推定される。

　袖には左右とも角礫が芯として据えられていた。焚口

には細長い角礫が両袖をつなぐような位置に出土してお

り、天井部から転がり落ちたと想定される。燃焼部中央

には棒状礫が上端が手前に傾いた状態で埋められてい

た。支脚として機能していたのであろう。

　燃焼部には土師器杯(第452図３・８・12)が散乱して

おり、竈左には甕(14)が逆位に置かれていた。

貯蔵穴　竪穴南隅、竈左側に一辺が1.10ｍほどの不整方

形に区画された貯蔵穴が検出された。外周に0.07ｍほど

低くなった段があり、中央部が長径0.73ｍ、短径0.65ｍ、

深さ0.51ｍのほぼ円形に掘り込まれていた。内部は褐色

土、暗褐色土で埋まっていた。下層の暗褐色土中を中心

に、完形に近い土師器杯６個体(第452図１・2・４・５・

７・10)が、底面上10 ～ 26cmで出土した。

壁際溝　南東壁と北西壁の一部で壁際溝を検出した。そ

れぞれ幅0.08 ～ 0.16ｍ・深さ0.03 ～ 0.05ｍ、幅0.18ｍ・

深さ0.04ｍである。

床面小溝　床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.04 ～ 0.24ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方は黒褐色土塊・ローム塊を混じる暗褐色土

で充填されていた。掘方面は南西壁を除く壁沿い幅0.1

ｍの範囲がやや深く掘られていた。掘方面は凹凸が著し

かった。

　また掘方面で柱穴３本を検出した。建て替え前の古期

柱穴が埋まったものと考えられる。Ｐ１の北東側にＰ５、

Ｐ2の北東側にＰ６、Ｐ４の北東側にＰ８である。なお、

床面でＰ７の北東側に検出したＰ３が建て替え前の東隅

柱穴ということになろう。柱穴の規模は下記の通り。

Ｐ５　長径0.25ｍ　短径0.22ｍ　深さ0.31ｍ

Ｐ６　長径0.26ｍ　短径0.25ｍ　深さ0.40ｍ

１区35号竪穴建物

(第449図　PL.277 ～ 280・512)

位置　Ｘ＝57637 ～ 57643・Ｙ＝-75543 ～ -75549

重複　１区81号、82号ピットに先行する。

平面形　ほぼ正方形

規模　長軸4.80ｍ　短軸4.40ｍ　最大壁高0.45ｍ　

床面積　18.61㎡　　　　　主軸方位　Ｎ－60°－Ｅ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を土層断面観察をしながら掘

り下げ、S2上面で馬蹄跡や人の足跡、S1直下面で平地建

物等の有無を調査したが遺構は検出されなかった。さら

にS1下位の白色粒を含む暗褐色土、黒色土を掘り下げた

ところ、本竪穴建物の輪郭を検出した。竪穴埋土は褐色

土粒やローム粒を含む黒褐色土で、上半部には大型礫が

西部を中心にまとまって埋土中に含まれていた。埋没途

中に周囲から落ち込んだものと推定される。

　床面の中央部や竈右脇に床面上に焼土塊が堆積してい

た。床面は主柱穴を結ぶ線より外側0.60 ～ 1.00ｍまで

硬化面が形成されていた。竈に近い床面には焼土や灰が

広がっていた。西隅および東壁沿いで81号・82号ピット

が検出されたが、本竪穴建物に伴う遺構ではない。

周堤　遺構確認面がS1直下面より下位の黒色土中になっ

たことから、周堤盛土層を検出できなかった。

上屋構造・壁構造　後述するように主柱穴は2本ずつ４

か所にあり、柱穴の掘り直しと建物の建て替えが想定で

きる。上屋や壁の構造に関する調査所見はなかった。

柱穴　床面で主柱穴４本、掘方面で４柱穴４本を検出し

た。当初床面ではＰ１・2・３・４を検出したが、精査

したところ、Ｐ３の南西側に柱穴を検出した。建て替え

の可能性を想定し、これをＰ７とした。柱穴位置の規格

性からして、Ｐ７が最新床面での東隅柱穴と考えられる。

柱穴の規模は下記の通りである。

Ｐ１　長径0.26ｍ　短径0.19ｍ　深さ0.46ｍ

Ｐ2　長径0.31ｍ　短径0.26ｍ　深さ0.45ｍ

Ｐ７　長径0.23ｍ　短径0.22ｍ　深さ0.31ｍ

Ｐ４　長径0.33ｍ　短径0.24ｍ　深さ0.48ｍ

Ｐ３　長径0.26ｍ　短径0.24ｍ　深さ0.28ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ2間が1.85ｍ、Ｐ2・Ｐ７間が

1.75ｍ、Ｐ７・Ｐ４間が1.87ｍ、Ｐ４・Ｐ１間が1.86ｍ

である。Ｐ2には柱痕跡を示す埋土層が確認された。

竈　南西壁中央より南側に竈が敷設されていた。残存す

第4章　調査された遺構と遺物
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第449図　１区35号竪穴建物平断面図
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１区35号竪穴建物A-A′・B-B′
１　黒褐色土(10YR3/1)径2～ 10㎜程度のローム粒を５％含み、しまり
あり。

2　黒褐色土(10YR3/2)径１～ 25㎜程度のローム粒を10％含む。黒色土
を30％含み、しまりあり。

３　黒褐色土(10YR2/2)径2～ 20㎜程度のローム粒を10％含む。にぶい
黄褐色土を10％含み、しまりあり。

４　黒色土(10YR2/1)暗褐色土を20％含み、しまりあり。
５　黒褐色土(10YR2/2)径５～ 10㎜程度のローム粒を３％含み、ややも
ろい。

６　黒色土(10YR2/1)しまりあり。
７　暗赤褐色土(５YR4/6)焼土、硬くしまる。
８　暗赤褐色土(５YR4/6)焼土、ローム土を40％含む。黒色土を30％含
み、ややもろい。

9　黒褐色土(10YR3/2)径５～ 15㎜程度のロームブロックを５％含む。
暗褐色土を30％含み、硬くしまる。　

10　黒褐色土(10YR3/2)径10 ～ 30㎜程度のロームブロックを15％含む。
暗褐色土を30％含み、しまりあり。

11　暗褐色土(10YR3/3)径１㎜程度の白色粒を2％含む。黒褐色土を
20％含み、しまりあり。

１区35号竪穴建物貯蔵穴E-E′
１　黒褐色土(10YR3/2)径１～2㎜程度の
赤褐色粒2％・径１～2㎜程度の白色粒
を３％・

径７～ 15㎜程度のロームブロックを５％
含み、しまりあり。

2　黒褐色土(10YR3/2)径2～ 10㎜程度の
ロームブロックを５％含む。炭化物片を
５％含み、しまりあり。

３　暗褐色土(10YR3/4)径５～ 20㎜程度の
ロームブロックを10％含む。

４　暗褐色土(10YR3/4)やや軟らかい。
５　暗褐色土(10YR3/4)褐色土を30％含
み、もろい。

６　褐色土(10YR4/4)ローム色土を30％含
み、もろい。

１区35号竪穴建物P１　F-F′
１　黒色土(10YR2/1)
2　褐色土(10YR4/4)ローム色土を10％含み、しまりあり。
３　黒褐色土(10YR3/1)径１㎜程度のローム粒を７％含み、もろい。

１区35号竪穴建物P2　G-G′
１　黒褐色土(10YR3/2)しまりあり。
2　暗褐色土(10YR4/4)ローム色土を40％含む。
３　暗褐色土(10YR3/1)ローム色土を10％含み、もろい。

１区35号竪穴建物P３　H-H′
１　黒褐色土(10YR3/1)径５～７㎜程度のロームブロックを７％含み、
しまりあり。

2　褐色土(10YR4/4)径５～ 20㎜程度のロームブロックを20％含み、し
まりあり。

３　暗褐色土(10YR3/3)ローム色土を20％含み、もろい。
１区35号竪穴建物P４　I-I′
１　黒色土(10YR2/1)径１～３㎜程度の黄褐色粒を３％含み、しまりあ
り。

2　暗褐色土(10YR3/3)径１㎜程度のローム粒を５％・径10㎜程度の
ロームブロック５％含み、しまりあり。

３　暗褐色土(10YR3/3)ローム粒を15％含み、もろい。
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１区35号竪穴建物竃　C-C′・D-D′
１　黒色土(10YR2/1)ローム色土を１％含み、しまり・やや粘性あり。
2　明黄褐色土(10YR6/6)暗褐色土を５％含む。
３　にぶい黄褐色土(10YR5/3)ローム色土を５％含み、しまり・やや粘性あり。
４　黒褐色土(10YR3/3)焼土を５％・ローム色土を３％含み、しまり・やや粘性あり。
５　褐色(10YR4/6)土ローム色土を５％含み、しまりあり。
６　黒色土(10YR2/1)ローム色土を30％・褐色土を20％含み、硬くしまる。
７　黒色土(10YR2/1)しまり・粘性あり。
８　黄褐色土(10YR5/6)焼土を５％・褐灰色の灰を５％含み、しまりあり。
9　暗褐色土(10YR3/4)褐灰色の灰を15％含み、やや軟らかい。
10　黄褐色土(10YR5/6)しまりあり。
11　黒色土(10YR2/1)ローム色土を10％・褐色土を10％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
12　暗褐色土(10YR3/4)焼土を20％・炭化物片を５％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
13　褐灰色土(10YR6/1)灰、もろい。
14　にぶい黄褐色土(10YR5/3)焼土を７％・黄褐色土を10％・黒色土を５％含み、しまりあり。
15　明黄褐色土(10YR7/6)焼土、硬くしまる。
16　黒褐色土(10YR3/2)暗褐色土混土。焼土を10％含み、しまりあり。
17　黒褐色土(10YR3/1)暗褐色土を５％含み、もろい。
18　黒褐色土(10YR3/1)暗褐色土を10％含む。
19　にぶい黄褐色土(10YR5/4)内側が30％焼土化、しまりあり。
20　黒褐色土(10YR2/2)赤褐色土を30％含み、しまりあり。
21　褐灰色土(５YR4/1)粘質土を７％含む。
22　灰褐色土(５YR5/2)暗赤褐色土を20％含む。軟らかく、部分的に非常にもろい部分あり。
23　暗赤褐色土(５YR3/6)しまりあり。
24　褐色土(10YR4/4)軟らかい。
25　暗褐色土(10YR3/3)黒褐色土を20％・ローム色土を20％・褐色土を20％含み、硬くしまる。
26　褐灰色(10YR5/1)灰、非常にもろい。
27　暗赤褐色土(５YR3/6)黒褐色土を10％含み、もろい。
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O
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P7
P3

P4

P8

Ｐ８　長径0.22ｍ　短径0.19ｍ　深さ0.33ｍ

　柱間の距離はＰ５・Ｐ６間が1.91ｍ、Ｐ６・Ｐ３間が

1.97ｍ、Ｐ３・Ｐ８間が1.93ｍ、Ｐ８・Ｐ５間が1.95

ｍである。Ｐ３は他の柱穴よりやや大きなローム塊を混

じる褐色土・黒褐色土で埋まっていた。

床下土坑　掘方面では定型化した土坑状の掘り込みを検

出しなかったが、全体に掘削痕跡が顕著に残されていた。

周堤下面遺構　明確な周堤盛土が確認できなかったこと

から、周堤直下の遺構検出調査は実施しなかった。

遺物と出土状況　本竪穴建物では、竈や貯蔵穴周辺から

多くの土器が出土したほか、石製玉類と鉄製品が出土し

た。滑石製勾玉(第452図17)、葉ろう石製勾玉(18)、蛇

紋岩製管玉(15)は竪穴南部、貯蔵穴周辺でそれぞれ床面

上27cm、13cm、14cmで出土した。竪穴埋没途中に本竪穴

周辺で使用されていたものと推定される。また、蛇紋岩

製管玉(16)が北東壁の外側で遺構確認面で出土した。東

隅壁際で柄付きの鉄製錐(第452図19)が床面上４cmで出

土した。竈前には土師器杯(８・11)が床面上７cm、５cm

で出土している。　そのほか、埋土中から土師器破片

104点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。竪穴埋土の上位に火山堆積物がほぼ水平で一次堆

積していた。噴火前に竪穴のほとんどが埋まっていた竪

穴建物である。・

第451図　１区35号竪穴建物掘方平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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の全体規模は１区１号竪穴建物に壊されて不明である

が、南辺は4.68ｍ、東辺は4.68ｍである。各柱穴の規模

および柱間寸法は第27表の通りである。

　中央の４本の柱穴(Ｐ11 ～Ｐ14)は、調査できた側柱

10本の柱穴に比べ直径・深さとも規模が小さいことから、

束柱と考えられる。３間のうち、束柱がのる中央の柱間

は東西1.4ｍ前後南北1.5ｍ前後で、両側の柱間1.6ｍ前

後より短い構造になっている。

上部構造・壁構造　Ｐ１・Ｐ2・Ｐ６～Ｐ８埋土に柱痕

跡がみられたが、建築材は残っていなかった。屋根や壁

の構造に関する調査所見はなかった。

床面　柱穴の確認面は黒色土中であり、床面は検出でき

なかった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　S1直下の黒色土中で検出した。１区１号竪穴

建物に先行する５世紀代の掘立柱建物である。束柱の柱

穴は側まわりの柱穴に比べて浅いことから、生活空間の

ある高床ではなく、揚床の建物と考えられる。

(３)掘立柱建物

１区１号掘立柱建物(第453図　PL.280 ～ 282)

位置　Ｘ＝57567 ～ 57573・Ｙ＝-75519 ～ -75526

主軸方位　Ｎ－31°－Ｅ

重複　１区１号竪穴建物に先行する。

検出・埋没状況　土層断面観察をしながらS3 ～ S1を掘

り下げ、S1直下面で１区１号竪穴建物の凹地を検出し遺

構調査を実施した後、周辺のS1下位の白色粒を含む暗褐

色土、黒色土を徐々に掘り下げたところ、本掘立柱建物

の柱穴の輪郭を検出した。柱穴埋土は白色粒を少量含む

粘質の黒色土、褐色土塊を含む黒色土で、柱痕跡が明瞭

にわかる柱穴も含まれていた。

　北西隅の2本の柱穴は１区１号竪穴建物に壊されて未

検出である。側柱10本の柱穴径はやや大きく、中央の束

柱４本の柱穴径は小さかった。

建物構造　桁行３間×梁行３間(4.68×4.68ｍ)の総柱建

物である。東西および南北の柱間がほぼ一定の正方形の

建物と推定される。面積は22.00㎡である。北辺と西辺

第453図　１区１号掘立柱建物平断面図(１)

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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１区２号掘立柱建物

(第 455 図　PL.282 ～ 283)

位置　Ｘ＝57573 ～ 57578・Ｙ＝-75516 ～ -75521

主軸方位　Ｎ－47°－Ｗ

重複　１区１号竪穴建物に先行する。

検出・埋没状況　火山噴出物下位の黒色土を土層断面観

察をしながら掘り下げたところ、掘立柱建物の柱穴の輪

郭と埋土を検出した。S1直下では柱穴の輪郭は不鮮明で

あったので、遺構確認面を下げて確認した。柱穴埋土は

白色粒を少量含む粘質の黒色土、褐色土塊を含む黒色土

で、柱痕跡が明瞭にわかる柱穴も含まれていた。

　Ｐ３・Ｐ４は１号竪穴建物掘方面で検出した。当初同

竪穴建物の床下土坑と考えたが、Ｐ１・Ｐ2と底面が同

じレベルで、柱筋と推定される直線上に位置することか

ら本掘立柱建物の柱穴として報告した。

建物構造　建物南東部の柱穴群を検出したにとどまるた

め、建物の全体構造は不明である。東西方向2間・南北

方向2間以上の総柱建物と推定した。

　各柱穴の規模および柱間寸法は第28表の通りである。

Ｐ３・Ｐ４は１号竪穴建物の掘方面からの深さを計測し

第454図　１区１号掘立柱建物断面図(2)
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第27表　１区１号掘立柱建物柱穴計測表
建物全体規模 桁行３間×梁行３間 主軸方向 Ｎ－31°－Ｅ
桁・梁行の・・ 柱穴・

No.
柱穴規模(ｍ) 柱痕跡規模(ｍ)

形状
柱間寸法

規模(ｍ) 長径 短径 深さ 直径 深さ (ｍ)

東面4.68

Ｐ１ 0.41 0.38 0.52 0.17 0.5 楕円形 P2へ1.63
Ｐ2 0.59 0.46 0.51 0.26 0.48 楕円形 P3へ1.48

Ｐ３ 0.44・ 0.38・ 0.51・ 0.10・ 0.33・
以上 楕円形 P4へ1.54

南面4.68
Ｐ４ 0.42・ 0.40・ 0.64・ － － 楕円形 P5へ1.58
Ｐ５ 0.46・ 0.38・ 0.59・ － － 楕円形 P6へ1.33
Ｐ６ 0.43・ 0.42・ 0.63・ 0.12・ 0.59・楕円形 P7へ1.72

西面不明　
Ｐ７ 0.39・ 0.35・ 0.61・ 0.18・ 0.60・楕円形 P8へ1.48
Ｐ８ 0.35・ 0.32・ 0.52・ － － 楕円形 P9へ1.46
Ｐ9 0.38・ 0.35・ 0.60・ － － 楕円形

北面不明　 Ｐ10 0.32・ 0.30・ 0.43・ － － 楕円形 P１へ1.57・
P11へ1.52

束 Ｐ11 0.24・ 0.21・ 0.08・ － － 楕円形 P12へ1.50
束 Ｐ12 0.35・ 0.33・ 0.10・ － － 楕円形 P13へ1.39
束 Ｐ13 0.26・ 0.19・ 0.13・ － － 楕円形 P14へ1.58
束 Ｐ14 0.28・ 0.17・ 0.22・ － － 楕円形 P11へ1.41

１区１号掘立柱建物P2・A-A′・G-G′
１　黒色土(10YR3/1)径2～３㎜程度の白色粒を少量含
む。やや軟らかく、粘性あり。

2　黒色土(10YR3/2)やや軟らかく、粘性あり。
３　黒色土(10YR2/1)径３㎜程度の褐色粒を微量含む。非
常にもろく、粘性あり。

４　暗褐色土(10YR3/3)径１～2㎜程度の褐色粒を微量含
み、ややしまり・粘性あり。
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ている。Ｐ６はやや柱筋からは外れている。またＰ７・

Ｐ８は小規模で浅いことから建物柱穴でない可能性が高

い。

上部構造・壁構造　Ｐ１・Ｐ2・Ｐ５埋土に柱痕跡がみ

られたが、建築材は遺存していなかった。屋根や壁の構

造に関する調査所見はなかった。

床面　側まわりの柱穴は一定の深さがあるが、内側の束

柱に想定される柱穴の情報がないことから、床面は不明

である。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　火山堆積物S1直下の黒色土中で検出した、１

区１号竪穴建物に先行する掘立柱建物である。

第455図　１区2号掘立柱建物平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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第28表　１区2号掘立柱建物柱穴計測表
建物全体規模 桁行３間×梁行３間 主軸方向 Ｎ－59°－Ｅ
桁・梁行の・・ 柱穴・

No.
柱穴規模(ｍ) 柱痕跡規模(ｍ)

形状
柱間寸法

規模(ｍ) 長径 短径 深さ 直径 深さ (ｍ)

西面
4.60ｍ以上・

Ｐ１ 0.55 0.38 0.85 0.18 0.83 楕円形 P2へ1.96・
P5へ4.60

Ｐ2 0.46 0.38 0.85 0.16 0.83 楕円形 P3へ1.83
Ｐ３ 0.58・ 0.56・ 0.30・ － － 不整円形 P4へ2.85

北面
2.23ｍ以上　

Ｐ４ 0.64・ 0.60・ 0.20・ － － 楕円形 P5へ2.04
Ｐ５ 0.53・ 0.34・ 0.81・ 0.13・ 0.81・ 楕円形 P6へ2.90
Ｐ６ 0.45・ 0.40・ 不明 － － 楕円形
Ｐ７ 0.27・ 0.23・ 0.13・ － － 楕円形 P1へ1.96
Ｐ８ 0.24・ 0.19・ 0.04・ － － 楕円形

１区2号掘立柱建物・P １～ P５　A-A′～ D-D′
１　黒色土(10YR3/1)径2～３㎜程度の白色粒を少量含む。やや軟らかく、粘性あり。
2　黒色土(10YR2/1)径３㎜程度の褐色粒を微量含む。非常にもろく、粘性あり。
３　黒色土(10YR3/2)黄褐色土を３％含む。やや軟らかく、粘性あり。
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向2間(3.24×3.10ｍ)の側柱建物と推定される。

　各柱穴の規模および柱間寸法は第29表の通りである。

東西辺中央のＰ４・Ｐ６はＰ１～Ｐ３・Ｐ５に比べ直径・

深さとも規模が小さい。建物は東西にのびる可能性もあ

る。

上部構造・壁構造　上部構造や壁の構造に関する調査所

見はなかった。

床面　床面は不明である。束柱の可能性もある。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　S1直下の黒色土中で検出された掘立柱建物で

ある。中央の束柱は検出されなかったことから、平地床

建物の可能性もある。

１区３号掘立柱建物

(第 456 図　PL.283)

位置　Ｘ＝57559 ～ 57563・Ｙ＝-75512 ～ -75517

主軸方位　Ｎ－36°－Ｗ　　　　重複　無し。

検出・埋没状況　土層断面観察をしながらS3 ～ S1を掘

り下げ、S2上面、S1直下面の遺構確認作業を実施した後、

周辺のS1下位の白色粒を含む暗褐色土、黒色土を徐々に

掘り下げたところ、本掘立柱建物の柱穴の輪郭を検出し

た。柱穴埋土は褐色土粒を含む粘質黒色土で、柱痕跡は

観察されなかった。

　南辺東西隅の柱穴は調査区域外で、未調査である。

建物構造　検出された範囲内では、東西方向2間南北方

第456図　１区３号掘立柱建物平断面図

第4章　調査された遺構と遺物
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第29表　１区３号掘立柱建物柱穴計測表
建物全体規模 桁行2間×梁行2間 主軸方向 Ｎ－36°－Ｗ
桁・梁行の・・ 柱穴・

No.
柱穴規模(ｍ) 柱痕跡規模(ｍ)

形状
柱間寸法

規模(ｍ) 長径 短径 深さ 直径 深さ (ｍ)

北面3.10
Ｐ１ 0.31 0.25 0.41 － － 隅丸方形 P2へ1.53
Ｐ2 0.35 0.3 0.42 － － 楕円形 P3へ1.58

東面不明
Ｐ３ 0.32・ 0.30・ 0.49・ － － 楕円形 P4へ1.51
Ｐ４ 0.19・(0.13) 0.15・ － － 楕円形 P6へ3.08

南面 Ｐ５ 0.33・ 0.30・ 0.32・ － － 楕円形 P2へ3.24
西面 Ｐ６ 0.28・ 0.25・ 0.16・ － － 楕円形 P1へ1.53

１区３号掘立柱建物P１～ P ６　A-A′～ D-D′
１　黒色土(10YR2/1)径2～３㎜程度の褐色粒を３％含
む。しまりあり、粘質土。

2　黒褐色土(10YR3/2)ややしまりあり、粘質土。
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１区57号土坑(第458図　PL.284)

位置　Ｘ＝57621 ～ 57623・Ｙ＝-75528 ～ -75530

重複　無し。平面形　不整円形

長軸方位　Ｎ－48°－Ｅ

規模　長軸2.71ｍ　短軸2.01ｍ　深さ0.72ｍ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げていく過程で、S1

直下で緩やかに火山堆積物が落ち込む浅い凹地を検出し

た。

　凹地の記録をした後、S1下位の掘り込みと埋土の有無

を確認するために掘り下げたところ、さらに下位に土坑

の底面を検出した。土坑埋土は褐色土粒を含む軟質の黒

褐色土の塊状堆積の上位を、褐色土粒や白色粒を含む黒

褐色土が薄く覆っていた。底面は凹凸が著しく、ピット

状の掘り込みもみられた。隣接する１区58号土坑と同様

な埋没状況であった。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片 14 点が出土し

た。いずれも小片のため実測・図示できなかった。

調査所見　上層のS1降下時には埋没途中で凹地となって

いた遺構である。土坑の機能は明確にできなかった。

１区58号土坑(第458図　PL.284)

位置　Ｘ＝57620 ～ 57621・Ｙ＝-75530 ～ -75532

重複　無し。

平面形　不整楕円形　　長軸方位　Ｎ－48°－Ｅ

規模　長軸1.58ｍ　短軸1.12ｍ　深さ0.41ｍ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げていく過程で、S1

直下で緩やかに火山堆積物が落ち込む浅い凹地を検出し

た。

凹地の記録をした後、S1下位の掘り込みと埋土の有無を

確認するために掘り下げたところ、さらに下位に土坑の

底面を検出した。土坑埋土は褐色土粒を含む軟質の黒褐

色土の上位を、褐色土粒や白色粒を含む暗褐色土が薄く

覆っていた。底面は隣接する１区57号土坑より平坦で

あったが、ピット状の掘り込みもみられた。

遺物と出土状況　埋土中から土師器杯(第458図１)が

出土した。そのほか埋土中から土師器破片 16 点が出土

した。

調査所見　上層の S1 降下時には埋没途中で凹地となっ

ていた遺構である。土坑の機能は明確にできなかった。

(４)土坑

１区10号土坑(第457図　PL.284)

位置　Ｘ＝57577 ～ 57578・Ｙ＝-75523 ～ -75524

重複　１区１号竪穴建物に先行する。

平面形　楕円形と推定される。

長軸方位　Ｎ－67°－Ｗ

規模　長軸(0.52)ｍ　短軸0.93ｍ　深さ0.41ｍ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げ、S1直下面で１区

１号竪穴建物の埋土とともに輪郭を検出した。後出する

竪穴建物を調査した後、本土坑を掘り下げた。明黄褐色

土粒や白色軽石を含む黒褐色土で埋まっていた。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片2点が出土し

た。いずれも小片のため実測・図示できなかった。

調査所見　１区１号竪穴建物より古い土坑である。層位

が類似する周囲の掘立柱建物群に伴う集落内の土坑の可

能性もある。

第457図　１区10号土坑平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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１区10号土坑A-A′
１　黒褐色土(10YR3/1)明黄褐色土粒・白色軽石を少量含む。
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方に離れた１区６号竪穴建物床面出土の破片や、周堤盛

土内の破片が接合している。どのようにここに残された

か特異な土器である。

１区75号ピット

(第459図　PL.284)

位置　Ｘ＝57642・Ｙ＝-75537

重複　無し

平面形　円形　　長軸方位　Ｎ－0°－Ｅ

規模　直径0.26ｍ　深さ0.61ｍ

検出・埋没状況　S1直下面の精査を実施したところ、１

区30号竪穴建物の北側に単独ピットとして検出した。埋

土は黄褐色土粒を含む黒褐色土で、火山噴出物の堆積は

なかった。本ピットは噴火前には埋まっていたことがわ

かった。

遺物と出土状況　埋土中から土師器杯(第459図2)と土

師器破片2点が出土した。

調査所見　１区北端の黒色土中の遺構が希薄な部分の１

基単独で検出された。遺構の性格は不明である。

(５)ピット

１区72号ピット

(第459図　PL.284・513)

位置　Ｘ＝57642 ～ 57643・Ｙ＝-75540 ～ -75541

重複　１区３号平地建物に先行する。

平面形　円形　　長軸方位　Ｎ－0°－Ｅ

規模　長軸(0.57)ｍ　短軸0.71ｍ　深さ0.39ｍ

検出・埋没状況　S1直下面の１区３号平地建物の柱穴の

縦割り調査をしたところ、そのトレンチの南端で本ピッ

トを検出した。北辺の外形は柱穴断割り調査のためのト

レンチで記録できなかったが、楕円形と推定される。ピッ

ト内は灰白色の不明土壌を含む黒色土で埋まっていた。

さらに土師器壺(第459図１)の上半部が倒立して出土し

た。底面はボール状であった。

遺物と出土状況　土師器壺(第459図１)が、底面から0.10

ｍほど浮いた位置に口縁部を伏せた状態で出土した。

1/3ほどは欠損していた。口縁部海面に柵状の線刻があ

り、肩部外面は丁寧に磨かれている壺である。

調査所見　S3で倒壊した１区３号平地建物の西壁下層に

あったピットである。口縁部外面に柵を思わせる線刻が

ある希少な意匠をもつ土器である。この土器にはやや南

第458図　１区57号・58号土坑平断面図と出土遺物図

第4章　調査された遺構と遺物
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１区57号土坑A-A′
１　黒褐色土(10YR2/3)径１～2㎜程度の褐色粒
を３％・径１～2㎜程度の白色粒を2％含む。

2　黒褐色土(10YR3/1)径１～2㎜程度の褐色粒
を３％含む。とても軟らかく、粘性強い。

３　黒褐色土(10YR2/2)軟らかく、粘性あり。

１区58号土坑A-A′
１　暗褐色土(10YR3/2)径１～2㎜程度の褐色粒
を５％含み、しまりあり。

2　黒褐色土(10YR3/1)径１～５㎜程度の赤褐色
粒３％・径１～３㎜程度の褐色粒５％含み、暗
褐色土を部分的に含む。

３　黒褐色土(10YR2/2)軟らかい、粘質土。

１
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１区72号ピットA-A′
１　黒色土(10YR2/1)灰白色の不明土壌を７％含み、やや軟らかい。
2　黒色土(10YR2/1)灰白色の不明土壌を30％含み、ややもろい。
３　黒色土(10YR2/1)灰白色の不明土壌を15％含み、ややもろい。

１区75号・ピット
１　黒褐色土(10YR3/1)径１㎜程度の黄褐色粒を2％含み、しまりあり。
2　黒褐色土(10YR3/1)ややもろく、やや粘性あり。

１

2
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(６)溝

１区３号溝　(第460図　PL.284)

位置　Ｘ＝57575 ～ 57577・Ｙ＝-75531 ～ -75538

重複　無し　　平面形　緩やかな曲線状

長軸方位　Ｎ－70°－Ｅ

規模　調査長6.57ｍ　幅0.18 ～ 0.25ｍ　深さ0.09 ～

0.14ｍ

検出・埋没状況　S1直下面の記録をした後、S1下位の掘

り込みと埋土の有無を確認するために黒褐色土を掘り下

げたところ、その中位で本溝を検出した。溝埋土は上層

にはS1下位の黒褐色土が落ち込み、下半には白色粒の少

ない黒褐色土が堆積していた。底面はほぼ平坦で、西端

が東端より0.10ｍ高いが、流水を想定させる埋土ではな

かった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　S1降下時にはすでに埋まっていた遺構であ

る。溝の機能は集落内を区切る区画溝の痕跡の可能性が

ある。

１区４号溝　(第461図　PL.284)

位置　Ｘ＝57579 ～ 57580・Ｙ＝-75526 ～ -75528

重複　無し　　平面形　ほぼ直線

長軸方位　Ｎ－82°－Ｅ

規模　調査長1.74ｍ　幅0.17 ～ 0.30ｍ　深さ0.06 ～

0.12ｍ

検出・埋没状況　S1直下面の記録をした後、S1下位の掘

り込みと埋土の有無を確認するために黒褐色土を掘り下

げたところ、その中位で本溝を検出した。溝埋土は褐色

土粒と白色粒を含む黒褐色土であった。底面はほぼ平坦

で、西端が東端より0.05ｍ高いが、流水を想定させる埋

土ではなかった。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片 64 点が出土し

た。いずれも小片のため実測・図示できなかった。

調査所見　S1降下時にはすでに埋まっていた遺構であ

る。溝の機能は集落内を区切る区画溝の痕跡の可能性が

ある。

第460図　１区３号溝平断面図

第4章　調査された遺構と遺物
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１区３号溝A-A′
１　黒褐色土(10YR3/2)径2～３㎜程度の白色粒を５％含み、やや粘
性あり。

2　黒褐色土(10YR3/1)径2～３㎜程度の白色粒を2％含み、やや粘
性あり。

３　暗褐色土(10YR3/3)径３㎜程度の褐色粒を2％含み、しまり・や
や粘性あり。
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１区５号溝　(第462図　PL.284)

位置　Ｘ＝57581 ～ 57583・Ｙ＝-75534 ～ -75540

重複　無し　　平面形　ほぼ直線

長軸方位　Ｎ－78°－Ｅ

規模　調査長6.32ｍ　幅0.25 ～ 0.38ｍ　深さ0.04 ～ 0.12

ｍ

検出・埋没状況　S1直下面の記録をした後、S1下位の掘り

込みと埋土の有無を確認するために黒褐色土を掘り下げた

ところ、その中位で本溝を検出した。溝埋土は褐色土粒と

白色粒を含む黒褐色土であった。底面はほぼ平坦で、西端

が東端より0.16ｍ高いが、流水を想定させる埋土ではな

かった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　S1 降下時にはすでに埋まっていた遺構である。

溝の機能は集落内を区切る区画溝の痕跡の可能性がある。

第461図　１区４号溝平断面図

第462図　１区５号溝平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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１区５号溝A-A′
１　黒褐色土(10YR3/1)径１㎜程度の褐色粒を１％含み、白色粒を
１％含む。ややしまり、粘質土。
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(７)畠

１区６号畠(第463図　PL.286)

位置　Ｘ＝57633 ～ 57637・Ｙ＝-75540 ～ -75548

重複　無し　　　

平面形　一部並行する畝間溝の下半部を検出

規模　残存畝間溝幅　0.16 ～ 0.30ｍ　

畝間溝の間隔　0.17 ～ 2.42ｍ　

畝間溝の長さ　0.79 ～ 2.86

畝間溝の残存深度　0.02 ～ 0.09ｍ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げ、S2上面、S1直下

面の遺構調査を実施した後、周辺のS1下位の白色粒を含

む暗褐色土を徐々に掘り下げたところ、畠遺構の一部を

検出した。検出したのは畝間溝の下半部であり、耕作面

は残っていなかった。畝間溝内には火山噴出物の堆積は

なかった。

遺物と出土状況　畝間溝埋土中から土師器破片４点が出

土した。いずれも小片のため実測・図示できなかった。

調査所見　S1降下時にはすでに埋まっていた遺構であ

る。火山災害前の集落内で耕作されていた畠の痕跡と推

定される。

１区７号畠(第464図　PL.286)

位置　Ｘ＝57613 ～ 57620・Ｙ＝-75534 ～ -75541

重複　無し。　　　

平面形　一部並行する畝間溝の下半部を検出

規模　残存畝間溝幅　0.16 ～ 0.23ｍ　

畝間溝の間隔　1.64ｍ　

畝間溝の長さ　1.82 ～ 6.63

畝間溝の残存深度　0.01 ～ 0.11ｍ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げ、S2上面、S1直下

面の遺構調査を実施した後、周辺のS1下位の白色粒を含

む暗褐色土を徐々に掘り下げたところ、畠遺構の一部を

検出した。検出したのは畝間溝の下半部であり、耕作面

は残っていなかった。畝間溝内には火山噴出物の堆積は

なかった。

遺物と出土状況　畝間溝埋土中から土師器破片 10 点が

出土した。いずれも小片のため実測・図示できなかった。

調査所見　S1降下時にはすでに埋まっていた遺構であ

る。火山災害前の集落内で耕作されていた畠の痕跡と推

定される。一部に方向を違えた斜交する畝間溝が含まれ

ており、一時期の残存ではないことを示している。

第463図　１区６号畠平断面図

第4章　調査された遺構と遺物
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１区４号畠A-A′
１　暗褐色土(10YR3/3)径１～2㎜程度の黄褐色粒を2％含む。褐色土を20％含み、しまりあり。
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(８)灰集中部・焼土

１区１号灰集中部(第465図　PL.285)

位置　Ｘ＝57637 ～ 57638・Ｙ＝-75538 ～ -75539

重複　無し。

平面形　楕円形　　長軸方位　Ｎ－31°－Ｗ

規模　長軸0.83ｍ　短軸0.61ｍ　厚さ0.09ｍ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げ、S2上面、S1直下

面の遺構確認作業を実施した後、周辺のS1下位の白色粒

を含む暗褐色土を徐々に掘り下げたところ、本灰集中部

を検出した。灰のほか、炭化物、黄灰色粘土、焼土粒等

が混在集中していた。これらの厚さは0.09ｍほどで底面

はやや窪んでいた。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　S1の下位で検出された。周囲の竪穴建物群に

伴う集落内の焼土痕跡と推定される。灰や炭化物生成の

背景は不明である。

第464図　１区７号畠平断面図

第465図　１区１号灰集中部平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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１区５号畠A-A′
１　暗褐色土(10YR3/3)径１～2㎜程度の黄褐色粒を2％含む。褐色土を20％含み、しまり・粘性あり。

１区１号灰集中部A-A′
１　暗褐色土(10YR3/3)炭化物片を７％・灰を３％含み、
粘性あり。

2　褐灰色土(10YR5/1)灰、明黄褐色土を10％含み、もろ
い。

３　炭化物　もろい。
４　褐灰色土(10YR4/1)灰、もろい。
５　暗褐色土(10YR3/3)径１㎜程度の白色粒を2％含み、
しまりあり。



１区21号焼土(第466図　PL.285)

位置　Ｘ＝57638 ～ 57639・Ｙ＝-75547 ～ -75548

重複　無し

平面形　楕円形　　長軸方位　Ｎ－33°－Ｗ

規模　長軸0.56ｍ　短軸0.48ｍ　厚さ0.09ｍ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げ、S2上面、S1直下

面の遺構調査を実施した後、周辺のS1下位の白色粒を含

む暗褐色土を徐々に掘り下げたところ、本焼土を検出し

た。固結した橙色焼土が一定の厚さで暗褐色土層に形成

されていた。周囲がより被熱を受けていた。焼土の厚さ

は0.09ｍほどで、底面はやや窪んで焼土の混じる黒褐色

土が堆積していた。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片４点が出土し

た。いずれも小片のため実測・図示できなかった。

調査所見　S1の下位で検出された。周囲の竪穴建物群に

伴う集落内の焼土痕跡と推定される。焼土生成の背景は

不明である。

１区22号焼土(第466図　PL.285)

位置　Ｘ＝57634 ～ 57635・Ｙ＝-75540 ～ -75541

重複　無し

平面形　不整楕円形　　長軸方位　Ｎ－21°－Ｅ

規模　長軸0.73ｍ　短軸0.61ｍ　厚さ0.06ｍ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げ、S2上面、S1直下

面の遺構調査を実施した後、周辺のS1下位の白色粒を含

む暗褐色土を徐々に掘り下げたところ、本焼土を検出し

た。固結した橙色焼土粒を含む黄灰色粘土の層が一定の

厚さで暗褐色土層に堆積していた。南西方向にやや粘土

や焼土粒が長く残されていた。粘土や焼土の厚さは0.10

ｍほどで、底面はやや窪んでいた。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片１点が出土し

た。小片のため実測・図示できなかった。

調査所見　S1の下位で検出された。周囲の竪穴建物群に

伴う集落内の粘土および焼土の堆積と推定される。堆積

の背景は不明である。

１区23号焼土(第466図　PL.285)

位置　Ｘ＝57619・Ｙ＝-75532

重複　無し

平面形　不整楕円形。0.78ｍの範囲に大小2か所の焼土

が並んで形成されていた。　長軸方位　Ｎ－86°－Ｅ

規模　大：長軸0.48ｍ　短軸0.34ｍ　厚さ0.03ｍ

　　　小：長軸0.29ｍ　短軸0.20ｍ　厚さ0.02ｍ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げ、S2上面、S1直下

面の遺構調査を実施した後、周辺のS1下位の白色粒を含

む暗褐色土を徐々に掘り下げたところ、本焼土を検出し

た。固結した橙色焼土が一定の厚さで暗褐色土層に形成

されていた。周囲がより被熱を受けていた。南側には焼

土粒や炭化物粒が混じる層が広がっていた。焼土の厚さ

は0.09ｍほどで、底面はやや窪んでいた。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片 10 点が出土し

た。いずれも小片のため実測・図示できなかった。

調査所見　S1の下位で検出された。周囲の竪穴建物群に

伴う集落内の焼土痕跡と推定される。焼土生成の背景は

不明である。

１区24号焼土(第466図　PL.285)

位置　Ｘ＝57623 ～ 57624・Ｙ＝-75533 ～ -75534

重複　無し

平面形　不整楕円形　　長軸方位　Ｎ－0°－Ｅ

規模　長軸0.88ｍ　短軸0.66ｍ　厚さ0.04ｍ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げ、S2上面、S1直下

面の遺構調査を実施した後、周辺のS1下位の白色粒を含

む暗褐色土を徐々に掘り下げたところ、本焼土を検出し

た。固結した橙色焼土が一定の厚さで暗褐色土層に形成

されていた。焼土の厚さは0.04ｍほどで、底面はやや窪

んでいた。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片５点が出土し

た。いずれも小片のため実測・図示できなかった。

調査所見　S1の下位で検出された。周囲の竪穴建物群に

伴う集落内の焼土痕跡と推定される。焼土生成の背景は

不明である。

第4章　調査された遺構と遺物
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(9)遺構外出土遺物

　１区では、S1直下面の精査後、下位の竪穴建物の遺構

確認のため、黒色土を掘り下げた。その作業中に黒色土

中から遺物が遺構に伴わない状況で出土した。それらを

本項で報告する。黒色土中出土としてのみ記録できた遺

物が多いが、一部出土位置が明らかな遺物は第467図に

その出土位置を示した。

　土師器は１区黒色土と下位の暗褐色土中合わせて2530

点の破片が出土した。黒色土中の遺構確認作業に出土し

たもので、グリッドで一括して取り上げた。接合作業後、

そのうちの残存状況の良好なもの39点を選び、実測して

図示した。須恵器はすべての破片12点を図化し掲載した。

土師器・須恵器は器種ごとに分けて編集している。いず

れも黒色土中で掘り込まれた竪穴建物に関わる土器であ

ろう。

　また、管玉2点、石製模造品３点、臼玉145点、石製

円板、穿孔のある石製品が出土した。管玉2点(第470図

57・58)は、１区南半部東寄りで臼玉とともに出土した。

管玉はS3層内でも１点(第図１)出土している。　

　石製模造品３点は、S2上面出土の形態不明の１点(第

470図54)と、黒色土中から出土した剣形石製模造品１点

(第470図53)と後述する臼玉集中で出土した半円形石製

模造品１点である。

　臼玉145点は１区南半部の３か所に集中して出土する

傾向がみられた。黒色土中の出土位置ドットだけでは同

時存在をいうことはできないが、分布傾向を見ることは

できるだろう。特に中央部西端の１区６号竪穴建物南側

周堤下層黒色土中には、１か所に臼玉99点と半円形石製

模造品１点が狭い範囲に集中して出土した。遺構の重複

関係や層序からすれば、この地点にあった１区18号竪穴

建物が埋まって平地もしくは凹地になっていたところに

臼玉と半円形石製模造品が置かれた後、１区６号竪穴建

物の周堤が造成されたものと考えられる。周囲に完形土

器等の出土はなかったが、５世紀後半の集落内に祭祀関

連遺構があったことを想定させる。複数の臼玉に半円形

石製模造品１点が伴う例は、５区囲い状遺構網代垣内か

ら連なった状態で2例出土している。１区黒色土中で出

土した臼玉は紐で連なっていたような出土状態ではな

かった。図示した臼玉は１区南端で出土した１点(第470

図52)である。

　また、小型の椀形鍛冶滓１点(第470図59)が出土した。

金井下新田遺跡では、2区で５世紀後半の１号竪穴建物

で、１区でS1下面の４号平地建物内で、それぞれ鍛冶炉

が検出されている。59は５世紀後半の集落内で生成した

鍛冶滓と推定される。

第466図　１区21号・22号・23号・24号焼土平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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１区21号焼土A-A′
１　明赤褐色土(2.5YR5/8)硬くしまる。
2　黒褐色土(10YR3/2)しまり・やや粘性あり。
３　黒褐色土(10YR3/2)炭化物片を３％・暗赤褐色土を７％含み、や
や粘性あり。

４　黒褐色土(10YR3/1)径１㎜程度の白色粒を１％含み、やや粘性あ
り。

１区22号焼土A-A′
１　明赤褐色土(５YR5/8)しまりあり。
2　黒色土(10YR2/1)しまりあり、粘質土。

１区23号焼土A-A′
１　橙色土(５YR6/6)焼土の層。明赤褐色土を30％含み、硬くしまる。
2　黒褐色土(10YR3/2)硬くしまる。

１区24号焼土A-A′
１　明赤褐色土(５YR5/8)硬くしまる。
2　にぶい赤褐色土(５YR4/4)しまりあり。
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の竈が設置されていたと推定される。

　２区の竪穴建物で注目されるのは２区１号竪穴建物で

ある。一辺9.20ｍの大型建物で、中央やや東側に鍛冶炉

が検出された。鍛冶炉は、操業を停止後、複数の専用羽

口を鍛冶炉脇にまとめて、金床石を裏返しにして廃絶し

ていた。炉の周囲には鍛造剥片が多量に出土していた。

また、２区１号竪穴建物の南東側に２区６号竪穴建物が

あり、ここでも専用羽口が出土した。床面には焼土の広

がりがあり、鍛冶炉であることを前提に調査したが、鍛

造剥片や粒状滓は出土しなかった。いずれも鍛冶技術導

入期の遺構・遺物として重要なものである。鍛冶関連遺

物は愛媛大学アジア古代産業考古学センターの村上恭通

教授に分類調査を委託し、鍛冶炉の操業に関わるデータ

を得ることとした。

　掘立柱建物は南東隅で２区１号掘立柱建物が検出され

た。２間×２間の小規模な建物で、側柱のみが検出され

た。このことから平地床である可能性が考えられるが、

旧地表面がどれだけ削られているかが不明確であるの

で、束柱の有無は不明である。揚床建物の可能性もある。

　土坑・ピットは２区全体に少数が散在していた。畠は、

畝間溝下半部と推定される溝群を検出したにとどまる。

灰や炭化物集中、集石、土器集中地点は、２区内に点在

していた。集落内で火を焚くような生活行為の痕跡と推

定される。

　集落の時期は、２区１号・４号・16号・17号・24号竪

穴建物からTK23・47型式期の須恵器が出土していること

から、２区黒色土中で検出された遺構群の時期は概ね５

世紀後半代にあたると考えられる。

　２．２区

（１）２区黒色土中遺構の概要

　２区黒色土中では、６世紀初頭の榛名山噴火以前の古

墳時代集落内の遺構が一部重複して検出された。検出さ

れた遺構は、竪穴建物28棟、竪穴状遺構１基、掘立柱建

物１棟、ピット２基、畠１か所、焼土３基、炭化物集中

３基、集石３基、土器集中１か所である。

　竪穴建物は２区全体に分布していたが、発掘区南西隅

には大きな撹乱が後世に掘り込まれており、遺構が広範

囲に壊されている状況であった。２区のすぐ東側は１区

同様に段丘崖になっているが、２区は竪穴建物の密度が

１区よりやや高い。崖線よりやや西側に寄った位置にあ

ることによると見られる。

　２区では、噴火によるS1が降った時点ですべての竪穴

建物が埋没過程にあり、被災の状況を具体的に示す竪穴

建物はなかったが、その埋没状況により竪穴建物の新旧

を概ね理解することが可能である。一方、２区では多く

の竪穴建物の埋土および床面に地割れの痕跡を検出し

た。地割れ痕がHr-FP層中に確認できることから、少な

くともHr-FA時の噴火に伴うものではない。

　噴火の最初に降下したS1・S2がほぼ水平に堆積してい

る竪穴建物は、噴火当時すでにほぼ全体が埋没していた

竪穴建物といえる。２区の多くの竪穴建物は、ほぼ水平

にS1・S2が堆積していた。遺構確認面より下にS1・S2が

落ち込まない竪穴建物が10棟、竪穴建物上端にほぼ水平

にS1・S2が堆積した竪穴が11棟、S1・S2が上半部にやや

落ち込んだ竪穴建物は３棟である。

　このうち、２区６号竪穴建物、22号竪穴建物、23号竪

穴建物はS1・S2が降下した時にはすでに水平に埋没が完

了していた。壁に造り付けられた竈ではなく、壁から離

れた位置に竈が設置されており、やや古い様相を示して

いる。竈が壁に造り付けられた建物も、同様にS1・S2が

降下した時にはすでに竪穴は水平に近く埋没していた。

典型的な竈の導入がこの時期に金井下新田遺跡の集落内

で進行していたことがわかる。

　S1・S2が上半部に落ち込んだ竪穴は２区16号竪穴建物、

24号竪穴建物、25号竪穴建物の３棟で、上記よりやや新

しいと推定される。いずれも２区東南隅に集中しており、

調査区域内では竈を確認できなかったが、壁に造り付け
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出されたが、最終的に拡張された建物では柱穴は埋まっ

ていたと推定される。一方Ｐ８は本来床面で検出される

べき大型の柱穴であったが、今回の調査では掘方面で記

録された。

　Ｐ５～Ｐ７、Ｐ９～Ｐ11の比較的小規模な柱穴のうち、

Ｐ５・Ｐ６は床面で検出されている。Ｐ５はＰ１と調査

区域外となり未検出の南隅柱穴のほぼ中間にあり、古期

の竪穴建物の柱筋にのる柱穴と考えられる。Ｐ６は鍛冶

炉に付随するピットの可能性が高い。

　その他のＰ７・Ｐ９～Ｐ11のうち、Ｐ７は古期の建物

の柱筋にのるピットで、本来なら床面で検出されるべき

ピットであったが、炭化材等の下にあり未検出となった。

Ｐ９～Ｐ11は掘方面で検出された浅いピットで、新期の

竪穴建物の東辺・北辺・西辺の柱筋にのっている。柱穴

の規模は下記の通りである。

新期の竪穴建物

Ｐ１　長径0.54ｍ　短径0.40ｍ　深さ0.73ｍ

Ｐ４　長径0.34ｍ　短径0.34ｍ　深さ0.54ｍ

Ｐ８　長径0.33ｍ　短径0.29ｍ　深さ0.63ｍ

Ｐ７　長径0.38ｍ　短径0.30ｍ　深さ0.30ｍ

Ｐ５　長径0.36ｍ　短径0.31ｍ　深さ0.29ｍ

Ｐ６　長径0.33ｍ　短径0.29ｍ　深さ0.33ｍ

古期の竪穴建物

Ｐ１　長径0.54ｍ　短径0.40ｍ　深さ0.73ｍ

Ｐ２　長径0.49ｍ　短径0.46ｍ　深さ0.57ｍ

Ｐ９　長径0.34ｍ　短径0.30ｍ　深さ0.28ｍ

Ｐ３　長径0.56ｍ　短径0.48ｍ　深さ0.55ｍ

Ｐ10　長径0.35ｍ　短径0.28ｍ　深さ0.38ｍ

Ｐ11　長径0.27ｍ　短径0.26ｍ　深さ0.42ｍ

　柱間の距離は新期の建物のＰ１・Ｐ４間が4.75ｍ、Ｐ

４・Ｐ８間が4.90ｍ、Ｐ１・Ｐ５間が2.58ｍ、Ｐ８・Ｐ

７間が2.24ｍである。

　古期の竪穴建物のＰ１・Ｐ２間が3.98ｍ、Ｐ２・Ｐ９

間が2.13ｍ、Ｐ９・Ｐ３間が1.67ｍ、Ｐ３・Ｐ10間が2.05

ｍ、Ｐ11・Ｐ１間が2.14ｍである。

竈　東壁中央よりやや南側に竈が敷設されていた。残存

する竈の規模は確認長1.93ｍ、屋外長0.32ｍ、燃焼部長

1.60ｍ、焚口幅1.28ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が

左0.92ｍ、右0.90ｍの長さで屋内に張り出しその基部が

残存していた。竈の燃焼部や煙道内に火山灰や火砕流堆

（２）竪穴建物

２区１号竪穴建物

（第472 ～ 481図　PL.288 ～ 296・515・516）

位置　Ｘ＝57520 ～ 57530・Ｙ＝-75503 ～ -75514

重複　２区１号竪穴状遺構・２区39号土坑に後出。

平面形　西壁が調査区域外となり全形を確認できなかっ

た。

規模　長軸9.20ｍ　短軸（8.20）ｍ　最大壁高0.94ｍ　

床面積　（61.97）㎡　　　主軸方位　Ｎ－68°－Ｅ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げていく過程で、S1

が緩やかに大きく落ち込む凹地を検出した。土層断面観

察をしながら掘り下げたところ火山噴出物の下位から、

竪穴建物を検出した。S1直下では竪穴はほとんど埋没し

ており、周堤の高まりは北側および東側の一部で若干盛

土が検出されたにとどまる。

　竪穴内は、ローム塊・焼土・炭化物粒を含む黒褐色土

がほぼ水平に堆積していた。壁際には明黄褐色土粒を微

量含む暗褐色土が堆積していた。床面にはほぼ全域に焼

土や灰が広がっており、西壁・南壁近くには炭化材の破

片が残されていた。竈や埋土中から検出された炭化種実

の調査では、イネ・コムギ・マメ科（ダイズ）・モモ・ス

モモ・クリが同定された。また、床面中央部には後述す

る鍛冶炉と周辺の作業空間が検出された。

周堤　S1直下で、顕著な周堤は検出されなかった。

上屋構造・壁構造　西壁・南壁近くの床面に炭化材の破

片が出土したが、上屋構造あるいは壁構造についての具

体的な調査所見はなかった。出土した炭化材の樹種調査

をおこなったところ、竈周辺出土の炭化材はコナラ属ク

ヌギ節・タケ亜科、埋土中の炭化材はコナラ属コナラ節

と同定された。

　一方、後述するように柱穴配置および掘方面の痕跡か

ら、本建物は北西方向に拡張されたと推定される。

柱穴　Ｐ１～Ｐ11の柱穴が床面および掘方面で検出され

た。これらの柱穴配置からは、①Ｐ１・調査区域外とな

り未検出の南隅柱穴・Ｐ８・Ｐ４を４本主柱穴とする新

期建物、②Ｐ１・Ｐ２・Ｐ３と、撹乱により壊された北

隅柱穴を４本主柱穴とする古期の建物が想定され、本竪

穴建物は東隅を起点としてＰ１が共通して、①から②へ

拡張された可能性を考えることができる。

　Ｐ２・Ｐ３はＰ１に匹敵する大型の柱穴で、床面で検
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２区１号竪穴建物西壁A-A′
１　黒褐色土（2.5Y3/1）炭化物を微量含み、下層に　Hr-FA（S9・S7）が混在する。
２　Hr-FA（S9・S7混）
３　Hr-FA（S7）
４　Hr-FA（S3上下混）
５　Hr-FA（S1）
６　黒褐色土（10YR3/1）炭化物を少量含み、焼土粒を微量含む。一部にHr-FA （S1)の混入が見られ、しまり弱い。
７　黒褐色土（10YR3/2）ロームブロックを微量含み、しまり弱い。
８　黒褐色土（7.5YR3/1）ロームブロックを少量含み、焼土・炭化物を微量含む。下層の一部に橙色焼土・炭化物を多量に含み、しまり弱い。
９　暗褐色土（10YR3/3）明黄褐色土粒を微量含み、しまり弱い。
10　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒を少量含む。焼土を微量含み、しまりあり。
11　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを少量含む。焼土・炭化物を微量含み、しまりあり。
12　暗灰黄色土（2.5Y4/2）ロームを多量に含み、しまり弱い。
13　黒褐色土（10YR3/2）ロームを少量含み、焼土・炭化物を微量含む。（P12）



L=220.70mＢ Ｂ′

P10

1

2

2

3 3

4 4

7 7

1

L=220.70mＣ Ｃ′

1
2

3
4
7

6

5

6 5

2

2

L=219.90mＧ Ｇ′

sp

1

3 2 3

5
6

4

L=219.90m
Ｈ′H

P1

1

2

p

L=219.90m
Ｉ Ｉ′

P2

1
2

3

L=219.90m
Ｊ Ｊ′

P3
1

2
3
4
5

L=219.90m
Ｋ Ｋ′

P4

1

2

L=219.90m
Ｌ Ｌ′

P5

1
2 3

3

L=219.90m
Ｍ Ｍ′

P6

1

L=219.90m
Ｎ Ｎ′

P7

1
2

2

L=219.90m
Ｏ Ｏ′

P8

1
2

2

L=219.90m
Ｐ Ｐ′

P9

1
2 2

L=219.90m
Ｑ Ｑ′

P10

1 2

2

L=219.90m
Ｒ Ｒ′

P11

1

０ ２ｍ１: 60

第473図　２区１号竪穴建物断面図

第4章　調査された遺構と遺物

628

２区１号竪穴建物B-B′・C-C′
１　Hr-FA（S1）
２　黒褐色土（10YR3/1）炭化物を少量含み、焼土粒を微量含む。一部にHr-FA （S1)の混入が見られ、しまり弱い。
３　黒褐色土（10YR3/2）ロームブロックを微量含み、しまり弱い。
４　黒褐色土（7.5YR3/1）ロームブロックを少量含む。焼土・炭化物を微量含み、しまり弱い。
５　暗褐色土（10YR3/3）明黄褐色土粒を微量含み、しまり弱い。
６　橙色焼土（５YR7/8）炭化物を含み、しまりなし。
７　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを少量含む。焼土・炭化物を微量含み、しまりあり。

２区１号竪穴建物貯蔵穴G-G′
１　黒褐色土（10YR3/2）焼土を少量含み、炭化物を微量含む。
２　黒褐色土（7.5YR3/2）焼土・炭化物を微量含む。
３　黒褐色土（7.5YR3/1）焼土を少量含み、炭化物を微量含む。
４　暗褐色土（10YR3/3）炭化物を多量に含む。
５　暗褐色土（10YR3/4）焼土を少量含む。
６　灰黄褐色土（10YR5/2）ロームブロックを微量含む。

２区１号竪穴建物P １ H-H′
１　黒褐色土（10YR3/2）焼土・炭化物を微量含み、粘性・しまりなし。　
２　暗褐色土（10YR3/4）焼土を微量含み、粘性・しまりなし。

２区１号竪穴建物P ４　K-K′
１　黒褐色土（7.5YR3/1）ロームを少量含み、しまりなし。
２　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを多量に含み、しまり弱い。

２区１号竪穴建物P ５　L-L′
１　暗褐色土（10YR3/4）炭化物混入。粘性あり、しまりなし。
２　暗褐色土（10YR3/4）ロームブロック混入、粘性・しまりなし。
３　暗褐色土（10YR3/3）ロームがわずかに混入、粘性・しまりなし。

２区１号竪穴建物P ２　I-I′
１　暗褐色土（10YR3/4）ロームブロック混入、粘性・しまりなし。　
２　暗褐色土（10YR3/4）粘性・しまりなし。
３　暗褐色土（10YR3/4）ロームブロック混入、粘性・しまりなし。

２区１号竪穴建物P ３　J-J′
１　黄褐色土（10YR5/8）粘性・しまりなし。
２　暗褐色土（10YR3/4）ロームブロックを含み、粘性・しまりなし。　
３　暗褐色土（10YR3/4）粘性・しまりなし。
４　黄褐色土（10YR5/8）粘性・しまりなし。
５　暗褐色土（10YR3/4）ロームブロックを含み、粘性・しまりなし。

２区１号竪穴建物P ６　M-M′
１　黒褐色土（7.5YR3/1）ローム・焼土・白色軽石を少量含み、しまり

弱い。
２区１号竪穴建物P ７　N-N′

１　黒褐色土（7.5YR3/1）炭化物を多量に含み、焼土を少量含む。明黄
褐色土を微量含み、しまりなし。

２　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを多量に含み、しまり弱い。

２区１号竪穴建物Ｐ８　O-O′
　１　黒褐色土（7.5YR3/1）ロームを少量含み、しまりなし。
　２　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを多量に含み、しまり弱い。
２区１号竪穴建物Ｐ９　Ｐ-Ｐ′
　１　黒褐色土（7.5YR3/1）ローム・焼土・白色軽石を少量含み、しまり弱い。
　２　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを多量に含み、しまり弱い。　

２区１号竪穴建物Ｐ10　Q-Q′
　１　黒褐色土（7.5YR3/1）ローム・焼土・白色軽石を少量含み、しまり弱い。
　２　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを多量に含み、しまり弱い。
２区１号竪穴建物Ｐ11　R-R′
　１　黒褐色土（7.5YR3/1）ローム・焼土・白色軽石を少量含み、しまり弱い。
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２区１号竪穴建物竃D-D′～ F-F′
１　黒褐色土（10YR3/2）ローム・白色軽石を少量含む。
２　暗褐色土（10YR3/4）ロームブロックを多量に含み、焼土を微量

含む。
３　灰黄褐色土（10YR4/2）白色軽石を微量含む。
４　明黄褐色土（10YR6/6）黒褐色土・焼土を微量含む。
５　にぶい黄褐色土（10YR5/3）黒褐色土・焼土を微量含む。
６　黒褐色土（10YR2/3）焼土を微量含む。
７　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを少量含み、白色軽石を微量含む。
８　明黄褐色土（10YR6/6）焼土を少量含む。
９　黒褐色土（10YR3/2）ロームブロック・焼土を少量含む。
10　褐灰色灰（7.5YR5/1）焼土を微量含む。
11　灰黄褐色土（10YR5/2）焼土を多量に含み、灰を微量含む。
12　橙色焼土（7.5YR7/6）灰を微量含む。
13　褐灰色灰（7.5YR4/1）焼土を少量含む。
14　明赤褐色焼土（５YR5/8）
15　褐灰色灰（５YR4/1）焼土を微量含む。
16　にぶい褐色焼土（7.5YR5/4）ローム・炭化物を微量含む。
17　明褐色焼土（7.5YR5/6）褐灰色灰を少量含む。
18　黒褐色土（10YR3/2）白色軽石・焼土を微量含む。
19　黒褐色土（10YR3/1）白色軽石を微量含む。
20　黒褐色土（10YR3/2）焼土を多量に含む。
21　暗褐色土（10YR3/3）ローム・焼土を微量含む。
22　灰黄褐色土（10YR5/2）焼土・炭化物を少量含む。
23　黒褐色土（10YR3/2）ロームを多量に含む。



壁の壁際溝は幅0.15 ～ 0.20ｍ・深さ0.15 ～ 0.20ｍで比

較的狭い溝であったが、南壁西部で検出した壁際溝はや

や広く、幅0.40 ～ 0.55ｍ、深さ0.37ｍである。それぞ

れ機能が異なる可能性がある。

床面小溝　調査区域内で床面小溝は検出されなかった。

鍛冶作業空間　床の中央よりやや東寄りで鍛冶炉とその

作業空間を検出した。検出された遺構は鍛冶炉１基、皿

状土坑１基である。鍛冶具としては金床石１基、鞴羽口

４個体が出土し、鍛造剥片・粒状滓・微小鉄滓・焼土片・

木炭粒などの鍛冶関連遺物が鍛冶炉、金床石の周囲に分

布していた。鍛冶炉は古期の建物の中心に位置しており、

造り替えのなかった竃と近接していることから、本鍛冶

遺構は建て替えの前から継続して竪穴内にあった可能性

が高い。

【鍛冶炉】鍛冶炉は長径0.40ｍ、短径0.29ｍの楕円形で、

深さは0.12ｍである。検出時、床面には鍛冶炉の短軸方

向の両脇に固結した黄灰色粘上が広がり、その中央に炭

化物、焼土、還元状態の粘土が同心円状に確認された。

長軸の南端の外縁部には羽口破片がまとまって残されて

いた。これらの破片は接合作業の結果、４個体に復元さ

れており、羽口の出土状況は鍛冶操業時の原位置を示す

ものではないことがわかる。炉南東隅には焼土・炭化物

が途切れている部分があり、羽口挿入部の可能性が考え

られる。

　鍛冶炉の断面精査により、上面の１層は多量の焼土、

少量の炭化物・灰、微量の鍛造剥片を含む黒褐色土であ

り、その下位の２層は灰を少量含む黄橙色焼土で、炉の

周囲をめぐっていた。羽口の挿入箇所に近いレベルに形

成された層と考えられる。その下位には焼上・灰・鍛造

剥片を少量含む３層の暗褐色土、４層の黒褐色土が重層

しており、掘方最下位には焼上を微量含む５層の黒褐色

土が堆積していた。炉の形状は前述の通り楕円形であつ

たが、底面は狭くなり、長軸0.24ｍ、短軸0.10ｍである。

【皿状遺構】鍛冶炉の西0.30ｍほどのところで皿状の土坑

が検出された。土坑は長軸0.84ｍ、短軸0.56ｍ、深さ

0.05ｍの楕円形で、長軸の両端で円礫と角礫が各１個ず

つ検出された。検出時、土坑の表面には鍛冶炉と同様に

焼土塊が散らばっており、その内部は多量の炭化物と少

量の焼土を含む１層の黒褐色土が厚さ２cmほど埋まって

いた。本層では鍛造剥片や粒状滓が検出されている。

積物が流入していないこと、燃焼部の焼土が直接灰面に

堆積していることから、被災前に竈は崩落していたこと

がわかる。

　袖の先端には左右とも角礫が並び、芯として据えられ

ていた。焚口から燃焼部奥にかけて、細長い大型の角礫

が両袖をつなぐような位置に３個と小型の角礫破片が並

んで出土しており、竈天井部の構築材の一部と推定され

る。竈の両脇には大型の角礫が散在しており、竈廃棄の

際に壊された竈構築材の崩落と推定される。本建物の竈

燃焼部には支脚は認められなかった。

　竈周辺に土器が集中して出土した。竈袖右脇には土師

器甕（第479図17）、高杯（14）が、竈左手には土師器杯（第

479図３）や甕（24）が散乱していた。

　竈埋土中からモモ・クリ・イネの炭化種実が検出され

た。また、竈左前床面直上で出土した炭化材は樹種同定

の結果コナラ属クヌギ節とタケ亜科と同定された。その

他、埋土からの炭化材破片にコナラ属コナラ節やイネ科

草本が検出された。

　前述の通り、本竪穴建物は拡張しているが、竈の造り

替えはしていなかった。床面の貼り替えもしていなかっ

たと推定される。

貯蔵穴　竪穴南東隅の竈右側に長軸1.43ｍ、短軸1.18ｍ、

底面までの深さ0.74ｍの隅丸長方形の貯蔵穴が検出され

た。周囲には0.20 ～ 0.25ｍの段があり、中央部に長径

0.80ｍ、短径0.70ｍ、段からの深さ0.49ｍの不整隅丸方

形の掘り込みがある２段構造であった。

　床面で輪郭を確認した際に、外周に炭化材・炭化物が

残存し、木枠が残存している可能性があったので、慎重

に掘り下げた。東縁と西縁には炭化材が比較的残されて

いたが、炭化材は乱雑に上層に落ち込んでおり、全体の

木質構造を明らかにすることはできなかった。下半部は

炭化物や焼土粒を含む暗褐色土、ローム塊を含む灰黄褐

色土で埋まっていた。出土した炭化材の樹種同定をおこ

なったところ、上層に落ち込んでいた炭化材はコナラ属

クヌギ節、木枠と推定される炭化材はコナラ属コナラ節

と同定された。

　周囲及び埋土中から土師器破片が出土したが、いずれ

も小片で、図化したのは東縁から出土した土師器杯（第

479図１）である。

壁際溝　北壁と南壁西部の一部で壁際溝を検出した。北
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特に反応が強い範囲

金属探知機の反応が
ある範囲

金床石（金床石（5959））金床石（59）

皿状遺構

54･56

55

60

とに分けられる。椀形滓（第481図58）は鉄分が多く逃げ

込んでいると思われ、大きさに比して重量感がある。薄

手のガラス質滓（57）は羽口あるいは鍛冶の際に鉄器の表

面に塗布された粘土汁から溶出した珪酸分が主たる成分

とみられる。いずれも西部の床面直上より出土した。

【鉄製品】鉄鏃茎破片（第481図60）が炉の南端部、羽口集

中箇所の脇で出土した。ただし床面から23cm高いレベル

での出土であり、鍛冶炉にともなう遺物ではない可能性

がある。

【鍛冶関連微細遺物の分布】鍛冶炉周辺では、床面に鍛造

剥片、粒状滓等の鍛冶関連微細遺物が分布していた。特

に鍛冶炉の周囲の図示した範囲では、金属探知機を用い

【金床石】鍛冶炉の東端から0.74ｍ離れた位置で粗粒輝

石安山岩の金床石が出上した。金床石の大きさは長さ

39.7cm、幅29.8cm、厚さ14.6cmで、重さは25200gである。

鉄錆や鍛造剥片が付着した作業面が床面に接して出土し

ており、操業時の位置から移動されたものと推測される。

【羽口】上述のように鍛冶炉に接して羽口４個体（第481図

54・55・56と図示しなかつた小破片）が出土した。羽口

はいずれも厚さ２cm程度の専用羽口であり、基部の内径

が6.0cmで、先端に向けてすぼまる形態をとっている。

長さ10cm前後まで使用された後、炉の短辺側にまとめて

廃棄されていた。

【鍛冶滓】鍛冶滓の出土量は少なく、椀形滓とガラス質滓

第475図　２区１号竪穴建物鍛冶炉平断面図
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２区１号竪穴建物鍛治炉a-a′・b-b′
１　黒褐色土（10YR3/2）焼土を多量に含む。炭化物・灰を少量含み、鍛造剥片を微量含む。
２　黄橙色焼土（7.5YR8/8）灰を少量含む。
３　暗褐色土（10YR3/3）焼土・炭化物を少量含み、鍛造剥片を微量含む。
４　黒褐色土（7.5YR3/2）焼土・炭化物・灰・鍛造剥片を微量含む。
５　黒褐色土（7.5YR3/1）焼土を微量含む。
２区１号竪穴建物炭置場I-I′
１　黒褐色土（10YR3/2）炭化物を多量に含み、焼土を少量含む。
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YK ３　幅0.16 ～ 0.22ｍ　長さ0.90ｍ、深さ0.05ｍ

床下土坑　掘方面では土坑状掘り込みを検出しなかった。

周堤下面遺構　周堤はほとんど確認できなかった。

遺物と出土状況　土器は竈および貯蔵穴周辺、南壁・西

壁沿いにやや偏在して出土した。床面中央部には鍛冶空

間があるため、壁沿いに生活用具が散在していたと推定

される。土師器杯（第479図８）、須恵器甕（29）は南壁沿

い床面直上で出土した。土師器甕（18）、須恵器甕（30）土

師器坩（16）はＰ５周辺床面上10cmで出土した。土師器

甕（19・22）は西壁沿い埋土中で、須恵器蓋（27）は主柱穴

Ｐ８周辺の床面直上で出土した。須恵器はTK23・47型式

期のものとみられる。

　本竪穴建物の出土遺物で特筆すべきは、複数の玉類で

ある。全体でガラス小玉７点、管玉６点、剣形石製模造

品１点、臼玉61点、粒状礫１点が出土した。これらの出

土位置は埋土中16点、拡張後の竪穴床面15点、および掘

方埋土中39点に大別でき、掘方埋土中から最も多く出土

した。（第30表）

　ガラス小玉は７点のうち、３点が引き延ばし技法で製

作されたソーダガラス製の小玉で、４点が鋳型法で製作

された小玉であった。このうち出土位置が判明している

のは（第480図47）で、北隅の床面上46cmの位置で出土し

た。あとの６点は埋土中に２点、掘方西埋土中で１点、

掘方北埋土中で１点、掘方南埋土中で２点が出土した。

　管玉は１点が変質玄武岩製で、あとの５点は蛇紋岩製

である。北壁沿いに２点、南西部に３点、埋土中で１点

た確認調査で強い反応があつた。そこで、その反応が

あった範囲を中心とする3.24㎡の範囲を20cmメッシュで

覆い、南北を９列、東西を９行に分け、合計81グリッド

を設定し、グリッドごとに床面直上の土をサンプリング

した。その後、グリッドごとに土を水洗し、微細遺物を

回収した。

　微細遺物は、鍛造剥片、粒状滓、鍛冶滓、木炭粒、そ

の他（土器片・礫）に分類し、その重さを計量した。本分

類調査は愛媛大学アジア古代産業考古学センターに委託

して実施した。この調査成果および鍛冶炉の特徴、調査

成果から想定される建物内の空間利用については、次年

度刊行予定の『分析・考察編』にまとめていただいた。

掘方　床面から0.12～0.28ｍほど下位で掘方面を検出し

た。掘方は少量のローム粒、微量の焼土・炭化物粒を含

む灰黄褐色土で充填されていた。掘方面では前述した

拡張前の古期の建物の柱穴Ｐ１・Ｐ２・Ｐ９・Ｐ３・Ｐ

10・Ｐ11を検出した。各柱穴の規模は前述の通りである。

また、北西壁沿いの拡張部分の掘方面では、拡張前の北

西壁とその壁際溝、および拡張部に掘られた床面小溝状

の３状の溝を検出した。東側からYK １・YK ２・YK ３

とする。拡張前の壁際溝と床面小溝３状の規模は下記の

通りである。

拡張前の壁際溝

幅0.14 ～ 0.20ｍ　長さ2.49ｍ、深さ0.03 ～ 0.07ｍ

YK １　幅0.18ｍ　長さ0.70ｍ、深さ0.03 ～ 0.08ｍ

YK ２　幅0.26ｍ、長さ0.74ｍ、深さ0.05 ～ 0.14ｍ

第476図　２区１号竪穴建物鍛冶炉遺物取り上げグリッド図
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で出土した。残りの６点は鍛冶関連微細遺物取り上げグ

リッドG24で出土した。炉本体からは1.5ｍほど北東に

離れた竈に近い位置である。掘方埋土中からは34点が出

土し、北を除くエリアに散在していた。竪穴建築時（掘

方埋土）から竪穴建物使用時、そして竪穴埋没時の継起

的な玉類の使用状況が注目される。

　また、埋土中から炭化種実も出土した。種同定調査を

が出土した。

　滑石製の剣形模造品は、埋土中から１点が出土した。

また、S1直下の祭祀関連遺構等で多数が出土した粒状礫

１点が掘方南で出土した。

　臼玉は61点のうち、床面からは14点、埋土中から13点

出土した。床面からは14点出土した。このうち、北西部

に２点、西部に６点が集中して床面から３cmほど下位

第477図　２区１号竪穴建物掘方平断面図
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実施したところ、イネ・コムギ・マメ科ダイズ類と、モ

モ・スモモ・クリの種実が検出された。そのほか、埋土

中から土師器破片1118点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。本調査区内で唯一、竪穴建物に設置された鍛冶炉

が検出された。群馬県内でも数少ない鍛冶技術導入期の

竪穴系鍛冶炉であり、重要な遺構である。本竪穴建物で

は柱穴の配置から竈や床面の造り替えを伴わない拡張が

想定された。また、玉類が、竪穴の掘削－使用－建て替

え－廃棄に伴い継起的に出土した。このような玉類の出

土状況と、鍛冶炉の造成が関連する可能性もあり注目さ

れる。

第478図　２区１号竪穴建物掘方断面図
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２区１号竪穴建物S-S′・T-T′
１　黒褐色土（10YR3/2）黄橙色土・粘質土を多量に含み、しまりあり。
２　橙色焼土（2.5YR7/8）しまりあり。
３　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを少量含む。焼土・炭化物を微量含み、しまりあり。
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第479図　２区１号竪穴建物出土遺物図（１）
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第480図　２区１号竪穴建物出土遺物図（２）
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第 30 表　２区１号竪穴建物出土玉類一覧表
埋土中 拡張後の

竪穴床面
掘方埋土中

合計
全体 竈 竈 全体 東 西 南 北

ガラス小玉 2 1 1 2 1 7
剣形石製模造品 1 5 6
臼玉 12 1 14 4 2 8 6 14 61
粒状礫 1 1
合計 16 20 39 75
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第481図　２区１号竪穴建物出土遺物図（３）
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２区２号竪穴建物

（第482 ～ 484図　PL.297・516）

位置　Ｘ＝57505 ～ 57507・Ｙ＝-75509 ～ -75510

重複　なし。　　　　　　　平面形　西部のほとんどが

調査区域外となり全形は確認できなかったが、ほぼ直角

の東隅が確認できたことから、方形と推定される。

規模　長軸（1.85）ｍ　短軸（0.80）ｍ　最大壁高1.02ｍ　

床面積　（0.43）㎡　　　東壁方位　Ｎ－25°－Ｗ

検出・埋没状況　S7・S3を掘り下げていく過程で、S3の

下位にS1が緩やかに落ち込む凹地を検出した。土層断面

観察をしながら掘り下げたところ火山堆積物の下位か

ら、竪穴建物埋土を検出した。S1直下では竪穴はほとん

ど埋没していたが、東側から南側にかけて周堤の盛土が

検出された。

　竪穴内は、ローム塊・白色土粒を含む暗褐色土がほぼ

水平に堆積していた。壁際には白色軽石を微量含む黒色

土やローム塊・焼土粒を含む暗褐色土が堆積していた。

床面には焼土や灰が広がっていた。

周堤　S1直下で、竪穴建物の周囲に幅4.60ｍ、高さ0.30

～ 0.50ｍほどの周堤盛土が検出された。北東部周堤裾

部に赤色顔料３点が出土している。分析はしていない。

また隣接して臼玉が２点（第482図16・17）と、周堤内か

ら１点（18）が出土した。

上屋構造・壁構造　上屋や壁の構造を明らかにする調査

所見は得られなかった。

柱穴　調査区域内では柱穴は確認できなかった。

竈　調査区域内では柱穴は確認できなかった。

貯蔵穴　調査区域内では柱穴は確認できなかった。

壁際溝・床面小溝　調査区域内では壁際溝・床面小溝は

確認できなかった。

掘方　床面から0.04 ～ 0.07ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム塊を多量に含む灰黄褐色土で充填さ

れていた。掘方面では土坑状の掘り込み等は検出されな

かった。

第482図　２区２号竪穴建物出土遺物図
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ム塊・焼土粒を含む暗褐色土が堆積していた。床面は平

坦で降下面が形成されていた。

周堤　S1直下で、竪穴建物の西側と南側に幅1.40ｍの周

堤盛土と推定される高まりを検出した。周堤の厚さは計

測しなかった。2.40ｍ西側には２区１号竪穴建物の掘り

込みがあり、本周堤はその掘り込みに切られているよう

に見えた。両竪穴が周堤を共有するような高まりの方向

ではなかった。明確に周堤の重複を精査することはな

かった。

上屋構造・壁構造　上屋や壁の構造を明らかにする調査

所見は得られなかった。

柱穴　調査区域内では柱穴は確認できなかった。

竈　調査区域内では柱穴は確認できなかった。

貯蔵穴　調査区域内では柱穴は確認できなかった。

壁際溝・床面小溝　調査区域内では壁際溝・床面小溝は

確認できなかった。

掘方　床面から0.08 ～ 0.26ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム塊を多量に含む灰黄褐色土で充填さ

れていた。掘方面は凹凸が著しく壁沿いが深く掘り込ま

れていた。

遺物と出土状況　南西隅で棒状礫８点と、敲き石１点（第

486図16）が床面上10cmで出土した。敲き石は縄文時代

の礫石器であるが、古墳時代に使用される棒状礫群の１

点として本竪穴建物に持ち込まれたものと推定される。

図示した土師器は埋土中から出土した。

　そのほか、埋土中から土師器破片173点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。噴火時にはすでにほとんどが埋没していた竪穴建

物であるが、ごく一部の調査にとどまった。

遺物と出土状況　東壁沿いで、土師器杯（第482図１）が

床面上18cmで出土した。図示した他の土師器・須恵器

は埋土中の出土遺物である。

　そのほか、埋土中から土師器破片717点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。噴火時にはすでにほとんどが埋没していた竪穴建

物であるが、ごく一部の調査にとどまった。

２区３号竪穴建物

（第485 ～ 487図　PL.298・516）

位置　Ｘ＝57525 ～ 57529・Ｙ＝-75499 ～ -75503

重複　無し。　　　　　　　平面形　東半部が調査区域

外となり全形は確認できなかったが、ほぼ直角の南西隅

が確認できたことから、方形と推定される。

規模　長軸（2.27）ｍ　短軸（1.38）ｍ　最大壁高1.14ｍ　

床面積　（5.87）㎡　　　西壁方位　Ｎ－22°－Ｗ

検出・埋没状況　S3を掘り下げていく過程で、S3の下位

でS1が緩やかに落ち込む凹地を検出した。土層断面観察

をしながら掘り下げたところ火山堆積物の下位から、竪

穴建物埋土を検出した。

　S1直下では竪穴はほとんど埋没していたが、西側から

南側にかけて周堤の盛土が検出された。

　竪穴内は、ローム塊・白色土粒・炭化物を少量含む黒

褐色土やローム塊を含む暗褐色土が堆積していた。その

間には炭化物を多量に含む橙色焼土層が挟まれている部

分もあった。壁際には白色軽石を微量含む黒色土やロー

第484図　２区２号竪穴建物周堤断面図

第4章　調査された遺構と遺物
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２区２号竪穴建物A-A′・B-B′
１　黒褐色土（2.5Y3/1）炭化物を微量含み、下層にS9・S7が混在する。
２　Hr-FA（S9）
３　Hr-FA（S9・S7混）
４　Hr-FA（S7）
５　Hr-FA（S3上下混）
６　Hr-FA（S1）
７　黒褐色土（10YR3/2）白色軽石を微量含む。
８　暗褐色土（10YR3/3）ロームブロックを含む。

９　黒褐色土（10YR3/2）白色軽石を微量含む。
10　黒褐色土（7.5YR3/1）焼土・炭化物を多量に含む。
11　暗褐色土（10YR3/4）ロームブロックを少量含み、焼土を微量含む。
12　灰黄褐色土（10YR5/2）ロームブロックを多量に含む。
13　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームブロックを多量に含む。
14　黒褐色土（10YR3/2）ローム・白色軽石を微量含む。
15　黒褐色土（10YR2/2）明赤褐色土粒・白色軽石を微量含む。
16　暗褐色土（10YR3/3）明赤褐色土粒を微量含む。
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１
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褐
色

土（
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3/

1）
２

　
H

r-
FA

（
S9

）
３

　
H

r-
FA

（
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・
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混
）

４
　

H
r-

FA
（

S7
）

５
　

H
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（

S3
上

）
６

　
H
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下
）

７
　

H
r-
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（

S1
）

８
　

黒
褐

色
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明
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褐
色

土
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・
白

色
軽

石
・

炭
化

物
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少
量
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。
９

　
暗

褐
色
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ロ
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ム

ブ
ロ

ッ
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量
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含
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、
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微
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褐
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ロ
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ム

小
ブ

ロ
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ク
を

少
量

含
む

。
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橙

色
焼
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５
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炭

化
物

を
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量
に
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む

。
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灰

黄
褐

色
土（

10
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4/
2）

ロ
ー

ム
ブ

ロ
ッ

ク
を

多
量

に
含

む
。
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Ｐ１　長径0.37ｍ　短径0.31ｍ　深さ0.57ｍ

Ｐ２　長径0.34ｍ　短径0.26ｍ　深さ0.50ｍ

Ｐ３　長径0.30ｍ　短径0.26ｍ　深さ0.58ｍ

Ｐ４　長径0.33ｍ　短径0.31ｍ　深さ0.55ｍ

柱間の距離はＰ１・Ｐ２間が2.33ｍ、Ｐ２・Ｐ３間が1.72

ｍ、Ｐ３・Ｐ４間が2.15ｍ、Ｐ４・Ｐ１間が1.96ｍである。

Ｐ１の位置がやや外側に偏っている。Ｐ１・Ｐ３・Ｐ４

には柱痕跡を示す埋土層が確認された。

竈　西壁中央やや南側に竈が敷設されていた。残存する

竈の規模は確認長1.93ｍ、屋外長0.52ｍ、燃焼部長1.06

ｍ、焚口幅0.93ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が左1.02

ｍ、右0.93ｍの長さで屋内に張り出しその基部が残存し

ていた。竈の燃焼部や煙道内に火山灰や火砕流堆積物が

流入していないこと、燃焼部内面の焼土が直接灰面に堆

積していることから、被災前に竈の前半部は崩落してい

たことがわかる。一方、燃焼部に残された土師器甕（第

492図30）より奥の半分は構築粘土がそのまま残存してお

り、煙道の壁と推定される橙色焼土（８層）が煙道の形状

を残して崩落し堆積していた。

　袖には左右とも角礫が芯として据えられていた。焚口

には細長い角礫が両袖をつなぐような位置に出土してお

り、竈焚口を構築していた。前述した土師器甕（30）の下

部には亜角礫が立てられており、支脚として機能してい

たと推定される。上位の甕（30）胴部下位は、支脚礫が突

き抜けた状態で出土した。土圧の影響と考えられる。

　燃焼部には上記甕の他、土師器小型甕（22）、杯（６）が

残されていた。また、竈右脇には土師器広口甕（27）、甕

（29・24）、鉢（16）、壺（15）が床面直上で出土した。左脇

２区４号竪穴建物

（第488 ～ 492図　PL.298 ～ 302・517・518）

位置　Ｘ＝57496 ～ 57501・Ｙ＝-75487 ～ -75492

重複　２区１号土坑に後出する。

平面形　ほぼ正方形

規模　長軸4.95ｍ　短軸4.88ｍ　最大壁高0.97ｍ　

床面積　19.72㎡　　　主軸方位　Ｎ－90°－Ｅ

検出・埋没状況　S3を掘り下げていく過程で、S3の下位

でS1が緩やかに落ち込む凹地を検出した。土層断面観察

をしながら掘り下げたところ火山堆積物の下位から、竪

穴建物を検出した。

　S1直下では竪穴はほとんど埋没していた。竪穴内は、

白色軽石・明赤褐色土粒を含む黒褐色土や、ローム粒・

焼土を微量含む暗褐色土でほぼ水平に埋まっていた。壁

際にはローム粒・焼土を微量含む黒褐色土が上位から流

れ込むような形で堆積していた。

　床面は平坦で竈前を中心に硬化面が形成されていた。

北西から南東に向かう対角線状に一条の細い段が検出さ

れた。地割れの痕跡と推定される。床面には、多くの炭

化材や焼土が残されていたが、位置を記録したのみで、

樹種同定用のサンプルは採取しなかった。

周堤　S1直下で明らかな周堤を検出しなかった。

上屋構造・壁構造　床面には柱材の可能性がある太い材

や、放射状に残る垂木と推定される材が残されていたが、

上屋や壁の構造を明らかにする調査所見は得られなかっ

た。

柱穴　床面で主柱穴４本を検出した。柱穴の規模は下記

の通りである。

第487図　２区３号竪穴建物掘方平面図
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２区４号竪穴建物A-A′・B-B′
１　Hr-FA（S1）
２　黒褐色土（10YR3/1）白色軽石を微量含む。
３　黒褐色土（7.5YR3/1）明赤褐色土粒・白色軽石を微量含む。
４　暗褐色土（10YR3/3）ローム・焼土を微量含む。
５　黒褐色土（10YR3/2）ローム・焼土を微量含む。
６　暗褐色土（10YR3/4）焼土を多量に含み、炭化物・ロームを微量含む。
７　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームブロックを多量に含む。

２区４号竪穴建物貯蔵穴　F-F′
１　暗褐色土（10YR4/2）ローム粒を含む。
２　暗褐色土（10YR4/2）ロームブロックを含む。
３　黒褐色土（10YR3/1）白色軽石を含む。

２区４号竪穴建物土坑１　G-G′
１　黒褐色土（10YR3/2）焼土・炭化物を微量含む。

２区４号竪穴建物P １　H-H′
１　黒褐色土（10YR3/2）ロームを少量含む。
２　黒褐色土（10YR3/1）ロームを微量含む。
３　暗褐色土（10YR3/3）ロームブロックを少量含む。
４　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを少量含む。

２区４号竪穴建物P ２　I-I′
１　黒褐色土（10YR3/2）ロームブロックを少量含む。
２　灰黄褐色土（10YR4/2）焼土・炭化物・ロームを微量含む。
３　黒褐色土（10YR3/1）ロームを少量含む。

２区４号竪穴建物P ３　J-J′
１　黒褐色土（10YR3/2）焼土・炭化物・ロームを微量含む。
２　灰黄褐色土（10YR4/2）焼土を微量含む。

２区４号竪穴建物P ４　K-K′
１　黒褐色土（10YR3/2）焼土・炭化物・ロームを微量含む。
２　灰黄褐色土（10YR4/2）焼土を微量含む。
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黄
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にも土師器小型甕（21）、甕（26）、杯（１・３）等がまとまっ

て出土した。

貯蔵穴　竪穴南西隅、竈左側に長軸0.74ｍ、短軸0.61

ｍ、深さ0.96ｍの隅丸方形の貯蔵穴が検出された。内部

はローム塊・粒を含む黒褐色土・暗褐色土で埋まってい

た。貯蔵穴の四周は幅0.20 ～ 0.30ｍの段になっており、

床面より0.07 ～ 0.09ｍ低くなっていた。全体としては

長軸1.08ｍ、短軸0.99ｍの隅丸方形の形状であった。貯

蔵穴内からは土師器杯（第491図８）が底面上0.42ｍで出

土した。また、貯蔵穴の脇の西壁沿いには土師器杯５点

（５・７・９・10・11）が、0.15 ～ 0.30ｍの間隔で床面

上0.20 ～ 0.27ｍの位置で並んで出土した。壁沿いに置

かれていた什器が落ち込んだと推定される。

　竪穴北西隅には、長軸1.03ｍ、短軸0.81ｍ、深さ0.16

ｍの浅い皿状の土坑が検出された。焼土・炭化物を含む

黒褐色土で埋まっていた。出土遺物はなかった。

壁際溝　南壁中央の一部で壁際溝が検出された。長さは

1.30ｍ、幅0.16 ～ 0.28ｍ、深さ0.07ｍである。

第490図　２区４号竪穴建物掘方平断面図
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第491図　２区４号竪穴建物出土遺物図（１）
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　床面は平坦で竈前から東半部を中心に硬化面が形成さ

れていた。床面には、北壁沿いに一部炭化材の破片や焼

土が残されていたが、位置を記録したのみで、樹種同定

用のサンプルは採取しなかった。

周堤　S1直下で明らかな周堤を検出されなかった。

上屋構造・壁構造　床面には一部炭化材が残されていた

が、上屋や壁の構造を明らかにする調査所見は得られな

かった。

柱穴　床面で主柱穴４本を検出した。柱穴の規模は下記

の通りである。

Ｐ１　長径0.53ｍ　短径0.50ｍ　深さ0.61ｍ

Ｐ２　長径0.41ｍ　短径0.39ｍ　深さ0.67ｍ

Ｐ３　長径0.32ｍ　短径0.28ｍ　深さ0.56ｍ

Ｐ４　長径0.30ｍ　短径0.26ｍ　深さ0.60ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ２間が3.07ｍ、Ｐ２・Ｐ３間が

2.77ｍ、Ｐ３・Ｐ４間が3.26ｍ、Ｐ４・Ｐ１間が2.80ｍ

である。Ｐ３・Ｐ４には柱痕跡を示す埋土層が確認され

た。

　また、南壁沿いでＰ５・Ｐ６を検出した。機能は不明

である。周辺には土師器杯（第496図３）が床面上９cmで

出土している。ピットの規模は下記の通りである。

Ｐ５　長径0.44ｍ　短径0.44ｍ　深さ0.20ｍ

Ｐ６　長径0.33ｍ　短径0.26ｍ　深さ0.27ｍ

竈　西壁中央やや南側に竈が敷設されていた。残存する

竈の規模は確認長1.31ｍ、屋外長0.50ｍ、燃焼部長0.75

ｍ、焚口幅0.64ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が左0.90

ｍ、右0.70ｍの長さで屋内に張り出しその基部が残存し

ていた。竈の燃焼部や煙道内に火山灰や火砕流堆積物が

流入していないこと、燃焼部内面の焼土が直接灰面に堆

積していることから、被災前に竈は崩落していたことが

わかる。撹乱を受けず、そのまま下に潰れたような堆積

状況であった。

　袖付近には角礫破片が残存していたが、全体に芯とし

て据えられていた状況ではなかった。唯一左袖に板状の

礫が袖内に立てられていた。竈内には土師器破片が少量

出土したのみであった。竈右脇には、土師器杯（第496図

１・５・６）がまとまって床面直上で出土した。竈左脇、

竪穴南西隅には、土師器杯（14）、高杯（21）が床面直上で

出土した。

貯蔵穴　竪穴南西隅、竈左側に長軸0.97ｍ、短軸0.94ｍ、

床面小溝　床面で床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.08 ～ 0.28ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方は焼土粒を混じる暗褐色土およびローム塊を

多量に含む灰黄褐色土で充填されていた。掘方面は凹凸

が著しく、北西から南東にかけての細い溝状の窪みが数

条見られた。地割れの痕跡と推定される。

床下土坑　掘方面では定型的な土坑状の掘り込みを検出

しなかった。

周堤下面遺構　明確な周堤盛土が確認できなかったこと

から、周堤直下の遺構検出調査は実施しなかった。

遺物と出土状況　遺物は前述したように竈および貯蔵穴

周辺に集中して出土したが、南壁沿いにも土師器甕（第

492図23）、壺（17）が床面直上で出土した。図示した須恵

器甕破片２点は埋土中出土である。そのほか、埋土中か

ら土師器破片396点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。噴火時にはすでに埋没していた竪穴建物である。

竈には使用時のまま土師器甕が残されており、燃焼部か

ら煙道にかけての構造が明らかにできた。

２区５号竪穴建物

（第493 ～ 497図　PL.302 ～ 306・518・519）

位置　Ｘ＝57488 ～ 57494・Ｙ＝-75490 ～ -75496

重複　２区53号土坑に後出し、２区２号炭化物集中に先

行する。　　　　　　　

平面形　ほぼ正方形

規模　長軸6.25ｍ　短軸6.10ｍ　最大壁高1.13ｍ　

床面積　33.08㎡　　　主軸方位　Ｎ－100°－Ｗ

検出・埋没状況　調査工程の都合で、北半と南半は別日

程で調査した。記録写真は別に撮影となった。図面は合

成して報告した。

　S3を掘り下げていく過程で、S3の下位でS1が緩やかに

落ち込む凹地を検出した。土層断面観察をしながら掘り

下げたところ火山堆積物の下位から、竪穴建物を検出し

た。

　S1直下では竪穴はほとんど埋没していた。竪穴建物内

は、ローム塊・白色軽石・焼土粒・炭化物粒を含む黒褐

色土や灰黄褐色土でほぼ水平に埋まっていた。壁際には

ローム粒を微量含む黒褐色土が上位から流れ込むような

形で堆積していた。
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２区５号竪穴建物A-A′・B-B′
１　黒褐色土（2.5Y3/1）
２　Hr-FA（S7）
３　Hr-FA（S3上）
４　Hr-FA（S3下）
５　Hr-FA（S3上下混）
６　Hr-FA（S1）
７　黒色土（10YR2/1）下部に鉄分の沈着による明赤褐色土の変色が見られる。
８　黒褐色土（10YR2/3）ロームブロック・炭化物を少量含む。
９　暗褐色土（10YR3/3）ロームブロックを微量含み、しまり弱い。
10　黒褐色土（10YR3/2）ロームブロック・焼土・炭化物を微量含み、しまり弱い。
11　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームブロック・白色軽石を少量含む。焼土・炭化物を微量含み、しまり弱い。
12　黒褐色土（7.5YR3/1）ロームを微量含む。
13　橙色焼土（2.5YR7/8）灰を微量含む。
14　黒褐色土（2.5Y3/2）ロームを多量に含む。
15　灰黄褐色土（10YR5/2）ロームブロックを多量に含む。白色軽石を少量含み、しまりあり。

２区５号竪穴建物貯蔵穴E-E′
１　黒褐色土（2.5Y3/1）ロームを多量に含み、しまり弱い。
２　黒褐色土（10YR3/1）ロームを微量含み、しまり弱い。
３　灰黄褐色土（10YR4/2）ローム・焼土・炭化物を微量含み、しまりなし。
４　黒褐色土（2.5Y3/2）ロームを少量含み、しまりなし。
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２区５号竪穴建物P １　F-F′
１　黒褐色土（10YR2/2）ロームブロックが上部に混入。
２　暗褐色土（10YR3/3）ロームブロックが多量に混入。
３　暗褐色土（10YR3/3）ローム粒が混入。
４　暗褐色土（10YR3/3）ロームブロックが少量混入。

２区５号竪穴建物P ２　G-G′
１　黒褐色土（10YR2/2）ロームブロック・橙色の軽石粒が混入。
２　黒褐色土（10YR2/2）ロームブロックが一部集中して混入。
３　暗褐色土（10YR3/3）ロームブロックが少量混入。
４　黒褐色土（10YR3/3）ロームブロックが多量に混入。

２区５号竪穴建物P ３　H-H′
１　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを少量含む。焼土を微量含み、しまり

なし。
２　黒褐色土（2.5Y3/2）明黄褐色土粒を微量含み、しまりなし。

２区５号竪穴建物P ４　I-I′
１　灰黄褐色土（10YR4/2）ローム・焼土を微量含み、しまりなし。
２　黒褐色土（2.5Y3/2）明黄褐色土粒を微量含み、しまり弱い。
２区５号竪穴建物P ５　J-J′
１　明黄褐色土（2.5Y6/6）黒褐色土を多量に含み、しまり弱い。

２区５号竪穴建物P ６　K-K′
１　黒褐色土（10YR3/2）ロームを微量含み、しまりなし。
２　暗灰黄色土（2.5Y4/2）ロームを少量含み、しまりなし。

２区５号竪穴建物竃C-C′・D-D′
１　明黄褐色土（10YR7/6）焼土・白色軽石を微量含み、しまり弱い。
２　明黄褐色土（10YR6/6）焼土を多量に含む。灰を少量含み、しまりなし。
３　にぶい黄褐色土（10YR5/3）焼土を少量含む。灰を多量に含み、しまりなし。
４　黄橙色焼土（7.5YR8/8）灰・炭化物を多量に含み、しまりなし。
５　橙色焼土（7.5YR7/6）明黄褐色土を微量含み、しまり弱い。
６　明黄褐色土（2.5Y6/6）暗灰黄色土を多量に含む。焼土・黒褐色土を微量含み、しまり

あり。
７　黒褐色土（10YR3/2）ローム・白色軽石を微量含み、しまりあり。
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０ 10㎝１:３

深さ0.62ｍの隅丸方形の貯蔵穴が検出された。内部は

ローム粒・焼土・炭化物粒を含む灰黄褐色土・黒褐色土

で埋まっていた。貯蔵穴の四周は幅0.06 ～ 0.10ｍ、深

さ0.04 ～ 0.09ｍの段になっており、中央の落ち込み部

分は直径約0.70ｍの円形で、断面形は逆三角形である。

北辺から東辺にかけての周囲には、高さ0.03ｍのL字形

の高まりがあった。貯蔵穴内からは土師器甕等の破片が

少量出土したが、図示できる破片ではなかった。

壁際溝　床面で壁際溝は検出されなかった。

床面小溝　床面で床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.07 ～ 0.26ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム小塊を多量に含む黒褐色土、少量の

白色軽石・多量のローム塊を含む灰黄褐色土で充填され

ていた。掘方面は凹凸が著しく、南東部が深く掘り込ま

れていた。掘方面で、四周の壁沿いに途切れ途切れでは

あるが、壁際溝を検出した。幅は0.14 ～ 0.20ｍ、深さ

は0.05 ～ 0.12ｍである。

床下土坑　掘方面では定型的な土坑状の掘り込みを検出

しなかった。

周堤下面遺構　明確な周堤盛土が確認できなかったこと

から、周堤直下の遺構検出調査は実施しなかった。

遺物と出土状況　遺物は前述したように竈および貯蔵穴

周辺に集中して出土した。土師器杯（第497図18）は北

東部Ｐ２脇床面直上で出土した。また、東部床面直上で

蛇紋岩製管玉（第497図31）と石製模造品有孔円板（32）が

出土した。剣形石製模造品（33）は床面上４cmで有孔円

板に隣接して出土した。そのほか、埋土中から土師器破

片922点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。噴火時にはすでに埋没していた竪穴建物である。

第496図　２区５号竪穴建物出土遺物図（１）
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第497図　２区５号竪穴建物出土遺物図（２）
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が、上屋や壁の構造を明らかにする調査所見は得られな

かった。

柱穴　床面で主柱穴４本を検出した。柱穴の規模は下記

の通りである。

Ｐ１　長径0.50ｍ　短径0.47ｍ　深さ0.34ｍ

Ｐ２　長径0.64ｍ　短径0.61ｍ　深さ0.41ｍ

Ｐ３　長径0.59ｍ　短径0.54ｍ　深さ0.49ｍ

Ｐ６　長径0.52ｍ　短径0.47ｍ　深さ0.46ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ２間が5.40ｍ、Ｐ２・Ｐ３間が

5.42ｍ、Ｐ３・Ｐ６間が5.32ｍ、Ｐ６・Ｐ１間が5.42ｍ

である。また、Ｐ３の南西でＰ５、Ｐ６の北西脇でＰ４

を検出した。いずれも主柱穴の周辺にあり、構造的な機

能も推定されるが、深さは浅く詳細は不明である。規模

は下記の通りである。

Ｐ５　長径0.45ｍ　短径0.40ｍ　深さ0.20ｍ

Ｐ４　長径0.50ｍ　短径0.48ｍ　深さ0.13ｍ

竈　竈は検出されなかった。西壁中央やや北側の壁際で、

角礫の集石が検出され、竈と想定して調査したが、竈構

築材の粘土や、竈使用時の焼土や灰層が検出されなかっ

たことから、竈の痕跡とはしなかった。

貯蔵穴　竪穴南西隅に長軸1.38ｍ、短軸1.23ｍ、深さ0.76

ｍの隅丸方形の貯蔵穴が検出された。内部は明黄褐色土

粒・炭化物を含む黒褐色土、炭化物を含む灰黄褐色土で

埋まっていた。貯蔵穴北東隅の埋土上面では金属探知機

の反応が集中する部分があった。何に由来するかは不明

である。

　貯蔵穴の四周は幅0.15 ～ 0.20ｍ、深さ0.09 ～ 0.12ｍ

の段になっており、中央の落ち込み部分は長軸0.90ｍ、

短軸0.85ｍの隅丸長方形で、断面形は箱形である。貯蔵

穴内からは土師器甕（第505図72）鉢（60）、杯（31）が落ち

込んで割れて出土した。

　また、貯蔵穴北東縁には多くの完形の土師器が集中し

て床面直上で出土した。図示できたものだけでも土師器

杯が14点（第502 ～ 504図５・７・８・10・15・17・23・

24・28・35・40・44・51・53）、鉢が１個体（第504図56）

に及ぶ。この土器集中のすぐ北側には炭化材・灰が長径

1.2ｍ、短径0.80ｍの不整楕円形の範囲に広がり、土師

器鉢（第504図57）、杯（48）、壺（69）が床面直上で出土した。

貯蔵穴南東側の南壁沿いにも土師器高杯（第505図63）、

杯（１・17）が床面上２～４cmで出土した。

２区６号竪穴建物

（第498 ～ 507図　PL.306 ～ 311・519 ～ 522）

位置　Ｘ＝57504 ～ 57515・Ｙ＝-75491 ～ -75500

重複　２区７号竪穴建物・２区９号竪穴建物に後出する。

２区２号・３号土坑に先行する。　　　　　

平面形　ほぼ正方形

規模　長軸10.20ｍ　短軸9.70ｍ　最大壁高0.48ｍ　

床面積　87.79㎡　　　東壁方位　Ｎ－２°－Ｅ

検出・埋没状況　S3を掘り下げていく過程で、S3の下位

でS1が緩やかに落ち込む凹地を検出した。土層断面観察

をしながら掘り下げたところ火山堆積物の下位から、竪

穴建物を検出した。S1直下では竪穴はほとんど埋没して

いた。竪穴内は、明黄褐色土粒や炭化物を含む黒褐色土・

暗褐色土、焼土を少量含む褐色土で埋まっていた。本

竪穴建物の床面は先行する２区９号竪穴建物の床面より

低いと認識して、同時に掘り下げることとなった。最終

的には本竪穴建物の北西隅の輪郭は推定線の記録にとど

まった。

　床面は平坦で、中央部には不定形な範囲で厚さ２～３

cmの焼土が形成されていた。その周囲では金属探知機

の反応があり、隣接する２区１号竪穴建物と同様に鍛冶

炉の検出を予想して、床面に近い土壌は位置ごとの採取

を実施したが、鍛造剥片や小鉄滓等の鍛冶関連遺物の出

土もなく本竪穴建物から鍛冶炉は検出されなかった。た

だし、埋土上層から専用羽口破片（第507図125）１点が出

土している。

　北西壁付近および南壁際は長方形の２区２号・３号土

坑が新しく掘られており、さらに北西隅には古い２区９

号竪穴建物も重複しており、本竪穴建物の北西隅周辺の

壁を検出することが困難であった。

　出土位置の記録は遺憾ながら漏れたが、床面近くの３

か所で赤色顔料が出土した。成分分析を実施したところ、

非パイプ状で赤土素材のベンガラと判明した。また炭化

種実も出土しており、スモモとモモが同定された。さら

に埋土中から出土した炭化材５点の樹種同定を実施した

ところ、エノキ属？・クリ・コナラ属クヌギ節３点との

結果が出た。埋土中の灰の植物珪酸体分析では、ネザサ

節型・棒状型・ポイント型の植物珪酸体が検出された。

周堤　S1直下で明らかな周堤は検出されなかった。

上屋構造・壁構造　床面には一部炭化材が残されていた
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２区６号竪穴建物P １　G-G′
１　黒褐色土（7.5YR3/1）ロームを微量含む。
２　にぶい黄褐色土（10YR5/3）黒褐色土を少量含む。

２区６号竪穴建物P ２　H-H′
１　黒褐色土（7.5YR3/1）ロームを微量含む。
２　暗褐色土（10YR3/3）ロームを少量含む。
３　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを多量に含む。

２区６号竪穴建物P ３　I-I′
１　黒褐色土（7.5YR3/1）明黄褐色土粒を微量含む。
２　暗褐色土（10YR3/3）

２区６号竪穴建物P ４　J-J′
１　黒褐色土（7.5YR3/1）明黄褐色土粒を微量含む。
２区６号竪穴建物P ５　K-K′
１　黒褐色土（7.5YR3/1）明黄褐色土粒を微量含む。
２　暗褐色土（10YR3/3）

２区６号竪穴建物P ６　L-L′
１　黒褐色土（7.5YR3/1）明黄褐色土粒を少量含み、炭化物を微量含む。
２　灰黄褐色土（10YR4/2）明黄褐色土粒を微量含む。
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位置で散在していた。比較的多く出土した須恵器につい

ては駒沢大学藤野一之氏に観察していだたいた。詳細は

次年度刊行の『分析・論考論』に掲載予定である。

　本竪穴建物の出土遺物で特筆すべきは、複数の玉類で

ある。この状況は前述した２区１号竪穴建物と類似する。

２区６号竪穴建物では全体で、ガラス小玉１点、管玉５

点、剣形石製模造品１点、臼玉27点、粒状礫１点が出土

した。これらは床面で20点、埋土中で15点が出土した。

本竪穴では掘方埋土中からの出土はなかった。（第31表）

　ガラス小玉１点（第507図123）は床面出土は明らかであ

るが、位置の記録が遺憾ながら漏れた。鋳型で製作され

た紺色透明の小玉である。管玉５点は４点が床面直上

で、１点が埋土中から出土した。４点のうち２点（第507

図114・115）は主柱穴Ｐ６縁で、１点（116）は北西部、１

点（112）は３号土坑内底面上12cmで出土した。113は後

出の３号土坑埋土中で出土したが、他の２点に近接した

位置であることから、本来は本竪穴建物に伴うものと推

定される。

　蛇紋岩製の剣形石製模造品１点（第507図111）は主柱穴

Ｐ４の縁で床面直上で出土した。また、S1直下の祭祀関

連遺構等で多数が出土した粒状礫１点が埋土中で出土し

た。臼玉は27点のうち、埋土中から13点出土した。床面

からは14点出土した。床面出土の臼玉は主柱穴Ｐ６から

西側に集中して出土した。

　また、本竪穴建物からは鉄器４点が出土した。Ｐ５西

縁から鉄鏃（第507図130）が床面直上で、主柱穴Ｐ４周辺

の南西部で板状の鉄片３点（127・128・129）が埋土から

浮いた状態で出土した。そのほか、埋土中から土師器破

片5199点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。

　噴火時にはすでに埋没していた竪穴建物である。前述

の鍛冶炉を検出した２区１号竪穴建物と、規模や埋没状

壁際溝　床面で壁際溝は検出されなかった。

床面小溝　床面で床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.05 ～ 0.22ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム塊を含むにぶい黄褐色土で充填され

ていた。掘方面は凹凸が著しく、中央部の南北方向に幅

1.0ｍ、長さ６ｍ、深さ0.04 ～ 0.12ｍの不定型な溝状に

掘り込まれていた。北東隅がやや深く掘られていた。東

壁沿いには壁際溝が検出された。幅0.18 ～ 0.24ｍ、深

さ0.01 ～ 0.05ｍ、検出長3.68ｍである。西端は主柱穴

Ｐ２に対応する位置で、東端は２号土坑に壊されている

ために不明である。

　また、掘方面で４本の小ピットが検出された。Ｐ７は

主柱穴Ｐ１・Ｐ２間、Ｐ８はＰ２・Ｐ３間、Ｐ９はＰ６・

Ｐ１間の中間にあり、Ｐ10は竪穴ほぼ中央、主柱穴を対

角線で結んだ交点のやや北東側に位置する。各小ピット

の規模は下記の通りである。（深さは掘方面からの計測

値）

Ｐ７　長径0.34ｍ　短径0.32ｍ　深さ0.15ｍ

Ｐ８　長径0.32ｍ　短径0.30ｍ　深さ0.20ｍ

Ｐ９　長径0.32ｍ　短径0.30ｍ　深さ0.30ｍ

Ｐ10　長径0.40ｍ　短径0.36ｍ　深さ0.26ｍ

柱間の距離はＰ１・Ｐ７間が2.63ｍ、Ｐ７・Ｐ２間が2.79

ｍ、Ｐ２・Ｐ８間が2.60ｍ、Ｐ８・Ｐ３間が2.63ｍ、Ｐ

６・Ｐ９間が2.70ｍ、Ｐ９・Ｐ１間が2.67ｍで、Ｐ７・

Ｐ10間はやや短く2.40ｍであった。Ｐ３とＰ６の間にも

小ピットが想定されるが、調査では検出されなかった。

床下土坑　掘方面では定型的な土坑状の掘り込みを検出

しなかった。

周堤下面遺構　明確な周堤盛土が確認できなかったこと

から、周堤直下の遺構検出調査は実施しなかった。

遺物と出土状況　遺物は前述したように貯蔵穴周辺に集

中して出土した。また、竪穴建物中央部に形成された焼

土や灰層の周囲に土器が散在していた。土師器杯（第502

～ 504図16・29・42・46）は床面から３～７cm浮いた状

態で出土した。甕破片（74・85）、須恵器蓋破片（91）、専

用羽口破片（第507図125）は床面上９～ 21cm浮いた状態

で出土した。また、南東隅では土師器杯（第502図３）、

北壁付近で土師器甕（第503図75）、北西隅で土師器杯（第

502・503図４・26・36・53）、土師器鉢（58）、土師器甕

（第505図62・80）が床面直上あるいは床面上７cmほどの
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第 31 表　２区６号竪穴建物出土玉類一覧表
　　　　　　　　　　　　　　　（未実測の資料含む）

埋土中
床面 合計

全体 竈 南東 北東 北西
ガラス小玉 1 1
管玉 1 4 5
剣形石製模造品 1 1
臼玉 4 3 5 1 14 27
粒状礫 1 1
合計 15 20 35
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０ 10㎝１:３第502図　２区６号竪穴建物出土遺物図（１）
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０ 10㎝１:３

況、出土遺物の種類等共通点が多いが、鍛冶操業を示す

鍛冶関連微細遺物の出土および鍛冶炉の敷設が無かっ

た。鉄器製造に関わる別行程の作業場のような施設の可

能性が高い。ただし、両建物は接近して掘り込まれてい

ることや出土遺物の様相からすると、同時に存在したも

のではなく、本竪穴建物の方が若干古い様相が見られる。

　また、本竪穴建物に後出する２区２号・３号土坑は、

本竪穴の埋土を掘削して機能した後埋没し、竪穴ととも

第503図　２区６号竪穴建物出土遺物図（２）
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０ 10㎝１:３第504図　２区６号竪穴建物出土遺物図（３）
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０ 10㎝１:３第505図　２区６号竪穴建物出土遺物図（４）
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第506図　２区６号竪穴建物出土遺物図（５）
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ていることから、被災前に竈は崩落していたことがわか

る。

　袖には角礫の芯は入れていなかった。燃焼部ほぼ中央

に亜角礫が立てられており、支脚として機能していた。

その上に土師器杯（第509図３）が斜位で出土しているが、

火に掛ける器種ではないので、紛れ込みであろう。竈前

には土師器甕（７）が斜位で転がっており、これが竈に架

けられていた煮沸具と推定される。竈の内面壁および燃

焼部に落ち込んでいた天井部内面は良く焼けており、鮮

やかな焼土層が残されていた。竈右袖前には長径0.32ｍ、

短径0.20ｍの円礫が出土したが、用途は不明である。

貯蔵穴　竈右脇に、長軸0.55ｍ、短軸0.31ｍ、深さ0.25

ｍの楕円形の貯蔵穴が検出された。内部はローム粒・焼

土・炭化物粒を含む黒褐色土で埋まっていた。出土遺物

はなかった。

壁際溝　床面で壁際溝は検出されなかった。

床面小溝　床面で床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.05 ～ 0.20ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム塊を多量に含む灰黄褐色土で充填さ

れていた。掘方面は凹凸が著しかったが、明確な柱穴は

検出されなかった。

床下土坑　掘方面では定型的な土坑状の掘り込みを検出

しなかった。

周堤下面遺構　明確な周堤盛土が確認できなかったこと

から、周堤直下の遺構検出調査は実施しなかった。

遺物と出土状況　本竪穴建物の土器出土状態は特徴的

で、前述した竈からの土師器杯と小型甕の他、完形の土

師器杯が北壁際で１点（第509図５）、東部で１点（４）、

西壁際で３点（１・２・６）が重なった状態で、いずれも

床面直上で出土した。また、南東壁際床面直上で臼玉１

点（第509図９）が出土した。

　そのほか、埋土中から土師器破片79点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。噴火時にはすでに埋没していた竪穴建物である。

に黒色土で埋もれた後に、火山灰S1で覆われていた。こ

のことは２区の土地利用の変遷や集落全体の構成を考え

る上で重要な所見といえよう。

　また、掘方面で検出された小ピットは、柱穴と考えら

れるが四周の主柱穴とどのような関係にあるのか課題が

残された。特に南辺中央の小ピットが検出されていない

ことも特徴的で、これは７本柱穴の大型竪穴建物である

５区１号竪穴建物に共通する。大型竪穴建物の一類型と

して重要な所見と言えよう。

２区７号竪穴建物

（第508・509図　PL.311 ～ 314・523）

位置　Ｘ＝57504 ～ 57508・Ｙ＝-75500 ～ -75504

重複　２区６号竪穴建物に後出する。　　　　　　　

平面形　長方形

規模　長軸3.55ｍ　短軸3.03ｍ　最大壁高0.79ｍ　

床面積　8.35㎡　　　主軸方位　Ｎ－98°－Ｅ

検出・埋没状況　S3を掘り下げていく過程で、S3の下位

でS1が緩やかに落ち込む凹地を検出した。土層断面観察

をしながら掘り下げたところ火山堆積物の下位から、竪

穴建物を検出した。

　S1直下では竪穴はほとんど埋没していた。竪穴内は、

ローム粒・白色軽石・焼土粒・炭化物粒を含む黒褐色土

でほぼ水平に埋まっていた。東・南壁際にはローム粒を

微量含む暗褐色土が竪穴の隅に堆積していた。

　床面は平坦で竈前から中央部にかけて硬化面が形成さ

れていた。中央部床面には炭化材が１本残されていたが、

位置を記録したのみで、樹種同定用のサンプルは採取し

なかった。

周堤　S1直下で明らかな周堤は検出されなかった。

上屋構造・壁構造　床面には一部炭化材が残されていた

が、上屋や壁の構造を明らかにする調査所見は得られな

かった。

柱穴　床面および掘方面で柱穴は検出されなかった。

竈　北東壁北寄りに竈が敷設されていた。残存する竈の

規模は確認長0.70ｍ、屋外長0.53ｍ、燃焼部長0.70ｍ、

焚口幅0.72ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が左0.66ｍ、

右0.63ｍの長さで屋内に張り出しその基部が残存してい

た。竈の燃焼部や煙道内に火山灰や火砕流堆積物が流入

していないこと、燃焼部内面の焼土が直接灰面に堆積し

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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第508図　２区７号竪穴建物平断面図・竈平断面図
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２区７号竪穴建物A-A′・B-B′
１　Hr-FA（S1）
２　にぶい褐色土（10YR5/3）炭化物を微量含む。
３　黒褐色土（10YR3/1）白色軽石・ローム粒を微量含む。
４　黒褐色土（10YR3/1）焼土を少量含む。
５　黒褐色土（10YR3/2）ロームを少量含み、焼土・炭化物を微量含む。
６　暗褐色土（10YR3/3）ロームを微量含む。
７　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームブロックを多量に含む。
８　黄橙色焼土（7.5YR7/8）

２区７号竪穴建物貯蔵穴C-C′
１　黒褐色土（10YR3/1）焼土・炭化物・ロームを少量含む。
２　黒褐色土（10YR3/2）焼土を微量含む。

２区７号竪穴建物竃D-D′・E-E′
１　黒褐色土（10YR3/2）ローム土・焼土を少量含む。
２　明赤褐色焼土（2.5YR5/6）にぶい黄褐色土、炭化物を少量含む。
３　にぶい黄褐色土（10YR5/4）焼土・灰を少量含む。
４　黒褐色土（10YR3/2）褐灰色土灰を多量に含み、焼土を少量含む。
５　明黄褐色土（10YR7/6）黒褐色土、焼土を少量含む。
６　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを少量含み、焼土を微量含む。
７　暗褐色土（10YR3/3）粘土・焼土ブロックを含む。
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第509図　２区７号竪穴建物出土遺物図
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をしながら掘り下げたところ火山堆積物の下位から、竪

穴建物を検出した。

　S1直下では竪穴はほとんど埋没していた。竪穴内は、

明黄褐色土粒を含む黒褐色土でほぼ水平までに埋まって

いた。埋土の中位、床面上0.20ｍほどのところには厚さ

0.04 ～ 0.08ｍの焼土層が広い範囲で堆積していた。

周堤　調査区域内では明確な周堤は検出されなかった。

上屋構造・壁構造　床面には一部炭化材が残されていた

が、上屋や壁の構造を明らかにする調査所見は得られな

かった。

２区８号竪穴建物

（第510図　PL.314・523）

位置　Ｘ＝57497 ～ 57501・Ｙ＝-75506 ～ -75509

重複　無し。　　　　　　　

平面形　西側の大半が調査区域外となり、全形は不明で

あるが、方形と推定される。

規模　長軸（3.43）ｍ　短軸（2.71）ｍ　最大壁高1.00ｍ　

床面積　計測不能　　　北壁方位　Ｎ－60°－Ｗ

検出・埋没状況　S3を掘り下げていく過程で、S3の下位

でS1が緩やかに落ち込む凹地を検出した。土層断面観察

第510図　２区８号竪穴建物平断面図・出土遺物図

第4章　調査された遺構と遺物
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２区８号竪穴建物A-A′・B-B′
１　黒褐色土（2.5Y3/1）
２　黒褐色土（2.5Y3/1）・Hr-FA（S7）の混じり。
３　Hr-FA（S7）
４　Hr-FA（S3上下混）
５　Hr-FA（S1）
６　黒褐色土（10YR3/2）黄橙色土を少量含み、明黄

褐色土粒を微量含む。
７　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒を微量含む。
８　黒褐色土（7.5YR3/1）明黄褐色土粒を微量含む。
９　橙色焼土（7.5YR6/8）炭化物を少量含む。
10　灰黄褐色土（10YR4/2）焼土・炭化物・明黄褐色

土粒を微量含む。
11　黄灰色土（2.5Y4/1）ロームを多量に含む。
12　黒褐色土（2.5Y3/1）ローム小ブロックを微量含

む。
13　暗灰黄色土（2.5Y4/2）ローム小ブロック・白色

軽石を微量含む。
14　暗褐色土（10YR3/3）焼土を微量含む。

１

３

２

６

４

５



周堤　調査区域内では明確な周堤は検出されなかった。

上屋構造・壁構造　床面には一部炭化材が残されていた

が、上屋や壁の構造を明らかにする調査所見は得られな

かった。樹種同定の結果はコナラ属コナラ節とサクラ属

であった。西壁沿いに白色粘土が不定形な状態で床面で

出土した。

柱穴　掘方面で主柱穴１本を検出した。本来は床面で検

出されるものであるが、ちょうど柱穴が２区６号竪穴建

物の壁の位置に重なる位置になり、床面での十分な確認

作業ができなかった。柱穴の規模は下記の通りである。

深さは掘方面からの計測である。

Ｐ１　長径0.34ｍ　短径0.31ｍ　深さ0.25ｍ

竈　調査区域内では竈は検出されなかった。

貯蔵穴　調査区域内では貯蔵穴は検出されなかった。

壁際溝　床面で壁際溝は検出されなかった。

床面小溝　床面で床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.05 ～ 0.19ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム塊を多量に含む灰黄褐色土で充填さ

れていた。掘方面は凹凸が著しかった。一部に地割れの

痕跡も観察された。

床下土坑　掘方面では定型的な土坑状の掘り込みを検出

しなかった。

周堤下面遺構　明確な周堤盛土が確認できなかったこと

から、周堤直下の遺構検出調査は実施しなかった。

遺物と出土状況　Ｐ１西側床面直上で土師器小型甕（第

511図４）が出土した。また、北西隅床面上９cmで棒状

鉄器（５）が出土した。図示した土師器杯・須恵器高杯破

片は埋土中の出土である。

　そのほか、埋土中から土師器破片24点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。噴火時にはすでに埋没していた竪穴建物である。

西壁沿いに見られた白色粘質土は地割れに伴う液状化現

象で地下から浮上した土砂の可能性がある。

柱穴　床面で主柱穴１本を検出した。ちょうど柱穴が調

査区境となり、断面および形状の半分の記録にとどまっ

た。南西隅の主柱穴と推定される。柱穴の規模は下記の

通りである。

Ｐ１　長径0.50ｍ　短径（0.28）ｍ　深さ0.53ｍ

竈　調査区域内では竈は検出されなかった。

貯蔵穴　調査区域内では貯蔵穴は検出されなかった。

壁際溝　床面で壁際溝は検出されなかった。

床面小溝　床面で床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.07 ～ 0.17ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム小塊を微量含む黒褐色土・暗灰黄色

土で充填されていた。掘方面は凹凸が著しかった。

床下土坑　掘方面では定型的な土坑状の掘り込みを検出

しなかった。

周堤下面遺構　明確な周堤盛土が確認できなかったこと

から、周堤直下の遺構検出調査は実施しなかった。

遺物と出土状況　床面から出土した遺物で図示できるも

のは無かった。埋土中からの土器破片を図示した。その

ほか、埋土中から土師器破片103点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。噴火時にはすでに埋没していた竪穴建物である。

埋土上位のS3やS7が途切れている部分がある。その上位

は榛名山二ツ岳軽石（Hr-FP）で覆われていることから、

６世紀初頭の被災後、６世紀中葉の噴火の前に掘削され

ていたことが判明した。

２区９号竪穴建物

（第511図　PL.314・315・523）

位置　Ｘ＝57512 ～ 57515・Ｙ＝-75497 ～ -75501

重複　２区２号土坑、２区６号竪穴建物に先行する。

平面形　ほぼ正方形と推定される。

規模　長軸3.47ｍ　短軸3.32ｍ　最大壁高0.38ｍ　

床面積　（9.86）㎡　　北壁方位　Ｎ－0°－Ｅ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げていく過程でS1の

下位から、竪穴建物を検出した。本竪穴建物の床面が、

後出する２区６号竪穴建物の床面よりやや高かったこと

から、同時に掘り下げることとなった。

　本竪穴建物もS1直下ではほとんど埋没していた。竪穴

内は、白色軽石・焼土・ロームを含む黒褐色土や、焼土

を微量含む暗褐色土でほぼ水平までに埋まっていた。
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２区９号竪穴建物A-A′・B-B′
１　黒褐色土（10YR3/2）白色軽石・焼土・ロームを微量含む。
２　黒褐色土（10YR3/1）白色軽石を微量含む。
３　黒褐色土（7.5YR3/1）炭化物を多量に含み、焼土を少量含む。
４　暗褐色土（10YR3/3）焼土を多量に含み、炭化物を少量含む。
５　暗褐色土（10YR3/4）焼土を微量含む。
６　にぶい黄褐色土（10YR5/3）ローム・焼土を少量含む。
７　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームブロックを多量に含む。

２区９号竪穴建物P １　C-C′
１　黒褐色土（10YR3/2）ロームを微量含む。
２　にぶい黄褐色土（10YR5/3）ロームを少量含む。
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２区11号竪穴建物

（第512・513図　PL.315 ～ 317・524）

位置　Ｘ＝57522 ～ 57525・Ｙ＝-75495 ～ -75500

重複　無し。　　　　　　　

平面形　北側の大半が調査区域外となり、全形は不明で

あるが、方形と推定される。

規模　長軸4.58ｍ　短軸（2.46）ｍ　最大壁高0.37ｍ　

床面積　計測不能　　　南壁方位　Ｎ－65°－Ｗ

検出・埋没状況　S1を掘り下げて、下位の黒色土を掘り

下げていく過程で、焼土の広がりを検出した。土層断面

観察をしながら掘り下げたところ、竪穴建物埋土および

床面を検出した。

　S1直下では竪穴はほとんど埋没していた。竪穴内は、

白色軽石や焼土粒を含む黒褐色土でほぼ水平までに埋

まっていた。埋土の東半部の下半部には、焼土小塊を多

量に含む暗褐色土が堆積しており、南東隅に竈があるこ

とがわかった。北西部の床面近くにも焼土が広がってい

た。

周堤　調査区域内では明確な周堤は検出されなかった。

上屋構造・壁構造　中央部床面には一部炭化材が残され

ていたが、上屋や壁の構造を明らかにする調査所見は得

られなかった。樹種同定の結果は２点ともコナラ属コナ

ラ節であった。南西部の一部を除いて床面に焼土が広

がっていた。

第512図　２区11号竪穴建物平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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２区11号竪穴建物A-A′・B-B′
１　黒褐色土（10YR3/1）白色軽石を微量含む。
２　暗褐色土（10YR3/3）ロームブロックを少量含み、白色軽

石を微量含む。
３　黒褐色土（10YR3/2）明赤褐色土粒を微量含む。
４　黒褐色土（7.5YR3/1）白色軽石を微量含む。
５　暗褐色土（10YR3/4）黄橙色焼土を少量含む。
６　暗褐色土（10YR3/3）黄橙色焼土を微量含む。
７　暗褐色土（10YR3/4）黄橙色焼土・炭化物を多量に含む。
８　黒褐色土（7.5YR2/2）ローム・焼土を微量含む。
９　黄橙色焼土（7.5YR8/8）
10　橙色焼土（2.5YR6/8）炭化物・灰を少量含む。
11　灰黄褐色土（10YR5/2）焼土・炭化物を少量含む。
12　褐灰色土灰（10YR5/1）
13　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームブロックを少量含む。

２区11号竪穴建物貯蔵穴C-C′
１　黒褐色土（7.5YR3/1）焼土・炭化物・明黄褐色土粒を少

量含む。
２　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを微量含む。



０ 10㎝１:３

掘方　床面から0.04 ～ 0.11ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム小塊を含む灰黄褐色土で充填されて

いた。掘方面は中央がやや深く掘られていた。掘方面で

ピット１本を検出したが、主柱穴といえる位置ではな

かった。ピットの規模は下記の通りである。深さは掘方

面からの計測。

Ｐ１　長径0.33ｍ　短径0.33ｍ　深さ0.25ｍ

床下土坑　掘方面では定型的な土坑状の掘り込みを検出

しなかった。

周堤下面遺構　明確な周堤盛土が確認できなかったこと

から、周堤直下の遺構検出調査は実施しなかった。

遺物と出土状況　本竪穴建物では南隅、竈右脇から完形

土器がやや集中して出土した。また、貯蔵穴西側の南壁

沿いには土師器杯が４点（第513図１・２・３・５）出土

した。３は完形である。

　そのほか、埋土中から土師器破片15点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。噴火時にはすでに埋没していた竪穴建物である。

柱穴　調査区域内の床面では柱穴は検出されなかった。

竈　南壁中央やや西側と推定される位置に竈が敷設され

ていた。調査できたのは竈の右半分で、左半分は調査区

域外となった。残存する竈の規模は確認長0.64ｍ、燃焼

部長0.64ｍ、屋外に出る部分は断面では0.18ｍ確認でき

た。焚口幅は不明である。右側の粘土貼り付けの袖構造

下部が0.64ｍの長さで屋内に張り出しその基部が残存し

ていた。

　袖には角礫の芯は入れていなかった。燃焼部の詳細は

不明であるが、燃焼部天井部内面の焼土が直接灰面に堆

積していた。竈内部の出土遺物は無かった。右脇には土

師器鉢（第513図６・７）が床面直上で出土した。

貯蔵穴　掘方面で、竈右側に長軸0.45ｍ、短軸0.40ｍ、

深さ0.28ｍの楕円形の貯蔵穴を検出した。内部は焼土・

炭化物・明黄褐色土粒を含む黒褐色土、ローム粒を含む

灰黄褐色土で埋まっていた。西縁には角礫が２個出土し

た。貯蔵穴内からの遺物出土は無かった。

壁際溝　床面で壁際溝は検出されなかった。

床面小溝　床面で床面小溝は検出されなかった。

第513図　２区11号竪穴建物出土遺物図
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水平までに埋まっていた。床面は平坦で炭化物や焼土の

残存は見られなかった。

周堤　S1直下で明らかな周堤は検出されなかった。

上屋構造・壁構造　上屋や壁の構造を明らかにする調査

所見は得られなかった。

柱穴　床面で主柱穴と推定されるピット２本を検出し

た。いずれも北隅と南隅を結んだ線上に載っていること

から柱穴と推定される。

柱穴の規模は下記の通りである。

Ｐ１　長径0.33ｍ　短径0.31ｍ　深さ0.14ｍ

Ｐ２　長径0.39ｍ　短径0.36ｍ　深さ0.27ｍ

柱Ｐ１・Ｐ２間の距離は1.56ｍである。

竈　調査できた範囲では竈は検出されなかった。２区６

号土坑と重複する北壁に敷設されていた可能性はある

２区12号竪穴建物

（第514図　PL.317・318）

位置　Ｘ＝57512 ～ 57516・Ｙ＝-75505 ～ -75509

重複　２区13号竪穴建物に後出し、２区３号焼土・２区

６号土坑に先行する。　　　　　　　

平面形　北隅が２区６号土坑に壊されているため全形は

不明であるが、方形と推定される。

規模　長軸3.48ｍ　北壁長3.05ｍ　最大壁高0.54ｍ　

床面積　（9.64）㎡　　　長軸方位　Ｎ－29°－Ｗ

検出・埋没状況　S1を掘り下げて、下位の黒色土を掘り

下げていく過程で、竪穴建物埋土を検出した。土層観察

しながら床面を検出した。

　S1直下では竪穴はほとんど埋没していた。竪穴内は、

白色軽石・ローム・明赤褐色土粒を含む暗褐色土でほぼ

第514図　２区12号竪穴建物平断面図
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２区12号竪穴建物A-A′～ C-C′
１　黒褐色土（10YR3/2）白色軽石・明赤褐色土粒を微量含む。
２　暗褐色土（10YR3/3）ローム・明赤褐色土粒を微量含む。
３　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームブロックを少量含む。

２区12号竪穴建物P １　D-D′
１　黒褐色土（7.5YR3/1）明黄褐色土粒・炭化物を微量含む。
２区12号竪穴建物P ２　E-E′
１　灰黄褐色土（10YR4/2）明黄褐色土粒・炭化物を微量含む。



た、南西部は当初調査区域内の安全対策で法面としてい

たが、安全が確保された段階で追加して掘り下げた。し

たがって、写真・図面は別々に記録されている。図面は

報告に当たり合成した。

　本竪穴埋土は大半が焼土や炭化物粒を含む暗褐色土で

あるが、最上位には黄褐色土や灰黄褐色土が薄く堆積し

ていた。本竪穴が埋まりきった後、２区１号竪穴状遺構

と６号土坑が掘り込まれる頃には堆積していたものと観

察される。床面は平坦で、南壁際には灰と炭化物が広がっ

ていた。また、Ｐ２の西側の２区１号竪穴状遺構底面で

土坑１を検出した。長軸0.43ｍ、短軸0.42ｍ、深さ0.40

ｍの円筒形の土坑である。２区１号竪穴状遺構の埋土と

異なることから、本竪穴建物に伴うと判断されたが、床

面あるいは掘方面の遺構かは判然としなかった。

　床面中央部で出土した炭化材破片の樹種同定を行った

ところ、コナラ属コナラ節と同定された。

周堤　明瞭な周堤盛土層を検出できなかった。

上屋構造・壁構造　上屋・壁の構造に関わる調査所見は

得られなかった。

柱穴　床面で３本（Ｐ２～Ｐ４）および２区１号竪穴状遺

構底面で１本（Ｐ１）の主柱穴を検出した。柱穴の規模は

下記の通りである。

Ｐ１　長径0.18ｍ　短径0.18ｍ　深さ0.10ｍ

Ｐ２　長径0.27ｍ　短径0.23ｍ　深さ0.59ｍ

Ｐ３　長径0.32ｍ　短径0.29ｍ　深さ0.59ｍ

Ｐ４　長径0.26ｍ　短径0.19ｍ　深さ0.55ｍ

柱間の距離はＰ１・Ｐ２間が1.93ｍ、Ｐ２・Ｐ３間が1.62

ｍ、Ｐ３・Ｐ４間が1.91ｍ、Ｐ４・Ｐ１間が1.63ｍである。

竈　東壁中央やや南側に竈が敷設されていた。残存する

竈の規模は確認長1.30ｍ、屋外長0.74ｍ、燃焼部長0.60

ｍ、焚口幅0.89ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が左0.54

ｍ、右0.62ｍの長さで屋内に張り出しその基部が残存し

ていた。竈の燃焼部や煙道内に火山灰や火砕流堆積物が

流入していないこと、燃焼部の焼土が直接灰面に堆積し

ていることから、被災前に竈は崩落していたことがわかる。

　袖の先端には左右とも角礫が芯として据えられてい

た。本竪穴建物の竈燃焼部には支脚は認められなかった。

竈周辺に土器が集中して出土した。燃焼部奥使用面直上

には土師器杯（第517図６）の破片が出土したが、これは

竈右脇出土の破片と接合した。また燃焼部中央で出土し

が、竈燃焼部から掻きだされると推定される灰や焼土の

堆積が周囲の床面に見られなかった。

貯蔵穴　貯蔵穴は検出されなかった。

壁際溝　壁際溝は検出されなかった。

床面小溝　床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.06 ～ 0.16ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム小塊を含む灰黄褐色土で充填されて

いた。掘方面は西隅と東隅がやや深く掘られていた。

床下土坑　掘方面では定型的な土坑状の掘り込みを検出

しなかった。

周堤下面遺構　明確な周堤盛土が確認できなかったこと

から、周堤直下の遺構検出調査は実施しなかった。

遺物と出土状況　床面で出土した遺物は縄文時代の石皿

破片のみである。埋土中から土師器高杯（第578図３）が

出土したが、埋土上層に形成された２区３号焼土出土破

片と接合したので２区３号焼土出土遺物として報告し

た。

　そのほか、埋土中から土師器破片83点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。噴火時にはすでに埋没していた竪穴建物である。

南東隅には土層観察用トレンチがあり、東壁が明瞭でな

かったことから、南東隅部の形状がやや広がってしまっ

た。北壁の長さが本来の短軸規模を示すと想定される。

２区13号竪穴建物

（第515 ～ 517図　PL.318 ～ 321・524）

位置　Ｘ＝57516 ～ 57620・Ｙ＝-75504 ～ -75509

重複　２区12号竪穴建物、２区１号竪穴状遺構、２区６

号土坑に先行する。２区１号竪穴建物との重複関係は不

明である。

平面形　重複遺構によって、各壁が一部壊されており、

計測が完全でないが、ほぼ正方形と推定される。

規模　東西長3.94ｍ　南北長3.90ｍ　最大壁高0.44ｍ

床面積　（12.87）㎡　　　主軸方位　Ｎ－114°－Ｅ

検出・埋没状況　S1を掘り下げて、下位の黒色土を掘り

下げたところ、竪穴建物の輪郭を検出した。後出する2

区１号竪穴状遺構と２区６号土坑の調査を先行し、２区

13号竪穴建物の調査後に、本竪穴建物を掘り下げた。当

初東部にあった焼土が、本建物の竈であることを確認

し、埋土の観察をしながら、床面及び壁を検出した。ま

第4章　調査された遺構と遺物
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第515図　２区13号竪穴建物平断面図
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２区13号竪穴建物A-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）ローム・炭化物を少量含む。
２　黄褐色土（2.5Y5/3）明黄褐色土粒を多量に含み、灰黄褐

色土を少量含む。
３　灰黄褐色土（10YR4/2）焼土・炭化物を微量含み、粘性あ

り。
４　暗褐色土（10YR3/3）明黄褐色土粒を少量含み、焼土・炭

化物を微量含む。
５　暗褐色土（10YR3/4）明黄褐色土粒・焼土・炭化物を少量

含む。
６　黒褐色土（10YR3/2）ロームを多量含み、焼土を少量含む。
７　暗灰黄色土（2.5Y4/2）ロームブロックを少量含む。
８　明赤褐色焼土（2.5YR5/8）黒褐色土を少量含み、褐灰色

灰・明黄褐色土を微量含む。
９　黒褐色土（10YR3/2）ローム・焼土を少量含む。
10　黒褐色土（10YR3/2）ロームブロックを多量に含む。
11　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームブロックを少量含む。
12　暗灰黄色土（2.5Y4/2）ロームブロックを多量に含む。
13　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒を微量含む。
14　黒褐色土（7.5YR3/1）明黄褐色土粒を微量含む。

２区13号竪穴建物貯蔵穴D-D′
１　黒褐色土（10YR3/2）ローム・焼土を微量含む。
２　橙色焼土（7.5YR6/8）黒褐色土・炭化物を少量含む。
３　灰黄褐色土（10YR4/2）明黄褐色土粒・焼土を微量含む。
４　暗褐色土（10YR3/3）ロームを少量含む。　

２区13号竪穴建物土坑１　E-E′
１　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを少量含む。

２区13号竪穴建物P ４　G-G′
　１　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを少量含む。
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た土師器甕破片（９）も竈右脇で出土した破片と接合し

た。また、土師器杯（３）が床面直上で出土した。

貯蔵穴　竪穴南東隅、竈右側に貯蔵穴を検出した。長軸

0.63ｍ、短軸0.54ｍ、深さ0.59ｍの楕円形の貯蔵穴であ

る。内部下半はロームを少量含む暗褐色土で、上半は灰

黄褐色土・黒褐色土で埋まっていた。竈側には焼土も落

ち込んでいた。竪穴中央部に面した部分の縁には、幅0.08

～ 0.10ｍ、高さ0.16ｍほどの中段が形成されていた。

　貯蔵穴の周囲には土器が集中して出土した。東壁との

間の空間には土師器杯（第517図５）、鉢（１）、有孔鉢（８）

が床面直上で、土師器杯（７）が貯蔵穴の埋土上層に転が

り込むようにして出土した。また、西縁の段には土師器

甕口縁部破片（10）が出土した。

壁際溝　壁際溝は検出されなかった。

床面小溝　床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.10 ～ 0.18ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム塊を混じる暗灰黄褐色土で充填され

ていた。掘方面は全体に凹凸が著しく、東壁沿い、Ｐ１

とＰ２の間、西壁沿いがやや深く掘り込まれていた。

床下土坑　掘方面では、定型化した土坑状の掘り込みを

検出しなかった。

周堤下面遺構　明確な周堤盛土が確認できなかったこと

から、周堤直下の遺構検出調査は実施しなかった。

遺物と出土状況　遺物は前述したように竈および貯蔵穴

周辺に集中して出土した。

そのほか、埋土中から土師器破片35点が出土した。

第516図　２区13号竪穴建物竈平断面図

第4章　調査された遺構と遺物
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２区13号竪穴建物竃B-B′・C-C′
１　黒褐色土（10YR3/2）ローム・炭化物を少量含む。
２　黄褐色土（2.5Y5/3）明黄褐色土粒を多量に含み、灰黄褐色土を少量含む。
３　灰黄褐色土（10YR4/2）焼土・炭化物を微量含み、粘性あり。
４　暗褐色土（10YR3/3）明黄褐色土粒を少量含み、焼土・炭化物を微量含む。
５　暗褐色土（10YR3/4）明黄褐色土粒・焼土・炭化物を少量含む。
６　黒褐色土（10YR3/2）ロームを多量に含み、焼土を少量含む。
７　暗灰黄色土（2.5Y4/2）ロームを少量含む。
８　明赤褐色焼土（2.5YR5/8）黒褐色土を少量含み、褐灰色灰・明黄褐色土を微量含む。
９　黒褐色土（10YR3/2）ローム・焼土を少量含む。
10　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームブロックを少量含む。
12　暗灰黄色土（2.5Y4/2）ロームブロックを多量に含む。
13　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒を微量含む。



０ 10㎝１:３

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。竪穴埋土の上位に火山堆積物がほぼ水平で一次堆

積していた。噴火前に竪穴のほとんどが埋まっていた竪

穴建物である。

第517図　２区13号竪穴建物出土遺物図

第７節　黒色土中の遺構と遺物

679

９

10

８

１

７

４

５

３

６

２



ＡＡ

ＡＡ′′

Ａ

Ａ′

ＢＢ

ＢＢ
′′

Ｂ

Ｂ
′

調
査
区
外

調査
区外

532- 508

532- 512

3

2

ＡＡ

ＡＡ′′

Ａ

Ａ′

ＢＢ

ＢＢ
′′

Ｂ

Ｂ
′

調
査
区
外

調査
区外

532- 508

532- 512

L=220.70m
Ａ Ａ′

2 2 2 222 1

3

4

5

6
7

810

9

11

2 2 2

L=220.70m
ＢＢ

ＢＢ
′′

Ｂ
Ｂ
′

2
2

2

1

1
3

3

4
5

6

4
5

7

8

9

10
11

０ ２ｍ１: 60

０ 10㎝１:３

２区15号竪穴建物

（第518図　PL.321・523）

位置　Ｘ＝57530 ～ 57633・Ｙ＝-75507 ～ -75512

重複　無し。

平面形　大半が調査区域外となったため、南壁沿いの一

部の調査にとどまった。全形は不明である。

規模　長軸・短軸長　不明　　最大壁高0.42ｍ

床面積　計測不能　　　南壁方位　Ｎ－65°－Ｅ

検出・埋没状況　S1を掘り下げて、下位の黒色土を掘り

下げたところ、竪穴建物の輪郭を検出した。

　本竪穴埋土は大半が明黄褐色土粒や焼土、炭化物粒を

含む暗褐色土・黒褐色土であるが、発掘調査区域の北東

第518図　２区15号竪穴建物平断面図・出土遺物図

第4章　調査された遺構と遺物
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２区15号竪穴建物A-A′・B-B′
１　黒褐色土　炭化物を微量含

む。
２　Hr-FA（S9）
３　Hr-FA（S7）
４　Hr-FA（S3上下混）
５　Hr-FA（S1）
６　黒褐色土（7.5YR3/1）明黄褐色土粒・炭化物を微量含み、しま

り弱い。
７　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒・ブロックを少量含む。炭化

物を微量含み、しまり弱い。
８　暗褐色土（10YR3/3）ロームブロックを多量に含む。焼土を微量

含み、しまり弱い。
９　橙色焼土（５YR7/8）炭化物を多量に含む。
10　黒褐色土（7.5YR2/2）ロームブロックを少量含み、しまり弱い。
11　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを多量に含む。暗褐色土を少量含

み、しまりあり。

１

３
２



　本竪穴建物は工事計画に伴って、北側が平成26年度、

南側が平成28年度の発掘調査となった。したがって、写

真・図面はそれぞれの調査年度で記録されている。報告

にあたり、図面は合成した。

　本竪穴埋土は上半がローム粒を含む黒褐色土、下半は

ローム粒を含む黒色土で、最上位、S1直下の一部に炭化

物を多く含む黒褐色土が堆積していた。本竪穴の凹地内

で何らかの行為を行った痕跡であり、４号遺構として第

４章S1下面で記載した。また、北側と南側の埋土堆積状

況が異なることも観察された。

　床面西壁沿いには粘土および焼土・炭化物が広がって

いた。また調査区東端には板状の炭化材や灰の広がりも

検出された。炭化材の樹種同定は実施していない。全体

として床面は平坦であったが、南西部には竪穴埋没後の

地割れ痕跡が残されていた。

周堤　竪穴の北側・西側でS1直下面での周堤状の高まり

を検出したが、本竪穴構築時の明瞭な周堤盛土層は検出

できなかった。

上屋構造・壁構造　上屋および壁の構造に関わる調査所

見は得られなかった。

柱穴　床面で４本の柱穴を検出した。規模や位置からＰ

１とＰ３は主柱穴と考えられる。Ｐ２・Ｐ４はやや小型

で浅いが、主柱穴の柱筋に載っていることから、柱穴と

推定される。柱穴の規模は下記の通りである。

Ｐ１　長径0.43ｍ　短径0.41ｍ　深さ0.66ｍ

Ｐ２　長径0.25ｍ　短径0.18ｍ　深さ0.40ｍ

Ｐ３　長径0.50ｍ　短径0.36ｍ　深さ0.64ｍ

Ｐ４　長径0.33ｍ　短径0.31ｍ　深さ0.39ｍ

柱間の距離はＰ１・Ｐ４間が1.87ｍ、Ｐ４・Ｐ３間が2.38

ｍ、Ｐ３・Ｐ２間が2.08ｍである。

竈　調査区域内で竈は検出されなかった。

貯蔵穴　調査区域内で貯蔵穴は検出されなかった。

壁際溝　調査区域内の三面の壁沿いに幅0.08 ～ 0.18ｍ、

深さ0.01 ～ 0.11ｍほどの壁際溝を検出した。

床面小溝　床面で北壁沿いに床面小溝２条を検出した。

主柱穴Ｐ３から西壁方向に掘られた小溝をYK １、Ｐ４

から西壁方向に掘られた小溝をYK ２とする。各小溝の

規模は下記の通りである。

YK １　幅0.33 ～ 0.60ｍ、長さ0.74ｍ、深さ0.07ｍ

YK ２　幅0.38 ～ 0.63ｍ、長さ1.08ｍ、深さ0.21ｍ

部の一角に焼土・炭化物が集中する地点があり、厚さ0.05

ｍの焼土・炭化物層が床面直上に堆積していた。

床面は平坦であった。

周堤　明瞭な周堤盛土層を検出できなかった。

上屋構造・壁構造　上屋および壁の構造に関わる調査所

見は得られなかった。

柱穴　床面で柱穴は検出されなかった。

竈　調査区域内では竈は検出されなかった。

貯蔵穴　調査区域内では貯蔵穴は検出されなかった。

壁際溝　調査区域内では壁際溝は検出されなかった。

床面小溝　調査区域内では床面小溝は検出されなかっ

た。

掘方　床面から0.15 ～ 0.30ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム塊を多量に混じる灰黄褐色土で充填

されていた。掘方面は全体に凹凸が著しく、鋤先と推定

される掘削工具痕跡も検出された。

床下土坑　掘方面では、定型化した土坑状の掘り込みを

検出しなかった。

周堤下面遺構　明確な周堤盛土が確認できなかったこと

から、周堤直下の遺構検出調査は実施しなかった。

遺物と出土状況　遺物は南壁際に集中して出土した。土

師器杯（第518図２・３）は床面直上で出土した。そのほか、

埋土中から土師器破片８点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。竪穴埋土の上位に火山堆積物がほぼ水平で一次堆

積していた。噴火前に竪穴のほとんどが埋まっていた竪

穴建物である。

２区16号竪穴建物

（第519 ～ 521図　PL.321 ～ 323・523）

位置　Ｘ＝57477 ～ 57486・Ｙ＝-75478 ～ -75485

重複　無し。

平面形　東半分が調査区域外となり、全形は不明である

が、南北および西壁の状況から、ほぼ正方形と推定され

る。

規模　南北長7.61ｍ　東西長（5.73）ｍ　最大壁高0.93ｍ

床面積　計測不能　　　西壁方位　Ｎ－14°－Ｗ

検出・埋没状況　S1を掘り下げていく過程で、S1が緩や

かに落ち込む地点を検出した。土層観察をしながら掘り

下げたところ、竪穴建物の埋土および輪郭を検出した。

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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掘方　床面から0.07 ～ 0.16ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム粒を混じる暗褐色土で充填されてい

た。掘方面はほぼ平坦であったが、Ｐ４の周辺等がやや

掘り窪められていた。南西部の地割れ痕跡は掘方面で、

より明確に確認できた。

　また、掘方面で北壁沿いに３条の床面小溝を検出した。

主柱穴Ｐ１から西壁方向に掘られた小溝をYK ３、Ｐ１

から北壁方向に掘られた小溝をYK ４、それより２ｍ東

側で並行して掘られた小溝をYK ５とする。床面で検出

された２条と掘方面で検出された３条の小溝は壁方向に

第519図　２区16号竪穴建物平断面図

第4章　調査された遺構と遺物
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２区16号竪穴建物P １　C-C′
１　黒褐色土（10YR3/2）ロームを少量含み、しまりなし。

２区16号竪穴建物P ３　D-D′
１　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒を20％含み、軟弱。

２区16号竪穴建物P ４　E-E′　
１　黒褐色土（10YR3/2）ローム粒を30％含む。（掘方埋土）
２　黒褐色土（10YR2/2）粘性なく軟弱。柱痕とみられる。
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平行しており、規格的な配置をもつ構造的な機能をもつ

と推定される。各小溝の規模は下記の通りである。

YK ３　幅0.20 ～ 0.30ｍ、長さ0.98ｍ、深さ0.08ｍ

YK ４　幅0.25 ～ 0.31ｍ、長さ1.34ｍ、深さ0.11ｍ

YK ５　幅0.22 ～ 0.30ｍ、長さ（1.13）ｍ、深さ0.11ｍ

床下土坑　掘方面では、定型化した土坑状の掘り込みを

検出しなかった。

周堤下面遺構　明確な周堤盛土が確認できなかったこと

から、周堤直下の遺構検出調査は実施しなかった。

遺物と出土状況　遺物は比較的少なく散在していた。西

壁近くには土師器杯（第521図１）が北東部壁際床面直上

で、南西隅では土師器高杯（６）が床面上48cmで出土し

第520図　２区16号竪穴建物断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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２区16号竪穴建物A-A′・B-B′
１　表土　Hr-FPを50％含む耕作土。
２　Hr-FP
３　黒褐色土（10YR2/2）Hr-FAを基層とした砂質の旧表土層。
４　Hr-FA（S7）
５　Hr-FA（S3）
６　Hr-FA（S2）
７　Hr-FA（S1）
８　黒褐色土（10YR3/2）炭化物を30％含む。やや粘質土。（4号遺構埋没土）
９　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒を5％含む。
10　暗褐色土（10YR3/3）ローム粒を30％含み、ロームブロックを10％含む。
11　暗褐色土（10YR3/3）指頭大のロームブロックを50％含む。
12　黒褐色土（10YR3/1）指頭大のロームブロックを20％含む。
13　黒褐色土（10YR3/1）ローム粒を5％含む。
14　黒褐色土（10YR3/2）指頭大のロームブロックを20％含み、軟弱。
15　黒褐色土（10YR3/3）ローム粒を10％含み、軟弱。
16　黒色土（10YR2/1）ロームをわずかに含み、軟弱。
17　褐色土（10YR4/4）ロームを主体とする貼床層、硬くしまっている。
18　暗褐色土（10YR2/3）ローム粒を10％含み、掘り方埋土。
19　黒褐色土（10YR2/2）ロームブロックを30％含み、軟弱。（P2）
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た。また臼玉（７）が南東隅床面上３cm、臼玉（８）が西

壁近く埋土中で出土した。

　また、床面直上で赤色顔料が出土したが、試料採取お

よび分析調査は実施しなかった。そのほか、埋土中から

土師器破片714点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。竪穴埋土の上位に火山堆積物がほぼ水平で一次堆

積していた。噴火前に竪穴のほとんどが埋まっていた竪

穴建物である。

第521図　２区16号竪穴建物掘方平面図・出土遺物図
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２区17号竪穴建物

（第522 ～ 531図　PL.324 ～ 329・525・526）

位置　Ｘ＝57471 ～ 57481・Ｙ＝-75484 ～ -75494

重複　無し。　　　　　　　　　平面形　ほぼ正方形

規模　長軸9.00ｍ　短軸8.52ｍ　最大壁高1.05ｍ　

床面積　54.50㎡　　　主軸方位　Ｎ－77°－Ｅ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を掘り下げていく過程

で、S1が緩やかに大きく落ち込む凹地を検出した。土層

断面観察をしながら掘り下げたところ火山堆積物の下位

から、竪穴建物を検出した。S1直下では竪穴はほとんど

埋没しており、周堤盛土は北壁沿いで若干検出されたに

とどまる。本竪穴建物も工事計画に伴って、北部が平成

26年度、南側が平成28年度の発掘調査となった。したがっ

て、写真・図面はそれぞれの調査年度で別々に記録され

ている。報告にあたり、図面は合成した。

　竪穴内は、ローム粒・焼土粒・炭化物粒を含む黒褐色

土が堆積していた。埋土各層の間には部分的に黄褐色粘

質土の薄層が見られた。そのうち、本竪穴建物北西隅に

は、埋土15層・16層にあたる焼土粒・炭化物粒・黄褐色

粘質土塊を含む暗褐色土内に、多量の炭化種実と土器破

片が集中して出土した。臼玉２点（第522図10・11）、蛇

紋岩製の管玉１点（９）もこの遺物群に含まれていた。

　炭化種実は種同定の結果、スモモ60点、モモ53点、ナ

シ属３点、オニグルミ１点、クリ５点、ハンノキ属３点

が同定された。土師器破片は54点が出土したが、杯や甕

等８点を図示した。（第522図）　竪穴建物の竈や床面で

出土した土師器とほとんど時間差のない土器群と考えら

れる。竪穴埋没過程で種実や土師器破片、少量の玉類が

廃絶された竪穴建物の凹地に投棄されたものと推定される。

　本竪穴南半部の埋土には、埋没後の地割れが北西から

南東方向に数条残されていた。地割れは床面および掘方

面まで及んでいた。したがって床面は地割れによって壊

されて凹凸が著しく、数cmの段差になっているところ

もあった。

　床面には竈前から東壁沿いと、北西隅に集中して焼土・

灰・黄白色粘土が広がっており、炭化材も残されていた。

そのうち１点を樹種同定したところ、クリと同定された。

周堤　S1直下では竪穴建物の北側と南側に緩やかな高ま

りが残されていた。調査で土層を確認したところ、南壁

沿いに厚さ0.10ｍほどの周堤盛土（10層）を確認した。

上屋構造・壁構造　竈前等の床面近くで炭化材の破片が

出土したが、上屋構造および壁構造についての具体的な

調査所見は得られなかった。

柱穴　柱穴Ｐ１～Ｐ８が床面で検出された。その位置と

深さから、主柱穴はＰ１・Ｐ３・Ｐ８・Ｐ６と推定され

る。その各辺のほぼ中央にＰ４・Ｐ２・Ｐ７・Ｐ５が配

され、全体で８本柱穴の建物となっている。柱穴の規模

は下記の通りである。（Ｐ１から柱筋順）

Ｐ１　長径0.34ｍ　短径0.33ｍ　深さ0.60ｍ

Ｐ３　長径0.31ｍ　短径0.25ｍ　深さ0.62ｍ

Ｐ８　長径0.42ｍ　短径0.36ｍ　深さ0.66ｍ

Ｐ６　長径0.32ｍ　短径0.21ｍ　深さ0.70ｍ

Ｐ４　長径0.43ｍ　短径0.38ｍ　深さ0.39ｍ

Ｐ２　長径0.36ｍ　短径0.31ｍ　深さ0.53ｍ

Ｐ７　長径0.30ｍ　短径0.27ｍ　深さ0.51ｍ

Ｐ５　長径0.27ｍ　短径0.23ｍ　深さ0.45ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ４間が2.56ｍ、Ｐ４・Ｐ３間が

2.18ｍ、Ｐ３・Ｐ２間が2.04ｍ、Ｐ２・Ｐ８間が2.68ｍ、

Ｐ８・Ｐ７間が2.15ｍ、Ｐ７・Ｐ６間が2.67ｍ、Ｐ６・

Ｐ５間が2.57ｍ、Ｐ５・Ｐ１間が2.18ｍである。北辺中

央Ｐ４と南辺中央のＰ７は対応する位置にあるが、西辺

中央Ｐ２がＰ３・Ｐ８の柱筋からはずれ、北側にもやや

偏っていることから、東辺中央Ｐ５とは若干ずれがある。

竈　東壁中央よりやや南側に竈が敷設されていた。残存

する竈の規模は確認長2.05ｍ、屋外長0.68ｍ、燃焼部長

1.08ｍ、焚口幅0.48ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が

左0.96ｍ、右1.17ｍの長さで屋内に張り出しその基部が

残存していた。

　本竪穴の竈は天井部の構築材として組まれていた角礫

の一部が残存していたことから、崩落していなかったと

見られる。明瞭な燃焼部天井の焼土の堆積が確認されて

いないが、礫と焼土の間には黒褐色土が流入し、礫の周

囲の粘質黄褐色土が落ち込んでいた。袖先端から煙道部

にかけて、左右とも角礫が並び芯として据えられていた。

竈燃焼部の中央には細長い角礫が立てられており、支脚

として機能していた。

　竈周辺には土器が集中して出土した。竈袖左脇床面直

上には土師器甕（第530図52）の破片が散在していた。ま

た東壁寄りでは完形の有孔鉢（45）が床面直上で出土し

た。竈右脇には須恵器杯（第529図27）が床面直上で出土

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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ら北壁方向にやや斜位に掘られたものをYK １、Ｐ８か

ら西壁方向に掘られたものをYK ２とする。各小溝の規

模は下記の通りである。

YK １　幅0.25ｍ　長さ0.96ｍ、深さ0.05 ～ 0.10ｍ

YK ２　幅0.28ｍ、長さ0.98ｍ、深さ0.14ｍ

掘方　床面から0.03 ～ 0.15ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方は少量のローム粒、微量の焼土・炭化物粒を

含む灰黄褐色土で充填されていた。掘方面では南半部に

前述した地割れ痕跡がさらに顕著に確認された。北壁沿

いがやや深く掘り込まれていた。また、Ｐ３からの西壁

方向に掘られた床面小溝（YK ３）を検出した。幅0.20 ～

0.25ｍ　長さ0.96ｍ、深さ0.08 ～ 0.10ｍである。

した。

貯蔵穴　竪穴南東隅の竈右側に長軸1.10ｍ、短軸0.92ｍ、

底面までの深さ0.62ｍのやや隅丸正方形の貯蔵穴が検出

された。

　貯蔵穴内は下半部はローム粒を含む黒褐色土で、上半

部はローム塊を含む黒褐色土で埋まっていた。貯蔵穴と

東壁の間には土師器甕（第530図50・53）が床面直上で出

土した。また北縁床面直上で土師器杯（20）が出土した。

壁際溝　南東隅にＬ字状に壁際溝が検出された。幅0.27

～ 0.41ｍ、深さ0.10 ～ 0.14ｍで、東壁沿いは長さ1.2ｍ、

南壁沿いは1.6ｍである。

床面小溝　床面で２条の床面小溝が検出された。Ｐ１か

第523図　２区17号竪穴建物遺物出土状態図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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２区17号竪穴建物A-A′
１　Hr-FA（S1）
２　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒を微量含む。一部に黄褐色土の変色が見られ、しまり弱い。
３　暗褐色土（10YR3/2）ロームを少量含む。焼土・炭化物を微量含み、しまり弱い。
４　灰黄褐色土（10YR4/2）焼土・炭化物を少量含む。明黄褐色土粒を微量含み、しまり弱い。
５　暗灰黄色土（2.5Y4/2）ロームを少量含む。焼土・炭化物を微量含み、しまりあり。
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２区17号竪穴建物P ２　I-I′
１　黒褐色土（7.5YR3/1）ロームを微量含み、しまりなし。

２区17号竪穴建物P ３　H-H′
１　黒褐色土（10YR3/2）ロームを多量に含み、しまりなし。

２区17号竪穴建物P ４　G-G′
１　黒褐色土（7.5YR3/1）ロームを微量含み、しまりなし。
２　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを微量含み、しまり弱い。

２区17号竪穴建物P ５～ P ７　J-J′～ L-L′
１　黒褐色土（10YR3/3）ローム粒を５％含み、しまりに乏しく軟弱。

２区17号竪穴建物B-B′
１　黒褐色土（10YR2/3）褐色土・白色粒子を30％含み、炭化物をわずかに含む。
２　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒を20％含み、粘性に乏しくさらさらしている。
３　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒を10％含み、やや粘質。
４　黒褐色土（10YR3/1）しまりのある層で、ブロック状に構成される。
５　黒色土（10YR2/1）ローム粒を15％含み、粘性を持ちしまっている。
６　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒を５％含み、軟弱。
７　黒色土（10YR2/1）ローム粒を５％含み、軟弱。
８　黒褐色土（10YR2/3）ローム粒を５％含み、軟弱。
９　黒褐色土（10YR2/3）ローム粒を15％含み、焼土を少量含む。
10　黒褐色土（10YR3/1）ローム粒を５％含み、粘性のある層。周堤部。
11　黒褐色土（10YR2/2）白色粒子を30％含み、貼床層。硬質でしまっている。
12　黒褐色土（10YR3/3）白色粒子を10％含み、粘性を持ちしまっている。（掘方埋土）
13　Hr-FA（S1）
14　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒を微量含む。一部に黄褐色土の変色が見られ、しまり弱い。
15　暗褐色土（10YR3/2）ロームを少量含む。焼土・炭化物を微量含み、しまり弱い。
16　灰黄褐色土（10YR4/2）焼土・炭化物を少量含む。明黄褐色土粒を微量含み、しまり弱い。
17　暗灰黄色土（2.5Y4/2）ロームを少量含む。焼土・炭化物を微量含み、しまりあり。

２区17号竪穴建物貯蔵穴M-M′
１　黒褐色土（10YR3/3）指頭大のロームブロック、黒色土ブロックを含む。
２　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒を５％含み、しまりに乏しく軟弱。
３　黒褐色土（10YR2/3）ローム粒を10％含み、しまりに乏しく軟弱。

２区17号竪穴建物P １　F-F′
１　黒褐色土（7.5YR3/1）ロームを多量に含み、しまりなし。
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２区17号竪穴建物竃C-C′～ E-E′
１　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒を５％含み、軟弱。
２　にぶい赤褐色土（５YR4/4）焼土を主体、灰を混入。
３　暗褐色土（10YR3/3）黄褐色土を50％含む。
４　黒褐色土（10YR3/2）黄褐色土粒を10％含む。
５　黒褐色土（10YR2/2）黄褐色土を５％含む。
６　黄褐色土（10YR5/6）粘質土。（竃構築材崩落土）
７　にぶい赤褐色土（５YR4/4）焼土を主体、灰を混入。
８　黒褐色土（10YR2/2）焼土、ローム粒を10％含み、やや粘質。
９　黒褐色土（10YR2/2）ロームをわずかに含み、やや粘質。
10　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒、黒色土を10％含み、ややしまりあり。
11　黒褐色土（10YR2/2）粘質土、竃構築材崩落土。
12　黒褐色土（10YR2/2）焼土、ローム粒を50％含み。（貼床層）
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床下土坑　掘方中央やや南側、Ｐ７の北側で床下Ｐ１を

検出した。規模は長径0.37ｍ　短径0.36ｍ　深さ0.51ｍ

で、柱穴状の掘り込みであるが、床面の柱穴の柱筋には

のらない。

周堤下面遺構　周堤盛土は一部で検出されたにとどまっ

たので、周堤下面遺構の検出は実施できなかった。

遺物と出土状況　遺物は前述のように、南東隅の埋土中

と、竈・貯蔵穴周辺に集中して出土した。また、南壁沿

いにも東寄りで滑石臼玉２点（第531図54・55）、土師器

杯（21）、赤色顔料が床面で出土した。本赤色顔料につい

ては分析試料採取ができなかった。南西隅では10個の棒

状礫が床面直上および数cm浮いた状態で出土し、その

下位で土師器杯（第529図22・23）と土師器甕（第530図51）

が床面直上で出土した。また剣形石製模造品 （第531図

56）が西壁付近床面直上、北部埋土中から剣形石製模造

品（57）が出土した。さらに北西隅床面直上からは両関と

推定される鉄製刀子（58）が出土した。本刀子は砥ぎ減り

が著しく使い込まれている。

　また、竈左側の壁沿いから出土した土師器有孔鉢（第

530図45）の中にあった土砂を洗浄し、残された植物遺体

等の種同定を実施したところ、アカザ属の炭化種実、サ

クラ属、クワ属、モミ属、コナラ属コナラ節、樹皮、イ

ネ科草本、広葉樹の炭化材破片と、ネザサ節型、チマキ

ザサ節型、ミヤコザサ節型、キビ族、やや多くのウシク

サ族の植物珪酸体が検出された。また、竈脇東壁際から

出土した土師器杯（第530図14）内の土砂中にあった炭化

材はヒノキと同定された。さらに実測していないが竈埋

土中から出土した土師器破片に付着していた土砂からは

イネ科の植物珪酸体が検出された。これらの植物が何ら

かの形で竪穴内で利用されていたのであろう。

　そのほか、埋土中から土師器破片1599点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。８本主柱穴の大型竪穴建物である。竪穴建物内に

残された植物遺体の分析で成果を出すことができた。ま

た、竈燃焼部から煙道部にかけての天井部がそのまま残

されており、竈の構造を記録することができた。

第527図　２区17号竪穴建物竈掘方平面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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第529図　２区17号竪穴建物出土遺物図（１）
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第530図　２区17号竪穴建物出土遺物図（２）
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０ ５㎝２:３

２区18号竪穴建物

（第532 ～ 535図　PL.330・331・526・527）

位置　Ｘ＝57468 ～ 57471・Ｙ＝-75501 ～ -75503

重複　２区49号土坑と２区43号ピットに後出する。

平面形　西半分が後世の撹乱で大きく削られており、全

形は不明であるが、方形と推定される。

規模　長軸3.10ｍ　短軸（1.94）ｍ　最大壁高0.89ｍ　

床面積　計測不能　　　主軸方位　Ｎ－75°－Ｅ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を掘り下げていく過程

で、S1が緩やかに大きく落ち込む凹地を検出した。土層

断面観察をしながら掘り下げたところ火山堆積物の下位

から、竪穴建物を検出した。S1直下では竪穴はほとんど

埋没していた。

　西半分は後世の撹乱で大きく削られており、遺構面は

記録できなかった。

　竪穴内は、ローム粒・焼土粒・炭化物粒を含む黒褐色

土が堆積していた。竪穴中央部の埋土中層にはローム塊

が多量に含まれる暗褐色土（３層）が堆積しており、炭化

材が下位の５層にかけて残されていた。竈前の炭化材１

点について樹種同定したところモモと同定された。

周堤　明確な周堤盛土は確認されなかった。

上屋構造・壁構造　竈前等の床面近くで炭化材が出土し

た。北壁方向から内部に向かって出土した比較的長い炭

化材は垂木の可能性がある。壁構造についての具体的な

調査所見は得られなかった。

柱穴　柱穴Ｐ１～Ｐ３を床面で検出したが、Ｐ１・Ｐ２

は浅いことから柱穴とは考えにくい。Ｐ３は深いので柱

穴の可能性は高いが、北壁沿いに対応する柱穴を確認す

ることはできなかった。ピット状遺構および柱穴のそれ

ぞれの規模は下記の通りである。

Ｐ１　長径0.43ｍ　短径0.33ｍ　深さ0.13ｍ

Ｐ２　長径0.45ｍ　短径（0.22）ｍ　深さ0.12ｍ

Ｐ３　長径0.38ｍ　短径0.34ｍ　深さ0.44ｍ

柱間の距離はＰ１・Ｐ２間は2.10ｍである。

竈　東壁中央よりやや北側に竈が敷設されていた。残存

する竈の規模は確認長1.49ｍ、屋外長0.73ｍ、燃焼部長

0.75ｍ、焚口幅0.37ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が

左0.69ｍ、右0.63ｍの長さで屋内に張り出しその基部が

残存していた。竈前には大型の角礫や亜角礫が８個床面

直上で出土しているが、竈の構築材としてあったと推定

第531図　２区17号竪穴建物出土遺物図（３）

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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が上位の甕下半部は潰れていた。この甕と袖先端の角礫

の間には土師器杯（２）も粘土内に入れられていた。竈燃

焼部の中央には細長い角礫が立てられており、支脚とし

て機能していた。

　竈燃焼部内には土師器杯（第534図６）が、右袖脇には

土師器小型甕（13）がほぼ完形で出土した。また竈前には

下半部の欠損した土師器甕（第535図16）が逆位で床面直

上で出土した。

貯蔵穴　竪穴南東部の竈右側に長軸0.56ｍ、短軸0.50ｍ、

される。上記の炭化材はこれらの上位にのるような状況

で出土した。

　袖先端には粘土の中に角礫が芯として据えられてお

り、それをつなぐように細長い角礫が残されていた。こ

れが焚口の上部の構築材となっていたと推定される。さ

らに燃焼部側面の袖粘土材の中には土器が芯として入れ

られていた。左袖内には土師器甕（第535図18）が逆位で

立てられており、右袖内には土師器甕（17）が逆位で立て

られていた。右の甕は構築時か、崩落時かは不明である

第532図　２区18号竪穴建物平断面図

第4章　調査された遺構と遺物
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２区18号竪穴建物A-A′・B-B′
１　Hr-FA（S1）
２　黒褐色土（10YR3/1）焼土・炭化物を微量含む。
３　暗褐色土（10YR3/3）ロームブロック・焼土・炭化物を微量含む。
４　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒を微量含む。
５　暗褐色土（10YR3/4）白色軽石を微量含む。
６　黒褐色土（7.5YR3/1）ロームを微量含む。
７　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームブロックを少量含む。

２区18号竪穴建物貯蔵穴E-E′
１　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒・小ブロック・焼土を少量含み、しまりなし。
２区18号竪穴建物P １　F-F′
１　黒褐色土（10YR3/1）ローム・焼土を少量含む。炭化物を微量含み、しまり弱い。
２　明黄褐色土（2.5Y7/6）黒褐色土・白色軽石を微量含み、しまり弱い。
３　灰黄褐色土（10YR4/2）ローム・炭化物を微量含み、しまり弱い。
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に壁に沿った小溝が検出された。幅0.15 ～ 0.20ｍ　長

さ1.86ｍ、深さ0.04 ～ 0.08ｍである。小溝は床面の貯

蔵穴とＰ３を貫く位置にあたる。

床下土坑　掘方面では、定型化した土坑状の掘り込みを

検出しなかった。

周堤下面遺構　周堤盛土は検出されなかったので、周堤

下面遺構の検出は実施できなかった。

遺物と出土状況　遺物は前述のように、竈・貯蔵穴周辺

に集中して出土した。図示した須恵器蓋（第534図14）は

埋土からの出土である。

　そのほか、埋土中から土師器破片129点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。本竪穴建物の竈の袖の中央部に土器が埋置されて

いたのは類例の少ない事例であった。

底面までの深さ0.39ｍのほぼ円形の貯蔵穴が検出され

た。貯蔵穴内は明黄褐色土の粒および小塊・焼土を含む

黒褐色土で埋まっていた。貯蔵穴と東壁の間には土師器

壺（第534図15）が床面直上で出土した。また貯蔵穴から

南壁沿いには、土師器杯（第534図１・３・７・11）、小

型甕（12）が床面直上で出土した。

壁際溝　北東隅から北壁沿いにＬ字状に壁際溝が検出さ

れた。幅0.10 ～ 0.20ｍ、深さ0.11ｍで、東壁沿いは長

さ0.42ｍ、北壁沿いは0.90ｍである。

床面小溝　床面で床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.10 ～ 0.22ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム塊を含む灰黄褐色土で充填されてい

た。掘方面では北東部がやや深く掘り込まれていた。鋤

鍬状の掘削痕跡も確認できた。また、南壁の0.38ｍ内側

第533図　２区18号竪穴建物竈平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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２区18号竪穴建物竃C-C′・D-D′
１　黒褐色土（10YR3/1）ロームを多量に含み、しまりなし。
２　黒褐色土（7.5YR3/1）明黄褐色土粒を微量含み、しまりなし。
３　明黄褐色土（10YR6/6）黒褐色土・白色軽石を微量含み、しまりなし。
４　明黄褐色土（10YR6/8）焼土・黒褐色土を少量含み、しまりなし。
５　灰黄褐色土（10YR4/2）焼土を少量含む。ロームを微量含み、しまりなし。
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第534図　２区18号竪穴建物出土遺物図（１）

第4章　調査された遺構と遺物
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第535図　２区18号竪穴建物出土遺物図（２）

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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　南側の大半は調査区域外となったため、遺構面は記録

できなかった。

　竪穴内は、明黄褐色土粒・白色軽石・焼土粒を含む黒

褐色土が堆積していた。床面は平坦で、中央部やや北側

に焼土塊が残されていた。

周堤　明確な周堤盛土は確認されなかった。

上屋構造・壁構造　上屋構造および壁構造についての具

体的な調査所見は得られなかった。

柱穴　調査区域内では柱穴は検出されなかった。

竈　東壁に竈が敷設されていた。竈のほぼ中央に調査区

境があり、竈北半の調査にとどまった。残存する竈の規

模は確認長1.00ｍ、屋外長0.40ｍ、燃焼部長推定0.60ｍ、

焚口幅推定0.46ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が左

２区19号竪穴建物

（第536・537図　PL.332・528）

位置　Ｘ＝57468 ～ 57470・Ｙ＝-75508 ～ -75513

重複　無し。　　　　　　　　平面形　南部の大半が調

査区域外となり、北東隅も後世の撹乱で削られており、

全形は不明であるが、方形と推定される。

規模　長軸（4.49）ｍ　短軸（2.20）ｍ　最大壁高0.76ｍ　

床面積　計測不能　　　主軸方位　Ｎ－85°－Ｅ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を掘り下げていく過程

で、S1が緩やかに大きく落ち込む凹地を検出した。土層

断面観察をしながら掘り下げたところS1の下位から、竪

穴建物を検出した。S1直下では竪穴はほとんど埋没して

いた。

第536図　２区19号竪穴建物平断面図

第4章　調査された遺構と遺物

700

２区19号竪穴建物A-A′・B-B′
１　黒褐色土（10YR3/1）明赤褐色土粒・白色軽石を微量含む。
２　黒褐色土（10YR3/2）焼土・白色軽石を微量含む。
３　黒褐色土（2.5Y3/1）明黄褐色土を微量含む。
４　黒褐色土（2.5Y3/1）明黄褐色土・褐灰色土を多量に含み、焼土を微量含む。
５　明黄褐色土（10YR7/6）褐灰色土を多量に含み、焼土・炭化物を微量含む。
６　灰黄褐色土（10YR4/2）焼土・炭化物を少量含む。
７　橙色焼土（2.5YR7/8）炭化物・灰を少量含む。
８　黒褐色土（10YR3/1）白色軽石を微量含む。
９　灰黄褐色土（10YR4/2）ローム・焼土を微量含む。



０ 10㎝１:３

0.62ｍの長さで屋内に張り出しその基部が残存していた。

　左袖先端には粘土の中に角礫が芯として据えられてお

り、もう一石奥の角礫も残存していた。袖の粘土構築材

を除去すると袖全体に礫が芯として据えられていた。さ

らに煙道部には板石が両側に立てられており、その上に

渡すような状態で角礫３～４個が出土した。調査できた

範囲内では支脚は確認できなかった。

　竈左袖前には土師器杯（第537図２）が、また竈近くに

は土師器甕（８）が床面に潰れた状態で出土した。

貯蔵穴　調査区域内では貯蔵穴は検出されなかった。

壁際溝　調査区域内では壁際溝は検出されなかった。

床面小溝　調査区域内では床面小溝は検出されなかっ

た。

掘方　床面から0.02 ～ 0.15ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム・焼土粒を含む灰黄褐色土で充填さ

れていた。掘方面もほぼ平坦であった。

床下土坑　掘方面では、定型化した土坑状の掘り込みを

検出しなかった。

周堤下面遺構　周堤盛土は検出されなかったので、周堤

下面遺構の検出は実施できなかった。

遺物と出土状況　遺物は竈周辺のほか、北西部床面直上

で土師器杯（第537図１・３・４）が出土した。杯内に堆

積していた土砂について洗浄し、炭化種実等を調査した

が同定可能な試料は得られなかった。図示した須恵器甕

破片（６・７）は埋土からの出土である。そのほか、埋土

中からの出土遺物はなかった。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。

第537図　２区19号竪穴建物出土遺物図
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２区20号竪穴建物

（第538 ～ 540図　PL.333 ～ 335・528）

位置　Ｘ＝57474 ～ 57479・Ｙ＝-75511 ～ -75514

重複　無し。　　　　　　　　平面形　東部の大半が後

世の撹乱で削られており、全形は不明であるが、正方形

と推定される。

規模　長軸3.70ｍ　短軸（3.56）ｍ　最大壁高0.73ｍ　

床面積　計測不能　　　主軸方位　Ｎ－137°－Ｗ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を掘り下げていく過程

で、S1が緩やかに大きく落ち込む凹地を検出した。土層

断面観察をしながら掘り下げたところS1の下位から、竪

穴建物を検出した。S1直下では竪穴はほとんど埋没して

いた。

　東側の大半は調査区域外となったため、遺構面は記録

できなかった。

　竪穴内は、明黄褐色土粒を含む暗褐色土、明黄褐色土

粒・焼土・焼土粒を含む黒褐色土が堆積していた。床面

は平坦で、中央部床面直上には炭化材が規則的な位置を

保つような状況で出土した。Ｐ１とＰ２をつなぐような

形で出土した炭化材のサンプルを樹種調査したところ、

クリと同定された。

周堤　明確な周堤盛土は確認されなかった。

上屋構造・壁構造　床面直上で複数の炭化材が出土した。

位置と出土状況を撮影して記録とした。Ｐ１とＰ２をつ

なぐ位置に出土した長い炭化材は梁桁の可能性があり、

そこから北西壁に向かって３方向に伸びる炭化材は柱あ

るいは垂木の可能性がある。

柱穴　柱穴Ｐ１・Ｐ２が床面で検出された。その位置と

第538図　２区20号竪穴建物平断面図

第4章　調査された遺構と遺物
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２区20号竪穴建物A-A′
１　Hr-FA（S1）
２　暗褐色土（10YR3/3）明黄褐色土粒を微量含む。黄褐色土の変色が一部に見

られ、しまり弱い。
３　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒・焼土・炭化物を微量含み、しまり弱い。
４　灰黄褐色土（10YR4/2）明黄褐色土粒・ブロック・焼土・炭化物を少量含み、

しまり弱い。
５　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒を微量含み、しまり弱い。
６　にぶい黄褐色土（10YR4/3）底部に焼土、炭化物を多量に含む。
７　灰黄褐色土（10YR5/2）ロームを少量含み、しまりあり。

２区20号竪穴建物貯蔵穴D-D′
１　黒褐色土（10YR3/2）ロームブロックを少量含む。焼土・炭化物を微

量含み、しまり弱い。
２　灰黄褐色土（10YR4/2）焼土を微量含み、しまりなし。

２区20号竪穴建物P １　E-E′
１　灰黄褐色土（10YR4/2）ローム粒を多量に含み、しまりなし。

２区20号竪穴建物P ２　F-F′
１　黒褐色土（10YR3/1）ローム小ブロックを微量含み、しまり弱い。
２　灰黄褐色土（10YR4/2）ローム小ブロックを少量含み、しまり弱い。
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深さから、主柱穴と推定される。柱穴の規模は下記の通

りである。

Ｐ１　長径0.24ｍ　短径0.21ｍ　深さ0.51ｍ

Ｐ２　長径0.35ｍ　短径0.31ｍ　深さ0.47ｍ

柱間の距離はＰ１・Ｐ２間は1.50ｍである。

竈　南西壁中央やや南寄りに竈が敷設されていた。残存

する竈の規模は確認長0.94ｍ、屋外長0.30ｍ、燃焼部長

0.69ｍ、焚口幅0.37ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が

左0.74ｍ、右0.64ｍの長さで屋内に張り出しその基部が

残存していた。

　左袖奥半部と右袖全体には粘土の中に角礫が芯として

据えられており、袖の粘土構築材を除去すると袖部に礫

が据えられていた状況が明らかになった。本竈には燃焼

部に支脚の礫は据えられていなかった。

　燃焼部焚口には土師器杯（第540図10）の中に土師器甕

（17）の破片が載せられていた。

貯蔵穴　竪穴南東部、竈左側に長軸0.42ｍ、短軸0.41ｍ、

底面までの深さ0.38ｍの円形の貯蔵穴が検出された。貯

蔵穴内の上半部はローム塊・焼土・炭化物を含む黒褐色

土で、下半部は焼土粒を含む灰黄褐色土で埋まっていた。

ほぼ底面直上で土師器杯４個（第540図４・７・９・11）

が重なって出土した。

壁際溝　調査区域では壁際溝は検出されなかった。

床面小溝　調査区域では床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.08 ～ 0.12ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方は焼土・炭化物を含むにぶい黄褐色土、ロー

ム粒を含む灰黄褐色土で充填されていた。掘方面もほぼ

平坦であったが、竈部分はやや深く掘り込まれていた。。

床下土坑　掘方面では、定型化した土坑状の掘り込みを

検出しなかった。

周堤下面遺構　周堤盛土は検出されなかったので、周堤

下面遺構の検出は実施できなかった。

遺物と出土状況　遺物は竈・貯蔵穴周辺のほか、北西隅

で土師器甕（第540図14）が床面から18cm浮いた状態で出

土した。また中央部に出土した長い炭化材の上から土師

器甕（13）が出土した。

第539図　２区20号竪穴建物竈平断面図
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２区20号竪穴建物竃B-B′・C-C′
１　黒褐色土（10YR3/1）ローム・焼土を微量含み、しまり弱い。
２　黒褐色土（10YR3/2）ロームを多量に含み、しまり弱い。
３　黒褐色土（10YR2/2）ローム・焼土を少量含み、しまり弱い。
４　明黄褐色土（10YR6/6）灰黄褐色土・焼土・炭化物を少量含み、しまり弱い。
５　黄橙色焼土（7.5YR7/8）褐灰色土灰・ロームを少量含み、しまりなし。
６　灰黄褐色土（10YR4/2）焼土・炭化物を多量に含み、灰を少量含む。
７　黒褐色土（10YR3/2）焼土・炭化物を微量含む。
８　黒褐色土（10YR3/1）焼土を微量含む。
９　黒褐色土（10YR3/1）焼土粒・粘土粒を含む。



０ 10㎝１:３

　そのほか、埋土中から土師器破片302点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。

第540図　２区20号竪穴建物出土遺物図
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ていた。長径0.63ｍ　短径0.61ｍ　深さ0.25ｍで、確認

時には周囲に炭化物の薄層が確認された。埋土にも焼土・

炭化物を含んでいた。Ｐ６は南壁中央の壁から0.60ｍほ

ど内側の位置に掘られていた。貯蔵穴の並びにあり、床

面から0.05 ～ 0.09ｍ高い段上である。ローム粒・焼土

を含む黒褐色土、ロームを含む灰黄褐色土で埋まってい

た。

竈　西壁中央やや南寄りに竈が敷設されていた。残存す

る竈の規模は確認長1.74ｍ、屋外長0.40ｍ、燃焼部長1.42

ｍ、焚口幅0.35ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が左1.39

ｍ、右1.29ｍの長さで屋内に張り出しその基部が残存し

ていた。

　両袖とも構築粘土の全体に角礫が芯として据えられて

おり、その礫面が竈内面として機能していた。また、燃

焼部から煙道部にかけての天井部に３石が並んで残され

ており、崩落前の竈の構造が明らかになった。本竈燃焼

部には支脚礫は無かったが、燃焼部左側に土師器高杯（第

545図27）が逆位で出土しており、支脚として機能してい

た可能性がある。

　燃焼部手前には、崩落した焼土および黄色粘土内に多

くの土師器破片が集中して出土した。竈で使用された煮

沸具である土師器小型甕（第545図36）や甕（39・43）が出

土した。竈前からは甕（33）が床面直上で出土した。竈右

脇には土師器甕（47）や杯（24）が、左脇には土師器杯（９）

が床面直上で出土した。

貯蔵穴　竪穴南西部、竈左側に長径0.84ｍ、短径0.61

ｍ、底面までの深さ0.84ｍの楕円形の貯蔵穴が検出され

た。貯蔵穴の周囲は、東西1.38ｍ、南北1.04ｍの方形に

区切られ、床面から0.08 ～ 0.10ｍ掘り下げられていた。

貯蔵穴はその方形区画内の中央ではなく、北東部に偏っ

て位置していた。貯蔵穴底面は長軸0.33ｍ、短軸0.18ｍ

ほどの長方形に掘りすぼめられていた。貯蔵内はローム

粒を含む黒褐色土で埋まっており、底面から0.05ｍほど

浮いた位置で土師器杯２点（第544図２・５）と小型甕（第

545図35）が出土した。また、貯蔵穴周囲の方形区画から

は土師器杯（３・14）、北東隅には炭化種実スモモ１点が、

東縁からは土師器杯（12・18）が床面近くで出土した。

壁際溝　竈左側の西壁沿いを除く、壁沿いに壁際溝を検

出した。幅は0.18～0.22ｍ、深さは0.11～0.17ｍである。

床面小溝　床面では床面小溝は検出されなかった。

２区21号竪穴建物

（第541 ～ 547図　PL.335 ～ 340・529 ～ 531）

位置　Ｘ＝57487 ～ 57493・Ｙ＝-75843 ～ -75490

重複　２区50号土坑に後出する。　平面形　ほぼ正方形

規模　長軸5.80ｍ　短軸5.55ｍ　最大壁高1.06ｍ　

床面積　27.47㎡　　　主軸方位　Ｎ－101°－Ｗ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を掘り下げていく過程

で、S1がほぼ水平に緩やかに落ち込む凹地を検出した。

土層断面観察をしながら掘り下げたところS1の下位か

ら、竪穴建物埋土を検出した。S1直下では竪穴はほとん

ど埋没していた。

　竪穴内は、明黄褐色土粒を含む暗褐色土、明黄褐色土

粒・焼土・焼土粒を含む黒褐色土、明黄褐色土粒・塊・

焼土・炭化物を含む灰黄褐色土が堆積していた。床面は

貯蔵穴がある南西隅がやや高くなっていたほかはほぼ平

坦で、竈前はやや硬化していた。竈周辺および南東隅か

ら北西隅にかけての床面には、炭化材が多く出土した。

その一部、北西隅で対角線方向に出土した炭化材の樹種

を調査したところ、クリと同定された。

　また、南壁中央および西壁沿いには炭化物・焼土層が

顕著に広がっていた。炭化物と焼土の上下関係は明確で

ないが、一部に焼土が上位と確認できた部分もあった。

周堤　明確な周堤盛土は確認されなかった。

上屋構造・壁構造　床面直上で複数の炭化材が出土した。

位置と出土状況を撮影して記録とした。中央部には壁と

平行する位置に出土した炭化材や板状の炭化材、北西隅

には対角線上にのる炭化材等が検出されているが、上屋

構造にかかわる調査所見は得られなかった。

柱穴　床面でＰ１～Ｐ６を検出した。Ｐ１～Ｐ４はその

位置と深さから、主柱穴と推定される。Ｐ５・Ｐ６は柱

穴でない可能性があるが、調査では明らかにできなかっ

た。主柱穴の規模は下記の通りである。

Ｐ１　長径0.41ｍ　短径0.35ｍ　深さ0.63ｍ

Ｐ２　長径0.46ｍ　短径0.38ｍ　深さ0.40ｍ

Ｐ３　長径0.40ｍ　短径0.31ｍ　深さ0.72ｍ

Ｐ４　長径0.37ｍ　短径0.32ｍ　深さ0.60ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ２間は2.48ｍ、Ｐ２・Ｐ３間は

2.07ｍ、Ｐ３・Ｐ４間は2.58ｍ、Ｐ４・Ｐ１間は2.17ｍ

である。

　Ｐ５は北壁中央やや東寄りに壁に接する位置に掘られ

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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２区21号竪穴建物A-A′・B-B′
１　Hr-FA（S1）
２　暗褐色土（10YR3/3）明黄褐色土粒を微量含む。黄褐色土の変色が一部に見られ、しまり

弱い。
３　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒・焼土・炭化物を微量含み、しまり弱い。
４　灰黄褐色土（10YR4/2）明黄褐色土粒・ブロック・焼土・炭化物を少量含み、しまり弱い。
５　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒を微量含み、しまり弱い。
６　にぶい黄褐色土（10YR4/3）底部に焼土、炭化物を多量に含む。
７　灰黄褐色土（10YR5/2）ロームを少量含み、しまりあり。
８　黒褐色土（10YR3/2）ロームブロックを多量に含む。しまり弱。（床下土坑１）
９　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを少量含む。しまり弱。（床下土坑１）

２区21号竪穴建物貯蔵穴E-E′
１　黒褐色土（7.5YR3/1）ロームを微量含み、しまり

なし。
２　黒褐色土（2.5Y3/2）ロームを少量含み、しまりな

し。
２区21号竪穴建物P １　F-F′

１　黒褐色土（10YR3/2）焼土・炭化物を微量含み、し
まりなし。

２　暗灰黄色土（2.5Y4/2）ロームを微量含み、しまり
なし。

２区21号竪穴建物P ２　G-G′
１　黒褐色土（10YR3/2）焼土・炭化物を微量含み、し

まりなし。
２　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを微量含み、しまり

弱い。
２区21号竪穴建物P ３　H-H′

１　黒褐色土（10YR3/2）焼土・炭化物を微量含み、し
まりなし。

２　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを微量含み、しまり
弱い。

２区21号竪穴建物P ４　I-I′
１　黒褐色土（10YR3/2）焼土・炭化物を微量含み、し

まりなし。
２　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを微量含み、しまり

弱い。
２区21号竪穴建物P ５　J-J′

１　灰黄褐色土（10YR4/2）焼土・炭化物を少量含み、
しまりなし。

２　灰黄色土（2.5Y4/2）ロームを微量含み、しまりな
し。

２区21号竪穴建物P ６　K-K′
１　黒褐色土（10YR3/2）ローム・焼土を微量含み、し

まり弱い。
２　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを少量含み、しまり

弱い。
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掘方　床面から0.05 ～ 0.14ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム粒を含む灰黄褐色土で充填されてい

た。掘方面もほぼ平坦であったが、全体に掘削痕跡と推

定される小穴が検出された。竈部分では袖芯の礫の据え

方が検出された。

　また、掘方面で３条の床面小溝が検出された。東壁に

直交する２条の床面小溝を南側からYK １、YK ２、北壁

に直交する床面小溝をYK ３とする。その規模は下記の

通りである。YK ２はＰ１とＰ２を結ぶ線の延長線上に

あり、YK ３はＰ７のある北西隅の区画とＰ５のある範

囲を区切る位置にある。

YK １　幅0.17 ～ 0.31ｍ、長0.96ｍ、深0.04 ～ 0.08ｍ

YK ２　幅0.19 ～ 0.27ｍ、長0.74ｍ、深0.03 ～ 0.09ｍ

YK ３　幅0.17 ～ 0.31ｍ、長1.19ｍ、深0.07 ～ 0.10ｍ

床下土坑　掘方面で、Ｐ２の北東側で床下土坑１を検出

した。長径0.92ｍ、短径0.86ｍ、深さ0.29ｍのほぼ円形

の土坑で、断面形は箱形である。上層はローム塊を多量

に含む黒褐色土、下層はロームを少量含む灰黄褐色土で

埋まっていた。

　また、北西部でＰ７が検出された。長軸0.64ｍ、短軸

0.42ｍ　掘方面からの深さ0.52ｍの隅丸長方形である。

周堤下面遺構　周堤盛土は検出されなかったので、周堤

下面遺構の検出は実施できなかった。

遺物と出土状況　遺物は竈や貯蔵穴周辺に集中して出土

第542図　２区21号竪穴建物竈平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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２区21号竪穴建物竃C-C′・D-D′
１　黒褐色土（10YR3/1）ロームを多量に含み、しまり弱い。
２　黒褐色土（7.5YR3/1）ロームを多量に含み、しまりなし。
３　黒褐色土（10YR3/2）ロームを微量含み、しまりなし。
４　明黄褐色土（10YR6/6）焼土を多量に含み、しまりなし。
５　暗褐色土（10YR3/3）焼土・炭化物を少量含み、しまりなし。
６　橙色焼土（５YR7/8）灰を少量含み、しまり弱い。
７　黒褐色土（7.5YR3/2）焼土を微量含み、しまり弱い。
８　明黄褐色土（10YR6/6）焼土・灰黄褐色土を少量含む。
９　灰黄褐色土（10YR5/2）焼土・明黄褐色土を少量含む。
10　黒褐色土（10YR3/1）ローム小ブロックを少量含む。
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２区21号竪穴建物P ７　L-L′
１　黒褐色土（10YR3/2）ロームを多量に含

む。焼土を微量含み、しまりなし。
２　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを微量含

み、しまりなし。



０ 10㎝１:３

第544図　２区21号竪穴建物出土遺物図（１）
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第545図　２区21号竪穴建物出土遺物図（２）
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第546図　２区21号竪穴建物出土遺物図（３）
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０ 10㎝１:３

軸は北壁に平行し、直交するYK ２とYK ３による区画

内に位置する。またYK ３の西側にはＰ５と若干の掘り

込みをもつ焼土分布があり、南側には長軸0.78ｍ、短軸

0.70ｍの不定形な凹地が隣接して、焼土が残されていた。

周囲には金属探知機の反応があったが、鍛造剥片や鉄滓

等の出土はなかった。土坑や焼土痕跡等の存在は、何ら

かの生産活動に関わる遺構があった可能性を想起させる

が、調査では具体的に明らかにすることはできなかった。

した。竪穴東部には埋土中位で床面から0.30 ～ 0.40ｍ

浮いた状態で出土した土器が多かった。土師器杯（第544

図８）や甕（38）は床面直上で出土した。

　そのほか、埋土中から土師器破片942点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。

　掘方面で北壁沿いに検出された遺構群は床面小溝に区

切られた何らかの施設であった可能性がある。Ｐ７の長

第547図　２区21号竪穴建物出土遺物図（４）

第4章　調査された遺構と遺物
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５）が並ぶように床面直上で出土した。

貯蔵穴　貯蔵穴は検出されなかった。

壁際溝　北壁沿いと西壁沿いの２か所に壁際溝を検出し

た。北壁の壁際溝は幅0.11 ～ 0.17ｍ、長さ3.46ｍ、深

さ0.03 ～ 0.04ｍ、西壁の壁際溝は幅は0.05 ～ 0.15ｍ、

長さ1.55ｍと1.26ｍ、深さ0.02 ～ 0.06ｍである。

床面小溝　床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.03 ～ 0.12ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム粒を含む暗褐色土で充填されていた。

掘方面もほぼ平坦であった。

　また、掘方面では南壁沿いに２基のピットが検出され

た。柱穴というよりは土坑状の掘り込みであった。

Ｐ５　長径0.44ｍ、短径0.35ｍ、深さ0.13ｍ

Ｐ６　長径0.28ｍ、短径0.25ｍ、深さ0.16ｍ

南壁沿いには中央に、長径0.84ｍ、短径0.47ｍ、深さ0.04

ｍほどの楕円形の落ち込みが、Ｐ５・Ｐ６を結ぶ線上に

あり、何らかの機能を有していた可能性がある。

　さらに掘方面で、幅0.26 ～ 0.30ｍ、長さ2.00ｍ、深

さ0.02 ～ 0.03ｍの小溝を検出した。この小溝は西壁に

平行し、主柱穴Ｐ１とＰ２、Ｐ３とＰ４を結ぶ線を両端

としており、規格的な位置にある。

床下土坑　掘方面で、顕著な土坑状の掘り込みは検出さ

れなかった。

周堤下面遺構　周堤盛土は検出されなかったので、周堤

下面遺構の検出は実施できなかった。

遺物と出土状況　遺物は前述のように炉に集中して出土

した。そのうちの土師器杯（４）内に堆積した土壌の洗浄

調査を実施したところ、イヌタデ属Ａの炭化種実が検出

された。そのほか、埋土中から土師器破片567点が出土

した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。

　出土土器の様相から、本調査区で最も古い建物の１棟

と考えられる。炉は礫と粘土を用いており、壁に近い位

置に敷設されている。竈導入直前の炉の形態として重要

である。

２区22号竪穴建物

（第548 ～ 550図　PL.340 ～ 342・531・532）

位置　Ｘ＝57479 ～ 57483・Ｙ＝-75501 ～ -75506

重複　無し。　　　　　　　平面形　ほぼ正方形

規模　長軸4.62ｍ　短軸4.58ｍ　最大壁高0.19ｍ　

床面積　18.98㎡　　　主軸方位　Ｎ－90°－Ｅ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を土層断面観察をしな

がら掘り下げたところ、竪穴建物の輪郭を検出した。S1

直下では竪穴建物の輪郭は不鮮明で、遺構確認面を下げ

て確認した。

　竪穴内は、明黄褐色土粒・焼土・炭化物を含む暗褐色

土で埋まっていた。埋土中から炭化種実が出土したが、

スモモと同定された。床面は平坦で東壁ほぼ中央および

南東部に焼土が広がっており、中央部の焼土は礫を使用

した炉と判断した。

上屋構造・壁構造　上屋および壁構造ににかかわる調査

所見は得られなかった。

柱穴　床面でＰ１～Ｐ４を検出した。Ｐ１～Ｐ４はその

位置と深さから、主柱穴と推定される。主柱穴の規模は

下記の通りである。

Ｐ１　長径0.24ｍ　短径0.21ｍ　深さ0.48ｍ

Ｐ２　長径0.17ｍ　短径0.15ｍ　深さ0.17ｍ

Ｐ３　長径0.19ｍ　短径0.18ｍ　深さ0.27ｍ

Ｐ４　長径0.25ｍ　短径0.25ｍ　深さ0.45ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ２間は2.17ｍ、Ｐ２・Ｐ３間は

2.10ｍ、Ｐ３・Ｐ４間は2.35ｍ、Ｐ４・Ｐ１間は1.77ｍ

である。各辺の壁からの距離を考えると、Ｐ３の位置が

北に偏っている。

炉　東壁中央から内部に0.46ｍ入った位置に炉を検出し

た。亜角礫４個が炉を囲うようにＬ字形に立てられてお

り、平石１個が南側に倒れていた。Ｌ字に並んだ礫の内

部は厚さ0.07 ～ 0.10ｍの焼土層とその上に灰層が形成

されていた。並んだ礫の東側から南側には礫を囲むよう

に黄色粘土が盛り上げられていた。北側と西側には礫と

顕著な黄色粘土は残されていなかった。竈の焚口のよう

に開放されていた可能性もある。

　炉の周囲には土器が集中して出土した。炉の南側には

土師器甕（第550図16・17・18・19）、小型甕（15）、甑（13・

14）、杯（９）が床面直上で出土した。杯（８）はＰ１の埋

土上位で出土した。礫の東側には土師器杯（１・２・３・

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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第548図　２区22号竪穴建物平断面図

第4章　調査された遺構と遺物

714

２区22号竪穴建物A-A′・B-B′
１　暗褐色土（10YR3/3）明黄褐色土粒・焼土・炭化物を

微量含み、しまり弱い。
２　暗褐色土　ロームを微量含む。

２区22号竪穴建物炉C-C′
１　暗褐色土（10YR3/3）焼土・炭化物を少量含み、しま

り弱い。
２　灰黄褐色土（10YR4/2）焼土・炭化物を多量に含み、

しまりなし。
３　明黄褐色土（2.5Y7/6）暗褐色土を微量含み、しまり

弱い。
４　暗褐色土　ロームを微量含む。

２区22号竪穴建物P １　D-D′
１　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒・焼土を微量含み、

しまりなし。
２区22号竪穴建物P ２　E-E′

１　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒を微量含み、しま
りなし。

２区22号竪穴建物P ３　F-F′
１　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒・焼土を微量含み、

しまりなし。
２区22号竪穴建物P ４　G-G′

１　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒・焼土を微量含み、
しまりなし。

２　黒褐色土（10YR2/2）ロームを多量に含み、しまりな
し。

２区22号竪穴建物P ５　H-H′
１　黒褐色土（10YR3/2）焼土・炭化物・白色軽石を微量

含み、しまり弱い。
２区22号竪穴建物P ６　I-I′

１　黒褐色土（10YR3/2）焼土・炭化物・白色軽石を微量
含み、しまり弱い。



０ 10㎝１:３第549図　２区22号竪穴建物出土遺物図（１）
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第550図　２区22号竪穴建物出土遺物図（２）
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深さ0.02ｍである。

床面小溝　床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.04 ～ 0.16ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム粒を含む暗褐色土で充填されていた。

掘方面は、壁沿いが不定形にやや深く掘られていた。

床下土坑　掘方面で、顕著な土坑状の掘り込みは検出さ

れなかった。

周堤下面遺構　周堤盛土は検出されなかったので、周堤

下面遺構の検出は実施できなかった。

遺物と出土状況　遺物は全体に散在していた。西半部に

出土した土師器杯（第553図５・13）、鉢（11）と、南壁沿

いの硬化面東縁で出土した土師器杯（第553図６・７）と

鉢（12）を図示した。「葉ろう石」製管玉（第552図２）は北

東壁近く埋土中で出土した。紡輪（１）は北隅床面直上で

出土した。

　主柱穴Ｐ１上面にあった炭化材（炭SP １）はコナラ属

コナラ節、Ｐ３西側の炭化材（炭SP ２）はタケ亜科、東

壁沿いの炭化材（炭SP ３）はクワ属、Ｐ４脇の焼土内出

土炭化材（炭SP ４）はタケ亜科と同定された。また北東

壁際の焼土内から出土した炭化種実（SP ５～７）は、モ

モとスモモと同定された。

　そのほか、埋土中から土師器破片254点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。出土土器から、本調査区で最も古い建物群の１棟

と考えられる。積極的に炉とする遺構は検出されなかっ

たが、南壁沿いに焼土や炭化物が集中する地点があり、

壁と離れるタイプの竈があった可能性もある。南壁西半

部は２区17号竪穴建物が掘り込んでおり、詳細は不明で

ある。竈導入以前の竪穴建物と推定される。

　また、本竪穴建物は焼失家屋である。壁沿いの焼土は

いわゆる土屋根の焼けたものが落ちて堆積したものと推

定される。

２区23号竪穴建物

（第551 ～ 553図　PL.342 ～ 344・533）

位置　Ｘ＝57480 ～ 57486・Ｙ＝-75484 ～ -75491

重複　２区17号竪穴建物に先行する。

平面形　ほぼ正方形

規模　長軸5.58ｍ　短軸5.50ｍ　最大壁高0.56ｍ　

床面積　（27.18）㎡　　　主軸方位　Ｎ－32°－Ｗ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を土層断面観察をしな

がら掘り下げたところ、竪穴建物の輪郭を検出した。S1

直下では竪穴建物の輪郭は不鮮明で、遺構確認面を下げ

て確認した。

　竪穴内は、明黄褐色土粒・焼土・炭化物を含む黒褐色

土や炭化物・ローム・焼土を含む灰黄褐色土で埋まって

いた。埋土中から炭化種実が出土したが、スモモと同定

された。床面は平坦で炭化材が多く残されていた。また

壁沿いには焼土が残されていた。また、Ｐ４東部にも焼

土層および炭化物が集中して出土した。南壁中央部には

硬化面があった。

上屋構造・壁構造　竪穴内には炭化材の破片が多く出土

し、棟木や垂木の位置と推定されるところにも分布して

いたが、上屋構造・壁構造にかかわる具体的な調査所見

は得られなかった。

柱穴　床面でＰ１～Ｐ４を検出した。その位置と深さか

ら、主柱穴と推定される。各柱穴の規模は下記の通りで

ある。

Ｐ１　長径0.54ｍ　短径0.51ｍ　深さ0.40ｍ

Ｐ２　長径0.60ｍ　短径0.45ｍ　深さ0.42ｍ

Ｐ３　長径0.60ｍ　短径0.55ｍ　深さ0.42ｍ

Ｐ４　長径0.57ｍ　短径0.50ｍ　深さ0.49ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ２間は2.11ｍ、Ｐ２・Ｐ４間は

2.76ｍ、Ｐ４・Ｐ３間は2.22ｍ、Ｐ３・Ｐ１間は2.57ｍ

である。

炉　調査できた範囲の竪穴内で積極的に火処と断定でき

る施設は検出されなかった。Ｐ４東縁で確認した焼土層

および炭化物が集中した箇所が炉とも考えられたが、主

柱穴に隣接する位置であることから、炉と断定するには

至らなかった。

貯蔵穴　貯蔵穴は検出されなかった。

壁際溝　北壁と西壁の一部と、南壁東半部に壁際溝を検

出した。南壁の壁際溝は幅0.08 ～ 0.12ｍ、長さ1.73ｍ、

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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第551図　２区23号竪穴建物平断面図
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２区23号竪穴建物A-A′・B-B′
１　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒を少量含む。焼土・炭化物を微量含み、しまり弱い。
２　黒褐色土（10YR3/1）明黄褐色土粒・焼土・炭化物を微量含み、しまり弱い。
３　灰黄褐色土（10YR4/2）炭化物を少量含む。ローム・焼土を微量含み、しまり弱い。
４　明黄褐色粘質土（10YR6/6）白色軽石・灰黄褐色土を微量含む。
５　暗褐色土（10YR3/3）ロームを微量含む。
６　灰黄褐色土（10YR4/2）

２区23号竪穴建物炉C-C′・D-D′
１　にぶい黄褐色土（10YR4/3）焼土を多量に含む。炭化物を微量含み、しまり弱い。
２　灰黄褐色土（10YR4/2）ローム・炭化物を層状に多量に含む。焼土を微量含み、しまり弱い。

２区23号竪穴建物P １　E-E′
１　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒・焼土・炭化物を微量含み、しまりなし。
２　灰黄褐色土（10YR4/2）明黄褐色土粒を微量含み、しまり弱い。

２区23号竪穴建物P ２　F-F′
１　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒・焼土・炭化物を微量含み、しまりなし。
２　灰黄褐色土（10YR4/2）明黄褐色土粒を微量含み、しまり弱い。

２区23号竪穴建物P ３　G-G′
１　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒・焼土・炭化物を微量含み、しまりなし。
２　灰黄褐色土（10YR4/2）明黄褐色土粒を微量含み、しまり弱い。

２区23号竪穴建物P ４　H-H′
１　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒・焼土・炭化物を微量含み、しまりなし。
２　灰黄褐色土（10YR4/2）明黄褐色土粒を微量含み、しまり弱い。
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第552図　２区23号竪穴建物掘方平断面図・出土遺物図（１）
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第553図　２区23号竪穴建物出土遺物図（２）
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かった。

周堤　竪穴の西側と南側にS1直下面で周堤状の高まりが

検出されたが、本竪穴構築時の明瞭な周堤盛土層は検出

できなかった。

上屋構造・壁構造　床面直上で複数の炭化材が出土した。

位置と出土状況を撮影して記録とした。垂木等の破片と

推定される。壁構造にかかわる調査所見は得られなかっ

た。

柱穴　床面でＰ１・Ｐ２を検出した。その位置と深さか

ら、主柱穴と推定される。主柱穴の規模は下記の通りで

ある。

Ｐ１　長径0.48ｍ　短径0.36ｍ　深さ0.47ｍ

Ｐ２　長径0.50ｍ　短径（0.30）ｍ　深さ0.48ｍ

柱間の距離はＰ１・Ｐ２間は3.85ｍである。

竈　調査区域内では、竈は検出されなかった。

貯蔵穴　調査区域内では、貯蔵穴は検出されなかった。

壁際溝　西壁の北部で幅0.13 ～ 0.18ｍ、長さ3.56ｍ、

深さ0.01 ～ 0.03ｍの壁際溝を検出した。途切れて見え

る部分もあった。

床面小溝　西壁沿いに壁際溝を２条検出した。北側を

YK １、南側をYK ２とする。いずれも東端はＰ１・Ｐ２

２区24号竪穴建物

（第554 ～ 556図　PL.345・346・533）

位置　Ｘ＝57470 ～ 57478・Ｙ＝-75470 ～ -75475

重複　無し。　　　　　　平面形　中央から東部が調査

区域となり、全形は不明である。

規模　長軸7.48ｍ　短軸（4.49）ｍ　最大壁高1.07ｍ　

床面積　（13.87）㎡　　　西壁方位　Ｎ－７°－Ｗ

検出・埋没状況　S7・S3を掘り下げていく過程で、S3が

落ち込む凹地を検出した。土層断面観察をしながら掘り

下げたところS1の下位から、竪穴建物を検出した。掘り

下げ途中でS2上面・S1上面・S1直下面を精査したが、S1

直下では竪穴は凹地になっていた。

　竪穴内は、ローム粒を含む黒褐色土、ローム塊・焼土・

炭化物を含む黒褐色土で埋まっていた。床面上の10層に

は焼土・炭化物が含まれており、15層はローム粒を含む

黒褐色土で軟弱であった。その上に多くの炭化材が残さ

れていた（第554図C-C′）。12層のような焼土層も堆積し

ていた。本竪穴では炭化材の樹種同定は行っていない。

　また本竪穴には、埋没後に南東方向の地割れの跡が掘

方面にまで及んでいた。土層堆積を観察すると、地割れ

は段差となっており、ごく小規模な断層であることがわ

第554図　２区24号竪穴建物床面上炭化材平面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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２区24号竪穴建物C-C′（遺物）
１　黒褐色土　ローム粒をわずかに含み、しまりに乏しく軟弱。
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第555図　２区24号竪穴建物平断面図
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２区24号竪穴建物A-A′
１　表土　Hr-FPを50％含む耕作土。
１′ 攪乱層　Hr-FP軽石採掘及び表土形成時の掘削痕。
２　Hr-FP
３　黒褐色土（10YR2/2）Hr-FAを基層とした砂質の旧表土層。
４　Hr-FA（S7）　　５　Hr-FA（S3）　　６　Hr-FA（S2）　　７　Hr-FA（S1）
８　黒褐色土（10YR3/1）ローム粒を５％含む。
９　黒褐色土（10YR2/3）ローム粒、指頭大のロームブロックを10％含む。
10　黒褐色土（10YR2/3）ロームブロック・ローム粒・炭化物・焼土を30％含み、軟弱。
11　黒褐色土（10YR3/2）ローム粒を10％含み、炭化物・焼土もわずかに含む。
12　明褐色土（7.5YR5/6）焼土を主体とする層。
13　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒を50％含む。貼床層、硬質でしまっている。
14　黒色土（10YR2/1）ローム粒を５％含み、粘性を持つ。
15　黒褐色土（10YR3/1）ローム粒をわずかに含み、しまりに乏しく軟弱。
16　黒褐色土（10YR3/2）ローム粒・ロームブロックを30％含む。掘方埋土。
17　黒褐色土（10YR2/3）ローム粒をわずかに含む。軟弱、腐食した柱痕。（P ２）
18　黒褐色土（10YR3/2）ローム粒を30％含む柱穴埋土。（P ２）

２区24号竪穴建物P １ B-B′
１　黒褐色土（10YR3/1）やや硬くしまる柱穴埋土。
２　黒褐色土（10YR2/3）炭化物を含む軟弱な層、腐食した柱痕が含まれる。
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より東まで掘られていた。各壁際溝の規模は下記の通り

である。

YK １　幅0.20 ～ 0.26ｍ、長1.45ｍ、深0.08 ～ 0.09ｍ

YK ２　幅0.23 ～ 0.31ｍ、長1.47ｍ、深0.09 ～ 0.10ｍ

掘方　床面から0.05 ～ 0.10ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム塊・粒を含む黒褐色土で充填されて

いた。掘方面は前述したように地割れが達しており、床

面よりも顕著に溝状あるいは段状に凹凸が著しかった。

　また、掘方面で南壁沿いに３条の床面小溝が検出され

た。西からYK ３、YK ４、YK ５とする。いずれも南壁

に直交して掘られており、YK ３は主柱穴Ｐ１・Ｐ２を

結ぶ線上にのる。その規模は下記の通りである。

YK ３　幅0.25ｍ、長1.06ｍ、深0.11ｍ

YK ４　幅0.17ｍ、長0.90ｍ、深0.06 ～ 0.09ｍ

YK ５　幅0.20ｍ、長0.94ｍ、深0.11ｍ

床下土坑　掘方面で、土坑状の掘り込みを検出しなかっ

た。

周堤下面遺構　周堤盛土は検出されなかったので、周堤

下面遺構の検出は実施できなかった。

遺物と出土状況　遺物は南壁近くにまとまって少量が出

土した。土師器杯（第556図１・２）、土師器甕（５）は床

面直上で出土した。また臼玉（第556図６・７）がそれぞ

れ床面から13cm、４cm浮いた状態で出土した。

　そのほか、埋土中から土師器破片286点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。

炭化材の残存状況から消失建物と考えられる。規則的な

位置に床面小溝が掘られており、主柱穴列と壁の間の空

間に根太を据え、床を設えたことを想定させる。

第556図　２区24号竪穴建物出土遺物図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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掘り下げ途中でS2上面・S1上面・S1直下面を精査したが、

本竪穴内では遺構は検出されなかった。S1直下では竪穴

は凹地になっていた。

　竪穴内は、ローム粒を含む黒褐色土で埋まっていた。

床面は平坦で本竪穴では地割れは確認されなかった。

周堤　竪穴の西側から北側にかけてS1直下面で周堤状の

高まりが検出された。土層断面を確認したところ、13層

が本竪穴構築時の周堤盛土層と観察された。

上屋構造・壁構造　上屋構造・壁構造にかかわる調査所

見は得られなかった。

柱穴・竈・貯蔵穴・壁際溝・床面小溝　調査区域内では

２区25号竪穴建物

（第557図　PL.346）

位置　Ｘ＝57462 ～ 57465・Ｙ＝-75466 ～ -75468

重複　無し。　　　　　平面形　竪穴の大部分が調査区

域外となり北西隅のみの調査となって、全形は不明であ

る。

規模　長軸（3.07）ｍ　短軸（0.94）ｍ　最大壁高0.70ｍ　

床面積　（1.82）㎡　　　西壁方位　Ｎ－23°－Ｗ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げていく過程で、S1

が落ち込む凹地を検出した。土層断面観察をしながら掘

り下げたところS1下位から、竪穴建物埋土を検出した。

第557図　２区25号竪穴建物平断面図

第4章　調査された遺構と遺物
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２区25号竪穴建物A-A′・B-B′
１　表土　Hr-FPを50％含む耕作土。
２　Hr-FP
３　黒褐色土（10YR2/3）　Hr-FAを基層とした砂

質の旧表土層。
３′Hr-FAと黒褐色土小塊の混土。
４　Hr-FA（S7）
５　Hr-FA（S3）
６　Hr-FA（S ２）
７　Hr-FA（S1）
８　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒を10％含む黒ボ

ク土。
９　黒色土（10YR2/1）ローム粒、ロームブロック

を30％含む。
10　黒褐色土（10YR3/3）ロームを主体とする貼床

層、硬質でしまっている。
11　暗褐色土（10YR3/4）ロームブロックを30％含

む（掘方埋土）
12　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒を10％含む黒ボ

ク土。
13　暗褐色土（10YR3/3）ローム粒を40％含む周堤

盛土。
14　黒色土（10YR2/1）焼土粒、褐色粒子を含む黒

ボク土。
15　黒褐色土（10YR2/3）ローム粒を含み軟弱、木

根痕か。
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察をしながら掘り下げたところ、竪穴建物の輪郭と埋土

を検出した。S1直下では竪穴建物の輪郭は不鮮明で、遺

構確認面を下げて確認した。

　竪穴内は、上層はローム塊・粒を含む黒褐色土で埋まっ

ており、床面直上はローム粒・焼土塊・炭化物を多量に

含む黒褐色土が堆積していた。床面は平坦であったが、

調査区域内では硬化面は形成されていなかった。また、

本竪穴では地割れは確認されなかった。

周堤　周堤盛土は確認されなかった。

上屋構造・壁構造　上屋構造・壁構造にかかわる調査所

見は得られなかった。

柱穴・竈・貯蔵穴・壁際溝・床面小溝　調査区域内では

柱穴・竈・貯蔵穴・壁際溝・床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.04 ～ 0.14ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム粒を含む黒褐色土で充填されていた。

床下土坑　調査区域内では掘方面で土坑状の掘り込みは

検出されなかった。

周堤下面遺構　周堤盛土は検出されなかったので、周堤

下面遺構の検出は実施できなかった。

遺物と出土状況　図示可能な遺物は出土しなかった。埋

土中から土師器破片16点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。

柱穴・竈・貯蔵穴・壁際溝・床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.18 ～ 0.20ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム塊・粒を含む黒褐色土で充填されて

いた。床面の0.05 ～ 0.10ｍ下位にはローム塊主体の硬

質な黄褐色土層があるが、貼床の可能性もある。

床下土坑　掘方面で、不整形な浅い掘り込みを検出した

が、土坑状の掘り込みではなかった。

周堤下面遺構　周堤盛土下面遺構は検出されなかったの

で、周堤下面遺構の調査は実施できなかった。

遺物と出土状況　図示可能な遺物は出土しなかった。埋

土中から土師器破片57点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。

２区26号竪穴建物

（第558図　PL.346）

位置　Ｘ＝57466 ～ 57467・Ｙ＝-75492 ～ -75496

重複　無し。　　　　　平面形　竪穴の大部分が調査区

域外となり北壁沿いのみの調査となって、全形は不明で

ある。

規模　長軸3.56ｍ　短軸（0.50）ｍ　最大壁高0.65ｍ　

床面積　（1.40）㎡　　　北壁方位　Ｎ－82°－Ｅ

検出・埋没状況　火山堆積物下位の黒色土を土層断面観

第558図　２区26号竪穴建物平断面図
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２区26号竪穴建物A-A′
１　表土　Hr-FPを50％含み、耕作土。
２　Hr-FAを基層とした砂質の旧表土層。
３　Hr-FA（S7）
４　Hr-FA（S3）
５　Hr-FA（S2）
６　Hr-FA（S1）
７　黒褐色土（10YR3/1）ローム粒、炭化物を５％含み、やや粘性あ

り。
８　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒を10％含む。
９　黒褐色土（10YR2/3）ローム、焼土を10％含む。
10　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒を20％含み、焼土ブロック・炭化

物を含む。
11　黒褐色土（10YR2/3）ローム粒を５％含む掘方埋土、上面が床面

となるが硬化面は形成していない。
12　黒褐色土　夾雑物少ない。



　両袖とも黄色粘土で構築されており、袖内には芯の角

礫は据えられていなかった。竈を構築していた黄色粘土

は表面や袖の一部が崩れて、竈の周囲に広がって堆積し

ていたが、それを除去したところ全体形状が明らかに

なった。特に燃焼部から煙道部にかけての天井部には３

石の角礫が残されており、煙道部の天井部を構築してい

たと推定される。

　燃焼部から煙道天井部にかけての角礫は斜めに落ち込

んでおり、周囲の黄色粘土も塊状になって暗褐色土と混

じって堆積していた。天井部内面の焼土層は明確ではな

いが、煙道部東端の５層部分が最終煙道部と推定される。

煙道部の下層には焼土薄層塊を複数枚挟む黒褐色土（７

層）が堆積しており、崩落した煙道部天井の累積した堆

積層と推定される。

　燃焼部の天井部は灰層直上に焼土層が覆っていること

から、崩落したとみられる。燃焼部からは土師器破片が

灰面直上で出土したが、土師器甕（第561図７）、鉢（４）

を図示した。また、土師器小型甕（５）が煙道部から出土

した。

貯蔵穴　竪穴南東隅、竈右側に長径0.77ｍ、短径0.59

ｍ、底面までの深さ0.53ｍの隅丸方形の貯蔵穴が検出さ

れた。西縁に炭化材の破片が出土した。樹種同定は実施

しなかった。

　貯蔵内はローム粒を含む黒褐色土で埋まっていた。貯

蔵穴からの遺物出土はなかった。埋土上層で出土した土

師器破片が竈燃焼部で出土した土師器甕（第561図７）に

接合している。

壁際溝　壁際溝は検出されなかった。

床面小溝　床面では床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.09 ～ 0.12ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム粒を含む黒褐色土で充填されていた。

上層は硬化しており、ローム塊を多く含む貼床層が確認

できた。北壁沿いと西壁沿いがやや深く掘られていた。

掘方面には竪穴埋没後の地割れ痕が達しており、北西か

ら南東方向の細く深い小溝が竪穴全体に検出された。

また、掘方面北壁ほぼ中央で壁と直交する方向に床面小

溝１条（YK １）が検出された。幅0.16 ～ 0.32ｍ、長さ1.08

ｍ、深さ0.06 ～ 0.09ｍである。

床下土坑　掘方面で、貯蔵穴の北側で床下土坑（Ｐ６）を

検出した。長径0.65ｍ、短径0.55ｍ、深さ0.38ｍの楕円

２区27号竪穴建物

（第559 ～ 561図　PL.347 ～ 349・533）

位置　Ｘ＝57465 ～ 57471・Ｙ＝-75475 ～ -75481

重複　２区28号竪穴建物に後出する。

平面形　ほぼ正方形

規模　長軸4.93ｍ　短軸4.65ｍ　最大壁高0.60ｍ　

床面積　19.22㎡　　　主軸方位　Ｎ－80°－Ｅ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を土層断面観察をしな

がら掘り下げたところ、竪穴建物の輪郭を検出した。S1

直下では竪穴建物の輪郭は不鮮明で、遺構確認面を下げ

て確認した。

　竪穴内は、ローム塊を含む黒褐色土、ローム粒を含む

黒褐色土で埋まっていた。床面直上にはローム粒・焼土・

炭化物を含む黒褐色土が堆積していた。北壁沿いと南壁

沿いに炭化材が出土した。垂木の可能性がある。

　床面は北東部がやや高くなっており、貼床によって硬

化面が形成されていた。床面はやや凹凸が著しく、中央

部には北西から南東にかけて地割れ痕が２条顕著に確認

できた。地割れ痕はこの２条にとどまらず掘方面まで達

しており、床面では段差となっていた。

周堤　明確な周堤盛土は確認されなかった。

上屋構造・壁構造　床面直上で複数の炭化材が出土した。

位置と出土状況を撮影して記録とした。垂木の一部と推

定される。壁構造にかかわる調査所見はなかった

柱穴　床面でＰ１～Ｐ５を検出した。Ｐ１は柱穴ではな

く、貯蔵穴である。Ｐ２～Ｐ５はその位置と深さから、

主柱穴と推定される。主柱穴の規模は下記の通りである。

Ｐ２　長径0.28ｍ　短径0.21ｍ　深さ0.38ｍ

Ｐ３　長径0.25ｍ　短径0.24ｍ　深さ0.43ｍ

Ｐ４　長径0.27ｍ　短径0.24ｍ　深さ0.41ｍ

Ｐ５　長径0.18ｍ　短径0.18ｍ　深さ0.37ｍ

　柱間の距離はＰ２・Ｐ３間は2.16ｍ、Ｐ３・Ｐ４間は

1.71ｍ、Ｐ４・Ｐ５間は2.05ｍ、Ｐ５・Ｐ２間は1.78ｍ

である。

　いずれも柱痕跡は検出されなかった。

竈　東壁中央に竈が敷設されていた。残存する竈の規模

は確認長2.08ｍ、屋外長1.08ｍ、燃焼部長1.05ｍ、焚口

幅0.55ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が左1.08ｍ、右

0.92ｍの長さで屋内に張り出しその基部が残存してい

た。

第4章　調査された遺構と遺物
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形の土坑で、断面形は箱形である。上層はローム塊を多

量に含む黒褐色土、下層はローム粒を少量含む黒褐色土

で埋まっていた。

周堤下面遺構　周堤盛土は検出されなかったので、周堤

下面遺構の検出は実施できなかった。

遺物と出土状況　前述したように遺物は竈や貯蔵穴周辺

に集中して出土した。他に土師器杯（第561図１）が北東

部床面上12cmで出土した。そのほか、埋土中から土師

器破片419点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。

第559図　２区27号竪穴建物平断面図
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２区27号竪穴建物A-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）指頭大のロームブロックを30％含む。
２　黒褐色土（10YR3/1）ローム粒を20％含む。
３　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒を10％含む。
４　黒褐色土（10YR3/2）ローム粒、ロームブロックを20％含む。
５　黒褐色土（10YR3/1）ローム粒を５％含み軟弱。
６　黒褐色土（10YR3/2）ローム粒・焼土・炭化物を含み、やや粘性を持つ。
７　黒褐色土（10YR2/2）ロームを50％含む。貼床層、硬質でしまっている。
８　黒褐色土（10YR2/3）ローム粒を10％含む。（掘方埋土）

２区27号竪穴建物P １ D-D′
１　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒を５％含み軟弱。
２　黒褐色土（10YR2/3）ローム粒を５％含み、やや粘質。

２区27号竪穴建物P ２～ P ５　E-E′～ H-H′
１　黒褐色土（10YR2/2）ロームを10％含み軟弱。
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第560図　２区27号竪穴建物竈平断面図
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２区27号竪穴建物竃B-B′・C-C′
１　灰黄褐色土（10YR4/2）粘質土をブロック状に含む。
２　黒褐色土（10YR2/2）褐色粘土を15％含む。
３　黒褐色土（10YR2/3）褐色粘土を25％含む。
４　褐色土（10YR4/4）粘質土、焼土をブロック状に含む。
５　黒褐色土（10YR3/1）ローム粒、焼土を５％含む。
６　にぶい黄褐色土（10YR4/3）粘質土、部分的に被熱し赤化する。
７　黒褐色土（10YR2/3）焼土をブロック状に含み、軟弱。
８　黄褐色土（10YR5/6）粘質土による貼床層。
９　褐色土粘質土（10YR4/4）竃構築材。（袖部）
10　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒、焼土を20％含む。（掘方埋土）
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第561図　２区27号竪穴建物掘方平断面図・出土遺物図
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２区27号竪穴建物P ６ I-I′
１　黒褐色土（10YR2/2）指頭大のロームブロックを20％

含み軟弱。
２　黒褐色土（10YR3/1）ローム粒を５％含み軟弱。
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た。

　貯蔵内はローム粒・塊を含む黒褐色土で埋まっていた。

貯蔵穴からの遺物出土はなかったが、南東脇に土師器甑

（第564図９）が床面直上で出土した。

壁際溝　壁際溝は検出されなかった。

床面小溝　床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.10 ～ 0.18ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム粒を含む黒褐色土で充填されていた。

上層は硬化しており、竪穴南半部にはローム塊を多く含

む貼床層が確認できた。掘方面は平坦であったが、北壁

近くに掘方面まで達した地割れ痕が検出された。

　また、掘方面Ｐ１～Ｐ５を検出した。それぞれの規模

は下記の通りである。Ｐ１とＰ２は南北方向に並んでお

り、２本主柱穴の可能性がある。写真には写っているが、

Ｐ２～Ｐ５は図化記録ができなかった。

Ｐ１　長径0.31ｍ　短径0.27ｍ　深さ0.35ｍ

床下土坑　掘方面で、土坑状の掘り込みは検出されな

かった。

周堤下面遺構　周堤盛土は検出されなかったので、周堤

下面遺構の検出は実施できなかった。

遺物と出土状況　前述したように遺物は竈や貯蔵穴周辺

に集中して出土した。他に北西部で土師器杯（第564図３）

が床面上７cm、甕（10）が床面上９cmで出土した。また、

土師器杯（８）が南壁近く床面直上で出土した。

　そのほか、埋土中から土師器破片78点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。本遺跡では数少ない長方形竪穴建物の１棟である。

主柱穴は２本の可能性がある。

２区28号竪穴建物

（第562 ～ 564図　PL.349 ～ 351・533・534）

位置　Ｘ＝57470 ～ 57477・Ｙ＝-75477 ～ -75482

重複　２区27号竪穴建物に先行する。

平面形　長方形

規模　長軸6.08ｍ　短軸4.23ｍ　最大壁高0.39ｍ　

床面積　（22.16）㎡　　　主軸方位　Ｎ－65°－Ｅ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を土層断面観察をしな

がら掘り下げたところ、竪穴建物の輪郭を検出した。S1

直下では竪穴建物の輪郭は不鮮明で、遺構確認面を下げ

て確認した。竪穴内は、上層はローム粒を含む黒褐色土、

下層はローム粒・焼土・炭化物粒を含む黒褐色土で埋まっ

ていた。

　竈前から貯蔵穴周辺の床面は貼床によって硬化面が形

成されていたが、南北および西壁沿いは凹凸が著しく、

硬化していなかった。床面では顕著な地割れ痕は検出さ

れなかったが、掘方面では検出されており、床面での凹

凸となっていたと推定される。

周堤　明確な周堤盛土は確認されなかった。

上屋構造・壁構造　上屋構造・壁構造にかかわる調査所

見は得られなかった。

柱穴　床面では柱穴は検出されなかった。

竈　東壁中央に竈が敷設されていた。残存する竈の規模

は確認長1.54ｍ、屋外長0.55ｍ、燃焼部長0.95ｍ、焚口

幅0.39ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が左0.92ｍ、右

0.86ｍの長さで屋内に張り出しその基部が残存してい

た。

　両袖とも黄色粘土で構築されており、袖内には芯の角

礫は据えられていなかった。竈を構築していた黄色粘土

は、一部が崩れて竈の周囲に広がって堆積していたが、

それを除去したところ全体形状が明らかになった。特に

燃焼部から煙道部にかけての天井部の粘土の一部が残存

していた。

　竈燃焼部では、土師器鉢（第564図５）、杯（６）が灰面

直上で出土した。また、竈前で土師器杯（１・２・４）が、

竈左脇で土師器杯（７）が床面直上で出土した。燃焼部で

出土した土師器杯内にあった土壌の植物珪酸体分析を実

施したところ、ウシクサ族、棒状型の珪酸体を検出した。

貯蔵穴　竪穴南東隅、竈右側に長径0.92ｍ、短径0.68ｍ、

底面までの深さ0.54ｍの不整楕円形の貯蔵穴が検出され

第4章　調査された遺構と遺物
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第562図　２区28号竪穴建物平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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２区28号竪穴建物貯蔵穴E-E′
１　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒を５％含み

軟弱。
２　黒褐色土（10YR2/3）ローム粒・ロームブ

ロックを10％含み、焼土もわずかに含む。

２区28号竪穴建物A-A′
１　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒を10％含

む。
２　黒褐色土（10YR3/1）ローム粒を５％含

む。
３　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒、褐色土を

10％含み軟弱。
４　黒褐色土（10YR2/3）ローム粒・焼土・炭

化物を含む。
５　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒を50％含む

貼床層、硬質でしまっている。
６　黒褐色土（10YR2/3）ローム粒を10％含

む。（掘方埋土）
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第563図　２区28号竪穴建物竈平断面図
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２区28号竪穴建物竃B-B′・C-C′
１　黒褐色土（10YR2/2）焼土、褐色土を15％含み軟弱。
２　暗赤褐色土（10YR3/6）焼土層。
３　褐色土（10YR4/1）灰層。
４　黒褐色土（10YR3/2）焼土を５％含む。
５　黒褐色土（10YR3/2）ローム粒を10％含む。
６　褐色土（10YR4/4）粘質土、竃構築材。
７　褐色土（10YR4/4）粘質土、部分的に被熱による赤化が

ある。（竃構築材）
８　暗褐色土（10YR3/4）ロームを50％含み、硬質でしまっ

ている。（貼床層）
９　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒を10％含む。（掘方埋土）



０ 10㎝１:３

第564図　２区28号竪穴建物出土遺物図
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２区29号竪穴建物

（第565 ～ 567図　PL.351 ～ 353）

位置　Ｘ＝57477 ～ 57478・Ｙ＝-75475 ～ -75478

重複　無し。　平面形　北西部の大半が調査区域外と

なったため、全形は不明であるが、正方形と推定される。

規模　長軸3.99ｍ　短軸3.92ｍ　最大壁高0.25ｍ　

床面積　（9.97）㎡　　　主軸方位　Ｎ－78°－Ｅ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を土層断面観察をしな

がら掘り下げたところ、竪穴建物の輪郭を検出した。S1

直下では竪穴建物の輪郭は不鮮明で、遺構確認面を下げ

て確認した。竪穴内は、ローム粒を含む黒褐色土で埋まっ

ていた。下半部には焼土粒を含んでいた。

第565図　２区29号竪穴建物平断面図

第4章　調査された遺構と遺物
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２区29号竪穴建物A-A′
１　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒を10％含む。
２　黒褐色土（10YR2/3）ローム粒を15％含み軟弱。
３　黒褐色土（10YR3/1）ローム粒を10％含み、焼土をわずかに含む。
４　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒を10％含む。焼土・炭化物もわずかに含み、上面が部

分的に硬化し床面を形成する。（掘方埋土）

２区29号竪穴建物P １ E-E′
１　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒を10％含み、ややし

まっている。
２　黒褐色土（10YR2/3）ローム粒・焼土を30％含み、

やや粘性あり。

２区29号竪穴建物P ２ F-F′
１　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒を５％含む。
２　黒褐色土（10YR3/1）しまりに乏しく軟弱、柱痕とみられる。 ２区29号竪穴建物P ３～ P ５　G-G′～ I-I′

１　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒を10％含む。
２　黒褐色土（10YR3/1）しまりに乏しく軟弱、柱痕とみられる。
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やや左側には角礫が１個埋められており、支脚として機

能していたと推定される。

　竈出土の遺物は少なかったが、竈右脇から土師器甕（第

566図２）が床面直上で出土した。

貯蔵穴　竪穴南東隅、竈右側に長径0.90ｍ、短径0.87

ｍ、底面までの深さ0.41ｍの不整円形の貯蔵穴が検出さ

れた。貯蔵内はローム粒・焼土を含む黒褐色土で埋まっ

ていた。貯蔵穴埋土中から土師器杯（第566図１）が出土

した。

壁際溝　壁際溝は検出されなかった。

床面小溝　床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.02 ～ 0.09ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方はローム粒を含む黒褐色土で充填されていた。

上層は硬化しており、貼床層が確認できた。掘方面は平

坦であった。

床下土坑　掘方面で、土坑状の掘り込みは検出されな

かった。

周堤下面遺構　周堤盛土は検出されなかったので、周堤

下面遺構の検出は実施できなかった。

遺物と出土状況　前述したように遺物は少なく、竈や貯

蔵穴で出土した。そのほか、埋土中から土師器破片13点

が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。南壁西端で検出したＰ２は本竪穴建物に後出する。

本竪穴建物に伴う遺構ではないが、ともに調査した。Ｐ

２の規模は長径0.44ｍ　短径0.42ｍ　深さ0.21ｍである。

　竈前から貯蔵穴周辺の床面は貼床によって硬化面が形

成されていたが、南北および西壁沿いは凹凸が著しく、

硬化していなかった。床面では顕著な地割れ痕は検出さ

れなかったが、掘方面では検出されており、床面での凹

凸となっていたと推定される。

周堤　明確な周堤盛土は確認されなかった。

上屋構造・壁構造　上屋構造・壁構造にかかわる調査所

見はなかった

柱穴　床面で、Ｐ３～Ｐ５の主柱穴を検出した。なお、

Ｐ１は貯蔵穴、Ｐ２は重複する別遺構である。

北西隅の主柱穴は調査区域外のため、未検出となった。

各柱穴の規模は下記の通りである。

Ｐ３　長径0.14ｍ　短径0.13ｍ　深さ0.58ｍ

Ｐ４　長径0.16ｍ　短径0.14ｍ　深さ0.26ｍ

Ｐ５　長径0.14ｍ　短径0.13ｍ　深さ0.61ｍ

　柱間の距離はＰ３・Ｐ４間は1.65ｍ、Ｐ３・Ｐ５間は

1.68ｍである。

竈　東壁中央に竈が敷設されていた。残存する竈の規模

は確認長1.18ｍ、屋外長0.26ｍ、燃焼部長0.76ｍ、焚口

幅0.45ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が左1.00ｍ、右

0.98ｍの長さで屋内に張り出しその基部が残存してい

た。両袖とも黄色粘土で構築されており、袖先端には角

礫が１個ずつ芯に据えられていた。

竈を構築していた黄色粘土は、一部が崩れて竈の内部や

周囲に広がって堆積していたが、それを除去したところ

全体形状が明らかになった。特に燃焼部から煙道部にか

けての天井部の粘土の一部が残存していた。燃焼部中央

第566図　２区29号竪穴建物出土遺物図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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第567図　２区29号竪穴建物竈平断面図
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２区29号竪穴建物竃B-B′・C-C′
１　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒・焼土を10％含み、軟弱。
２　褐色土（10YR4/4）粘質土、部分的に被熱による赤化がある。（竃

構築材）
３　黒褐色土（10YR3/2）ローム粒・焼土を30％含み、軟弱。
４　黒褐色土（10YR2/3）焼土を50％ブロック状に含む。
５　黒褐色土（10YR2/3）ローム・焼土を30％含む。
６　褐色粘質土（10YR4/4）黒褐色土をブロック状に含み、焼土40％

混入する。
７　黒褐色土（10YR2/3）ローム粒・焼土・褐色土を10％含む。
８　黒褐色土（10YR3/2）ロームを30％含む。（貼床層）
９　黒褐色土（10YR3/1）焼土・褐色土を10％含む。
10　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒を10％含み、焼土・炭化物もわず

かに含む。（掘方埋土）
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竈　南西隅に竈が敷設されていたと推定した。個々に残

されていたのは、焚口を構築していたとみられる袖の礫

とそれに架けられた細長い礫で、それらを芯として黄色

粘土で竈が構築されていたと推定される。

　燃焼部内には土師器甕（第569図７）を中心として、東

側に甑（９）、西側に甕（５）と甑（８）が並んで残されてい

た。中央の甕（７）は正立していたが、その下位には支脚

礫があり、底部を貫いている状態であった。竈の規模は

手前の焚口の石から壁際の焼土までで長さ0.64ｍ、焚口

の幅は石の長さからして0.44ｍ前後と推定される。

貯蔵穴・壁際溝・床面小溝　調査区域内では貯蔵穴・壁

際溝・床面小溝は検出されなかった。

掘方　調査区域が狭かったために、掘方の確認が明瞭に

できなかった。

遺物と出土状況　前述したように遺物は竈に集中して出

土した。他に南壁沿いで、土師器小型甕（第569図４・６）

が床面近くで、小型甕（３）が埋土中で出土した。また、

図示した土師器杯（１・２）は埋土中から出土した。

　そのほか、埋土中から土師器破片123点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。本報告では、南西隅の粘土・礫・土器群を竈とし

て判断し、竪穴建物として報告した。やや古手の土器が

残されており、竈導入期の火処として重要な遺構である。

２区７号遺構

（第568・569図　PL.353・534）

位置　Ｘ＝57477 ～ 57478・Ｙ＝-75475 ～ -75478

重複　無し。　　　　　形状　北側の大半が調査区域外

になり、南壁付近のみの調査になったため、全形は不明

である。

規模　長軸2.75ｍ　短軸（0.67）ｍ　最大壁高0.25ｍ　

床面積　（15.10）㎡　　　南壁方位　Ｎ－65°－Ｅ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を土層断面観察をしな

がら掘り下げたところ、遺構の輪郭を検出した。S1直下

では竪穴建物の輪郭は不鮮明で、遺構確認面を下げて確

認した。

　調査時には竪穴建物との確証はなかったが、南西隅の

土器と粘土・礫の出土状況は竈の可能性が高いと判断し、

小型の竪穴建物として報告する。遺構名称・番号は　調

査時のままとした。

　S1は水平に堆積しており、竪穴は火山灰降下時にはす

でに埋没していた。竪穴内は、ローム粒・炭化物粒を含

む黒褐色土で埋まっていた。

周堤　明確な周堤盛土は確認されなかった。

上屋構造・壁構造　上屋構造・壁構造にかかわる調査所

見は得られなかった。

柱穴　調査区域内では柱穴は検出されなかった。

第568図　２区７号遺構平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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２区７号遺構 A-A′
１　Hr-FA（S2）
２　Hr-FA（S1）
３　黒褐色土（10YR2/3）指頭大のブロックを 30％含む。
４　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒・炭化物を 20％含む。
５　黒褐色土（10YR3/2）ローム粒を 10％含む。
６　黒褐色土（10YR2/3）ローム粒を 10％含み、炭化物を 20％含む。
７　黒褐色土（10YR3/2）ローム粒を 10％含み軟弱。

８　黒褐色土（10YR3/1）ローム粒・焼土・炭化物を 20％含む。
９　黒褐色土（10YR3/3）黄褐色粘土ブロック・焼土を 50％含む。
10　黒褐色土（10YR3/1）ローム粒を５％含む。
11　黒褐色土（10YR3/1）ローム粒・白色粒をわずかに含む。
12　黒褐色土（10YR3/1）ローム粒を焼土粒・炭化物を 30％含む。
13　黒褐色土（10YR3/1）黄褐色粘土粒・焼土ブロックを 30％含む。
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（３）竪穴状遺構

２区１号竪穴状遺構

（第570図　PL.354）

位置　Ｘ＝57518 ～ 57521・Ｙ＝-75506 ～ -75508

重複　２区13号竪穴建物に後出し、２区１号竪穴建物に

先行する。　　　　　平面形　隅丸長方形

長軸方位　Ｎ－16°－Ｗ

規模　長軸2.77ｍ　短軸2.31　最大壁高0.84ｍ

検出・埋没状況　S1直下の遺構調査を実施した後、S1下

位の黒色土を徐々に掘り下げたところ、本遺構の輪郭を

検出した。埋土の観察から１号竪穴建物より古いと判断

されたことから、竪穴調査後に掘り下げた。

　ローム塊・粒を含む黒褐色土で埋まっていた。上層に

はローム塊を多く含む層位も確認された。底面は地割れ

痕が見られたが平坦に掘られていた。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片13点が出土し

た。いずれも小片のため実測・図示できなかった。

調査所見　大型の方形土坑である。S1降下時にはすでに

埋まっていた１号竪穴建物より古く、竈を敷設された13

号竪穴建物より新しい遺構である。定型的な遺構である

が、その用途は不明と言わざるを得ない。本区で検出さ

れた２区４号土坑や48号土坑と形態が類似している。

第570図　２区１号竪穴状遺構平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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２区１号竪穴状遺構A-A′・B-B′
１　黒褐色土（10YR3/1）ロームブロック・白色軽石を少量含む。
２　黒褐色土（10YR3/1）ロームブロックを多量に含む。
３　黒褐色土（10YR3/2）ロームブロック・白色軽石を微量含む。
４　黒褐色土（7.5YR3/1）ロームブロックを少量含む。
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る。長方形の建物と推定されるが、西辺中央の柱穴が未

検出であることから、桁行が西へさらに伸びる可能性も

ある。面積は9.76㎡である。

　各柱穴の規模および柱穴間距離は第32表の通りであ

る。各柱穴とも浅く、確認面も下がっているので、床面

の情報はない。また、上部構造や壁の構造に関する調査

所見は得られなかった。

床面　不明である。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　S1の下位の黒色土中で検出した。１区１号竪

穴建物に先行する掘立柱建物である。時期や構造が明確

な古墳時代の掘立柱建物の類例は少ないので、集落を考

える上で重要な遺構である。

（４）掘立柱建物

２区１号掘立柱建物

（第571図　PL.354）

位置　Ｘ＝57465 ～ 57470・Ｙ＝-75469 ～ -75474

主軸方位　Ｎ－31°－Ｅ　　　　　重複　無し。

検出・埋没状況　S1直下の遺構調査を実施した後、S1下

位の白色粒を含む暗褐色土、黒色土を徐々に掘り下げた

ところ、本掘立柱建物の柱穴の輪郭を検出した。柱穴埋

土は白色粒を少量含む粘質の黒色土、褐色土塊を含む黒

色土で、柱痕跡は観察されなかった。

　西辺中央の柱穴は未検出である。また、南東隅はＰ５

とＰ８が重複していた。新旧関係は不明である。

建物構造　現状で桁行２間×梁行２間（3.20×3.05ｍ）の

側柱建物である。東西および南北の柱間はほぼ一定であ

第571図　２区１号掘立柱建物平断面図

第4章　調査された遺構と遺物
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第32表　２区１号掘立柱建物柱穴計測表
建物全体規模 桁行２間×梁行２間 主軸方向 Ｎ－ 31°－Ｅ
桁・梁行の  柱穴 

No.
柱穴規模（ｍ） 柱痕跡規模（ｍ）

形状
柱間寸法

規模（ｍ） 長径 短径 深さ 直径 深さ （ｍ）

北面 3.20
Ｐ１ 0.27 0.25 0.29 － － 隅丸方形 P2 へ 1.48
Ｐ２ 0.26 0.23 0.20 － － 楕円形 P3 へ 1.72

東面 2.95 Ｐ３ 0.30 0.25 0.18 － － 楕円形 P4 へ 1.46
（P3-P8 は 2.78） Ｐ４ 0.31 0.29 0.17 － － 楕円形 P5 へ 1.50

南面 3.07
Ｐ５ 0.26 0.20 0.15 － － 楕円形 P6 へ 1.47
Ｐ６ 0.31 0.26 0.20 － － 楕円形 P7 へ 1.60

西面 2.84
Ｐ７ 0.27 0.26 0.21 － － 楕円形 P1 へ 2.84
Ｐ８ 0.23 （0.17） 0.15 － － 楕円形

２区１号掘立柱建物A-A′～ D-D′
１　黒色土（10YR2/1）ローム粒を５％含み軟弱。



長軸方位　Ｎ－３°－Ｗ

規模　長軸2.21ｍ　短軸1.08ｍ　深さ0.40ｍ

検出・埋没状況　S1直下の遺構調査を実施した後、S1下

位の黒色土を徐々に掘り下げたところ、本遺構の輪郭を

検出した。埋土の観察から２区６号竪穴建物より新しい

と判断された。土坑はローム塊を多量に含む黒色土で埋

まっていた。底面はやや凹凸が著しかった。断面形は箱

形である。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片２点が出土し

た。いずれも小片のため実測・図示できなかった。

調査所見　本区で検出された長方形土坑では中型であ

る。２区６号竪穴建物埋土を掘り込んで、なおかつS1降

下前には埋まっていた土坑である。土坑の機能は明確に

できなかった。

２区48号土坑（第572図　PL.355・535）

位置　Ｘ＝57478 ～ 57480・Ｙ＝-75494 ～ -75495

重複　無し。　　　平面形　隅丸長方形

長軸方位　Ｎ－0°－Ｅ

規模　長軸1.93ｍ　短軸1.14ｍ　深さ1.01ｍ

検出・埋没状況　S1直下の遺構調査を実施した後、S1下

位の黒色土を徐々に掘り下げたところ、本遺構の輪郭を

検出した。土坑は明黄褐色土粒・白色軽石・ローム塊を

含む黒色土・灰黄褐色土で埋まっていた。壁と底面はきっ

ちりと鋭角に掘られており、底面には細い工具痕が明瞭

に残っていた。南半部の一部には楕円形に深く掘られて

おり、ローム塊を含む暗灰黄色土で埋まっていた。断面

形は鋭角な箱形である。

遺物と出土状況　埋土中から須恵器高杯（第572図１）、

臼玉（２・３）が出土した。

調査所見　本区では大型の長方形土坑が複数検出されて

いるが、中でも鋭角に掘られている。特徴的な形態をも

つことから、特定の機能をもつと推定されるが、その機

能は明確にできなかった。

２区４号土坑（第572図　PL.355）

位置　Ｘ＝57498 ～ 57500・Ｙ＝-75495 ～ -75497

重複　２区５号土坑に近接するが新旧関係は不明。

平面形　隅丸長方形

長軸方位　Ｎ－13°－Ｗ

（５）土坑

①方形土坑

２区５号土坑（第572図　PL.354）

位置　Ｘ＝57498 ～ 57499・Ｙ＝-75494 ～ -75495

重複　２区４号土坑に後出する。平面形　隅丸長方形

長軸方位　Ｎ－55°－Ｅ

規模　長軸1.36ｍ　短軸0.67ｍ　深さ0.45ｍ

検出・埋没状況　S1直下の遺構調査を実施した後、S1下

位の黒色土を徐々に掘り下げたところ、本遺構の輪郭を

検出した。土坑は明黄褐色土粒を含む黒色土で埋まって

いた。底面は平坦で、断面形は箱形である。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片１点が出土し

た。小片のため実測・図示できなかった。

調査所見　本区で検出された長方形土坑では小型であ

る。土坑の機能は明確にできなかった。

２区６号土坑（第572図　PL.354）

位置　Ｘ＝57515 ～ 57517・Ｙ＝-75506 ～ -75508

重複　２区12号・13号竪穴建物に後出する。

平面形　隅丸長方形　　長軸方位　Ｎ－78°－Ｅ

規模　長軸1.82ｍ　短軸1.17ｍ　深さ1.05ｍ

検出・埋没状況　S1直下の遺構調査を実施した後、S1下

位の黒色土を徐々に掘り下げたところ、本遺構の輪郭を

検出した。埋土の観察から２区12号・13号竪穴建物より

新しいと判断された。土坑の上層はローム塊・白色軽石・

明黄褐色土粒を含む黒褐色土で、下層はローム塊を含む

暗褐色土で埋まっていた。上面には金属探知機反応が

あったが鍛冶関連の遺構・遺物は確認されなかった。底

面は凹凸が著しかったが、断面形は箱形である。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片６点が出土し

た。いずれも小片のため実測・図示できなかった。

調査所見　本区で検出された長方形土坑では中型であ

る。２区12号・13号竪穴建物埋土を掘り込んで、なおか

つS1降下前には埋まっていた土坑である。土坑の機能は

明確にできなかった。

２区２号土坑（第572図　PL.354）

位置　Ｘ＝57498 ～ 57499・Ｙ＝-75513 ～ -75515

重複　２区６号竪穴建物に後出する。

平面形　隅丸長方形

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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黒色土・暗褐色土で埋まっていた。底面は平坦で、断面

形は箱形である。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片３点が出土し

た。いずれも小片のため実測・図示できなかった。

規模　長軸2.24ｍ　短軸1.71ｍ　深さ0.51ｍ

検出・埋没状況　S1直下の遺構調査を実施した後、S1下

位の黒色土を徐々に掘り下げたところ、本遺構の輪郭を

検出した。土坑は明黄褐色土・白色軽石・炭化物を含む

２区５号土坑

２区２号土坑

２区48号土坑

２区６号土坑

２区４号土坑

第572図　２区５号・６号・２号・48号・４号土坑平断面図・出土遺物図
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２区５号土坑A-A′
１　黒褐色土（7.5YR3/1）明黄褐色土粒を

少量含む。
２　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒を微

量含む。
２区６号土坑A-A′

１　黒褐色土（7.5YR3/1）白色軽石を微量
含む。

２　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒・白
色軽石を少量含み、ロームブロックを微
量含む。

３　暗褐色土（10YR3/3）ロームブロックを
底部に少量含み、明黄褐色土粒・白色軽
石を微量含む。

２区２号土坑A-A′
１　黒褐色土（7.5YR3/1）ロームブロックを多量に含む。
２区48号土坑A-A′
１　黒褐色土（10YR3/1）明黄褐色土粒・白色軽石を少量含み、しまり弱い。
２　灰黄褐色土（10YR4/2）黒褐色土を少量含む。明黄褐色土粒・白色軽石を

微量含み、しまり弱い。
３　黒褐色土（10YR3/2）ロームを少量含み、しまり弱い。
４　暗灰黄色土（2.5Y4/2）ロームブロックを多量に含み、しまり弱い。

２区４号土坑A-A′
１　黒褐色土（7.5YR3/1）明黄褐色土粒・白色軽石を少量含む。
２　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒・白色軽石を微量含む。
３　暗褐色土（10YR3/3）明黄褐色土粒・炭化物を微量含む。

１

３２
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②円形・楕円形土坑

２区１号土坑（第573図　PL.355）

位置　Ｘ＝57495 ～ 57496・Ｙ＝-75489

重複　２区４号竪穴建物に先行する。

平面形　円形か楕円形と推定される。

規模　長軸0.63ｍ　短軸（0.32）ｍ　深さ0.29ｍ

検出・埋没状況　S1直下の遺構調査を実施した後、S1下

位の黒色土を徐々に掘り下げたところ、本遺構の輪郭を

検出した。埋土の観察から２区４号竪穴建物より古いと

判断された。土坑は明黄褐色土塊・粒を多量に含む灰黄

褐色土・黒褐色土で埋まっていた。底面は緩やかで、断

面形はＵ字形である。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片２点が出土し

た。いずれも小片のため実測・図示できなかった。

調査所見　土坑の機能は明確にできなかった。

２区７号土坑（第573図　PL.355）

位置　Ｘ＝57502 ～ 57503・Ｙ＝-75508 ～ -75509

重複　無し。　　　平面形　円形　

規模　直径0.77ｍ　深さ0.47ｍ

検出・埋没状況　S1直下の遺構調査を実施した後、S1下

位の黒色土を徐々に掘り下げたところ、本遺構の輪郭を

調査所見　本区で検出された長方形土坑では大型で、短

軸長がやや長い形態である。土坑の機能は明確にできな

かった。

２区３号土坑（第573図　PL.355）

位置　Ｘ＝57505 ～ 57507・Ｙ＝-75495 ～ -75498

重複　２区６号竪穴建物に後出する。

平面形　隅丸長方形

長軸方位　Ｎ－88°－Ｅ

規模　長軸2.79ｍ　短軸1.29ｍ　深さ0.54ｍ

検出・埋没状況　S1直下の遺構調査を実施した後、S1下

位の黒色土を徐々に掘り下げたところ、本遺構の輪郭を

検出した。埋土の観察から２区６号竪穴建物より新しい

と判断し、土坑はローム塊を多量に含む黒色土で埋まっ

ていた。底面はやや凹凸が著しかった。断面形は箱形で

ある。

遺物と出土状況　埋土中から土師器片69点が出土した。

いずれも小片のため実測・図示できなかった。

調査所見　本区で検出された長方形土坑では大型であ

る。２区６号竪穴建物埋土を掘り込んで、なおかつS1降

下前には埋まっていた土坑である。土坑の機能は明確に

できなかった。

２区３号土坑 ２区１号土坑 ２区７号土坑

第573図　２区３号・１号・７号土坑平断面図
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２区１号土坑A-A′
１　灰黄褐色土（10YR4/2）明黄褐色土粒を少量含む。
２　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒を多量に含み、橙色土粒を微

量含む。
３　黒褐色土（10YR3/2）ローム・橙色土粒を微量含む。

２区３号土坑A-A′
１　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームブロックを少量含み、炭化物・白色軽

石を微量含む。

２区７号土坑A-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）ロームブロック・明黄褐色土粒・白色軽石を微

量含む。
２　暗褐色土（10YR3/3）ロームブロックを少量含む。



検出した。土坑は炭化物を多量に含む黒褐色土で埋まっ

ていた。底面はやや凹凸が著しかった。断面形は箱形で

ある。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　土坑の機能は明確にできなかった。

２区47号土坑（第574図　PL.356）

位置　Ｘ＝57469 ～ 57470・Ｙ＝-75500 ～ -75501

重複　無し。　　　平面形　西半分の確認となったが、

楕円形と推定される。

長軸方位　Ｎ－75°－Ｅ

規模　長軸（0.75）ｍ　短軸0.44ｍ　深さ0.38ｍ

検出・埋没状況　S1直下の遺構調査を実施した後、S1下

位の黒色土を徐々に掘り下げたところ、本遺構の輪郭を

検出した。土坑はローム粒・焼土・炭化物を含む灰黄褐

色土で埋まっていた。底面は平坦で焼土層が形成されて

いた。断面形は筒状である。

遺物と出土状況　土師器破片４点が出土した。いずれも

小片のため実測・図示できなかった。

調査所見　土坑の機能は明確にできなかった。

２区49号土坑（第574図　PL.356）

位置　Ｘ＝57469 ～ 57470・Ｙ＝-75501

重複　無し。　　　平面形　東半分の確認となったが、

楕円形と推定される。

長軸方位　Ｎ－15°－Ｗ

規模　長軸0.46ｍ　短軸（0.19）ｍ　深さ0.46ｍ

検出・埋没状況　S1直下の遺構調査を実施した後、S1下

位の黒色土を徐々に掘り下げたところ、本遺構の輪郭を

検出した。土坑はローム粒・焼土・炭化物を含む灰黄褐

色土で埋まっていた。底面は平坦で焼土層が形成されて

いた。断面形は筒状である。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　土坑の機能は明確にできなかった。

出した。土坑はローム塊・明黄褐色土粒を含む黒色土・

暗褐色土で埋まっていた。底面は凹凸がなく、断面形は

Ｕ字形である。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　土坑の機能は明確にできなかった。

２区39号土坑（第574図　PL.355）

位置　Ｘ＝57528・Ｙ＝-75512 ～ -75513

重複　２区１号竪穴建物に先行する。

平面形　円形か楕円形と推定される。

規模　長軸0.59ｍ　短軸（0.18）ｍ　深さ0.52ｍ

検出・埋没状況　S1直下の遺構調査を実施した後、S1下

位の黒色土を徐々に掘り下げたところ、本遺構の輪郭を

検出した。埋土の観察から１号竪穴建物より古いと判断

された。土坑は多量の明黄褐色土粒と焼土粒を含む黒褐

色土、ローム塊を微量含む黒褐色土で埋まっていた。底

面は凹凸がなく緩やかで、断面形はＵ字形である。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　土坑の機能は明確にできなかった。

２区42号土坑（第574図　PL.356）

位置　Ｘ＝57475 ～ 57476・Ｙ＝-75496 ～ -75497

重複　無し。平面形　楕円形

長軸方位　Ｎ－56°－Ｗ

規模　長軸0.74ｍ　短軸0.49ｍ　深さ0.09ｍ

検出・埋没状況　S1直下の遺構調査を実施した後、S1下

位の黒色土を徐々に掘り下げたところ、本遺構の輪郭を

検出した。土坑は炭化物を多量に含む黒褐色土で埋まっ

ていた。底面は平坦で、断面形は皿状である。

遺物と出土状況　埋土中から炭化材が多く出土した。一

部の樹種同定を実施したところ、クリと同定された。

調査所見　土坑の機能は明確にできなかった。

２区43号土坑（第574図　PL.356）

位置　Ｘ＝57477・Ｙ＝-75500

重複　無し。平面形　楕円形

長軸方位　Ｎ－78°－Ｅ

規模　長軸0.80ｍ　短軸0.26ｍ　深さ0.09ｍ

検出・埋没状況　S1直下の遺構調査を実施した後、S1下

位の黒色土を徐々に掘り下げたところ、本遺構の輪郭を

第4章　調査された遺構と遺物
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定される。埋土上位には焼土も検出されたが、本遺構と

の関連性は特定できなかった。土坑最下部は軽石を含む

黒褐色土で埋まっており、固く締まっていた。底面はや

や凹凸があり、断面形は皿状である。

遺物と出土状況　埋土中から土師器杯・甕（第574図１・

２・３・４）と土師器破片37点が出土した。

調査所見　周囲を撹乱によって壊されており、全形を把

握することができなかった。土坑の機能は明確にできな

かった。

２区61号土坑（第574図　PL.356・535）

位置　Ｘ＝57478 ～ 57480・Ｙ＝-75513 ～ -75514

重複　無し。　　　　　　平面形　不整円形

長軸方位　Ｎ－50°－Ｅ

規模　長軸1.57ｍ　短軸（0.78）ｍ　深さ0.13ｍ

検出・埋没状況　S1直下の遺構調査を実施した後、S1下

位の黒色土を徐々に掘り下げたところ、発掘西壁際で断

面に土坑状の掘り込みを検出した。西半部が調査区域外

であったため全形は確認できなかったが、不整円形と推

２区 39号土坑 ２区 42号土坑 ２区 43号土坑 ２区 47号土坑

２区 49号土坑

２区 61号土坑

第574図　２区39号・42号・43号・47号・49号・61号土坑平断面図・出土遺物図
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２区39号土坑A-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒を多量に含む。焼土を微量含み、しまりあり。
２　黒褐色土（7.5YR3/1）ロームブロックを微量含み、しまり弱い。

２区42号土坑A-A′
１　黒褐色土（7.5YR3/1）炭化物を少量含む。焼土を微量含み、しまり弱い。

２区43号土坑A-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）炭化物を多量に含む。明黄褐色土粒を微量含み、しまりなし。
２　黒褐色土（7.5YR3/1）明黄褐色土粒を微量含み、しまり弱い。

２区47号土坑A-A′
１　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを少量含む。焼土・炭化物を微量含み、しまり弱い。
２　黒褐色土（10YR3/2）ローム・白色軽石を多量に含み、しまり弱い。

２区49号土坑A-A′
１　灰黄褐色土（10YR4/2）明黄褐色土粒を多量に含む。白色軽石・黒褐色土を微量含み、しまりあり。
２　暗灰黄色土（2.5Y4/2）焼土・灰白色土・粘質土を少量含み、しまり弱い。

２区61号土坑A-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）小粒の軽石を少量含む。硬くしまり、やや粘質。
２　黒褐色土（10YR3/2）暗褐色土を多量に含む。硬くしまり、やや粘質。
３　黒褐色土（10YR3/2）小粒の軽石を微量含む。硬くしまり、粘質。

１

３

２

４
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（７）畠

２区１号畠（第576図　PL.358）

位置　Ｘ＝57473 ～ 57480・Ｙ＝-75492 ～ -75499

重複　無し。　

平面形　一部並行する畝間溝の下半部６条を検出

規模　残存畝間溝幅　0.15 ～ 0.24ｍ　

畝間溝の間隔　0.06 ～ 1.30ｍ　

畝間溝の長さ　0.82 ～ 3.40ｍ

畝間溝の残存深度　0.02 ～ 0.09ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、畠遺構の一部と推定される細い溝群を検出した。

検出したのは畝間溝の下半部と推定され、耕作面は残っ

ていなかった。畝間溝内は明黄褐色土粒を含む黒褐色土

で埋まっており、火山堆積物の堆積はなかった。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片１点が出土し

た。小片のため実測・図示できなかった。

調査所見　黒色土中で検出された５世紀後半の集落内で

耕作されていた畠の痕跡と推定される。

（８）焼土

２区１号焼土（第577図　PL.357）

位置　Ｘ＝57518 ～ 57519・Ｙ＝-75506 ～ -75507

重複　２区１号竪穴状遺構に後出する。

平面形　楕円形　　長軸方位　Ｎ－59°－Ｗ

規模　長軸1.80ｍ、短軸1.20ｍの不整楕円形の範囲に、

厚さ0.13ｍほどの焼土が形成されていた。

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本焼土を検出した。固結した橙色焼土が一定の厚

さで暗褐色土層に形成されていた。底面は深さ0.07ｍの

（６）ピット

２区43号ピット（第575図　PL.356）

位置　Ｘ＝57470・Ｙ＝-75501 ～ -75502

重複　２区18号竪穴建物竈左袖下で検出された。

平面形　円形　　　　長軸方位　Ｎ－34°－Ｗ

規模　長軸0.48ｍ　短軸0.43ｍ　深さ0.32ｍ

検出・埋没状況　２区18号竪穴建物の竈の掘方調査の際

に竈袖の断割り調査を実施したところ、袖構築粘土の下

位に本ピットを検出した。ローム粒を含む黒褐色土・暗

褐色土で埋まっていた。柱痕跡は認められなかった。

遺物と出土状況　埋土中から土師器小型甕（第575図１）

と土師器破片５点が出土した。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

２区８号遺構（第575図　PL.356）

位置　Ｘ＝57473・Ｙ＝-75484

重複　無し。　　　　　　平面形　楕円形

長軸方位　Ｎ－51°－Ｅ

規模　長軸0.37ｍ　短軸0.29ｍ　深さ0.23ｍ

検出・埋没状況　S1直下の遺構調査を実施した後、S1下

位の黒色土を徐々に掘り下げたところ、２区27号竪穴建

物南東側で単独ピットとして検出した。埋土はローム粒

を含む黒褐色土で、下半には柱痕と推定される軟弱な土

層が検出された。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　周辺に建物を想定させるような関連するピッ

トは検出されなかった。

２区 43号ピット ２区８号遺構

第575図　２区43号ピット・８号遺構平断面図と出土遺物図
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２区43号ピットA-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）ロームを微量含み、しまりなし。
２　暗褐色土（10YR3/3）ロームを微量含み、しまりなし。

２区８号遺構A-A′
１　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒を５％含む。
２　黒褐色土（10YR2/3）しまりに乏しく軟弱、柱痕とみられる。
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２区３号焼土（第578図　PL.356・357・535）

位置　Ｘ＝57513 ～ 57515・Ｙ＝-75507 ～ -75508

重複　２区12号竪穴建物に後出する。

平面形　不定形帯状　　長軸方位　Ｎ－29°－Ｗ

規模　長軸2.38ｍ、短軸0.37 ～ 1.30ｍの不整帯状の範

囲に、厚さ0.05ｍほどの焼土が形成されていた。

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、２区12号竪穴建物の埋土上面で本焼土を検出した。

皿状に掘り込みがあり、やや窪んで炭化物・焼土の微量

混じる暗褐色土が堆積していた。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片38点が出土し

た。いずれも小片のため実測・図示できなかった。

調査所見　S1の下位の黒色土中で検出された。焼土のみ

の出土で、祭祀関連遺物等の出土はなかった。

第576図　２区１号畠平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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２区１号畠A-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒を微量含む。
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位置　Ｘ＝57519・Ｙ＝-75497 ～ -75498

重複　無し。　　　平面形　不整楕円形　　

長軸方位　Ｎ－79°－Ｗ

規模　長軸1.64ｍ　短軸0.63ｍ　深さ0.08ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本炭化物集中を検出した。東側の周囲には焼土層

も形成されていた。焼土や炭化物を含む黒褐色土で埋

まっていた。底面はやや窪んでいた。

遺物と出土状況　埋土中から碧玉製の管玉１点（第579図

１）が出土した。

調査所見　不定形な炭化物・焼土を含む凹地状の掘り込

みで、周囲の竪穴建物群に伴う集落内の焼土痕跡と推定

される。焼土や炭化物生成の背景は不明である。

２区２号炭化物集中

（第579図　PL.357）

位置　Ｘ＝57459・Ｙ＝-75494

重複　３号炭化物集中に後出する。

平面形　楕円形　　長軸方位　Ｎ－66°－Ｅ

規模　長軸0.94ｍ　短軸0.56ｍ　深さ0.18ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本炭化物集中を検出した。最下層には炭化物が、

上層には暗褐色土との互層が堆積していた。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　S1の下位で検出された。周囲の竪穴建物群に

伴う集落内の焼土痕跡と推定される。炭化物生成の背景

は不明である。

焼土上面では金属探知機が反応する地点もあったが、鍛

冶炉とする炉の焼土や鍛造剥片・鉄滓等の出土遺物は無

かったことから、焼土の範囲として記録した。

遺物と出土状況　焼土中から土師器杯（第578図１・２）、

土師器高杯（３）と土師器破片６点が出土した。

調査所見　S1の下位の黒色土中で検出された。焼土と数

点の土器が出土した。積極的に祭祀関連といえる調査所

見はない。焼土生成の背景は不明である。

２区４号焼土（第577図　PL.356・357）

位置　Ｘ＝57488・Ｙ＝-75481　　　重複　無し。

平面形　楕円形　　長軸方位　Ｎ－56°－Ｅ

規模　長軸0.46ｍ、短軸0.36ｍの楕円形の範囲に、厚さ

0.08ｍほどの焼土が形成されていた。

検出・埋没状況　S1下位の黒褐色土を徐々に掘り下げた

ところ、本焼土を検出した。固結した橙色焼土が一定の

厚さで黒褐色土層に形成されていた。底面はやや窪んで

焼土・炭化物を微量含む黒褐色土が堆積していた。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片１点が出土し

た。いずれも小片のため実測・図示できなかった。

調査所見　S1下位の黒褐色土中で検出された。焼土のみ

の出土で、祭祀関連遺物等の出土はなかった。焼土生成

の背景は不明である。

（９）炭化物集中

２区１号炭化物集中

（第579図　PL.357・535）

２区１号焼土 ２区４号焼土

第577図　２区１号・４号焼土平断面図

第4章　調査された遺構と遺物
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２区１号焼土A-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色焼土を多量に含む。炭化

物を少量含み、灰を微量含む。
２　黄橙色焼土（7.5YR8/8）黒褐色土を微量含む。
３　橙色焼土（2.5YR6/8）黒褐色土を微量含む。
４　暗褐色土（10YR3/3）炭化物・焼土を微量含む。

２区４号焼土A-A′
１　黄橙色焼土（7.5YR8/8）黒褐色土を少量含む。
２　黒褐色土（10YR3/2）焼土・炭化物を微量含む。
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れた。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。。

調査所見　S1の下位で検出された。周囲の竪穴建物群に

伴う集落内の焼土痕跡と推定される。炭化物生成の背景

は不明である。

２区３号炭化物集中

（第579図　PL.357）

位置　Ｘ＝57494 ～ 57495・Ｙ＝-755495 ～ -75496

重複　２号炭化物集中に先行する。

平面形　楕円形と推定される。

長軸方位　Ｎ－33°－Ｗ

規模　長軸（0.96）ｍ　短軸0.96ｍ　深さ0.10ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本炭化物集中を検出した。皿状の凹地内に炭化物

が広がり、炭化材も残されていた。一部の炭化材の樹種

同定をおこなったところ、マツ属複維管束亜属と同定さ

第578図　２区３号焼土平断面図・出土遺物図

第７節　黒色土中の遺構と遺物

749

２区３号焼土A-A′・B-B′
１　黒褐色土（10YR3/2）焼土を微量含む。
２　黒褐色土（10YR3/2）焼土を多量に含み、炭化物を微量含む。
３　黒褐色土（10YR3/2）焼土を少量含み、炭化物を微量含む。

１

３

２
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大型礫６個が一部重なり、並んで出土し、下位に土師器

破片が集中して出土した。さらにその下位には炭化物や

灰があり、焼土も形成されていた。焼土を除去したとこ

ろ、深さ0.05ｍほどの凹地が検出された。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片190点出土した。

出土した土師器破片のうち、杯（第580図５・７・８）、

壺（６）を図示した。臼玉や粒状礫、石製模造品は出土し

なかった。

調査所見　出土した土器は周囲の竪穴建物群と同時期に

使用された土器で、大型礫と土器破片が集落内に投棄さ

れたものと推定される。焼土が形成されていることから、

屋外の炉である可能性もあるが詳細は不明である。

２区３号集石

（第580図　PL.358・535）

位置　Ｘ＝57528 ～ 57529・Ｙ＝-75512 ～ -75513

重複　無し。

規模　長軸　1.2ｍ　　短軸　1.00ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒褐色土を掘り下げる過程で、

２区１号竪穴建物の北縁で大型礫４個と礫破片が集中し

て検出された。２区１号竪穴建物の周堤盛土は明確に検

出されなかったが、本集石は下層の黒褐色土から出土し

た。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　礫出土の背景は不明である。

（10）集石

２区１号集石

（第580図　PL.358・535）

位置　Ｘ＝57492 ～ 57494・Ｙ＝-75491 ～ -75492

重複　２区５号竪穴建物に後出する。

規模　長軸　1.40ｍ　　短軸　1.10ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒褐色土中で２区５号竪穴建

物を検出し、埋土を掘り下げたところ、北東隅の上層で、

７個の大型礫と土器破片が集中して出土した。土器の他

に灰や焼土・炭化物は混在しなかった。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片206点出土した。

土師器破片のうち、杯（第580図１）、高杯脚部（２）、甕

（３・４）を図示した。臼玉や粒状礫、石製模造品は出土

しなかった。

調査所見　出土した土器は周囲の竪穴建物群と同時期に

使用された土器で、大型礫と土器破片が竪穴建物の凹地

に投棄されたものと推定される。

２区２号集石

（第580図　PL.358・535）

位置　Ｘ＝57518 ～ 57519・Ｙ＝-75502 ～ -75503

重複　遺構の重複はないが、西端に火砕流による線状衝

撃痕が及んでいた。

規模　長軸　2.20ｍ　　短軸　1.40ｍ　　厚さ0.20ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒褐色土を掘り下げる過程で、

第579図　２区１号～３号炭化物集中平断面図・出土遺物図

第4章　調査された遺構と遺物
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２区１号炭化物集中A-A′
１　黒褐色土（7.5YR3/1）炭化物・焼土を微量含む。
２　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色焼土を多量に含み、炭化物を少量含む。
３　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色焼土・炭化物を少量含む。

２区２号炭化物集中A-A′
１　黒褐色土（7.5YR3/1）炭化物・焼土を微量含む。
２　黒褐色土（10YR3/2）炭化物を多量に含み、焼土を微量含む。
３　炭化物

２区３号炭化物集中B-B′
１　灰黄褐色土（10YR4/2）白色軽石・明黄褐色土粒を微量含む。

１
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１号集石

２号集石

３号集石

第580図　２区１号・２号・３号集石平断面図・出土遺物図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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２区２号集石A-A′
１　黒褐色土（10YR3/1）白色軽石を微量含む。
２　黒褐色土（10YR3/2）焼土を少量含む。
３　橙色焼土（7.5YR6/8）灰・黒褐色土を微量含む。
４　黒褐色土（10YR3/1）焼土を微量含む。
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遺物と出土状況　土器が黒色土中から割れた状態で出土

した。黒色土中で0.24ｍほどの高低差で重なりあい集中

して出土した。出土土器は特殊な器種ではなく、黒色土

中に掘り込んだ５世紀後半の竪穴建物出土土器と同様な

ものであった。図示したほかに土師器368点が出土した。

調査所見　S1下位の黒色土中からの出土土器である。こ

れらは周囲の竪穴建物群と同時期に使用された土器で、

集落内に投棄されたものと推定される。

（11）土器集中

２区２号土器集中（第581・582図　PL.535・536）

位置　Ｘ＝57489 ～ 57490・Ｙ＝-75497 ～ -75502

重複　無し。

平面形　ほぼ東西方向の帯状に土器破片が出土した。

規模　東西4.58ｍ、南北1.20ｍの範囲

検出・埋没状況　S1下位の黒褐色土を徐々に掘り下げた

ところ、土器が集中して出土した。土器の他に灰や焼土・

炭化物は混在しなかった。

第581図　２区２号土器集中出土遺物図

第4章　調査された遺構と遺物
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（12）遺構外出土遺物

　２区では、S1直下面の精査後、下位の竪穴建物の遺構

確認のため、黒色土を掘り下げた。その作業中に黒色土

中から多くの遺物が遺構に伴わない状況で出土した。そ

れらの概略を本項で報告する。黒色土中出土としてのみ

記録できた遺物が多いが、一部出土位置が明らかな遺物

は第583図に出土位置を示した。

　遺物のうち、土師器は残存状況の良好なものを選び、

実測して図示した。須恵器はすべての破片を図化し、掲

載した。土師器・須恵器は器種ごとに分けて編集してい

る。

　また、２区黒色土中からは９点の管玉が出土したこと

が特筆される。２区では１号竪穴建物から６点、５号竪

穴建物から１点、６号竪穴建物から５点、17号竪穴建物

から１点、23号竪穴建物から１点、１号炭化物集中から

１点の管玉が出土しており比較的多くの遺構から管玉が

出土しているが、黒色土中からも管玉が出土した。出土

分布は第583図の通りである。比較的多くの管玉を出土

した竪穴建物の近くから出土する傾向は認められる。

　さらにガラス小玉１点（第587図85）も２区中央西端部

で出土した。この小玉は分析調査の結果、ソーダガラス

の引き延ばし法で製作されたものであることが判明し

た。

第582図　２区２号土器集中平面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物

753



 Y
=-
75
,5
10
 

 Y
=-
75
,4
95
 

 Y
=-
75
,4
90
 

 Y
=-
75
,4
85
 

 Y
=-
75
,4
80
 

 X=57,480 

 X=57,485 

 X=57,490 

 X=57,495 

 X=57,500 

 X=57,505 

 X=57,510 

 X=57,515 

 X=57,520 

 X=57,525 

 X=57,530 

28号竪穴建物

7号遺構

1号竪穴建物

2号竪穴建物

3号竪穴建物

4号竪穴建物

5号竪穴建物

6号竪穴建物

8号竪穴建物

9号竪穴建物

7号竪穴建物

16号竪穴建物

17号竪穴建物

20号竪穴建物

21号竪穴建物

43号土坑
撹乱

6

10

21

88
94

92
93

85

87
221

86

1990

91

89

第583図　２区黒色土中遺構外出土遺物分布図
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第584図　２区黒色土中遺構外出土遺物図（１）

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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第585図　２区黒色土中遺構外出土遺物図（２）

第4章　調査された遺構と遺物
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第586図　２区黒色土中遺構外出土遺物図（３）

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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第587図　２区黒色土中遺構外出土遺物図（４）

第4章　調査された遺構と遺物
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０ 10ｍ１: 400

　３．３区

（１）３区黒色土中遺構の概要

　３区黒色土中では、６世紀初頭の榛名山噴火以前の古

墳時代集落内の遺構が検出された。検出された遺構は、

竪穴建物５棟、遺物集中３か所、屋外炉６基、ピット１

基である。

　竪穴建物は３区全体に分布していたが、東西に長い発

掘区の南端に偏っていた。南部が発掘区域外になってし

まい、全形を調査できた竪穴建物は無かった。３区東端

部は崖線になっており、居住域の東外縁部に当たる。

　本遺跡では竪穴建物の埋没状況により、竪穴建物の新

旧を概ね理解することが可能である。３区では、S1が降

下した時点で、１号・２号竪穴建物が埋没過程にあった。

３～５号竪穴建物はすでに埋没しており、S1・S2はほぼ

第588図　３区黒色土中遺構全体図

第７節　黒色土中の遺構と遺物

水平に堆積していた。３区１号・２号竪穴はS1・S2降下

時には凹地になっており、周囲の道を辿って人や馬が避

難した痕跡が残されていたが、被災の状況を具体的に示

す竪穴建物はなかった。

　竪穴建物の周囲にはS1を除去した黒色土上面およびそ

の下位の黒色土を数cm掘り下げた層位で、土師器・須恵

器破片および、多量の臼玉、少量の石製模造品が出土し

た。これらは黒色土中の遺物集中区として本章で報告し

た。遺物集中区は、概ね３か所に分かれて検出された。

また、本項でともに報告する「屋外炉」も同様で、S1直下

面を精査し、少しずつ掘り下げしていく中で、その輪郭

や焼土範囲、出土遺物を検出したものである。

　３区の遺構群の時期は、３区３号屋外炉からTK23・

47型式期とされる須恵器が出土していることから、概ね

５世紀後半代にあたると考えられる。
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いた。本竈の燃焼部には支脚礫は設置されていなかった。

燃焼部からは土師器小型甕（第592図14）が、竈右側には

土師器甑（16・18）、杯（６）が床面近くで出土した。

貯蔵穴　竪穴東隅の竈右側に長軸0.50ｍ、短軸0.44ｍ、

深さ0.53ｍの楕円形の貯蔵穴が検出された。

壁際溝　幅0.13 ～ 0.22ｍ、深さ0.02 ～ 0.05ｍの壁際溝

が、竈左脇の北東壁から北西壁、そしてＰ１とＰ２を結

ぶ線までの南西壁に掘られていた。

床面小溝　床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.06 ～ 0.12ｍほど下位で掘方面を検出

した。壁沿いがやや深く掘られていた。掘方はローム塊

や白色粒子を含む黒褐色土で充填されていた。

周堤下面遺構　周堤の調査は土層断面確認にとどまり、

周堤盛土直下の調査は実施しなかった。

遺物と出土状況　遺物は竈周辺に多く出土したが、南壁

沿いで、土師器杯（第591図４・５）・甑が出土した。こ

の甑は竈右脇で出土した甑（第592図18）に接合している。

　また、Ｐ４脇床面直上で、未焼成の粘土塊が出土した。

長さ約0.50ｍ、幅約0.30ｍの不整楕円形で、厚さ0.10ｍ

である。そのほか、埋土中から土師器破片432点が出土

した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。　本竪穴建物には床面中央には焼土が形成されて

おり、甑及び有孔鉢が多く出土した。何らかの製造に関

わる可能性がある。

（２）竪穴建物

３区１号竪穴建物

（第 589 ～ 592 図　PL.360 ～ 363・537）

位置　Ｘ＝57409 ～ 57417・Ｙ＝-75449 ～ -75458

重複　３区２号竪穴建物に先行する。　

平面形　ほぼ正方形

規模　長軸3.68ｍ　短軸3.63ｍ　最大壁高0.65ｍ

　　　周堤幅　2.20 ～ 3.20ｍ

床面積　（10.25）㎡　　　　　主軸方位　Ｎ－40°－Ｅ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げたところ、S1が緩

やかに落ち込んで一次堆積しており、その下位に竪穴建

物埋土を検出した。S1降下時には竪穴は白色軽石や焼土

粒、明黄褐色土粒を含む黒色土で埋まっており、緩やか

な凹地になっていた。

周堤　S1に直接覆われた周堤が、竪穴四周に幅2.20 ～

3.20ｍにわたって連続して検出された。竪穴建物構築の

際に盛られたと推定される土砂（第590図A-A′16層～ 18

層）の厚さは最大30cmほどで、建物放棄から火山灰降下

までに堆積した土砂は特定できなかった。

　東部の周堤の一部は、後出する３区２号竪穴建物に

よって掘り込まれていた。（第594図２号竪穴建物土層断

面B-B′）この時、３区２号竪穴建物の西側には新たな周

堤盛土がS1下位に検出されなかったことから、１号竪穴

建物の周堤をそのまま利用したと推定される。

上屋構造・壁構造　竪穴建物の構築材は失われており、

不明である。

柱穴　床面で主柱穴４本が検出された。主柱穴の規模は

下記の通りである。

Ｐ１　長径0.30ｍ　短径0.25ｍ　深さ0.48ｍ

Ｐ２　長径0.31ｍ　短径0.28ｍ　深さ0.51ｍ

Ｐ３　長径0.33ｍ　短径0.31ｍ　深さ0.52ｍ

Ｐ４　長径0.30ｍ　短径0.27ｍ　深さ0.49ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ２間が1.62ｍ、Ｐ２・Ｐ３間が

1.47ｍ、Ｐ３・Ｐ４間が1.52ｍ、Ｐ４・Ｐ１間が1.43ｍ

である。

竈　北東壁中央よりやや東側に敷設されていた。残存す

る竈の規模は確認長1.78ｍ、屋外長0.51ｍ、燃焼部長0.63

ｍ、焚口幅0.53ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が左0.50

ｍ、右0.48ｍの長さで屋内に張り出し残存していた。そ

の先端には左右とも角礫が２個ずつ芯として据えられて

第4章　調査された遺構と遺物
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３区１号竪穴建物A-A′・B-B′
１　Hr-FA（S1）
２　黒色土（10YR2/1）Hr-FA（S1）を多量に含み、褐色土塊を含む。
３　黒色土（10YR2/1）細粒白色軽石・褐色土塊を含む。
４　黒褐色土（10YR3/2）褐色土塊・明赤褐色土粒をわずかに含み、ややしまりあり。
５　黒褐色土（10YR3/2）焼土塊・粒を多量に含む。
６　黒褐色土（10YR3/2）白色軽石・明赤褐色土粒を微量含む。
７　黒褐色土（10YR3/2）褐色土塊を多量に含み、明赤褐色土粒をわずかに含む。
８　黒褐色土（10YR3/1）細粒白色軽石・明赤褐色土粒を含み、しまりあり。
９　黒色土（10YR2/1）細粒白色軽石を多量に含み、褐色土塊を含む。
10　褐色土（10YR4/4）細粒白色軽石・ローム粒・褐色土塊を少量含む。 
11　黒褐色土（10YR3/1）ローム塊・褐色土塊を含む。
12　褐色土（10YR3/3）細粒白色軽石・明赤褐色土粒をわずかに含む。 
13　黒褐色土（10YR2/2）細粒白色軽石・ローム粒・明赤褐色土粒を少量含み、しまりあり。
14　黒色土（10YR2/1）細粒白色軽石を多量に含み、褐色土塊を含む。
15　黒褐色土（10YR3/2）14層に類似するが軽石の混入が少なく、ややしまる。
16　暗褐色土（10YR3/3）Hr-FA（S1）、細粒白色軽石を少量含む。
17　暗褐色土（10YR3/4）細粒白色軽石を多量に含み、黄橙色軽石を少量含む。
18　黒色土（10YR2/1）細粒白色軽石、黄橙色軽石、褐色土塊を含む。
19　黒褐色土（10YR3/2）黄橙色軽石をわずかに含み、しまりあり。

３区１号竪穴建物P １・P ２　I-I′・J-J′
１　黒色土（10YR2/1）ローム塊・粒を含む。褐色土塊を少量含み、しまり弱い。
２　暗褐色土（10YR3/4）ローム塊・粒を多量に含み、炭化粒をわずかに含む。
３　黄褐色土（10YR5/8）ローム塊を多量に含み、しまり弱い。

３区１号竪穴建物P ３・P ４　I-I′・J-J′
１　黒色土（10YR2/1）ローム塊・粒を含む。褐色土塊を少量含み、しまり弱い。
２　黒褐色土（10YR3/2）ローム塊・粒を上層に含み、しまり弱い。
３　暗褐色土（10YR3/4）ローム塊・粒を多量に含み、炭化粒をわずかに含む。



ＤＤ
Ｄ′Ｄ′

Ｄ
Ｄ′

Ｃ

Ｃ
′

ＥＥ Ｅ′Ｅ′Ｅ Ｅ′

7･8･9･10･12･17

14

ＤＤ
Ｄ′Ｄ′

Ｄ
Ｄ′

Ｃ

Ｃ
′

Ｅ Ｅ′

L=
21
7.
00
m

Ｃ
Ｃ
′

1
2

5
5

5
5

5

3

4

6

3

3

7

9
9

9
8

8

2

L=217.00mＤ Ｄ′

ss

1

2 10
10

4 4

5
6

9

L=217.00mＥ Ｅ′

s s

０ １ｍ１: 30

０ 10㎝１:３

第591図　３区１号竪穴建物竈平断面図・出土遺物図（１）

第７節　黒色土中の遺構と遺物

763

３区１号竪穴建物カマドC-C′・D-D′ 
１　黒褐色土（10YR3/1）明赤褐色土粒をわずかに含む。
２　暗褐色土（10YR3/4）にぶい褐色土塊を多量に含み、細粒白色軽石・焼土粒をわずかに含む。
３　黒色土（10YR2/1）褐灰色土灰塊・焼土粒を含む。
４　褐灰色土（10YR6/1）灰層主体、焼土塊・粒を含む。
５　焼土塊主体
６　黒色土（10YR2/1）焼土粒を多量に含み、灰色土・灰塊を少量含む。
７　灰黄褐色土（10YR4/2）焼土を少量含み、炭化物を微量含む。
８　黒褐色土（10YR3/2）焼土を微量含む。
９　黒褐色土（10YR3/2）焼土・炭化物を微量含む。
10　にぶい黄橙色粘質土（10YR6/4）黒褐色土を微量含む。

１

３

２
６

４

７

５
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第592図　３区１号竪穴建物出土遺物図（２）
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ｍ、焚口幅0.58ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が左0.81

ｍ、右0.73ｍの長さで屋内に張り出し残存していた。煙

道部天井には、袖基部に渡された細長い角礫２石が残さ

れており、周囲には煙道部構築粘土の芯に入れられた角

礫が散乱していた。燃焼部袖全体に左右とも角礫が４石

ずつ芯として据えられていた。焚口部には両袖先端に渡

し架けられた礫３個が燃焼面に落ちていたが、周囲の粘

土は崩落したものと推定される。

　燃焼部には左袖に貼りついた状態で土師器甕（第597図

20）が、中央部には土師器甕（22）がほぼ完形で残されて

おり、その口縁部には土師器杯（１）が蓋をするように置

かれていた。この甕の脇には小型甕（14）も出土した。右

袖内側には土師器甕（21）が出土した。中央の土師器甕

（22）の下位には支脚として棒状礫が立てられていた。

貯蔵穴　竪穴南東隅の竈右側に長軸0.63ｍ、短軸0.56ｍ、

深さ0.44ｍの楕円形の貯蔵穴が検出された。貯蔵穴の上

層には厚さ0.08ｍの灰白色粘質土が堆積していた。貯蔵

穴底面上48cmで、土師器小型甕（第596図14）の破片が出

土した。

壁際溝　壁際溝は検出されなかった。

床面小溝　床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.07 ～ 0.13ｍほど下位で掘方面を検出

した。壁沿いが不定形にやや深く掘られていた。掘方は

褐色土塊・明赤褐色土粒・白色軽石を含む褐色土・黒褐

色土等で充填されていた。

周堤下面遺構　周堤の調査は土層断面確認にとどまっ

た。

遺物と出土状況　遺物は竈周辺に多く出土したが、竈前

床面直上で土師器甕（第597図20）、中央部床面直上で土

師器小型鉢（７）、南壁際Ｐ５南床面直上で土師器杯（第

596図３）が出土した。第598図23の土師器甕は、本竪穴

建物床面直上出土の破片に遺物集中区・FA下黒色土中の

破片が接合したものである。埋土中から鉄地金銅張の馬

具破片（第596図17）が出土している。そのほか、埋土中

から土師器破片563点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。　

３区２号竪穴建物

（第 593 ～ 598 図　PL.364 ～ 368・538・539）

位置　Ｘ＝57407 ～ 57415・Ｙ＝-75443 ～ -75450

重複　３区１号竪穴建物・３号土坑・25号土坑に後出す

る。

平面形　ほぼ正方形

規模　長軸3.78ｍ　短軸3.77ｍ　最大壁高0.91ｍ

　　　周堤幅　1.43 ～ 2.89ｍ

床面積　11.72㎡　　　　　主軸方位　Ｎ－78°－Ｅ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げたところ、S1が緩

やかに落ち込んで一次堆積しており、その下位に竪穴建

物埋土を検出した。S1降下時には竪穴は白色軽石や焼土

粒、明黄褐色土粒を含む黒色土で埋まっており、緩やか

な凹地になっていた。

　床面は平坦で、竈前は硬化していた。また、中央部を

中心に炭化材が残っていた。一部を樹種同定したところ、

炭SP19はサクラ属、炭SP20はクワ属、炭SP24はクマシ

デ属クマシデ節と同定された。

周堤　S1に直接覆われた周堤の痕跡が、竪穴の東側と北

側の幅1.43 ～ 2.89ｍにわたって連続して検出された。

南側は３区３号竪穴建物に掘り込まれていた。北側から

西側にかけては明確な周堤盛土は検出されなかったこと

から、３区１号竪穴建物の周堤を利用したものと推定さ

れた。

上屋構造・壁構造　竪穴建物の建築材と推定される炭化

材が出土した。Ｐ１周辺に放射状に位置する素材は垂木

の可能性があるが、詳細は不明である。

柱穴　床面で主柱穴４本が検出された。また、Ｐ２の南

西に隣接してＰ５が検出された。Ｐ５の用途は不明であ

る。主柱穴およびピットの規模は下記の通りである。

Ｐ１　長径0.21ｍ　短径0.17ｍ　深さ0.37ｍ

Ｐ２　長径0.25ｍ　短径0.22ｍ　深さ0.34ｍ

Ｐ３　長径0.31ｍ　短径0.27ｍ　深さ0.33ｍ

Ｐ４　長径0.24ｍ　短径0.22ｍ　深さ0.33ｍ

Ｐ５　長径0.22ｍ　短径0.18ｍ　深さ0.09ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ２間が1.26ｍ、Ｐ２・Ｐ３間が

1.46ｍ、Ｐ３・Ｐ４間が1.27ｍ、Ｐ４・Ｐ１間が1.31ｍ

である。

竈　東壁中央よりやや南側に敷設されていた。残存する

竈の規模は確認長1.36ｍ、屋外長0.65ｍ、燃焼部長0.71
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３区２号竪穴建物P １　H-H′
１　黒褐色土（10YR3/1）ローム塊・粒を含み、褐色土塊を少量含む。
２　暗褐色土（10YR3/4）ローム塊・粒を多量に含み、炭化粒をわずかに含む。
３　黄褐色土（10YR5/8）ローム塊を多量に含む。
４　黒褐色土（10YR3/2）ローム塊・粒を上層に含む。

３区２号竪穴建物P ２　I-I′
１　黒褐色土（10YR3/1）ローム塊・粒を含み、褐色土塊を少量含む。
２　暗褐色土（10YR3/4）ローム塊・粒を多量に含み、炭化粒をわずかに含む。

３区２号竪穴建物P ３　I-I′
１　黒褐色土（10YR3/1）ローム塊・粒を含む。
２　黒褐色土（10YR3/1）炭化物主体。
３　暗褐色土（10YR3/4）ローム塊・粒を多量に含み、炭化粒をわずかに含む。

３区２号竪穴建物P ４　H-H′
１　黒褐色土（10YR3/1）焼土主体。
２　黒褐色土（10YR3/1）ロームを多量に含む。
３　暗褐色土（10YR3/4）ローム塊・粒を多量に含み、炭化粒をわずかに含む。

３区２号竪穴建物P ５　I-I′
１　黒褐色土（10YR3/1）明赤褐色土粒を含む。
２　黄褐色土（10YR5/8）細粒白色軽石を含む。

３区２号竪穴建物A-A′・B-B′
１　Hr-FA（S1）
２　黒色土（10YR2/1）Hr-FA（S1）、褐色土塊を含む。
３　黒色土（10YR2/1）明赤褐色土粒を含み、細粒白色軽石・褐色土塊を少量含む。
４　黒褐色土（10YR3/2）明赤褐色土粒、炭化粒をわずかに含み、ややしまりあり。
５　暗褐色土（10YR3/4）明赤褐色土粒をわずかに含み、下層に褐色土塊を含む。
６　黒褐色土（10YR3/2）褐色土塊、明赤褐色土粒を含む。
７　黒褐色土（10YR3/2）褐色土塊、明赤褐色土粒を含み、細粒白色軽石を少量含む、やや粘質。
８　褐色土（10YR4/6）細粒白色軽石を少量含む。
９　暗褐色土（10YR3/4）褐色土塊、明赤褐色土粒を含む。
10　黄褐色土（10YR5/8）褐色土塊、細粒白色軽石、明赤褐色土粒を少量含む。
11　暗褐色土（10YR3/3）Hr-FA（S1）、細粒白色軽石を少量含む。
12　暗褐色土（10YR3/4）細粒白色軽石を多量に含み、黄橙色軽石を少量含む。
13　黒色土（10YR2/1）細粒白色軽石、黄橙色軽石、褐色土塊を含む。
14　黒褐色土（10YR3/2）黄橙色軽石をわずかに含み、しまりあり。
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第595図　３区２号竪穴建物竈平断面図・掘方平面図
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３区２号竪穴建物竃C-C′～ E-E′
１　黒褐色土（10YR3/1）明赤褐色土粒をわずかに含む。
２　暗褐色土（10YR3/4）にぶい褐色土塊を多量に含み、細粒白色軽石・焼土粒をわずかに含む。
３　黒色土（10YR2/1）褐灰色土灰塊、焼土粒を含む。
４　褐灰色土（10YR6/1）灰層主体、焼土塊・粒を含む。
５　焼土塊主体
６　黒色土（10YR2/1）焼土粒を多量に含み、灰色土・灰塊を少量含む。
７　黄橙色焼土（7.5YR7/8）褐灰色灰を少量含む。
８　黒褐色土（10YR3/2）焼土を少量含む。
９　にぶい黄橙色粘質土（10YR6/4）黒褐色土を微量含む。
10　黒褐色土（10YR3/2）にぶい黄橙色粘質土を少量含む。
11　黒褐色土（10YR3/1）
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第596図　３区２号竪穴建物出土遺物図（１）
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第597図　３区２号竪穴建物出土遺物図（２）
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０ 10㎝１:３

３区３号竪穴建物

（第 599・600 図　PL.368・369・539）

位置　Ｘ＝57406 ～ 57409・Ｙ＝-75443 ～ -75448

重複　３区２号竪穴建物に後出する。

平面形　南側の大半が調査区域外となったが、ほぼ正方

形と推定される。

規模　長軸5.10ｍ　短軸（2.45）ｍ　最大壁高1.02ｍ

床面積　（7.72）㎡　　　　　主軸方位　Ｎ－80°－Ｗ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げたところ、S1が緩

やかに落ち込んで一次堆積しており、その下位に竪穴建

物埋土を検出した。本竪穴建物は３区２号竪穴建物の南

周堤を掘り込んでいた。S1降下時にはこれらの竪穴はす

べて白色軽石や焼土粒、明黄褐色土粒を含む黒色土で埋

まっており、緩やかな凹地になっていた。

　本竪穴の床面は平坦で、壁際を中心に炭化材が残され

ていた。炭化材の周囲には一部黄白色粘土および焼土が

堆積していた。炭化材の一部を樹種同定したところ、炭

SP11はコナラ属クヌギ節、炭SP12はタケ亜科およびイ

ネ科草本に同定された。

周堤　本竪穴の北西部には、３区２号竪穴建物埋土とS1

との間に、顕著な周堤盛土は検出されなかった。

上屋構造・壁構造　竪穴建物の建築材と推定される炭化

材が出土した。壁に直交する方向で出土した建築材は垂

木の可能性があるが、詳細は不明である。

柱穴　床面で主柱穴１本が検出された。４本柱穴のうち

北東隅の１本と推定される。主柱穴の規模は下記の通り。

Ｐ１　長径0.48ｍ　短径0.40ｍ　深さ0.55ｍ

竈　調査区域内で竈は検出されなかった。

第598図　３区２号竪穴建物出土遺物図（３）

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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みな、鋭い刃先を連想させる工具痕である。

周堤下面遺構　周堤調査は土層断面確認にとどまった。

遺物と出土状況　遺物は東壁沿い床面直上で、炭化材下

から、土師器杯（第600図２）、甕（９）が出土した。その

ほか、埋土中から土師器破片289点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。　

貯蔵穴　調査区域内で貯蔵穴は検出されなかった。

壁際溝　調査区域内で壁際溝は検出されなかった。

床面小溝　調査区域内で床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.07 ～ 0.13ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方面は北壁沿いがやや高く、南側が不定形にや

やローム塊を多量に含むにぶい黄褐色土で充填されてい

た。掘方面には掘削工具痕が鮮明に残されていた。小刻

第599図　３区３号竪穴建物平断面図

第4章　調査された遺構と遺物
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３区３号竪穴建物A-A′・B-B′
１　Hr-FA（S3上）
２　Hr-FA（S3下）
３　Hr-FA（S1）
４　黒褐色土（10YR3/1）細粒白色軽石を少量含む。
５　黒褐色土（10YR3/2）明赤褐色土粒、炭化粒をわずかに含む。
６　暗褐色土（10YR3/3）ロームブロックを含む。
７　にぶい黄褐色土（10YR4/3）ロームブロックを多量に含む。

３区３号竪穴建物P １　C-C′
１　黒色土（10YR1/2）ロームを含む。粘性あり、しまりなし。
２　黒色土（10YR1/2）ロームなし。粘性あり、しまりなし。
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第600図　３区３号竪穴建物出土遺物図
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０ 10㎝１:３

周堤　本竪穴の周囲には、幅3.22 ～ 3.60ｍの周堤盛土

が検出された。竪穴建物構築の際に盛られたと推定され

る土砂（第602図A-A′12層・13層）の厚さは最大30cmほ

どで、建物放棄から火山灰降下までに堆積した土砂は特

定できなかった。

上屋構造・壁構造　竪穴建物の建築材と推定される炭化

材は出土しなかった。

柱穴　床面で主柱穴２本が検出された。４本柱穴のうち

の北部と東部の２本と推定される。Ｐ２は調査区壁と重

なって、北半部のみの確認となった。主柱穴の規模は下

記の通りである。

Ｐ１　長径0.33ｍ　短径0.28ｍ　深さ0.44ｍ

Ｐ２　長径（0.38）ｍ　短径0.37ｍ　深さ0.56ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ２間は2.82ｍである。

竈　調査区域内で竈は検出されなかった。

３区４号竪穴建物

（第 601 ～ 603 図　PL.369・370・540）

位置　Ｘ＝57396 ～ 57405・Ｙ＝-75421 ～ -75434

重複　無し。　　平面形　南側の大半が調査区域外と

なったが、ほぼ正方形と推定される。

規模　長軸6.32ｍ　短軸（4.18）ｍ　最大壁高0.80ｍ

床面積　（14.94）㎡　　　　　主軸方位　Ｎ－35°－Ｗ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げたところ、S1が緩

やかに落ち込んで一次堆積しており、その下位に竪穴建

物埋土を検出した。S1降下時には本竪穴もすべて白色軽

石や焼土粒・明黄褐色土粒を含む黒色土で埋まっており、

緩やかな凹地になっていた。床面は平坦で、炭化材は出

土しなかった。

　Ｐ１の西側に長軸0.76ｍ、短軸0.61ｍ、深さ0.13ｍの

楕円形の土坑を検出した。

第601図　３区４号竪穴建物出土遺物図

第4章　調査された遺構と遺物
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貯蔵穴　調査区域内で貯蔵穴は検出されなかった。

壁際溝　幅0.07 ～ 0.31ｍ、深さ0.04 ～ 0.08ｍの壁際溝

が、北西壁から北隅にかけて掘られていた。

床面小溝　調査区域内で床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.04 ～ 0.15ｍほど下位で掘方面を検出

した。掘方面は北西壁際がやや深く掘られており、北東

壁沿いにも不定形な浅い掘り込みがあった。掘方はロー

ム塊を多量に含む灰黄褐色土で充填されていた。

周堤下面遺構　周堤の調査は土層断面確認にとどまっ

た。

遺物と出土状況　遺物は少ない。床面近くの図示できた

遺物は土師器杯（第601図３）のみで、その他は埋土中も

しくは掘方埋土中からの出土土器である。また、埋土中

から鉄製両関刀子（第601図９）が出土した。そのほか、

埋土中から土師器破片292点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。　

第603図　３区４号竪穴建物掘方平断面図

第4章　調査された遺構と遺物
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した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。

３区５号竪穴建物

（第604・605図　PL.371・539）

位置　Ｘ＝57392 ～ 57398・Ｙ＝-75413 ～ -75423

重複　３区４号竪穴建物の周堤と重複する。両竪穴の竪

穴建物の周堤は重なりあっていると推定される。新旧関

係は土層断面からは明確に判明しなかった。

平面形　北隅のみの調査となったので全形は不明である

が、方形と推定される。

規模　長軸（1.59）ｍ　短軸（0.41）ｍ　最大壁高0.68ｍ

　　　周堤幅　2.30 ～ 3.05ｍ

床面積　（0.32）㎡　　　　　主軸方位　Ｎ－65°－Ｗ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げたところ、S1が緩

やかに落ち込んで一次堆積しており、その下位に竪穴建

物埋土を検出した。S1降下時には本竪穴もすべて白色軽

石や焼土粒・明黄褐色土粒を含む黒色土で埋まっており、

緩やかな凹地になっていた。

床面は平坦で、炭化材は出土しなかった。

周堤　本竪穴の周囲には、幅2.30 ～ 3.05ｍの周堤盛土

が検出された。竪穴建物構築の際に盛られたと推定され

る土砂（第605図B-B′７層）の厚さは最大８cmほどで、建

物放棄から火山灰降下までに堆積した土砂は特定できな

かった。同図A-A′方向の周堤の記録は写真のみになっ

たが、ローム塊を含む周堤盛土が観察された。

上屋構造・壁構造　竪穴建物の建築材と推定される炭化

材は出土しなかった。

柱穴　調査区域内で柱穴は検出されなかった。

竈　調査区域内で竈は検出されなかった。

貯蔵穴　調査区域内で貯蔵穴は検出されなかった。

壁際溝　調査区域内で壁際溝は検出されなかった。

床面小溝　調査区域内で床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.18 ～ 0.20ｍほど下位で掘方面を検出

した。ローム塊を少量含む黒褐色土で充填されていた。

狭い範囲の調査であったので、掘り込み等の詳細は不明

である。

周堤下面遺構　周堤の調査は土層断面確認にとどまっ

た。

遺物と出土状況　遺物は少ない。図示した須恵器蓋（第

604図１）、甕破片（２）は、周堤から出土した。竪穴内の

遺物というより、地山の黒色土内の遺物と考えられ

る。また、図示しなかったが、粒状礫が６点埋土中から

出土

第604図　３区５号竪穴建物出土遺物図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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３区５号竪穴建物A-A′・B-B′
１　Hr-FA（S7）
２　Hr-FA（S3上下混）。
３　Hr-FA（S1）
４　黒褐色土（10YR3/1）ローム小ブロックを微量含む。
５　黒褐色土（10YR3/2）ローム小ブロックを少量含む。
６　黒褐色土（2.5Y3/2）ロームブロックを少量含む。
７　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームブロックを少量含む。
８　黒褐色土（10YR3/1）細粒白色軽石を少量含む。
９　黒褐色土（10YR3/2）細粒白色軽石・明黄色土粒を少量含む。



結果、材質はカリガラスで引き伸ばし技法で製作された

ものと判明した。

３区１号屋外炉（第608図　PL.541）

位置　Ｘ＝57398 ～ 57400・Ｙ＝-75419 ～ -75422

重複　無し。

平面形　不整楕円形　　長軸方位　Ｎ－70°－Ｗ

規模　長軸2.47ｍ　短軸1.28ｍ　深さ0.32ｍ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げ、S1直下面の遺構

精査およびS1下位の黒色土を徐々に掘り下げたところ、

本屋外炉を検出した。礫が２個置かれた南側に長径1.00

ｍ、短径0.60ｍほどの不整楕円形の土坑の内面に固結し

た橙色焼土が一定の厚さで形成されていた。焼土の厚さ

は0.02 ～ 0.06ｍほどである。周囲には炭化物や灰が散

在していた。北西側には土師器甕（第608図１）が割れた

状態で出土した。

遺物と出土状況　焼土土坑の北西側には土師器甕（第608

図１）が割れた状態で出土した。ほかに埋土中から土師

器破片38点が出土した。いずれも小片のため実測・図示

できなかった。

調査所見　S1の下位で検出された。周囲の竪穴建物群に

伴う集落内の炉痕跡と推定される。

３区２号屋外炉（第608図　PL.541）

位置　Ｘ＝57392 ～ 57394・Ｙ＝-75408 ～ -75409

重複　無し。

平面形　不整楕円形　長軸方位　Ｎ－26°－Ｗ

規模　長軸1.29ｍ　短軸1.13ｍ　深さ0.12ｍ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げ、S1直下面の遺構

精査およびS1下位の黒色土を徐々に掘り下げたところ、

東側崖線寄りに本屋外炉を検出した。S1が直接覆うよう

な状況で、ほぼ完形の土師器小型甕２個が0.46ｍ離れた

位置にあり、その下位に焼土を多量に含む黒褐色土が堆

積していた。顕著な焼土層は形成されていなかった。

遺物と出土状況　焼土を多量に含む黒褐色土内にあった

のは土師器小型壺（第608図３）と小型甕（２）で、３は正

位で出土したが、２は横位に倒れていた。S1堆積時には

土器の上端は壊れていたと見られ、その状態で一定期間

放置されていたと推定された。他に埋土中から土師器破

片６点が出土した。

（３）遺物集中区と屋外炉　

　S1を除去した黒色土上面およびその下位の黒色土をや

や掘り下げた面に、土師器・須恵器破片および、多量の

臼玉、少量の石製模造品が出土した。これらは、S1降下

時には、地面に露出していた遺物もあったとみられるが、

大半が黒色土中に含まれていたことから、本章で黒色土

中の遺物集中区として報告した。本項でともに報告する

「屋外炉」も同様で、S1直下面を精査し、少しずつ掘り下

げしていく中で、その輪郭や焼土範囲、出土遺物を検出

したものである。これらの遺物群や遺構はS1降下直前の

人間行動を示す遺構ではなく、本区で検出した５棟の竪

穴建物群との関連性がより強いものと考えられる。

　遺物集中部は、３区中央部の竪穴建物群の間の、概ね

３か所に分かれて検出された（第620図）。東側から、１

号遺物集中区、２号遺物集中区、３号遺物集中区とする。

①１号遺物集中区（第606・607図　PL.371 ～ 373・540・541）

　１号遺物集中区は３区４号竪穴建物以東で検出され

た。竪穴建物群が途切れて扇状地東端の崖線に至る空間

に、土師器破片が多数集められたところや土器片が散在

しており、滑石製・蛇紋岩製の臼玉が密集する地点１か

所があった。また、３区１号・３号屋外炉が３区４号竪

穴建物の周堤北東裾部に、３区２号屋外炉が東側段丘崖

に至る斜面に形成されていた。

　本集中区で取り上げられた遺物は３区１号～３号屋外

炉出土遺物も含めて、土師器27か所、須恵器９点、臼玉

138点、石製模造品５点である。土師器は複数の破片が

まとめられた状況で出土したところが多かった。特にＸ

=57397 ～ 57399、Ｙ=－75415の範囲にある土器集中は

多くの土器が重なっており、土師器杯（第606図２・５・６・

７）を図示した。甕破片も含まれていたが小破片のため

図示できなかった。

　この土器集中と同レベルから下位にかけて、臼玉137

点が１か所に集中して出土した。本集中区の臼玉につい

ては、実測を割愛して石材と大きさ・重量のデータ一覧

を提示した。石製模造品は剣形が４点出土している。そ

のうち３点（第606図17・18・19）を図示した。垂飾が１

点（20）出土しているが、弥生時代以前の遺物の可能性も

ある。また、４号竪穴建物周堤の上層からガラス小玉（第

606図21）が出土した。ガラス小玉は紺色透明で、分析の

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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第606図　３区１号遺物集中区出土遺物図（１）
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第607図　３区１号遺物集中区出土遺物図（２）
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第608図　３区１号・２号屋外炉平断面図・出土遺物図

３区１号屋外炉

３区１号屋外炉出土遺物

３区２号屋外炉

３区２号屋外炉出土遺物
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３区１号屋外炉A-A′・B-B′
１　黒褐色土（10YR3/2）焼土・炭化物を微量含む。
２　黄橙色焼土（7.5YR7/8）炭化物を微量含む。

３区２号屋外炉A-A′
１　黒褐色土（10YR3/1）焼土を多量に含む。
２　黒褐色土（10YR3/2）焼土を微量含む。
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が、推定長径1.70ｍ、短径1.00ｍの楕円形の範囲に炭化

物等が混入した黒褐色土が堆積していた。

遺物と出土状況　角礫の南脇に、須恵器 （第609図２）

が倒立して、上半部が黒色土中に入り込んだ状況で出土

した。この須恵器 （２）内に残された土砂の洗浄調査、

炭化種実同定、植物珪酸体分析を実施したところ、クワ

属・サクラ属の炭化材、イネの炭化種実、ネザサ節型・

チマキザサ節型・ミヤコザサ節型・ヨシ属・キビ族・ウ

シクサ族・ポイント型等の植物珪酸体が検出された。北

側の「線状衝撃痕」の北脇には土師器杯（１）、埋土中から

土師器甕底部破片（３）が出土した。ほかに埋土中から土

師器破片５点が出土した。

調査所見　S1の下位で検出された。周囲の竪穴建物群に

伴う集落内の炉痕跡と推定される。

調査所見　S1の下位で検出された。周囲の竪穴建物群に

伴う集落内の炉痕跡と推定される。

３区３号屋外炉（第609図　PL.541）

位置　Ｘ＝57400 ～ 57404・Ｙ＝-75419 ～ -75421

重複　無し。

平面形　不整楕円形　　長軸方位　Ｎ－84°－Ｗ

規模　長軸1.92ｍ　短軸（1.02）ｍ　深さ0.31ｍ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げ、S1直下面の遺構

精査およびS1下位の黒色土を徐々に掘り下げたところ、

１号屋外炉の北側に隣接して本屋外炉を検出した。長径

2.40ｍ、短径1.40ｍの範囲に灰が広がり、その北東端部

に黄褐色粘土の上位に角礫２個が置かれていた。北側は

「線状衝撃痕」が遺構面を壊しており詳細が不明である

第609図　３区３号屋外炉平断面図・出土遺物図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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２号遺物集中区で取り上げられた遺物は土師器141か所、

管玉１点、臼玉16点である。土師器は単独で出土した破

片もあったが、集中して黒色土内に残されているところ

もあった。中には４号竪穴建物出土土器（第601図５）や

５号屋外炉出土土器（第616図５）と接合した土器もあっ

た。土師器は内湾口縁の杯、有稜で鋭く屈曲する杯部を

②２号遺物集中区（第610・613図　PL.373・374・541 ～ 544）

　２号遺物集中区は３区３号竪穴建物と３区４号竪穴建

物の間の空間に検出された。周囲の竪穴建物周堤と比較

してやや凹地になっている地点に黒色土が堆積してお

り、そこから土師器や石製品等が出土した。全体には散

在していたが、東西２か所に集中する部分があった。

第610図　３区２号遺物集中区出土遺物図（１）

第4章　調査された遺構と遺物

784

１ ３
２

６４ ５

９

11

７
８

10



０ 10㎝１:３

第611図　３区２号遺物集中区出土遺物図（２）
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第612図　３区２号遺物集中区出土遺物図（３）
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第613図　３区２号遺物集中区出土遺物図（４）
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もつ高杯に加えて、深さのある鉢形の杯部に脚部を付し

た高杯が複数出土した。管玉（第613図28）は蛇紋岩製で、

本遺物集中区の南東部で単独で出土した。臼玉は滑石製

および蛇紋岩製で本遺物集中区内で散在していた。その

うちから６点（第613図29 ～ 34）を図示した。

　これらの土師器の出土位置には器種による偏在傾向が

見られた（第620図）。先述の２カ所の土器集中部分のう

ち西側には第610図の杯（１）、高杯８点（４～ 11）が臼玉

とともに集中していた。臼玉は１点（34）を図示した。手

捏ね小鉢（３）は埋土中からの出土である。東側の土器集

中部分には坩（第611図12・13）と壺（16 ～ 19）が出土した。

加えて小型甕（22）と臼玉が出土した。臼玉は５点（29 ～

33）を図示した。一方、15の壺は２号遺物集中区の西端で、

管玉（28）は南西端で出土した。小型甕（23・24）は周辺の

黒色土中で出土した破片が接合したものである。

　この２号遺物集中区の下層には、弥生時代中期後半の

礫床木棺墓群が重複して検出されている。古墳時代の黒

色土中の遺物と混在して、弥生土器破片や極細の碧玉製

管玉や銅鏃も出土している（『縄文・弥生時代編』で報告）。

５世紀後半の集落内では竪穴建物を造らない空間になっ

ており、何らかの特殊な場であった可能性がある。

３区６号屋外炉（第614図　PL.541）

位置　Ｘ＝57410・Ｙ＝-75434

重複　無し。

平面形　不整楕円形　　長軸方位　Ｎ－15°－Ｗ

規模　長軸0.70ｍ　短軸0.40ｍ　深さ0.07ｍ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げ、S1直下面の遺構

精査およびS1下位の黒色土を徐々に掘り下げたところ、

２号遺物集中区の北部で本屋外炉を検出した。礫が放射

状に３個置かれた下位と中央部に焼土を多量に含む黒褐

色土が堆積していた。中央部は0.08ｍほど窪んでおり、

礫は黒色土に下位1/3ほどが埋まった状態であった。

遺物と出土状況　本炉に直接関わる遺物は出土しなかっ

たが、周囲には２号遺物集中区で報告した土師器甕（第

613図25・26）等の破片が出土している。

調査所見　火山堆積物S1の下位で検出された。周囲の竪

穴建物群に伴う集落内の炉痕跡と推定される。

③３号遺物集中区（第615・616図　PL.375・545）

　３号遺物集中区は３区西端部の４号・５号屋外炉の周

囲に検出された。周辺のS1直下面は火砕流が地面を削っ

たとみられる「線状衝撃痕」が多く検出され、凹凸が著し

かったため遺構確認を難しくしたが、焼土の周囲に完形

土器を伴う遺構を「屋外炉」として記録した。

　本集中区で取り上げられた遺物は４号・５号屋外炉出

土遺物も含めて、土師器152か所、石製品１点、臼玉３

点、土玉１点である。土師器は屋外炉部分で完形に近い

ものが出土したのに加えて、屋外炉の周囲にも接合可能

な破片が広く散在していた。破片が接合した遺物が多く、

破砕された可能性も考え得る。これらのうち土師器杯や

甕８点を図示した（第616図）。土玉（第615図１）は直径

0.9cmの球形で、本遺物集中区の北西端で出土した。石

製品（第615図２）は蛇紋岩製で、２孔を穿った方形であ

る。本遺物集中区の東端で出土した。いずれも外縁部の

出土である。

第614図　３区６号屋外炉平断面図

第615図　３区３号遺物集中区出土遺物図（１）
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３区６号屋外炉A-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）焼土を多量に含み、炭化物を微量含む。
２　黒褐色土（10YR3/1）焼土を微量含む。

１

１

２

２
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第616図　３区３号遺物集中区出土遺物図（２）
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精査およびS1下位の黒色土を徐々に掘り下げたところ、

本屋外炉を検出した。３区３号遺物集中区の東端に形成

されていた。角礫が４個置かれた東側に長径2.60ｍ、短

径2.12ｍほどの不整楕円形の落ち込みの中に長径0.90

ｍ、短径0.75ｍの楕円形に固結した橙色焼土が一定の厚

さで形成されていた。焼土の厚さは0.06ｍほどである。

３区４号屋外炉（第617・618図　PL.545）

位置　Ｘ＝57415 ～ 57421・Ｙ＝-75455 ～ -75462

重複　無し。

平面形　不整楕円形　　長軸方位　Ｎ－90°－Ｅ

規模　長軸2.60ｍ　短軸2.12ｍ　深さ0.28ｍ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げ、S1直下面の遺構

第617図　３区４号屋外炉平断面図

第4章　調査された遺構と遺物

790

３区４号屋外炉A-A′・B-B′
１　黄橙色焼土（7.5YR7/8）炭化物を微量含む。
２　黄橙色焼土（7.5YR7/8）黒褐色土を少量含む。
３　黒褐色土（10YR3/1）焼土を少量含む。

３区４号屋外炉C-C′～ E-E′
１　灰白色粘質土（10YR8/2）暗褐色土を微量含み、しまりなし。
２　暗褐色土（10YR3/3）灰白色土を少量含み、しまりなし。



０ 10㎝１:３

重複　無し。

平面形　不整長方形　　長軸方位　Ｎ－104°－Ｅ

規模　長軸（2.96）ｍ　短軸1.80ｍ　深さ0.13ｍ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げ、S1直下面の遺構

精査およびS1下位の黒色土を徐々に掘り下げたところ、

本屋外炉を検出した。３区の南西隅で検出されたため、

全体像は不明である。S1下位の黒色土中に、灰白色粘土

を含む灰褐色土の不整長方形の輪郭が検出され、その西

端に完形に近い土師器甕（第619図６）が埋まっていた。

土器の東側には長さ1.64ｍ、幅0.40ｍの帯状に灰が広

がっていた。長方形輪郭の東端には長径0.90ｍ、短径0.56

ｍの楕円形に灰が分布していた。灰の植物珪酸体分析を

実施したところ、イネ、ミヤコザサ節型、ウシクサ族、

棒状型の植物珪酸体が検出された。周囲にも土師器破片

が出土した。

遺物と出土状況　前述した土師器甕のほか、北半部で土

師器甕（第619図５）、杯（３）、高杯（４）が、北東隅で土

師器甕（７）が出土した。ほかに埋土中から土師器破片

102点が出土した。

調査所見　S1の下位で検出された。周囲の竪穴建物群に

伴う集落内の炉痕跡と推定される。

さらにその南側にも長径0.85ｍ、短径0.60ｍの不整楕円

形の範囲に顕著な焼土が形成されていた。焼土の厚さは

0.08 ～ 0.10ｍである。周囲には、角礫や炭化物・灰が

散在していた。この２か所の焼土の間には、土師器甕２

個（第618図４・６）が重なるような状況で出土した。

　またこれらの焼土の南側には、直径1.40ｍ、深さ0.05

ｍの凹地や、灰白色土を伴う４か所の浅い小ピットも検

出された。試料採取された白色土は灰と確認されたこと

から、洗浄調査および植物珪酸体分析を実施したところ、

炭化種実は同定できなかったが、灰の母植物としてイネ

葉身、イネ籾殻、ウシクサ族、ネザサ節型、チマキザサ

節型、ミヤコザサ節型、棒状型等が含まれていることが

植物珪酸体分析から判明した。

遺物と出土状況　北側の焼土上面からは土師器甕（第618

図５）が、南側の凹地からは土師器杯（１・３）が出土し

ている。ほかに埋土中から土師器破片114点が出土した。

調査所見　S1の下位で検出された。周囲の竪穴建物群に

伴う集落内の炉痕跡と推定される。

３区５号屋外炉（第619図　PL.545）

位置　Ｘ＝57416 ～ 57420・Ｙ＝-75465 ～ -75468

第618図　３区４号屋外炉出土遺物図
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３区５号屋外炉A-A′
１　灰白色土（10YR8/5）灰黄褐色土を少量含む。
２　灰褐色土（10YR4/2）灰白色土を少量含む。
３　黒褐色土（10YR3/2）黄褐色土を微量含む。

１
３

２

６

４

７

５



1杯
5高杯
6高杯
7高杯
8高杯
9高杯

号遺物集中区

０ ５ｍ



Ａ Ａ′

417
-466

L=217.60mＡ Ａ′

1
０ １ｍ１: 40

（４）ピット

３区１号ピット（第621図）

位置　Ｘ＝57416・Ｙ＝-75466

重複　無し。

平面形　楕円形　　長軸方位　Ｎ－78°－Ｗ

規模　長軸0.51ｍ　短軸0.43ｍ　深さ0.14ｍ

検出・埋没状況　S3 ～ S1を掘り下げ、S1直下面の遺構

精査およびS1下位の黒色土を徐々に掘り下げたところ、

本ピットを検出した。

遺物と出土状況　埋土内に土師器甕口縁部破片ほか５点

が出土した。小片のため実測・図示できなかった。

調査所見　S1の下位で検出された。浅い単独ピットで、

建物を構成するピットではない。

第621図　３区１号ピット平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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３区１号ピットA-A′
１　黒褐色土（10YR3/1）黄橙色軽石を少量含み、上部で褐灰色土混入。



る。また発掘区間での遺構分布の変化も明らかになった。

　また、５区南半部では弥生時代後期初頭の竪穴建物群

と重複しており、５世紀後半の竪穴建物掘方面では弥生

時代後期竪穴建物の柱穴が検出された。

　掘立柱建物は５区南端部に１棟が検出された。南半部

が調査区域外となったことから、掘立柱建物の全体構造

は不明である。４～６区で検出された掘立柱建物はこの

１棟であるが、竪穴建物の分布状況と共に、さらに南側

へ集落が広がっていることを示している。

　土坑・ピットは５区北半から６区・４区南東部にかけ

て分布していた。

　また、金井下新田遺跡では、竪穴建物等と同じ遺構確

認面で、焼土や土器、炭化物、炭化材が組み合わさり、

何らかの痕跡として出土する遺構が検出された。これら

の調査にあたっては、各調査年度ごとに別の遺構名称が

付された経緯もあったが、報告書掲載にあたり、１区～

３区の同層位の類似遺構との比較検討もおこなって、次

の通りに大別して報告した。遺構名称はなるべく調査時

の名称を使用したが、変更したものについては第8表に

示した。分類は、①厚い焼土層や土器、炭化物、炭化材

が出土した遺構は「屋外炉」、②焼土の生成は弱いが炭化

材が残された遺構は「炭化物集中」、③焼土のみの遺構は

「焼土」である。

　４～６区では性格が明確でない遺構について、「～号

遺構」の名称を付して記録している。特に黒色土中の５

区調査では、その方式によって21号遺構から33号遺構ま

での記録を実施した。これらについては、前述の分類に

よって、25号遺構は「屋外炉」とした遺構と、26号・28号・

30号・32号遺構は「焼土」とした遺構と類似することから、

同項目に編集した。類似性でまとめられなかった不明遺

構については、「不明遺構」の項目で編集した。

　４．４～６区

（１）４～６区黒色土中遺構の概要　

　４区は平成26年度、５区は平成28年度、６区は平成29

年度に発掘調査した。当初６区の調査は生活道路部分で

あったことから除外されていたが、４区・５区に囲い状

遺構が確認されたことから、囲い状遺構の内部に位置す

る生活道路部分も調査対象となった。これを６区として

調査した。北側から４区・６区・５区となっているのは

この為である。したがって６区では、すでに４区・５区

で調査された遺構の一部が追加で記録されることとな

り、これらは５区の遺構名称で記録した。なお本書では、

遺構の分布実態に合わせて４区・６区・５区の順に遺構

記載を編集した。

　４～６区における、S1下層の黒色土中の調査では、竪

穴建物22棟、竪穴状遺構１基、掘立柱建物１棟、土坑１

基、ピット50基、溝１条、屋外炉３基、焼土8基、その

他の不明遺構１基が検出された。全体として、５世紀後

半代の遺構群が濃密に分布することが判明した。

　竪穴建物は４区・６区の北西部を除く全域に分布して

いた。竪穴建物の中には大型の５区18号竪穴建物や４区

３号竪穴建物があり、中型・小型、正方形・長方形、４

本柱穴・２本柱穴・柱穴なしと多様性があり、時期や機

能等を背景にした形態を示していると推定される。

　古墳時代の竪穴建物間には２回の重複関係が複数あ

り、少なくとも２時期の変遷が想定される。金井下新田

遺跡出土の土師器の様相は、形態の変化やその組み合わ

せの変化から、４時期ほどの変遷が看取されている。詳

細は論考編で述べるが、４～６区の竪穴建物出土土器は

比較的古い土器様相を示している。また、多くの竪穴建

物がS₂降下時にはほとんど埋没しきった状態であった。

土器様相からやや古い時期の竪穴建物が多かったことと

矛盾しない。これらの竪穴建物の時期は、６区１号竪穴

建物でTK23・47型式期の須恵器が出土していることか

ら、おおむね５世紀後半の時期と推定される。４～６区

ではこの後、竪穴建物群の上位に一辺54ｍの囲い状遺構

が造営された。発掘区内の22棟の竪穴建物は埋まりきっ

ていたが、囲い状遺構はS1降下時にはすでに解体が始

まっており、竪穴建物群と囲い状遺構、そして噴火の時

間的関係はかなり短い時間幅の中で推移したと推定され

第4章　調査された遺構と遺物
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第622図　４～６区黒色土中遺構全体図



　竈右脇からは土師器杯３個（第625図２・４・７）、小

型甕（16）、甕（21）が床面直上で出土した。

貯蔵穴　竪穴南東隅の竈右側に長軸0.85ｍ、短軸0.67ｍ、

深さ0.68ｍの長方形の貯蔵穴が検出された。貯蔵穴埋土

の上層にも、竪穴壁際に堆積していた灰白色灰が混入し

ていた。

　貯蔵穴の周囲は幅0.10ｍ、高さ0.05ｍほどの高まりが

あり、内側にも幅0.06 ～ 0.12ｍ、高さ0.12ｍほどの段

が廻っていた。貯蔵穴北東隅の段には土師器杯（第625図

５）が残り、そこから貯蔵穴内に落ち込むような状況で

土師器小型甕（18）が出土した。西縁からは土師器杯（8）

が出土した。貯蔵穴の北東隅脇、竈との間には板状の礫

が出土しているが、用途は不明である。

壁際溝　幅0.13 ～ 0.27ｍ、深さ0.07 ～ 0.18ｍの壁際溝

が全周していた。

床面小溝　床面では明確でなかったが、掘方面で床面小

溝３条が検出された。竪穴南東隅のＰ２から東方向の溝

をYK １、北西隅のＰ３から北方向の溝をYK ２、北東隅

のＰ４から北方向の溝をYK ３とする。いずれも壁に直

交して壁際溝から主柱穴まで掘られた規格的な配置を示

す。各溝の規模は下記の通りである。

YK １　幅0.10 ～ 0.20ｍ　長さ0.61ｍ　深さ0.05ｍ

YK ２　幅0.16 ～ 0.18ｍ　長さ0.74ｍ　深さ0.08ｍ

YK ３　幅0.13 ～ 0.18ｍ　長さ0.70ｍ　深さ0.10ｍ

掘方　床面から最大で厚さ0.08ｍほど下位で掘方面を検

出した。中央部はほとんど掘り込まれず、床面となり、

南壁沿いはやや深く掘られていた。掘方はローム塊や白

色粒子を含む灰褐色土や、黒褐色土塊を含む明黄褐色土

で充填されていた。掘方面で前述のように床面小溝を検

出したが、床下土坑は確認されなかった。

遺物と出土状況　多くの遺物が壁際を中心に出土した。

南西隅からは土師器杯（第625図９）、甕（19）、大型甑（13）

がまとまって床面直上で出土した。甕（19）は北東隅出土

の破片とも接合している。西壁沿いには土師器小型甕（第

626図14）、北西隅には土師器坩が２個体（11・12）と甕

（20）が床面で出土した。この土師器坩（12）には、本竪穴

建物中央出土の破片と４区３号祭祀出土破片が接合して

いる。また甕（20）には竈脇の破片が接合している。北東

隅では、土師器小型甕（17）が床面直上で出土した。

　蛇紋岩製の剣形石製模造品３点（第627図22・23・24）は、

（２）竪穴建物

４区２号竪穴建物

（第623 ～ 627図　PL.337 ～ 380・546）

位置　Ｘ＝57417 ～ 57421・Ｙ＝-75492 ～ -75497

重複　無し。　　　　　　平面形　正方形

規模　長軸4.12ｍ　短軸4.10ｍ　残存壁高0.85ｍ

床面積　13.36㎡　　　　　主軸方位　Ｎ－70°－Ｅ

検出・埋没状況　S1を除去し、黒色土上面を精査したと

ころ、埋土の輪郭を検出した。竪穴内は火山灰降下時に

はほぼ完全に黒色土で埋まっており、凹地にはなってい

なかった。埋土を掘り下げていくと、壁際に灰白色の灰

が集中して出土し、その下位から完形土器が出土した。

この灰層の植物珪酸体分析を実施したところ、イネ、イ

ネ籾殻、キビ族、ウシクサ族、棒状型、ポイント型等の

植物珪酸体が検出された。床面は平坦で、中央部を中心

に硬化していた。

上屋構造・壁構造　竪穴建物の構築材は失われており、

不明である。壁沿いで検出された灰白色灰から検出され

た植物珪酸体は、イネの籾殻とイネの葉身を含み、一部

の資料にウシクサ族とキビ族が含まれる組成であった。

イネ科植物が壁材あるいは屋根材の痕跡である可能性も

考えられよう。

柱穴　床面で主柱穴４本が検出された。主柱穴の規模は

下記の通りである。

Ｐ１　長径0.19ｍ　短径0.16ｍ　深さ0.74ｍ

Ｐ２　長径0.28ｍ　短径0.25ｍ　深さ0.54ｍ

Ｐ３　長径0.29ｍ　短径0.28ｍ　深さ0.44ｍ

Ｐ４　長径0.28ｍ　短径0.26ｍ　深さ0.54ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ２間が1.90ｍ、Ｐ２・Ｐ３間が

1.66ｍ、Ｐ３・Ｐ４間が1.98ｍ、Ｐ４・Ｐ１間が1.80ｍ

である。

竈　東壁ほぼ中央に敷設されていた。残存する竈の規模

は確認長1.12ｍ、屋外長0.28ｍ、燃焼部長0.85ｍ、焚口

幅0.75ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が左0.82ｍ、右

0.87ｍの長さで屋内に張り出し残存していた。その先端

には左右とも角礫２個が芯として据えられていた。燃焼

部中央には角礫が１個残されており、支脚として利用さ

れていたと推定される。ただし燃焼部底面に深く埋まっ

ていた状況ではなかった。燃焼部からは土師器甕破片が

出土したが、小片のため図示しなかった。

第4章　調査された遺構と遺物
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第623図　４区２号竪穴建物平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物

799

４区２号竪穴建物A-A′・B-B′
１　黒褐色土（10YR3/1）明黄褐色土粒を少量含む。白色軽石を微量含み、

ややしまりあり。
２　黒褐色土（10YR3/2）焼土・ロームを微量含み、しまり弱い。
３　暗褐色土（10YR3/3）ロームブロックを少量含み、焼土を微量含む。一

部に灰を含み、しまり弱い。
４　黒褐色土（7.5YR3/1）ロームブロック・焼土・炭化物を微量含む。一

部に灰を含み、しまり弱い。
５　明黄褐色土（10YR6/6）黒褐色土を多量に含み、しまり強い。
６　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを少量含み、しまりあり。

４区２号竪穴建物貯蔵穴F-F′
１　黒褐色土（10YR3/1）にぶい黄橙色灰・ロームを微量含み、しまりなし。
２　黒褐色土（10YR3/2）にぶい黄橙色灰を多量に含み、しまりなし。

３　灰黄褐色土（10YR4/2）にぶい黄橙色灰を多量に含み、しまりなし。
４　暗灰黄色土（2.5Y4/2）ロームを微量含み、しまりなし。

４区２号竪穴建物P １　G-G′
１　灰黄褐色土（10YR4/2）ローム小ブロックを少量含み、しまりなし。

４区２号竪穴建物P ３　H-H′
１　灰黄褐色土（10YR4/2）ローム小ブロックを微量含み、しまりなし。
２　暗灰黄色土（2.5Y4/2）ロームブロックを少量含み、しまり弱い。

４区２号竪穴建物P ４　I-I′
１　灰黄褐色土（10YR4/2）ローム小ブロックを微量含み、しまりなし。
２　黒褐色土（10YR3/1）ロームブロックを多量に含み、しまり弱い。
３　暗灰黄色土（2.5Y4/2）ローム小ブロックを微量含み、しまりなし。
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４区２号竪穴建物竃C-C′・D-D′
１　黒褐色土（10YR3/1）ローム・焼土・炭化物を微量含む。
２　明黄褐色土（10YR6/6）ローム・黒褐色土・焼土を少量含む。
３　黒褐色土（10YR3/2）ロームを多量に含む。
４　黒褐色土（7.5YR3/1）ローム・焼土を微量含む。
５　灰黄褐色土（10YR4/2）焼土を少量含む。
６　褐灰色土（7.5YR4/1）焼土・灰を微量含む。
７　にぶい黄褐色土（10YR5/4）焼土を多量に含み、灰を少量含む。
8　褐灰色土（10YR4/1）焼土・灰を多量に含む。
９　褐灰色土（10YR5/1）焼土を多量に含み、灰を少量含む。
10　明黄褐色土（10YR6/6）焼土を多量に含む。
11　黒褐色土（10YR3/1）ロームを少量含み、焼土を微量含む。
12　明黄褐色土（10YR6/6）黒褐色土を多量に含む。
13　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを少量含む。
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第625図　４区２号竪穴建物出土遺物図（１）
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第626図　４区２号竪穴建物出土遺物図（２）
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中央部の床面上8～ 19cmで近接した位置から出土した。

また粒状礫１点（25）が埋土中から出土した。いずれも埋

没途中に竪穴建物内に入り込んだものである。

　この他、埋土中から土師器破片540点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。埋土中から出土した石製模造品等は、埋没途中の

凹地の利用について、単純な流れこみでない祭祀的行為

等の可能性を示唆している。

４区３号竪穴建物

（第628 ～ 632図　PL.380 ～ 383・547）

位置　Ｘ＝57399 ～ 57408・Ｙ＝-75488 ～ -75493

重複　４区囲い状遺構および４区１号竪穴建物に先行す

る。

平面形　東半部が調査区域外となったため、全形は不明

であるが、ほぼ正方形と推定される。

規模　長軸7.16ｍ　短軸（6.14）ｍ　残存壁高0.96ｍ

床面積　（23.62）㎡　　　　主軸方位　Ｎ－110°－Ｗ

第627図　４区２号竪穴建物出土遺物図（３）

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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深さ0.42ｍの隅丸長方形の貯蔵穴が検出された。

貯蔵穴の周囲には幅0.20 ～ 0.30ｍ、高さ0.03ｍほどの

段が廻っていた。貯蔵穴内は軽石粒を含む黒褐色土・暗

褐色土で埋まっていた。出土遺物は破片のみである。

壁際溝　調査区域内では幅0.14 ～ 0.20ｍ、深さ0.06 ～

0.10ｍの壁際溝が全周していた。

床面小溝　床面で床面小溝２条が検出された。竪穴北東

隅の主柱穴が推定される位置から北方向の溝をYK １、

Ｐ３から北方向の溝をYK ２とする。いずれも壁に直交

して壁際溝から柱穴まで掘られた規格的な配置を示す。

各溝の規模は下記の通りである。

YK １　幅0.33 ～ 0.48ｍ　長さ1.10ｍ　深さ0.08ｍ

YK ２　幅0.20 ～ 0.50ｍ　長さ1.10ｍ　深さ0.09ｍ

掘方　床面から厚さ0.09ｍほど下位で掘方面を検出し

た。全体に掘削痕跡が残り、ローム塊を多量に含む黒褐

色土で充填されていた。掘方面で床面小溝３条を検出し

た。主柱穴Ｐ１から北方向の溝をYK ３、Ｐ１かた東方

向への溝２条をYK ４・YK ５とする。YK ５はYK ４に

平行する。これらも壁に直交して壁際溝から柱穴まで掘

られた規格的な配置を示す。掘方面で見つかった床面小

溝の規模は下記の通りである。

YK ３　幅0.27 ～ 0.55ｍ　長さ1.19ｍ　深さ0.07ｍ

YK ４　幅0.21 ～ 0.47ｍ　長さ1.19ｍ　深さ0.08ｍ

YK ５　幅0.21 ～ 0.23ｍ　長さ0.76ｍ　深さ0.08ｍ

床下土坑は確認されなかった。

遺物と出土状況　竈周辺からの遺物の他に、北西隅から

は土師器甕（第632図19）が床面直上で出土した。

　また、埋土中から石製模造品４点、臼玉２点、鉄器１

点が出土した。剣形石製模造品は２点のうち埋土出土の

１点を図示した（第632図26）。また勾玉形石製模造品１

点（27）が北西隅壁際埋土中位で出土した。臼玉２点のう

ち28は北西部埋土中位で、29は炉の埋土中から出土した。

鉄器は鑷子１点（第631図１）が埋土中から出土したこと

が特筆される。臼玉（29）を除き、いずれも埋没途中に竪

穴建物内に入り込んだものと推定される。

この他、埋土中から土師器破片2613点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。埋土中から出土した石製模造品等は、埋没途中の

凹地の利用について、単純な遺物の流れこみでない、祭

祀的行為等の可能性を示唆している。

検出・埋没状況　S1を除去し、黒色土上面を精査したと

ころ、埋土の輪郭を検出した。竪穴内は火山灰降下時に

はほぼ完全に黒褐色土で埋まっており、凹地にはなって

いなかった。埋土を掘り下げていくと、埋土の一部に後

出する１号竪穴建物の周堤盛土が認められた。（第628図

C-C′１層）　ある程度埋まった段階で１号竪穴建物が建

てられたことがわかる。床面は平坦で、全体に貼床が硬

化していた。竈前に炭化材が出土した。樹種同定したと

ころ、コナラ属クヌギ節と同定された。

　また、中央部で炉状の焼土範囲が検出された。北壁東

側東部の床面には囲い状遺構の網代垣の柱穴が達してい

た。

上屋構造・壁構造　竪穴建物の構築材は失われており、

不明である。

柱穴　床面で柱穴３本が検出された。Ｐ１・Ｐ２は四隅

の主柱穴であり、Ｐ３はＰ１と北東隅の主柱穴とのほぼ

中間にある柱穴である。本竪穴建物は６本柱穴の竪穴建

物と推定される。各柱穴の規模は下記の通りである。

Ｐ１　長径0.61ｍ　短径0.55ｍ　深さ0.63ｍ

Ｐ２　長径0.63ｍ　短径0.46ｍ　深さ0.55ｍ

Ｐ３　長径0.36ｍ　短径0.31ｍ　深さ0.37ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ２間が3.41ｍ、Ｐ１・Ｐ３間が

1.65ｍである。各柱穴で柱痕跡を示す土層堆積が見られ

た。

竈　西壁ほぼ中央に敷設されていた。残存する竈の規模

は確認長1.32ｍ、屋外長0.25ｍ、燃焼部長1.06ｍ、焚口

幅0.73ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が左1.00ｍ、右

0.95ｍの長さで屋内に張り出し残存していた。左右とも

袖の先端および全体に角礫４～５個が芯として据えられ

ていた。燃焼部上位には天井部の芯として入れられてい

た角礫３個が崩落して残されており、ほかにも複数の石

が竈左側に多く崩落していた。

　燃焼部中央には円礫が１個立位で埋められており、支

脚として利用されていたと推定される。燃焼部からは土

師器甕（第632図20・22）破片が出土し、竈左側の出土破

片と接合している。竈右脇からは土師器杯 （第631図４・

５）、甕（16・18・25）、土師器 （13）が床面直上で出土

した。竈左前からは土師器鉢（第631図17）が床面直上で

出土した。

貯蔵穴　竪穴南西隅の竈左側に長軸0.80ｍ、短軸0.57ｍ、

第4章　調査された遺構と遺物
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４区３号竪穴建物A-A′・B-B′
１　暗褐色土（10YR3/4）小粒の軽石を微量含む。褐色土ブロックを少量

含み、やや粘質。
２　黒褐色土（10YR3/1）小・中粒の軽石を少量含む。ややしまりあり、

やや粘質。
３　黒褐色土（10YR3/2）小・中粒の軽石を少量含み、黒色の粘質土を帯

状に含む。ややしまりあり、やや粘質。
４　黒褐色土（10YR3/1）小・中粒の軽石を少量含み、所々に大粒のロー

ム土を少量含む。ややもろく、やや粘質。
５　暗褐色土（10YR3/3）小・中・大粒のロームを少量含み、ややしまり・

やや粘性あり。
６　黒褐色土（10YR3/2）小・中・大粒のロームを５層よりやや少量含み、

ややしまり・やや粘性あり。
７　暗褐色土（10YR3/3）小・中・大粒のロームを少量含む。中粒の焼土

を微量含み、ややしまり・やや粘性あり。
8　黒褐色土（10YR3/1）中粒のロームを少量含む。ややもろく、やや粘

質。
９　黒褐色土（10YR3/2）ロームブロックを多量に含み、しまりあり。

４区３号竪穴建物C-C
１　暗褐色土（10YR3/3）小・中・大粒のロームを多量に含む。硬くしま

り、やや粘質。（周堤の流れ込み）
２　黒褐色土（10YR3/2）小・中粒の軽石を少量含み、中粒のロームを微

量含む。しまりあり、やや粘質。
３　暗褐色土（10YR3/4）小・中粒の軽石を少量含み、中粒のロームを微

量含む。しまりあり、やや粘質。
４　黒褐色土（10YR3/1）小・中粒の軽石を少量含む。しまりあり、やや

粘質。
５　黒褐色土（10YR3/2）小・中粒の軽石を４層よりやや多く含み、小粒

ロームを微量含む。ややしまりあり、やや粘質。
６　黒褐色土（10YR3/1）小・中粒の軽石を少量含み、小・中粒ロームを

５層より多く含む。
７　黒褐色土（10YR3/1）ややもろい。
8　黒褐色土（10YR3/1）ややもろく、粘性あり。
９　黒褐色土（10YR3/2）ロームブロックを多量に含み、しまりあり。

４区３号竪穴建物炉G-G′
１　黄灰色土灰（2.5Y5/1）焼土・黒褐色土を微量含み、しまり弱い。
２　黒褐色土（10YR3/1）焼土を少量含み、しまり弱い。
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４区３号竪穴建物貯蔵穴H-H′
１　暗褐色土（10YR3/3）小・中粒の軽石を少量含み、しまり・やや粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/3）中粒の軽石を少量含む。ややもろく、やや粘性あり。
３　黒褐色土（10YR3/2）中粒の軽石を微量含む。２層よりもろく、やや粘性あり。

４区３号竪穴建物P １　I-I′
１　黒褐色土（10YR3/2）中粒の軽石を微量含み、しまり・やや粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/2）中・大粒のローム土を少量含む。ややもろく、やや粘性あり。
３　暗褐色土（10YR3/3）小・中・大粒のローム土を多く含む。硬くしまり、やや粘質。

４区３号竪穴建物P ２　J-J′
１　黒褐色土（10YR3/2）中粒の軽石を微量含み、しまり・やや粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/2）中・大粒のローム土を少量含む。ややもろく、やや粘性あり。
３　暗褐色土（10YR3/3）小・中・大粒のロームを多く含む。ややもろく、やや粘質。

４区３号竪穴建物P ３　K-K′
１　黒褐色土（10YR3/1）ローム小ブロックを少量含み、しまりなし。
２　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームブロックを多量に含み、しまり弱い。
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1.00ｍ、焚口幅0.40ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が

左1.00ｍ、右1.02ｍの長さで屋内に張り出し残存してい

た。左右とも袖の先端に角礫１個が芯として据えられて

いた。さらにその奥の袖芯には、左側は土師器甕（第638

図32）が正立で、右側は土師器甕（29）が倒立で立てられ

ていた。その奥は左袖に角礫、右袖にも角礫が立てられ、

その奥の袖芯は右側が土師器甕（第637図30）がやや傾い

た状態で入れられ、右側は角礫が入れられていた。煙道

部右壁には板状の礫が建てられた状態で残っていた。

　燃焼部中央やや右側には、円礫が１個立位で埋められ

ており、支脚として利用されていたと推定される。燃焼

部には土師器甕（第637図28）の破片が散在し、高杯（11）

が割れた状態で使用面直上で出土した。竈右側の壁際で

は、土師器甕（34）が床面直上で出土した。この土師器甕

の上位には、前述した石製玉類が出土しているが、埋没

時期が異なると判断した。竈左脇には土師器甕（第639図

36）が床面直上で出土した。

貯蔵穴　竪穴南隅の竈左側に長軸1.10ｍ、短軸0.88ｍ、

深さ0.75ｍの隅丸長方形の貯蔵穴が検出された。

　貯蔵穴の周囲には幅0.20ｍ、高さ0.20ｍほどの段が

廻っており、ローム小塊を含む黒褐色土や灰黄褐色土で

埋まっていた。貯蔵穴の竈側の縁には土師器甕（第638図

31）の底部破片が床面直上で出土した。また西壁から南

壁にかけては土師器甑（第637図27）、鉢（21）、杯（９）、

小型鉢（19・20）が壁際にまとまって出土した。貯蔵穴内

部には土師器杯（４）が北側から落ち込んだ状態で出土し

た。また、埋土中からイノシシの歯破片１点が出土した。

壁際溝　南壁の中央部を除き、幅0.13 ～ 0.34ｍ、深さ

0.06 ～ 0.13ｍの壁際溝が掘られていた。先述した網代

垣取上げの範囲が及んだ北壁および東壁沿いの壁際溝の

有無は記録できなかった。南壁の壁際溝の無い部分の両

端は主柱穴Ｐ３とＰ２の位置に対応しており、竪穴建物

内の構造に関係すると推定される。

床面小溝　床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から厚さ0.06 ～ 0.20ｍほど下位で掘方面を

検出した。掘方面は全体に掘削痕跡が残り、凹凸が著し

かった。掘方内はローム塊を多量に含む黒褐色土で充填

されていた。明瞭な床下土坑は確認されなかった。

遺物と出土状況　竈や貯蔵穴周辺から遺物が集中して出

土した。

４区４号竪穴建物

（第633 ～ 639図　PL.384 ～ 387・548 ～ 550）

位置　Ｘ＝57409 ～ 57416・Ｙ＝-75488 ～ -75494

重複　４区32号・33号土坑、12号ピットに後出し、４区

１号焼土・４区囲い状遺構に先行する。

平面形　正方形

規模　長軸4.81ｍ　短軸4.80ｍ　残存壁高0.91ｍ

床面積　20.77㎡　　　　主軸方位　Ｎ－120°－Ｗ

検出・埋没状況　S1を除去し、黒色土上面を精査したと

ころ、埋土の輪郭を検出した。本竪穴北東隅にはS1直下

の囲い状遺構網代垣が重複していた。その詳細調査の為、

本竪穴建物は縦3.30ｍ、横1.80ｍの長方形の範囲を掘り

残して調査した。網代垣搬出後、その部分の床面・掘

方面を追加調査した。したがって写真記録は部分ごとに

なっている。図面は調査後合成した。

　竪穴内は火山灰降下時にはほぼ完全に黒褐色土で埋

まっていた。埋土を掘り下げていくと、竪穴建物北西隅

から北壁沿いの埋土中から、勾玉１点、管玉１点、石製

模造品35点、臼玉55点、鉄器１点が散在して出土した。

床面から0.20 ～ 0.50ｍほど浮いた位置からの出土であ

り、埋没途中に置かれた遺物群と推定された。

　床面は平坦で、中央部を中心に貼床が施され、硬化し

ていた。北東部壁際溝埋土中から、赤色顔料小塊が複数

出土した。成分分析したところ、良質のパイプ状ベンガ

ラと、赤土素材の非パイプ状ベンガラが別々の小塊とし

てあったことが判明した。

上屋構造・壁構造　竪穴建物の構築材は失われており、

不明である。

柱穴　床面で主柱穴４本が検出された。本竪穴建物は４

本柱穴の竪穴建物と推定される。各柱穴の規模は下記の

通りである。

Ｐ１　長径0.41ｍ　短径0.32ｍ　深さ0.56ｍ

Ｐ２　長径0.43ｍ　短径0.33ｍ　深さ0.61ｍ

Ｐ３　長径0.33ｍ　短径0.31ｍ　深さ0.60ｍ

Ｐ４　長径0.42ｍ　短径0.35ｍ　深さ0.51ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ３間が1.82ｍ、Ｐ３・Ｐ２間が

2.42ｍ、Ｐ２・Ｐ４間が1.86ｍ、Ｐ４・Ｐ１間が2.47ｍ

である。

竈　西壁中央よりやや南側に敷設されていた。残存す

る竈の規模は確認長1.55ｍ、屋外長0.53ｍ、燃焼部長
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４区４号竪穴建物A-A′・B-B′
１　黒褐色土（10YR3/1）明黄褐色土粒を少量含む。白色軽石を微量含み、

しまり弱い。
２　黒褐色土（7.5YR3/1）ロームを微量含み、しまり弱い。
３　黒褐色土（10YR3/2）ローム小ブロックを少量含み、しまり弱い。
４　暗褐色土（10YR3/3）焼土を少量含む。ローム・炭化物を微量含み、

しまり弱い。
５　灰黄褐色土（10YR4/2）焼土・ロームを多量含む。炭化物を微量含み、

しまり弱い。
６　黒褐色土（7.5YR3/2）焼土・ロームを少量含み、しまり弱い。
７　暗褐色土（10YR3/3）焼土・ロームを少量含む。炭化物を微量含み、

しまり弱い。
8　黒褐色土（10YR3/2）ロームブロックを少量含む。白色軽石・焼土・

炭化物を微量含み、しまりあり。
９　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームブロックを多量に含む。白色軽石を微

量含み、しまり弱い。
４区４号竪穴建物貯蔵穴G-G′

１　黒褐色土（10YR3/1）ロームブロックを少量含む。焼土を微量含み、
しまり弱い。

２　黒褐色土（10YR3/2）ローム小ブロック・焼土を微量含み、しまりな
し。

３　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを少量含み、しまりなし。

４区４号竪穴建物P １　H-H′
１　灰黄褐色土（10YR3/1）焼土・ロームを微量含み、しまり弱い。
２　黒褐色土（7.5YR3/1）ロームを微量含み、しまりなし。
３　黒褐色土（10YR3/1）ロームブロックを少量含み、しまり弱い。

４区４号竪穴建物P ２　I-I′
１　黒褐色土（10YR3/2）ローム・焼土を微量含み、しまり弱い。
２　黒褐色土（7.5YR3/1）ロームを微量含み、しまりなし。
３　黒褐色土（10YR3/1）ロームブロックを微量含み、しまり弱い。

４区４号竪穴建物P ３　J-J′
１　黒褐色土（10YR3/2）焼土を少量含む。ロームを微量含み、しまり弱

い。
２　黒褐色土（7.5YR3/1）ロームを微量含み、しまりなし。
３　黒褐色土（10YR3/1）ロームブロックを少量含み、しまり弱い。

４区４号竪穴建物P ４　K-K′
１　黒褐色土（10YR3/2）ローム・炭化物を微量含み、しまり弱い。
２　暗褐色土（7.5YR3/1）ローム小ブロックを多量に含み、しまりなし。
３　灰黄褐色土（10YR3/1）ローム小ブロックを微量含み、しまり弱い。
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いの埋土中から出土した。鉄器は３点（第635図１～３）

とも図示した。１は袋柄斧の袋部を切断したものと推定

される。北壁付近の床面から30cm浮いた位置で出土し

た。他の２点（２・３）は刀子の刃部とみられ、埋土中か

ら出土した。これらの祭祀関連遺物は、数点の臼玉や石

製模造品を除き、いずれも埋没途中に竪穴建物内に入り

込んだものと推定される。

　このほか、埋土中から土師器破片4287点、須恵器破片

３点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。埋土中から出土した石製模造品等は、埋没途中の

凹地の利用について、単純な流れこみでない、祭祀的行

為等の可能性を示唆する。

　また、本竪穴建物の出土遺物で特筆すべきは、先述し

たように埋土中から出土した勾玉１点、管玉１点、石製

模造品35点、臼玉55点、鉄器３点である。勾玉（第639図

41）は滑石製でやや扁平な片面穿孔の勾玉で、竈右側土

師器甕（第638図34）の上層、床面から15cm浮いたところ

で出土した。管玉（第639図42）は蛇紋岩製で埋土中から

出土した。石製模造品35点の内訳は剣形29点、勾玉形２

点、不明４点である。剣形石製模造品は10点（第639図45

～ 54）を図示した。稜線が明瞭な形態のものとやや成整

形が崩れた形態のものがともに出土している。床面直上

で出土した48以外は先述の埋土中の出土である。勾玉形

石製模造品は２点（第639図43・44）とも図示した。いず

れも埋土中から出土した。臼玉は滑石および蛇紋岩製で

９点（第639図55 ～ 63）を図示した。55点のうち33点は出

土位置を記録できたが、いずれも先述したように北壁沿

第634図　４区４号竪穴建物竈平断面図
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４区４号竪穴建物竃C-C′・D-D′・F-F′
１　暗褐色土（10YR3/3）ロームブロック・焼土を少量含み、しまり弱

い。
２　明黄褐色土（10YR6/6）明赤褐色焼土を多量に含む。炭化物を少量

含み、しまり弱い。
３　褐灰色土灰（10YR4/1）明赤褐色焼土を多量に含む。ロームブロッ

ク・炭化物を少量含み、しまりなし。
４　橙色焼土（５YR6/8）灰を微量含み、しまりなし。
５　明黄褐色土（10YR6/8）焼土・黒褐色土を少量含み、しまり弱い。
６　灰褐色土（7.5YR4/2）焼土を少量含み、しまりなし。
７　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームブロックを多量に含む。焼土を微量

含み、しまり弱い。
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第636図　４区４号竪穴建物出土遺物図（２）
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第639図　４区４号竪穴建物出土遺物図（５）
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た。また燃焼部面からは土師器甕（18）が出土した。

　竈すぐ右脇の床面から粒状礫354点が集中して出土し

た。調査ではその半数の出土位置を記録したが、下半部

の位置記録はない。粒状礫上半部の垂直分布からは採取

した状態の粒状礫の固まりとして置かれたものと推定さ

れる。そのうち19点（第644図24 ～ 42）を図示した。粒状

礫は５区のS1直下に展開していた祭祀関連遺構に多く出

土したが、火山灰降下前の５世紀後半から集落内で用い

られていたことが判明した。また、竈右脇床面直上で土

師器高杯（第643図14）が逆位で床面直上で出土した。

　竈に残された灰の植物珪酸体分析を実施したところ、

キビ族、ウシクサ族、キビ型、棒状型の植物珪酸体が検

出された。竈右脇から出土した炭化種実はオナモミ、Ｐ

１東脇で出土した炭化種実はエゴノキと想定された。

貯蔵穴　竪穴南東隅の竈右側に長軸0.82ｍ、短軸0.34ｍ、

深さ0.91ｍの隅丸長方形の貯蔵穴が検出された。貯蔵穴

内はローム粒・ローム塊を含む暗褐色土で埋まっていた。

　貯蔵穴の周囲には幅0.22 ～ 0.55ｍ、高さ0.05ｍほど

の段が廻っており、南側に広い空間があった。東壁沿い

には土師器甕（第644図19・20）と、土師器杯（５）が床面

直上で出土した。

壁際溝　南壁の一部を除き、幅0.13 ～ 0.20ｍ、深さ0.06

ｍの壁際溝が掘られていた。南壁の壁際溝の無い部分は、

主柱穴Ｐ１とＰ４を結んだ線と南壁の交点付近である。

　また、西壁・東壁の壁際溝で幅が膨らんでいる地点も

主柱穴の位置と対応していており、これらの壁際溝の状

況は竪穴建物内の構造に関係すると推定される。

床面小溝　北壁沿いに床面小溝１条が検出された。これ

ををYK １とする。壁に直交し、南端は主柱穴Ｐ１・Ｐ

２を結ぶ線であるが、その位置は主柱穴との関連性はな

かった。底面は掘方面まで及んでいた。

　溝の規模は下記の通りである。

YK １　幅0.19 ～ 0.25ｍ　長さ1.16ｍ　深さ0.07ｍ

掘方　床面から厚さ0.06 ～ 0.20ｍほど下位で掘方面を

検出した。掘方面は全体に掘削痕跡が残り、凹凸が著し

かった。南半部がやや深く掘り込まれていた。掘方内は

ローム塊を含む暗褐色土で充填されていた。

　掘方面では、柱穴６本が新たに検出された。Ｐ５は主

柱穴Ｐ１・Ｐ２を結んだ線上、Ｐ8は主柱穴Ｐ４・Ｐ３

を結んだ線上にあり、その距離も対応している。Ｐ６・

６区１号竪穴建物

（第640 ～ 644図　PL.388 ～ 392・550・551）

位置　Ｘ＝57395 ～ 57401・Ｙ＝-75494 ～ -75501

重複　４区１号竪穴建物に先行する。

平面形　正方形

規模　長軸5.90ｍ　短軸5.34ｍ　残存壁高1.32ｍ

床面積　25.82㎡　　　　主軸方位　Ｎ－57°－Ｅ

検出・埋没状況　S1を除去し、黒色土上面を精査したと

ころ、埋土の輪郭を検出した。竪穴内は火山灰降下時に

はほぼ完全に黒褐色土で埋まっており、凹地になってい

なかった。埋土はローム粒・塊を含む黒褐色土・暗褐色

土である。

　床面は平坦で、竈前から主柱穴に囲まれた中央部にか

けて貼床が施され、硬化していた。位置記録は取れなかっ

たが、床面の一部で赤色顔料が分布しており、成分を分

析したところ、赤土素材の非パイプ状ベンガラと分類さ

れた。

上屋構造・壁構造　竪穴建物の構築材は失われており、

不明である。

柱穴　床面で主柱穴４本が検出された。本竪穴建物は４

本柱穴の竪穴建物と推定される。各柱穴の規模は下記の

通りである。

Ｐ１　長径0.35ｍ　短径0.32ｍ　深さ0.48ｍ

Ｐ２　長径0.34ｍ　短径0.32ｍ　深さ0.58ｍ

Ｐ３　長径0.40ｍ　短径0.37ｍ　深さ0.65ｍ

Ｐ４　長径0.36ｍ　短径0.32ｍ　深さ0.67ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ２間が2.55ｍ、Ｐ２・Ｐ３間が

2.19ｍ、Ｐ３・Ｐ４間が2.44ｍ、Ｐ４・Ｐ１間が2.19ｍ

である。各柱とも柱痕跡が床面で確認された。

竈　東壁中央よりやや南側に敷設されていた。煙道端部

は４区１号竪穴建物に壊されており、竈の全長は不明で

ある。残存する竈の規模は確認長1.65ｍ、屋外長0.10ｍ

以上、燃焼部長1.17ｍ、焚口幅0.55ｍで、粘土貼り付け

の袖構造下部が左1.11ｍ、右1.11ｍの長さで屋内に張り

出し残存していた。左右とも袖の先端に角礫１個が芯と

して据えられていた。さらにその奥の袖芯には、燃焼部

内面を区画するような板状の角礫４～５個が袖粘土内に

立てられていた。燃焼部中央には、棒状亜角礫１個が立

位で立てられており、支脚として利用されていたと推定

される。その上に土師器杯（第643図２）が伏せられてい
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第640図　６区１号竪穴建物平断面図
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６区１号竪穴建物貯蔵穴H-H′
１　暗褐色土　少量のロームブ

ロックと多量のローム粒を均
一に含み、しまりなし。

２　暗褐色土　ローム粒を多量
に含み、しまり全くない。

６区１号竪穴建物P １～ P ４　S-S′～ V-V′
１　黒褐色土　ローム粒と焼土粒をわずかに含み、硬くし

まる。
２　暗褐色土　暗褐色土主体。ローム粒を均一に含み、し

まりまったくなく軟らかい。
３　暗褐色土　ローム粒と暗褐色土粒の混土で、ややしま

りあり。
４　暗褐色土　暗褐色土粒主体。ローム粒を多量に含み、

しまりあり。
５　暗褐色土　４層に類似するが、しまり弱い。



方面検出のＰ９・Ｐ７に接しており、YK ５の東端は床

面検出のＰ２に接する位置に掘られていた。各床面小溝

の規模は下記の通りである。

YK ２　幅0.15 ～ 0.18ｍ　長さ1.04ｍ　深さ0.07ｍ

YK ３　幅0.23 ～ 0.25ｍ　長さ1.02ｍ　深さ0.07ｍ

YK ４　幅0.20 ～ 0.30ｍ　長さ1.20ｍ　深さ0.04ｍ

YK ５　幅0.13 ～ 0.21ｍ　長さ0.82ｍ　深さ0.05ｍ

YK ６　幅0.20 ～ 0.23ｍ　長さ1.29ｍ　深さ0.02ｍ

YK ７　幅0.21 ～ 0.26ｍ　長さ1.27ｍ　深さ0.06ｍ

　掘方面で明瞭な床下土坑は確認されなかった。

遺物と出土状況　前述したように竈や貯蔵穴周辺から遺

物が集中して出土した。そのほかでは、南壁中央やや東

寄りの壁際で、土師器杯（第643図３・４・７・９）が壁

から落ち込んだような状態で出土した。

　また、本竪穴建物北西部と中央部の床面直上で蛇紋岩

製の管玉２点（第644図21・22）と、滑石製臼玉１点（23）

が出土した。図示した須恵器蓋・高杯破片（第643図10・

11）は埋土中から出土した。須恵器 （12）は本竪穴埋土

中からの出土であるが、６区３号竪穴建物や１号掘立柱

建物出土の破片と接合している。この他、埋土中から土

師器破片1200点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

Ｐ７・Ｐ９・Ｐ11は各柱穴を結んだ線が方形になる。い

ずれも規格的な位置にあり、拡張等の構造的な変更が２

回あったことが想定される。

　各柱穴の規模は下記の通りである。いずれも掘方面で

の計測である。

Ｐ５　長径0.34ｍ　短径0.27ｍ　深さ0.43ｍ

Ｐ8　長径0.33ｍ　短径0.20ｍ　深さ0.35ｍ

Ｐ６　長径0.31ｍ　短径0.25ｍ　深さ0.33ｍ

Ｐ７　長径0.27ｍ　短径0.23ｍ　深さ0.49ｍ

Ｐ９　長径0.28ｍ　短径0.22ｍ　深さ0.39ｍ

Ｐ11　長径0.23ｍ　短径0.20ｍ　深さ0.37ｍ

Ｐ10　長径0.46ｍ　短径0.28ｍ　深さ0.41ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ５間が2.10ｍ、Ｐ５・Ｐ8間が

2.18ｍ、Ｐ8・Ｐ４間が1.89ｍで、Ｐ8がややＰ４に寄っ

ている。また、Ｐ９・Ｐ７間が1.50ｍ、Ｐ７・Ｐ６間が1.92

ｍ、Ｐ６・Ｐ11間が1.53ｍ、Ｐ11・Ｐ９間が1.75ｍであ

る。柱間は心芯間で計測しており、長短があるが、柱筋

は通るものと推定される。

　また、床面検出のYK １に加えて掘方面で６条の床

面小溝が検出された。北壁に直交する４条を東から

YK ４・YK ３・YK ２・YK ５とする。西壁に直交する

２条をYK ６・YK ７とする。YK ２・YK ４の東端は掘

第4章　調査された遺構と遺物
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６区１号竪穴建物A-A′・B-B′（第640図）
１　黒褐色土　3/2ローム漸移層の暗褐色土ブロック、ローム土を少量含む。堆積は緻密である。
２　黒褐色土　3/2ローム土粒を少量含む。堆積は緻密である。
３　黒褐色土　3/2ローム漸移層の暗褐色土ブロック、ローム土を少量含む。堆積は緻密である。１層と似ている。
４　黒褐色土　3/1ローム土粒をごく少量含む。堆積は緻密である。
５　黒褐色土　3/1ローム土粒を少量含む。堆積は脆い。
６　黒褐色土　3/1ローム土粒をごく少量含む。堆積は脆い。
７　黒褐色土　3/1ローム土ブロック、ローム土粒を多量に含み、焼土を多量に含む。堆積は１・２層に比較して、脆い。
8　黒褐色土　3/1ローム土ブロックを少量含み、焼土を多量に含む。堆積は１・２層に比較して、脆い。
９　黒褐色土　3/1ローム土粒、ブロックを多量に含む。堆積は緻密である。
10　暗褐色土　3/3ローム土粒をごく少量含む。堆積は脆い。（建物の部材の痕跡に堆積する土）
11　暗褐色土　3/3ローム土ブロックを少量含む。堆積は脆い。（建物の部材の痕跡に堆積する土）
12　黒褐色土　3/1ローム土粒をごく少量含む。堆積は脆い。
13　暗褐色土　ローム粒を含む暗褐色土で、硬くしまった層（貼床)。
14　黄土色土　ローム小ブロック主体で、暗褐色土を含み硬くしまった層。
15　黒褐色土　黒褐色土主体で、他の粒子を含まない。
16　暗褐色土　暗褐色土主体で、ロームブロックと焼土粒を含み、しまりの弱い層。
17　暗褐色土　暗褐色土主体で、ローム粒をわずかに含みしまりのある層。
18　褐色土　　漸移層土ブロック主体で、黄白色粒を多量に含む。
19　黒褐色土　ローム粒をわずかに含むしまりのない層（柱痕)。
20　暗褐色土　暗褐色土とロームブロックの混土（７ピット埋土)。
21　暗褐色土　暗褐色土主体で、ローム小ブロック・ローム粒を含む層。
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６
区

１
号

竪
穴

建
物

竃
C-

C′
～

E-
E′

１
　

黄
土

色
土

　
ロ

ー
ム

ブ
ロ

ッ
ク

主
体

で
、

わ
ず

か
に

暗
褐

色
土

小
ブ

ロ
ッ

ク
を

含
む

。
２

　
暗

褐
色

土
　

暗
褐

色
土

主
体

で
、ロ

ー
ム

大
粒

と
炭

化
物

大
粒

を
少

量
含

む
。

３
　

黄
土

色
土

　
ロ

ー
ム

小
ブ

ロ
ッ

ク
と

焼
土

ブ
ロ

ッ
ク

の
混

土
で

、
暗

褐
色

土
粒

を
少

量
含

み
下

半
が

焼
土

化
。

４
　

赤
褐

色
焼

土
５

　
暗

灰
色

灰
層

６
　

黄
土

色
土

　
ロ

ー
ム

ブ
ロ

ッ
ク

主
体

で
、

暗
褐

色
土

粒
と

焼
土

ブ
ロ

ッ
ク

を
含

む
。

７
　

暗
褐

色
土

　
暗

褐
色

土
主

体
で

、
ロ

ー
ム

ブ
ロ

ッ
ク

と
焼

土
大

粒
を

含
む

。
8

　
暗

褐
色

土
　

７
層

土
に

類
似

す
る

が
、

ロ
ー

ム
ブ

ロ
ッ

ク
の

含
有

量
が

少
な

い
。

９
　

黒
褐

色
土

　
Ⅵ

層
土

ブ
ロ

ッ
ク

。
10

　
黄

土
色

土
　

ロ
ー

ム
ブ

ロ
ッ

ク
主

体
で

、暗
褐

色
土

粒
と

ブ
ロ

ッ
ク

を
含

む
。

11
　

茶
褐

色
砂

質
土

　
ロ

ー
リ

ン
グ

を
受

け
た

小
礫（

粒
状

礫
)を

多
量

に
含

む
。

12
　

暗
褐

色
土

　
暗

褐
色

土
粒

と
ロ

ー
ム

粒
の

混
土

。
13

　
暗

褐
色

土
　

２
層

土
に

類
似

す
る

層
。

14
　

赤
褐

色
土

　
焼

土
粒

と
ブ

ロ
ッ

ク
、

灰
の

混
土

。
15

　
灰

色
土

　
　

灰
色

の
灰

主
体

で
、

暗
褐

色
土

を
含

む
。

16
　

赤
褐

色
焼

土
　

ブ
ロ

ッ
ク

状
。

17
　

黄
土

色
土

　
ロ

ー
ム

主
体

で
構

成
さ

れ
た

層
。

18
　

赤
褐

色
土

　
ロ

ー
ム

が
焼

土
化

し
た

層
。

19
　

褐
色

土
　

　
ロ

ー
ム

主
体

で
、

微
量

の
焼

土
粒

を
含

む
。

20
　

黄
土

色
土

　
ロ

ー
ム

主
体

の
層

。
21

　
赤

褐
色

焼
土

　
ブ

ロ
ッ

ク
状

。
22

　
暗

褐
色

土
　

ロ
ー

ム
主

体
の

層
で

、
暗

褐
色

土
粒

を
多

く
含

み
、

灰
白

色
粘

質
土

ブ
ロ

ッ
ク

を
少

量
含

む
。

23
　

暗
灰

色
灰

層
24

　
赤

色
焼

土（
燃

焼
部

）
25

　
青

灰
色

灰
層

26
　

褐
色

土
　

暗
褐

色
土

と
ロ

ー
ム

漸
移

層
土

の
混

土
で

、硬
く

し
ま

っ
て

い
る

。
27

　
暗

褐
色

土
　

暗
褐

色
土

主
体

で
、

ロ
ー

ム
大

粒
を

上
半

に
多

く
含

む
。

28
　

褐
色

土
　

ロ
ー

ム
漸

移
層

土
ブ

ロ
ッ

ク
主

体
で

、
暗

褐
色

土
ブ

ロ
ッ

ク
を

少
量

含
む

。
29

　
灰

褐
色

土
　

灰
褐

色
土（

ロ
ー

ム
？

）と
薄

い
灰

層
の

互
層

。（
床

面
）

30
　

黒
色

灰
層

　
31

　
黒

褐
色

土
　

黒
色

灰
層

に
ロ

ー
ム

の
薄

層
を

挟
む

層
。（

床
面

）
32

　
黒

褐
色

土
　

黒
色

灰
層

と
ロ

ー
ム

薄
層

の
互

層
。
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０ ２ｍ１: 60
第642図　６区１号竪穴建物掘方平断面図

第4章　調査された遺構と遺物
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６区１号竪穴建物P 8・P ９　W-W′・X-X′
１　黒褐色土　黒褐色土主体、ローム粒と小ブロックを含み

硬くしまっている。（貼床)
２　黒褐色土　黒褐色土主体、ローム粒を含みしまりなし。
（柱痕)

３　暗褐色土　暗褐色土とローム粒、ロームブロックの混土。
（柱穴埋土)

４　暗褐色土　暗褐色土と漸移層土ブロックの混土。
５　暗褐色土　暗褐色土主体でローム粒を少量含み、しまり

なし。（柱穴埋土)
６　黄褐色土　ローム主体で焼土粒をわずかに含み、しまり

強い。（貼床)
７　暗褐色土　５層に類似する。（貼床)
8　黒褐色土　黒褐色土主体でローム大粒をわずかに含み、

しまり強い。
６区１号竪穴建物P10　Y-Y′

１　暗褐色土　暗褐色土主体でローム細粒を多量に含み、
ローム小ブロックを少量含む。

２　褐色土　　暗褐色土とローム粒、ロームブロックの混土。



０ 10㎝１:３第643図　６区１号竪穴建物出土遺物図（１）
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０ 10㎝１:３

０ ２㎝１:１

０ 4㎝１:２

れる。本竪穴建物は残された柱穴配置から拡張されたと

考えられる。掘方面で確認されたＰ６・Ｐ７・Ｐ９・Ｐ

11が最も古い竪穴建物の主柱穴、Ｐ１・Ｐ４・Ｐ５・Ｐ

8が１回目の西壁方向への拡張時の主柱穴であったと推

定される。２回目の拡張はＰ２・Ｐ３が新しく掘られて

さらに西壁方向に拡張されて、最終的な廃棄時の平面形

になったものと推定される。一方、Ｐ10は北壁沿いにあ

り、後述する床面小溝３の北端に位置するが、不定形な

ピットであることから、規格的な柱穴と考えるのは難し

い。床面小溝も掘方面でやや不規則に検出されたが、竪

穴拡張時の柱位置によって随時掘り直されたことが想定

される。

　また、本竪穴では管玉・臼玉が埋土中ではなく、床面

から少量出土した。他の埋没途中の竪穴凹地の利用とは

異なる玉類の出土状況であり、別の使われ方が想定され

る。

第644図　６区１号竪穴建物出土遺物図（２）
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ころ、埋土の輪郭を検出した。竪穴内は火山灰降下時に

はほぼ完全に黒褐色土で埋まっており、凹地になってい

なかった。埋土はローム粒や焼土粒を含む黒褐色土・暗

褐色土で埋まっていた。

　床面はやや凹凸があったが、硬化していた。西壁ほぼ

中央で壁から0.90ｍ内部に入ったところに焼土の形成が

あり、南側に大型角礫が残されていた。焼土は長軸0.29

ｍ、短軸0.23ｍ、厚さ0.02ｍで黒色土に斑に混じる程度

６区２号竪穴建物

（第643 ～ 647図　PL.392・393・551）

位置　Ｘ＝57387 ～ 57394・Ｙ＝-75495 ～ -75499

重複　なし。　平面形　東部の大部分が調査区域外と

なったため、全形は不明であるが、方形と推定される。

規模　長軸6.88ｍ　短軸（3.20）ｍ　残存壁高0.43ｍ

床面積　計測不能　　　　西壁方位　Ｎ－36°－Ｅ

検出・埋没状況　S1を除去し、黒色土上面を精査したと

第645図　６区２号竪穴建物平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物

825

６区２号竪穴建物P １　D-D′
１　暗褐色土　均質な暗褐色土、ローム粒を少量含む。
２　暗褐色土　暗褐色土主体、灰白色灰を多量に含み軟らかい。
３　暗褐色土　２層に類似するが隙間が認められ、しまり全くない。
４　暗褐色土　暗褐色土粒とⅧ層土粒の混土で、しまり強い。
５　暗褐色土　暗褐色土主体。やや軟らかく、ローム粒等を含まない。

６区２号竪穴建物東壁A-A′・B-B′・E-E′
１　黒褐色土　ローム大粒を少量含み、細粒を多量均一に含む。
２　黒褐色土　ローム小ブロックと細粒、Ⅷ層土ブロックを多量に含む。
３　黒褐色土　１層に類似するが、全体に色調が暗い。
４　暗褐色土　ローム粒を少量含み、Ⅷ層土ブロックを多量に含む。
５　黒褐色土　ローム粒と焼土粒を少量均一に含む。
６　暗褐色土　灰白色灰、ローム粒を均一に含む。
７　暗褐色土　ローム大粒を多量に含み、細粒を少量均一に含む。
8　暗褐色土　灰白色灰を多量に含み軟らかい。（直下が床面）
９　黒褐色土　焼土粒を多量に含み、ローム粒を少量含む。
10　暗褐色土　ローム細粒をわずかに含み、暗褐色土。
11　暗褐色土　暗褐色土主体、ローム粒を多量に含む。（掘方）
12　暗褐色土　暗褐色土とⅧ層土ブロックの混土。（掘方）
13　暗褐色土　ローム小ブロックとⅧ層土ブロックを多量に含む。（４区１号竪穴建物周堤）
14　暗褐色土　ローム大粒と細粒を多量均一に含む。（４区１号竪穴建物周堤）
15　黒褐色土　Ⅶ層
16　暗褐色土　Ⅷ層

６区２号竪穴建物炉 C-C´
１　橙色焼土層
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遺物と出土状況　土器はいずれも床面からやや浮いた状

態で出土した。南壁際には土師器甕（第647図７）が横位

で倒れた状態で出土した。図示した土師器杯（第647図

５）、甕（６）は西壁沿いで床面から30cmほど浮いた位置

から出土した。また、土製勾玉（第647図8）は中央部で

埋土上層から出土した。竪穴の埋没途中に入り込んだと

推定される。中央部床面で炭化種実１点が出土したが、

モモと同定されている。このほか、埋土中から土師器破

片770点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。本竪穴建物の竈の敷設の有無は不明であるが、時

期的には竈の敷設が想定される時期の遺構であることか

ら、焼土を炉と積極的に評価することはできない。何ら

かの生産に関わる焼土形成の可能性も想定されるが、調

査から所見は得られなかった。

であった。また、Ｐ１の北側の床面に赤色顔料が広がる

範囲があったが、成分分析は実施していない。

上屋構造・壁構造　竪穴建物の構築材は失われており、

不明である。

柱穴　床面で主柱穴１本が検出された。埋土には柱痕跡

が検出された。柱穴の規模は下記の通りである。

Ｐ１　長径0.56ｍ　短径0.54ｍ　深さ0.56ｍ

竈　調査区域内には検出されなかった。

貯蔵穴　調査区域内には検出されなかった。

壁際溝　調査区域内では、幅0.08 ～ 0.21ｍ、深さ0.03

～ 0.08ｍの壁際溝が全周していた。

床面小溝　調査区域内には検出されなかった。

掘方　床面から厚さ0.08 ～ 0.22ｍほど下位で掘方面を

検出した。掘方面は全体に掘削痕跡が残り、凹凸が著し

かった。掘方面で明瞭な床下土坑は確認されなかった。

第646図　６区２号竪穴建物掘方平断面図

第4章　調査された遺構と遺物
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０ 10㎝１:３０ ２㎝１:１

６区３号竪穴建物

（第648 ～ 651図　PL.394 ～ 397・552）

位置　Ｘ＝57402 ～ 57407・Ｙ＝-75499 ～ -75503

重複　６区１号掘立柱建物・６区５号焼土に先行する。

平面形　北東隅が一部調査区域外となり、全形は記録で

きなかったがほぼ正方形である。

規模　長軸4.55ｍ　短軸4.22ｍ　残存壁高1.32ｍ

床面積　16.96㎡　　　　主軸方位　Ｎ－114°－Ｅ

検出・埋没状況　S1を除去し、黒色土上面を精査したと

ころ、埋土の輪郭を検出した。竪穴内は火山灰降下時に

はほぼ完全に黒褐色土で埋まっており、凹地になってい

なかった。埋土はローム粒・焼土粒・暗褐色土塊を含む

黒褐色土で埋まっていた。

　床面は平坦で、竈前から主柱穴に囲まれた中央部にか

けては硬化面が形成されていた。位置記録は取れなかっ

たが、床面の一部で赤色顔料が分布しており、成分を分

析したところ、赤土素材の非パイプ状ベンガラと分類さ

れた。

上屋構造・壁構造　竪穴建物の構築材は失われており、

不明である。

柱穴　床面で主柱穴４本が検出された。各柱穴の規模は

下記の通りである。

Ｐ１　長径0.25ｍ　短径0.24ｍ　深さ0.34ｍ

Ｐ２　長径0.33ｍ　短径0.30ｍ　深さ0.40ｍ

Ｐ３　長径0.46ｍ　短径0.40ｍ　深さ0.42ｍ

Ｐ４　長径0.32ｍ　短径0.27ｍ　深さ0.58ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ２間が2.06ｍ、Ｐ２・Ｐ３間が

2.08ｍ、Ｐ３・Ｐ４間が2.10ｍ、Ｐ４・Ｐ１間が2.12ｍ

である。Ｐ１とＰ４では柱痕跡が確認された。

竈　東壁中央よりやや南側に敷設されていた。煙道端部

第647図　６区２号竪穴建物出土遺物図
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ており、支脚として利用されていたと推定される。

　竈前には角礫が多く床面に残されていたが、崩落した

竈構造材の一部と推定される。

　焚口には土師器甕（第651図13）の下半部と土師器杯

（４）が床面直上で出土した。また竈左脇からは土師器手

捏ね土器（９）、右脇からは土師器杯（２）が床面直上で出

土した。

貯蔵穴　竪穴南東隅の竈右側に長軸0.45ｍ、短軸0.37ｍ、

深さ0.67ｍの楕円形の貯蔵穴が検出された。貯蔵穴内は

ローム粒を含む黒褐色土で埋まっていた。貯蔵穴の周囲

には幅0.07 ～ 0.27ｍ、高さ0.12ｍほどの段が廻ってお

り、南側にやや広い空間があった。埋土上層からは土師

は４区１号竪穴建物に壊されており、竈の全長は不明で

ある。残存する竈の規模は確認長1.10ｍ、屋外長0.35ｍ、

燃焼部長0.65ｍ、焚口幅0.36ｍで、粘土貼り付けの袖構

造下部が左0.73ｍ、右0.77ｍの長さで屋内に張り出し残

存していた。煙道部の煙出口部分には、焼土化した輪郭

が残されていた。

　焚口部には大型の角礫が天井部を縁として架けられて

いたものが使用面まで崩落していた。左右とも袖には先

端まで角礫が芯として据えられていた。左袖は４個、右

袖は３個が確認された。特に燃焼部も芯石は内面を区画

するような板状の角礫が袖粘土内に立てられていた。燃

焼部中央やや左側には、棒状角礫１個が立位で立てられ

第648図　６区３号竪穴建物平断面図
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６区３号竪穴建物P １～ P ４　I-I′～ L-L′
１　黒褐色土　ローム粒を含む。
２　黒褐色土　ローム粒を少量含み、堆積もろい。
３　黒褐色土　ローム粒を多量に含む。

６区３号竪穴建物貯蔵穴H-H′
１　黒褐色土　ローム粒を少量含み、堆積が非常にもろい。

６区３号竪穴建物A-A′・B-B′
１　黒褐色土　ローム漸移層の暗褐色土ブロックを多く含み、ローム粒・

炭化物を少量含む。
２　黒褐色土　ローム漸移層の暗褐色土ブロックを少量含む。ローム粒

を多量に含み、礫石が混入する。
３　黒褐色土　ローム粒・ロームブロックを少量含む。
５　黒褐色土　黒褐色土主体で、Ⅷ層土小ブロックを多く含む。
６　暗褐色土　暗褐色土とⅧ層土ブロックの混土。
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られていない状況であった。掘方内は暗褐色土・ローム

塊を含む暗褐色土で充填されていた。

　掘方面では、柱穴Ｐ５が新たに検出された。Ｐ５は主

柱穴Ｐ１・Ｐ２を結んだ線上に位置する。Ｐ５の規模は

下記の通りである。

Ｐ５　長径0.34ｍ　短径0.27ｍ　深さ0.12ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ５間が0.80ｍである。掘方面で

明瞭な床下土坑は確認されなかった。

遺物と出土状況　前述したように竈や貯蔵穴周辺から遺

器甕（第651図13）の上半部が貯蔵穴に落ち込むような状

況で出土した。本土器の廃棄時には貯蔵穴がある程度埋

まっていることも想定される。

壁際溝　調査できなかった北東隅を除いて、幅0.07 ～

0.20ｍ、深さ0.06ｍの壁際溝が掘られていた。

床面小溝　床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から厚さ0.05 ～ 0.12ｍほど下位で掘方面を

検出した。壁沿いの幅1.00ｍ前後、主柱穴を結んだ線の

外側がやや深く掘り込まれており、中央部はほとんど掘

第650図　６区３号竪穴建物掘方平断面図

第4章　調査された遺構と遺物
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３区３号竪穴建物M-M′～ Q-Q′
６　暗褐色土　暗褐色土とⅧ層土ブロックの混土。
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物が集中して出土した。そのほかでは、南壁中央やや東

寄りの壁際で、土師器杯（第651図７）が床面直上で出土

した。南西隅では土師器杯（３）が床面直上で出土したが、

土師器杯（8）、甕（10・11）は床面から26cm・28cm浮い

た位置で出土した。北東部では土師器杯（４・６）が床面

直上で出土した。また、本竪穴建物北東部の床面直上で

蛇紋岩製の管玉１点（第651図14）が出土した。このほか、

埋土中から土師器破片296点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。

本竪穴でも管玉１点が埋土中ではなく、床面から出土し

た。他の埋没途中の竪穴凹地の利用とは異なる、玉類の

出土状況であり、別の使われ方が想定される。

第651図　６区３号竪穴建物出土遺物図
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なかった。埋土は黄褐色土粒・ローム塊・焼土粒を含む

黒褐色土である。

　埋土下半部には炭化材と焼土が集中して出土した。床

面は平坦であったが、主柱穴は検出されなかった。

上屋構造・壁構造　西壁沿いに炭化材と焼土の層が検出

された。壁沿いにローム塊を含む黒褐色土が堆積した後、

崩落した建築材と土屋根の可能性のある焼土と推定され

る。調査範囲が狭かったこと、構造を示す残存状況では

なかったことから、上屋や壁の構造を明らかにする所見

はない。炭化材の一部を樹種同定したところ、コナラ属

コナラ節と同定された。

５区２号竪穴建物

（第651図　PL.397）

位置　Ｘ＝57381 ～ 57384・Ｙ＝-75521 ～ -75523

重複　無し。　　平面形　西部の大部分が調査区域外と

なり、全形は不明であるが、南東隅の平面形から方形と

推定される。

規模　長軸（2.55）ｍ　短軸（2.00）ｍ　残存壁高0.45ｍ

床面積　計測不能　　　　東壁方位　Ｎ－20°－Ｗ

検出・埋没状況　S1を除去し、黒色土上層を精査したと

ころ、埋土の輪郭を検出した。竪穴内は火山灰降下時に

はほぼ完全に黒褐色土で埋まっており、凹地になってい

第652図　５区２号竪穴建物平断面図

第4章　調査された遺構と遺物
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５区２号竪穴建物A‒A′
１　黒褐色土
２　Hr‒FA（S₉）
３　Hr‒FA（S₇）
４　Hr‒FA（S₃）
５　Hr‒FA（S₂）
６　Hr‒FA（S1）
７　黒褐色土　ややしまり・やや粘性あり。
8　暗褐色土（10YR3/3）径２～５㎜程度の黄褐色土粒を５％・径１㎜程度の白色土粒を３％含む。
やや軟らかく、やや粘性あり。
９　暗褐色土（10YR3/3）径３～ 25㎜程度のロームブロックを10％・径１～２㎜程度の黄褐色土粒を３％含み、やや粘性あり。
10　黒褐色土（10YR3/2）炭化物片を20％・径５～ 25㎜程度の焼土ブロックを15％含む。ややもろく、やや粘性あり。
11　暗褐色土（10YR3/3）やや軟らかく、やや粘性あり。
12　黒褐色土（10YR3/2）径10 ～ 30㎜程度のロームブロックを５％・径10 ～ 40㎜程度の褐色土ブロックを20％・径20 ～ 30㎜程度の暗褐色土ブロックを
20％含み、しまり・やや粘性あり。



はローム粒を含む黒褐色土で埋まっていた。貯蔵穴の北

縁から土師器高杯（第655図12）の杯部が出土した。

遺物と出土状況　竪穴建物南東隅に土器が集中して出土

した。土師器高杯の数が多く、５点（第655図９～ 13）を

図示した。高杯は建物南東隅の貯蔵穴をとり囲むような

位置に分散して出土した。土師器杯も６点が散在してお

り、貯蔵穴埋土中から出土した土師器杯（第655図５）を

含め、７点を図示した。５はやや口径の大きな浅い杯で、

体部に貫通する焼成後の小孔をあけている。土師器鉢（第

655図8・15）は東壁沿い床面直上で出土した。大型の甕

（16）は南壁沿いの床面直上で出土した。甑（第655図14）

は貯蔵穴北脇から出土した。

　また、本竪穴建物南東隅で砥石１点（第655図18）が床

面上４cm、南西部で砥石１点（17）が床面直上から出土

した。いずれも粗粒輝石安山岩製で方形板状である。ま

た、北東壁沿いの床硬化面内に大型棒状礫の砥石も出土

した。このほか、埋土中から土師器破片158点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。本竪穴建物のＰ１が発掘区域境の壁面で土層観察

できた。それによると、柱痕跡が柱穴内では確認された

が、それが埋土内まで続いていかないことから、竪穴廃

絶時に柱は床面で伐られた可能性もあることを示唆して

いる。

柱穴　調査区域内では検出されなかった。

竈　調査区域内では検出されなかった。

貯蔵穴　調査区域内では検出されなかった。

壁際溝　調査区域内では、幅0.06ｍ～ 0.20ｍ、深さ0.08 

～ 0.11ｍの壁際溝が掘られていた。

床面小溝　調査区域内では検出されなかった。

掘方　床面から厚さ0.06 ～ 0.12ｍほど下位で掘方面を

検出した。ローム塊・ローム粒を含む黒褐色土で充填さ

れていた。掘方面は凹凸が著しく、掘削痕跡が顕著。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片110点が出土し

たが、図示できる破片はなかった。

調査所見　周囲の建物との層序の類似性から５世紀後半

の竪穴建物と考えられる。

５区３号竪穴建物

（第653 ～ 656図　PL.398 ～ 399・552・553）

位置　Ｘ＝57373 ～ 57378・Ｙ＝-75524 ～ -75527

重複　５区３号掘立柱建物に先行する。

平面形　大半が調査区域外となり、南東隅のみの調査に

なった。全形は不明であるが、方形と推定される。

規模　長軸（4.70）ｍ　短軸（2.75）ｍ　残存壁高0.31ｍ

床面積　計測不能　　　　主軸方位　Ｎ－70°－Ｗ

検出・埋没状況　S1を除去し、黒色土上面を精査し、さ

らに黒色土を掘り下げて遺構確認をしたところ、竪穴の

輪郭を検出した。竪穴内は火山灰降下時にはほぼ完全に

埋まっていた。埋土は褐色土粒・ローム粒・焼土粒を含

む黒褐色土である。

　床面は平坦で、北東壁沿いと、南壁沿い中央部は掘方

埋土上面に硬化面が形成され、S1直下の５区３号掘立柱

建物の柱穴５本が床面を掘り抜いていた。

　Ｐ１東側の東壁沿いの埋土中で炭化材が出土した。樹

種を調査したところ、コナラ属クヌギ節と同定された。

上屋構造・壁構造　竪穴建物の構築材の多くは失われて

おり、不明である。

柱穴　調査区域内の床面で主柱穴１本が検出された。南

東隅の主柱穴と推定される。規模は下記の通りである。

Ｐ１　長径0.35ｍ　短径（0.28）ｍ　深さ0.82ｍ

竈　調査区域内では検出されなかった。

貯蔵穴　南東隅主柱穴の南側に長軸0.84ｍ、短軸0.77ｍ、

深さ0.74ｍの隅丸方形の貯蔵穴が検出された。貯蔵穴内 第653図　５区３号竪穴建物出土遺物図（１）

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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第654図　５区３号竪穴建物平断面図

第4章　調査された遺構と遺物

834

５区３号竪穴建物A-A′
１　暗褐色土（10YR3/4）Hr-FP下の暗褐色土。
２　Hr-FA（S₉）
３　Hr-FA（S₇）
４　Hr-FA（S₃）
５　Hr-FA（S ２）
６　Hr-FA（S1）
７　炭化材
8　暗褐色土（10YR3/3）径8～ 15㎜程度のロームブロックを15％含み、しまり・やや粘性あり。
９　黒褐色土（10YR3/1）径１～３㎜程度の褐色土粒を５％含み、しまり・やや粘性あり。
10　黒褐色土（10YR3/2）径１～２㎜程度のローム粒を３％・径５～ 10㎜程度のロームブロックを７％含む。
硬くしまり、やや粘性あり。
11　黒褐色土（10YR3/2）径１～３㎜程度の褐色土粒７％・径20 ～ 40㎜程度の暗褐色土ブロックを20％・径５～

20㎜程度のロームブロックを10％含み、硬くしまる。

５区３号竪穴建物貯蔵穴B-B′
１　黒褐色土（10YR2/1）径２～５㎜程度の

ローム粒を１％含み、軟らかい。
２　黒褐色土（10YR3/2）径２～8㎜程度の

ローム粒を15％含む。ローム土を７％含
み、軟らかい粘質土。

３　黒褐色土（10YR3/1）径10㎜程度のロー
ムブロックを10％含む。

５区３号竪穴建物P １　C-C′
１　黒褐色土　径２～３㎜のローム粒を

１％含む。径60㎜のロームブロックを少
量含み、軟らかい粘土質。

２　暗褐色土　ローム色土を20％含み、軟
らかい粘質土。

３　黒褐色土　径３～ 10㎜のロームブ
ロックを７％・ローム色土を10％含み、
軟らかい粘質土。



０ 4㎝１:２

０ 10㎝１:３

第655図　５区３号竪穴建物出土遺物図（２）

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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０ 10㎝１:４

５区４号竪穴建物

（第657・658図　PL.400・553・554）

位置　Ｘ＝57388 ～ 57391・Ｙ＝-75516 ～ -75519

重複　５区47号土坑に先行する。

平面形　西半が調査区域外となったため全形は不明であ

るが、方形と推定される。

規模　長軸（2.95）ｍ　短軸3.02ｍ　残存壁高0.14ｍ

床面積　計測不能　　　　長軸方位　Ｎ－60°－Ｗ

検出・埋没状況　S1を除去し、黒色土上面を精査した後、

さらに黒色土を掘り下げて遺構確認をしたところ、竪穴

の輪郭を検出した。埋土は褐色土粒・ローム粒・焼土粒

を含む黒褐色土である。埋土の上層にS1直下の５区１号

竪穴建物の周堤盛土（第657図７～ 12層）を確認した。

　床面は平坦で、中央部に硬化面が形成されていた。ま

た炭化材・炭化物が少量残されていた。また調査区域境

で焼土と礫、完形土器が集中して出土した。全体を調査

できなかったので不明部分も多いが、地床炉である可能

性が高い。また南壁沿いで赤色顔料塊が出土した。成分

分析の結果、良質なパイプ状ベンガラと分類された。

上屋構造・壁構造　少量の炭化材が残されていたが、竪

穴建物の部材と断定できる所見はなかった。

柱穴　調査区域内の床面で主柱穴１本が検出された。そ

の位置から２本柱穴あるいは１本柱穴の建物と推定され

る。規模は下記の通りである。

Ｐ１　長径0.32ｍ　短径0.25ｍ　深さ0.48ｍ

竈　調査区域内では検出されなかった。

炉　竪穴建物の中央と推定される位置に炉と推定される

遺構が検出された。長軸0.26ｍ以上、短軸0.26ｍの範囲

に馬蹄状に焼土が形成され、角礫１個・円礫１個と、土

師器小型甕（第658図７）が逆位で出土した。また北東側

の傍らに土師器高杯（５）が逆位で出土した。

貯蔵穴　調査区域内では検出されなかった。

遺物と出土状況　竪穴建物北東壁際で土師器鉢（第658図

３）が床面上４cmで出土した。東隅には棒状礫が４点と

７点の２か所に集中して出土し、その上下で土師器杯（第

658図１・２）、高杯（４）がそれぞれ出土した。棒状礫は

11点のうち５点（第658図8～ 12）を図示した。また南壁

沿いの埋土中から土師器高杯脚部（第658図６）が出土し

た。この他、埋土中から土師器破片99点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。本竪穴建物は長方形と推定され、柱穴も２本か１

第656図　５区３号竪穴建物出土遺物図（３）

第4章　調査された遺構と遺物
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本の可能性が高い。居住用の竪穴とは異なる機能を持つ

竪穴と推定される。

第657図　５区４号竪穴建物平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物

837

５区４号竪穴建物A-A′
１　暗褐色土（10YR3/3）
２　Hr-FA（S₉）
３　Hr-FA（S₇）
４　Hr-FA（S₃）
５　Hr-FA（S₂）
６　Hr-FA（S1）
７　褐色土（10YR4/4）径20 ～ 30㎜程度のロームブロックを

40％含み、しまり・やや粘性あり。
8　褐色土（10YR4/4）径５～ 20㎜程度のロームブロックを

30％・黒色土を20％含み、しまり・やや粘性あり。
９　黒褐色土（10YR3/1）径50㎜程度のロームブロック30％含

み、硬くしまる。
10　褐色土（10YR4/4）径１～２㎜程度の白色土粒を３％含み、

硬くしまる。
11　黄褐色土（10YR5/6）ロームブロック層、非常に硬くしまる。
12　黒褐色土（10YR3/1）径20 ～ 30㎜程度の暗褐色ブロックを

20％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
13　黒褐色土（10YR3/2）径１～３㎜程度の白色土粒を５％・褐

色土粒を３％含み、しまり・やや粘性あり。
14　黒褐色土（10YR3/1）径１～３㎜程度の褐色土粒を７％含

み、しまり・やや粘性あり。
15　黒褐色土（10YR3/1）暗褐色土混土、径１～２㎜程度の褐色

土粒を７％含み、硬くしまる。

５区４号竪穴建物P １　B-B′
１　黒色土（10YR3/1）径２～３㎜程度の礫を２％含み、軟らかい。



０ 10㎝１:３

第658図　５区４号竪穴建物出土遺物図

第4章　調査された遺構と遺物
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Ｐ１　長径0.38ｍ　短径0.37ｍ　深さ0.62ｍ

Ｐ２　長径0.42ｍ　短径0.40ｍ　深さ0.46ｍ

Ｐ３　長径0.52ｍ　短径0.44ｍ　深さ0.43ｍ

Ｐ４　長径0.39ｍ　短径0.32ｍ　深さ0.67ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ２間が2.85ｍ、Ｐ２・Ｐ３間が

2.42ｍ、Ｐ３・Ｐ４間が2.86ｍ、Ｐ４・Ｐ１間が2.46ｍ

である。

竈　東壁中央よりやや南側に壁から離れた竈様の施設が

敷設されていた。これは東壁から0.29ｍ内部に入った位

置に、長軸0.85ｍ、短軸0.80ｍの範囲に角礫8石で方形

に組まれた構造で、東側に直径0.40ｍほどの焼土が広が

る半円形の凹地が付随していた。全長は1.06ｍで、この

長軸が東壁に直交する。角礫8個は南北方向の長軸0.43

ｍ、短軸0.33ｍのほぼ方形の範囲を囲むように配置され、

その西端の位置には２個が落ち込むような状況で斜位で

出土した。（第660図F-F′）この２個は焚口部の天井部と

推定される。礫と礫の間には黄色粘土が覆うように貼り

つき、その上に土師器甕（第664図33・34）や小型甕（22・

26）、杯（４・６・8・９・12）、鉢（23）、坩（27）等の破

片が数多く残されていた。その上を竪穴埋土の黒色土が

覆っていた。北東脇には大型の角礫が床面直上で出土し

た。これが礫に囲まれた範囲の東半分に架けられていた

可能性はある。

　礫で囲まれた範囲の内部は、焼土面の上に白色灰を含

む黒褐色土、焼土と白色灰を含む黒褐色土、多量の焼土

と少量の炭化物を含む黒褐色土が順に堆積し、その堆積

は東から西に傾斜していた。底面は焚口部を中心として

直径0.40ｍの範囲が焼土化し、その東端に支脚が立てら

れていた。その支脚礫の上には土師器杯が被されていた。

　また、竈埋土内から哺乳類種不明の焼骨片が出土した。

炉　本竪穴建物では、竈のほかに床面中央部に炉と推定

される遺構が検出された。長軸1.20ｍ、短軸0.75ｍの不

整楕円形に焼土が成されていた。周囲に礫等は配置され

ていない地床炉である。焼土および下位の還元変色部の

厚さは0.05 ～ 0.07ｍで、かなり被熱した状況を示して

いた。周辺での遺物の出土はなかった。

貯蔵穴　竪穴南東隅の竈右側に長軸0.62ｍ、短軸0.47ｍ、

深さ0.36ｍの楕円形の貯蔵穴が検出された。

貯蔵穴の周囲から竪穴隅までは高さ0.13ｍほど低くなっ

ており段になっていた。貯蔵穴内は白色灰塊・ローム塊

５区５号竪穴建物

（第659 ～ 664図　PL.401 ～ 404・554・555）

位置　Ｘ＝57389 ～ 57392・Ｙ＝-75503 ～ -75506

重複　４区囲い状遺構に先行する。

平面形　ほぼ正方形

規模　長軸5.42ｍ　短軸5.25ｍ　残存壁高0.40ｍ

床面積　24.14㎡　　　　主軸方位　Ｎ－79°－Ｅ

検出・埋没状況　調査工程の調整により、南西隅の一角

の調査が先行し、残りの多くの部分を別年度で調査した。

写真記録は年度ごとになっており、図面は調査後合成し

た。両年度ともS1を除去し、黒色土上面を精査した後、

黒色土を掘り下げて竪穴の輪郭を検出した。

　竪穴内は火山灰降下以前に黒褐色土で埋まっていた。

埋土上層にはS1直下の５区１号竪穴建物の周堤盛土およ

び周堤盛土途中に穿たれた溝列の埋土が顕著に観察され

た。本竪穴建物の床面直上には厚さ0.06ｍの炭化物や白

色植物痕跡を混じる暗褐色土が南西部を中心に堆積して

おり、その中から炭化種実11点が出土した。種同定を実

施したところ、モモと同定された。また埋土中から出土

した炭化種実にはイネ・コムギ・サンカクイーフトイ・

ヒエ属・アワも同定されている。

　本竪穴建物の床面は平坦で、竈前から中央部を中心に

硬化面が形成されていた。床面中央に長軸1.20ｍ、短軸

0.77ｍの不整楕円形の炉が検出された。部分的に灰面も

広がっていた。貯蔵穴西端から南壁に平行して幅0.20

～ 0.30ｍ、長さ1.60ｍにわたって灰褐色土が0.04ｍほ

ど高く置かれた部分があった。Ｐ１には埋土層に柱痕跡

が残り、その上位から柱材と推定される炭化材が出土し

た。樹種同定を実施したところ、コナラ属コナラ節と同

定された。Ｐ４の土層にも柱痕跡が確認された。

　また、竈右袖脇とＰ１南東床面直上で赤色顔料が出土

した。成分分析したところ、竈右脇・Ｐ１南東部の試料

は赤土素材の非パイプ状ベンガラと分類された。

上屋構造・壁構造　竪穴建物の構築材は失われており、

上屋構造は不明である。床面上に堆積した炭化物や白色

植物痕跡が壁構造等を示す可能性はあるが、詳細を調査

できなかった。

柱穴　床面で主柱穴４本が検出された。本竪穴建物は４

本柱穴の竪穴建物と推定される。各柱穴の規模は下記の

通りである。

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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０ １ｍ１: 30

を含む黒褐色土で埋まっていた。貯蔵穴埋土の最上層に

は土師器甕 （第664図32）等が出土した。貯蔵穴が埋まっ

た後、落ち込んだものと推定される。さらに、この土師

器甕の下位からも土師器鉢（第663図21）や小型甕（24）が

出土した。これも埋土中位からの出土である。

壁際溝　北東隅と北西隅の２か所にＬ字形の壁際溝が掘

られていた。幅0.10 ～ 0.20ｍ、深さ0.06 ～ 0.10ｍの壁

際溝が掘られていた。また、南壁中央部に幅0.28 ～ 0.33

ｍ、長さ1.66ｍ、深さ0.14 ～ 0.18ｍの幅広の壁際溝が

検出された。

床面小溝　床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から厚さ0.10 ～ 0.17ｍほど下位で掘方面を

検出した。掘方内はローム塊を多量に含む黒褐色土で充

填されていた。竪穴中央に検出された炉の焼土は掘方充

填土にまで及んでいた。掘方面は全体に凹凸が著しく、

壁沿いを中心に掘削痕跡が残されていた。明瞭な床下土

坑は確認されなかった。

遺物と出土状況　前述のように竈や貯蔵穴周辺から遺物

第660図　５区５号竪穴建物竈平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物

841

５区５号竪穴建物竃D-D′・E-E′　
１　黒褐色土　ローム粒・焼土を少量含み、堆積は緻密である。
２　黒褐色土　焼土を多量に含む。炭化物を少量含み、堆積はもろく弱い。
３　黒褐色土　焼土と白色灰を含む。
４　黒褐色土　白色灰を多量に含む。
５　赤褐色焼土
６　暗褐色土　暗褐色土主体で、焼土粒を部分的に多く含み、しまりは弱い。
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０ ２ｍ１: 60

が集中して出土した。そのほかでは、竈左の東壁際に

は土師器小型甕（第663図29）と杯（18）が床面直上で出土

した。また、貯蔵穴の西側で土師器杯（第662図１・10・

13）がまとまって出土した。

　鉄器は２点出土したが、両関刀子（第664図36）は竪穴

南西隅、床面上７cmで出土した。錐（35）は埋土中から

出土した。

　このほか、埋土中から土師器破片1413点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。いわゆる初期竈と炉が併存する竪穴建物である。

遺構として残された排煙施設は検出されなかった。煙道

の作り付け前の形態と推定される。

第661図　５区５号竪穴建物掘方平断面図

第4章　調査された遺構と遺物
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０ 10㎝１:３

第662図　５区５号竪穴建物出土遺物図（１）

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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０ 10㎝１:３

第663図　５区５号竪穴建物出土遺物図（２）

第4章　調査された遺構と遺物
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０ 10㎝１:３

０ ５㎝２:３

第664図　５区５号竪穴建物出土遺物図（３）
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　竈の粘土を確認する前に、竈部分上層の黒色土中に角

礫７個が残されていた。これらは出土層位が黒色土であ

ることから、竈の構築材として記録しなかった。唯一最

も東側の大型礫が煙道近くに据えられていた可能性があ

る。本竈の袖には角礫が据えられることはなく、地山の

暗褐色粘質土を掘り残して袖基部を造り、その周囲に黄

褐色粘土を貼りつけて袖としていた。

　燃焼部中央には、棒状角礫１個が立位で立てられてお

り、支脚として利用されていたと推定される。周囲から

は土師器甕（第667図７）、杯（５）が出土した。竈前の床

面直上で甕（９）が出土した。

貯蔵穴　竪穴南東隅の竈右側に長軸0.64ｍ、短軸0.51ｍ、

深さ0.72ｍの隅丸方形の貯蔵穴が検出された。貯蔵穴内

はローム粒を含む暗褐色土で埋まっていた。

貯蔵穴の周囲には、竈側には幅0.12ｍ、高さ0.02ｍほど

の段があり、西側には0.20ｍの間隔をあけて床面小溝が

掘られていた

壁際溝　調査できなかった南東隅を除いて、幅0.08 ～

0.20ｍ、深さ0.05ｍの壁際溝が全周していた。

床面小溝　床面で床面小溝３条が検出された。北壁に直

交する２条を西からYK １・YK ２とする。南壁に直交す

る１条をYK ３とする。YK １・YK ２の南端は主柱穴Ｐ１・

Ｐ３に接しており、YK ３の北端は未検出の南東隅主柱

穴の西脇に接するものと推定される。各床面小溝の規模

は下記の通りである。

YK １　幅0.18 ～ 0.20ｍ　長さ1.08ｍ　深さ0.04ｍ

YK ２　幅0.22 ～ 0.29ｍ　長さ1.30ｍ　深さ0.05ｍ

YK ３　幅0.28ｍ　長さ0.82ｍ以上　深さ0.07ｍ

掘方　床面から厚さ0.02 ～ 0.10ｍほど下位で掘方面を

検出した。壁沿いの幅1.00ｍ前後、主柱穴を結んだ線の

外側がやや深く掘り込まれていた。掘方内は黒褐色土小

塊とローム塊の混土で充填されていた。掘方面は先行す

る５区７号竪穴建物とともに掘り下げたため、より深い

５区７号竪穴建物に切られる形での記録となった。

　掘方面では、YK ４が新たに検出された。YK ４は西壁

に直交し、その東端はＰ２に接していた。YK ４の規模

は下記の通りである。

YK ４　幅0.18 ～ 0.21ｍ　長さ1.20ｍ　深さ0.10ｍ

　掘方面で明瞭な床下土坑は確認されなかった。

遺物と出土状況　竈以外では、南壁沿いで土師器杯（第

５区６号竪穴建物

（第665 ～ 667図　PL.405 ～ 408・554・555）

位置　Ｘ＝57383 ～ 57387・Ｙ＝-75497 ～ -75502

重複　５区14号竪穴建物（弥生時代後期）・５区７号竪穴

建物に後出する。

平面形　南東隅が一部調査区域外となったが、ほぼ正方

形と推定される。

規模　長軸4.24ｍ　短軸4.12ｍ　残存壁高0.45ｍ

床面積　14.96㎡　　　　主軸方位　Ｎ－20°－Ｗ

検出・埋没状況　調査工程の調整により、南西半の調査

が先行し、残りの北東部を別年度で調査した。写真記録

は年度ごとになっており、図面は調査後合成した。両年

度ともS1を除去し、黒色土上面を精査した後、黒色土を

掘り下げて竪穴の輪郭を検出した。竪穴内は火山灰降下

以前に黒褐色土で埋まっていた。埋土はローム塊・ロー

ム粒を含む黒褐色土である。

　床面は平坦で、竈前から主柱穴に囲まれた中央部にか

けては硬化面が形成されていた。位置記録は取れなかっ

たが、床面の一部で赤色顔料が分布しており、成分を分

析したところ、良好なパイプ状ベンガラと分類された。

また、主柱穴Ｐ１の西側から出土した土師器甕口縁部破

片に付着していた灰の植物珪酸体分析を実施したとこ

ろ、ウシクサ族と棒状型の植物珪酸体が検出された。

上屋構造・壁構造　竪穴建物の構築材は失われており、

上屋・壁構造は不明である。

柱穴　床面で主柱穴３本が検出された。南東隅の主柱穴

は調査区域境にあたり、安全確保のため検出作業を回避

した。各柱穴の規模は下記の通りである。

Ｐ１　長径0.28ｍ　短径0.21ｍ　深さ0.52ｍ

Ｐ２　長径0.22ｍ　短径0.21ｍ　深さ0.46ｍ

Ｐ３　長径0.26ｍ　短径0.25ｍ　深さ0.48ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ２間が1.40ｍ、Ｐ１・Ｐ３間が

1.67ｍである。

竈　東壁ほぼ中央に敷設されていた。竈の右上方は調査

区域外となり、安全確保のため一部記録できなかった部

分がある。残存する竈の規模は確認長1.33ｍ、屋外長0.34

ｍ、燃焼部長1.14ｍ、焚口幅0.62ｍで、粘土貼り付けの

袖構造下部が左0.74ｍ、右0.76ｍの長さで屋内に張り出

し残存していた。煙道部の煙出口部分には、焼土化した

黄褐色粘土の輪郭が残されていた。

第4章　調査された遺構と遺物
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５区６号竪穴建物貯蔵穴D-D′
１　暗褐色土　暗褐色土主体。ローム粒を少

量含み、しまりなし。
５区６号竪穴建物P ３　H-H′

１　暗褐色土　暗褐色土主体。ローム粒を少
量含み、しまりあり。

２　暗褐色土　暗褐色土主体。ローム粒を多
量に含み、しまりはまったくなし。

３　褐色土　　暗褐色土とローム大粒の混
土。比較的硬くしまっている。（柱穴充填土）

５区６号竪穴建物A-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）径１～３㎜程度の白色土粒を１％含み、やや粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/2）径１～５㎜程度の褐色土粒を７％・炭化物片を５％含み、しまり・やや粘性あり。
３　暗褐色土（10YR3/3）径１～３㎜程度の褐色土粒を５％・径５～ 10㎜程度の褐色ブロックを５％含み、しまり・やや粘性あり。
４　黒褐色土（10YR3/2）径１～３㎜程度の褐色土粒を３％含み、しまりあり、やや粘質。
５　暗褐色土（10YR2/3）径１～５㎜程度のローム粒を10％・径５～ 15㎜程度のロームブロックを15％含む。しまりあり、やや粘質。
６　暗褐色土（10YR3/3）径１～３㎜程度のローム粒を３％・径５～ 10㎜程度の褐色ブロックを５％含み、しまり・やや粘性あり。
７　黒褐色土（10YR3/2）径１～３㎜程度の赤褐色土粒を３％含む。しまりあり、やや粘質。
8　黒色土（10YR2/1）径10 ～ 50㎜程度のロームブロックを40％含み、しまり・やや粘性あり。

５区６号竪穴建物C-C′・I-I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′
１　黒褐色土　ローム粒・炭化物を少量含む。暗褐色土（竃を構築する土）がブロック状に一カ所に混入する。
２　黒褐色土　ロームブロックを少量含み、堆積はもろい。
３　黒褐色土　ローム粒を少量含む。
４　黒褐色土　ロームブロックを多量に含む。
５　暗褐色土　ローム層にあるブロック状の土。（竃材）
６　黒褐色土　ロームブロックを少量含み、堆積はもろい。
７　黒褐色土　ロームブロックを多量に含む。堆積はもろく弱い、壁周溝に入る土。
8　黒褐色土　ロームブロック・焼土粒を少量含み、堆積はもろい。
９　黄褐色土　ロームブロック主体で、黒褐色土大粒を含む。（貼床）
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第666図　５区６号竪穴建物竈・掘方平断面図
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５区６号竪穴建物竃E-E′・F-F′
１　暗褐色土　暗褐色土主体で、ローム粒と小ブロックを

多く含む。
２　暗褐色土　暗褐色土主体で、ローム細粒と大粒を均一

に含む。
３　黄土色土　ロームブロックとローム粒主体。
４　暗褐色土　２層に類似するが、ローム大粒の含有量が

少ない。
５　暗褐色土　暗褐色土主体で、ローム大粒をわずかに含

む。
６　黄土色土　ローム主体で、暗褐色土粒と焼土粒を多量

に含む。
７　暗褐色土　黒褐色土粒とローム粒、焼土粒の混土。
8　黒褐色土　黒褐色土粒とローム粒、焼土粒の混土で焼

土粒が大きく含有量も多い。
９　暗灰色灰層
10　暗灰色土　暗灰色灰と焼土粒の混土。
11　暗褐色土　黒褐色土粒とローム粒、焼土粒の混土。
12　黄土色土　ロームブロック主体。暗褐色土小ブロック

を含む。
13　黒褐色土　黒褐色土主体。ローム粒をわずかに含む。
14　黄土色土　ロームブロック主体。暗褐色土小ブロック

を含む。
15　赤褐色焼土
16　黄褐色土　ロームブロックとⅧ層土ブロックの混土。
17　黄土色土　ロームブロック主体。暗褐色土小ブロック

を含む。
18　暗褐色土　Ⅷ層土主体。（袖） 
19　暗褐色土　ローム小ブロック・暗褐色土の混土。硬く

しまりは強い。（貼床）

５区６号竪穴建物P ２　B-B′　
１　暗褐色土（10YR3/4）径8㎜程度のロームブロックを

30％含み、硬くしまる。
２　褐色土（10YR4/6）黒色土を40％含み、非常にもろい。
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667図２・３・４）が床面直上で出土した。

この他、埋土中から土師器破片330点、須恵器破片２点

が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考え

られる。地山掘り残しの竈袖芯の竪穴建物は調査区内

では唯一例である。

５区７号竪穴建物

（第668 ～ 674図　PL.408 ～ 411・556・557）

位置　Ｘ＝57378 ～ 57384・Ｙ＝-75497 ～ -75502

重複　５区14号竪穴建物（弥生時代後期）に後出し、５区

６号竪穴建物に先行する。

平面形　北東隅が５区６号竪穴建物に壊され、南東隅が

調査区域外であるが、ほぼ正方形である。

規模　長軸5.20ｍ　短軸5.10ｍ　残存壁高0.43ｍ

床面積　（24.66）㎡　　　　主軸方位　Ｎ－114°－Ｗ

検出・埋没状況　S1を除去し、黒色土上面を精査した後、

黒色土を掘り下げたところ、埋土の輪郭を検出した。竪

穴内は火山灰降下以前に完全に黒褐色土で埋まってい

た。埋土はローム粒・焼土粒を含む暗褐色土・黒褐色土

である。

　床面は平坦で、ほぼ全面に硬化面が形成されていた。

竪穴建物ほぼ中央に地床炉が検出された。また、北部お

よび埋土中から出土した炭化種実はサクラ属と同定され

た。

上屋構造・壁構造　竪穴建物の構築材は失われており、

不明である。南東隅で炭化材１点が出土した。上屋・壁

構造にかかわる可能性もあるが詳細は不明である。

柱穴　床面で主柱穴４本が検出された。各柱穴の規模は

下記の通りである。

Ｐ１　長径0.33ｍ　短径0.30ｍ　深さ0.45ｍ

Ｐ２　長径0.30ｍ　短径0.27ｍ　深さ0.47ｍ

Ｐ３　長径0.31ｍ　短径0.30ｍ　深さ0.47ｍ

Ｐ４　長径0.37ｍ　短径0.35ｍ　深さ0.44ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ２間が2.37ｍ、Ｐ２・Ｐ３間が

1.87ｍ、Ｐ３・Ｐ４間が2.32ｍ、Ｐ４・Ｐ１間が1.87ｍ

第667図　５区６号竪穴建物出土遺物図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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５区７号竪穴建物A-A′・B-B′
１　黒褐色土（10YR3/2）径１～３㎜程度の白色土粒を３％・黄褐色土粒を７％含み、しまり・やや粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/2）径１～３㎜程度の白色土粒を３％・黄褐色土粒を７％・径５～ 15㎜程度のロームブロックを15％含み、しまり・やや粘性あり。
３　黒褐色土（10YR3/2）径１～３㎜程度の白色土粒を１％・黄褐色土粒を１％・炭化物片を５％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
４　黒褐色土（10YR3/2）径３～ 15㎜程度のロームブロックを20％・炭化物片を５％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
５　暗褐色土（10YR3/3）径１～３㎜程度のローム粒を７％・径５～ 10㎜程度のロームブロックを７％・炭化物片を５％含み、しまり・やや粘性あり。
６　黒色土（10YR2/1）径１～２㎜程度の黄褐色土粒を１％含み、しまり・やや粘性あり。
７　暗褐色土（10YR3/3）径２～３㎜程度のローム粒を３％・径５～ 10㎜程度のロームブロックを５％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
8　明赤褐色土（５YR5/6）焼土、硬くしまる。
９　黒色土（10YR2/1）径10 ～ 50㎜程度のロームブロックを40％含み、しまり・やや粘性あり。

５区７号竪穴建物貯蔵穴E-E′
１　黒色土（10YR2/1）径１～３㎜程度の褐色土粒を１％含み、しまり・やや粘性あり。
２　黒色土（10YR2/1）径３～ 20㎜程度のロームブロックを30％含む。もろく、やや粘性あり。
３　黄褐色土（10YR5/6）黒色土を20％含む。もろく、やや粘性あり。

５区７号竪穴建物P １～ P ４　F-F′～ I-I′
１　黒褐色土（10YR3/1）非常にもろく、やや粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/2）もろく、粘質土。
３　黒褐色土（10YR3/2）径１～２㎜程度のローム粒を５％含む。もろく、粘質土。
４　黒褐色土（10YR3/2）ローム粒状塊を10％含む。もろく、粘質土。
５　黒褐色土（10YR3/1）径２～ 10㎜程度のロームブロックを２％含む。軟らかく、やや粘性あり。
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である。Ｐ１・Ｐ２・Ｐ３では柱痕跡が確認された。

竈　西壁南端に敷設されていた。残存する竈の規模は確

認長0.83ｍ、屋外長0.18ｍ、燃焼部長0.65ｍ、焚口幅0.29

ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が左0.75ｍ、右0.39ｍ

の長さで屋内に張り出し残存していた。。

　竈構築粘土崩落層の上位には板状の角礫が５個残され

ていたが、竈構造を示唆する原位置ではなかった。最も

奥に残されていた角礫は排煙口に関わるものの可能性も

ある。左右とも袖には芯の角礫は入れられていなかった。

黄色粘土貼り付けで造られていた。また、支脚も据えら

れていなかった。焚口前には土師器甕（第672図11・13・

第673図19）が床面直上で、左脇には土師器鉢（９）が竈崩

落土内から出土した。

炉　竪穴建物ほぼ中央に長軸0.70ｍ、短軸0.62ｍ、深さ

0.02ｍの楕円形の凹地があり、その底面には長軸0.50ｍ、

短軸0.34ｍ、厚さ0.04ｍ焼土（第668図B-B′8層）が形成

第669図　５区７号竪穴建物竈平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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５区７号竪穴建物竃C-C′・D-D′
１　にぶい黄褐色土（10YR4/3）径10㎜程度のロームブロックを20％含み、黒色土を10％含む。軟らか

く、やや粘性あり。
２　黒色土（10YR2/1）径１～３㎜程度のローム粒を７％含む。ローム土を10％含み、もろい。
３　褐色土（10YR4/4）径１～３㎜程度のローム粒を７％含み、ローム土を15％含む。しまり・やや粘

性あり。
４　黄褐色土（10YR5/6）径１～２㎜程度の白色土粒を３％含む。しまりあり、粘質土。
５　赤褐色土（５YR4/6）焼土、黒色土を３％含み、やや軟らかい。
６　黒色土（10YR2/1）ローム土を10％含む。
７　暗褐色土（10YR3/3）ローム土を７％含み、しまり・やや粘性あり。
8　黄褐色土（10YR5/6）黒色土を少量含み、粘質土。
９　黒色土（10YR2/1）褐色土を少量含み、やや軟らかい。
10　褐色土（10YR4/4）径３～５㎜程度の白色土粒を３％含み、しまりあり。
11　黒褐色土（10YR3/2）径１～５㎜程度の黄色土粒を10％含み、しまりあり。
12　黒褐色土（10YR3/2）径１～５㎜程度の黄色土粒を２％含み、しまりあり。
13　にぶい黄褐色土（10YR4/3）焼土を少量含み、しまりあり。
14　黒褐色土（10YR3/2）焼土を少量含み、しまりあり。
15　黒褐色土（10YR3/2）にぶい黄褐色土と混土、下部に焼土を含み、しまりあり。
16　黒褐色土（10YR3/2）径５～ 20㎜程度の焼土ブロックを30％含み、軟らかい。
17　暗赤褐色土（５YR3/4）しまり・やや粘性あり。
18　褐灰色土（10YR4/1）焼土を20％含み、もろい。
19　褐色土（10YR4/4）焼土を15％含み、やや軟らかい。
20　黄褐色土（10YR5/6）硬くしまる。
21　黒褐色土（10YR3/2）径５～ 10㎜程度のロームブロックを40％含み、しまりあり。
22　赤褐色土（５YR4/6）焼土、やや軟らかい。
23　黒褐色土（10YR3/2）５～ 10㎜程度のロームブロックを10％含む。　
24　にぶい黄褐色土（10YR5/3）焼土を10％・黒褐色土を10％含み、軟らかい。
25　黒色土（10YR2/1）径10 ～ 30㎜程度のロームブロックを15％含み、硬くしまる。
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されていた。焼土の西端には礫が置かれていた。北縁に

は土師器壺（第672図12）の破片が床面直上で出土した。

周辺には鍛造剥片等の出土はなく鍛冶炉ではない。

貯蔵穴　竪穴南壁中央やや西側に、長軸0.57ｍ、短軸0.48

ｍ、深さ0.59ｍの方形の貯蔵穴が検出された。長軸は南

壁に直交せず、やや西側に傾いていた。貯蔵穴内はロー

ム塊を含む黒褐色土で埋まっていた。

　貯蔵穴の周囲には幅0.08 ～ 0.16ｍ、高さ0.09ｍほど

の段が馬蹄状に廻っていた。底面上20cmほどの埋土下

層から、４点の棒状礫や大型円礫２個とともに土師器甕

（第672図14）が破片で出土した。棒状礫はそのうち１点

（第674図24）を図示した。

壁際溝　壁際溝は検出されなかった。

床面小溝　床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から厚さ0.02 ～ 0.15ｍほど下位で掘方面を

検出した。掘方内はローム塊を含む黒褐色土で充填され

第670図　５区７号竪穴建物掘方平断面図

第4章　調査された遺構と遺物

852
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ていた。

　掘方面は凹凸が著しく、個別の掘削痕跡も顕著に観察

された。壁に直交する方向の床面小溝痕跡と思われるも

のが数条検出されたが、主柱穴との関連性は規格的でな

かった。

遺物と出土状況　多くの土器や石製品が出土した。土師

器小型鉢（第671図４・５）は埋土中から出土した。土師

器杯は、１が西壁沿い、３は南東部埋土中、２は南壁際

床面直上で出土した。大型甕（第673図15・16・17・18）

や小型甕（７・10）は北西部床面近くで出土した。北東部

には砥石（第674図29）・磨り石（第674図22・23）・台石（第

674図30）がまとまって出土した。棒状礫は全体で18点が

散在していた。貯蔵穴出土の１点のほか、４点（第674図

25・26・27・28）を図示した。紡輪（第674図20）は滑石製

で東壁近くの埋土中で出土した。粒状礫１点（第674図

21）は竈掘方埋土中から出土した。鉄器（第674図31）は三

角平面形の鉄片で埋土中から出土した。

　その他、埋土中から土師器破片1127点、須恵器破片１

点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。本竪穴建物は他の定型的な正方形竪穴と異なり、

竈が竪穴隅に、貯蔵穴が壁中央に、地床炉が中央に置か

れている。出土遺物の形態からすると５世紀後半でもや

や古い時期における様相を呈する。何らかの異なる機能

を持つ竪穴建物の可能性が高い。

第671図　５区７号竪穴建物出土遺物図（１）

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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第672図　５区７号竪穴建物出土遺物図（２）

第4章　調査された遺構と遺物
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第673図　５区７号竪穴建物出土遺物図（３）

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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０ 10㎝１:４ ０ ５㎝２:３

第674図　５区７号竪穴建物出土遺物図（４）

第4章　調査された遺構と遺物
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５区８号竪穴建物

（第675 ～ 677図　PL.412・413・557・558）

位置　Ｘ＝57371 ～ 57375・Ｙ＝-75507 ～ -75511

重複　５区13号竪穴建物（弥生時代後期）に後出し、５区

９号竪穴建物に先行する。

平面形　南東隅が５区９号竪穴建物に壊されたため全形

は不明であるが、長方形である。

規模　長軸4.48ｍ　短軸3.57ｍ　残存壁高0.28ｍ

床面積　（14.76）㎡　　　　主軸方位　Ｎ－10°－Ｗ

検出・埋没状況　S1を除去し、黒色土上面を精査した後、

黒色土を掘り下げたところ、竪穴の輪郭を検出した。竪

穴内は火山灰降下以前に完全に黒褐色土で埋まってい

た。埋土は黄褐色土粒を含む暗褐色土・黒褐色土である。

　床面は平坦で、ほぼ東半部に硬化面が形成されていた。

北東隅に黄色粘土・角礫・土器が集中して出土したため、

竈と判断し調査した。

上屋構造・壁構造　竪穴建物の構築材は失われており、

不明である。

柱穴　床面で柱穴と推定されるＰ１と土坑１を検出し

た。土坑１は直径がやや大きいことから柱穴とは判断し

にくいが、両者は西壁両端に位置し、竪穴建物の構造に

関わると推定し、本項目で報告した。各遺構の規模は下

記の通りである。

Ｐ１　長径0.41ｍ　短径0.36ｍ　深さ0.26ｍ

第675図　５区8号竪穴建物平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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５区8号竪穴建物A-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）径１～３㎜程度の黄

褐色土粒を５％含み、しまり・やや粘性あ
り。

２　暗褐色土（10YR3/3）径１～３㎜程度の黄
褐色土粒を３％含み、しまり・やや粘性あ
り。

３　黒褐色土（10YR3/1）径１㎜程度の白色土
粒を３％含む。やや軟らかく、やや粘性あ
り。

４　黒褐色土（10YR3/2）径10 ～ 15㎜程度の
暗褐色ブロックを20％含み、やや粘性あり。

５区8号竪穴建物土坑１D-D′
１　黒色土（10YR2/1）径10㎜程度のロームブ

ロックを３％・径１㎜程度のローム粒を
１％含む。

２　暗褐色土（10YR3/3）径10㎜程度の褐色ブ
ロックを５％含む。やや軟らかく、やや粘
性あり。

５区8号竪穴建物P １ E-E′
１　暗褐色土（10YR3/3）径10㎜程度のローム

ブロックを10％含む。やや軟らかく、やや
粘性あり。

２　黒褐色土（10YR3/2）径１㎜程度のローム
粒を３％含み、もろい。
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土坑１　長径0.56ｍ　短径0.56ｍ　深さ0.43ｍ

　柱間の距離はＰ１・土坑１間が1.80ｍである。

竈　北東隅に敷設されていたと推定される。黄色粘土・

角礫・土器が集中して出土し、その内側の一部が強く円

形に焼土化していた。黄色粘土は焼土小塊・粒と黒色土

と混在しており、竪穴建物廃棄に伴い竈を崩した結果と

推定される。

　大型礫が竪穴北東隅に横たわり、その脇に土師器甕（第

677図（７）が上半部逆位で礫とともに黄色粘土の上で出

土した。その南側にもやや大型の礫が転がっていた。そ

の南東側には強く被熱して円形に残された焼土があり、

その北東脇には棒状礫がやや斜めに立っていた。焼土の

周囲には土師器小型甕（第677図６）、鉢（8）、壺（４）、

椀（２）等の破片が点在していた。

　このような残存状況から竈構造を明確に復元するのは

困難であるが、礫の位置からすると北壁および東壁沿い

に袖状の粘土の構造物を造り、その内部が燃焼面となっ

ていたと推定される。強く円形に残った焼土の脇に埋め

られていた棒状礫は、支脚として機能していたと推定さ

れる。中央部の円形の焼土の西側にも焼土が広がってお

り、こちらの方向が焚口であったと推定される。図示し

た本竪穴の出土土器はすべてこの竈内で出土した。

貯蔵穴　貯蔵穴は検出されなかった。ただし南西隅の土

坑１が貯蔵穴である可能性は否定できない。

第676図　５区8号竪穴建物竈平断面図

第4章　調査された遺構と遺物
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５区8号竪穴建物竃B-B′・C-C′
１　黒色土（10YR3/1）径１～２㎜程度の焼土粒を３％含み、やや軟らかい。
２　黒褐色土（10YR3/2）径１～２㎜程度の焼土粒を２％含み、しまり・やや粘性あり。
３　黒褐色土（10YR3/2）径１～２㎜程度の焼土粒を５％含む。もろく、粘質土。
４　赤褐色土（５YR4/6）焼土、黒色土を40％含む。もろく、粘質土。
５　明黄褐色土（10YR7/6）硬くしまる。
６　赤褐色土（５YR4/6）焼土、しまり・粘性あり。
７　黒褐色土（10YR3/1）焼土を30％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
8　黒褐色土（10YR3/2）径１～２㎜程度の焼土粒を２％含み、しまり・やや粘性あり。
９　黒褐色土（10YR3/2）にぶい黄褐色土を50％・明赤褐色土を少量含み、しまり・やや粘性あり。
10　赤褐色土（５YR4/6）焼土、もろい。
11　黒褐色土（10YR3/2）暗赤褐色の焼土を20％含む。軟らかく、やや粘性あり。
12　暗褐色土（10YR3/3）黒褐色土を20％含み、しまり・やや粘性あり。
13　黒褐色土（10YR3/2）しまり・やや粘性あり。
14　暗褐色土（10YR3/3）もろく、シルト状。
15　黒褐色土（10YR3/2）焼土を少量含む。軟らかく、やや粘性あり。
16　黒褐色土（10YR3/2）径２～６㎜程度の焼土粒を５％含み、しまり・やや粘性あり。
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壁際溝　北西隅にＬ字形に壁際溝が掘られていた。北壁

沿いは幅0.12～0.22ｍ、長さ2.16ｍ、深さ0.04～0.07ｍ、

西壁沿いは幅0.12 ～ 0.16ｍ、長さ1.90ｍ、深さ0.07 ～

0.09ｍである。北西隅の壁際溝内には掘削痕跡が顕著に

残されていた。

床面小溝　床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から厚さ0.02 ～ 0.15ｍほど下位で掘方面を

検出した。掘方内は白色粒や暗褐色土塊を含む黒褐色土

で充填されていた。

　掘方面は凹凸が著しく、南壁沿いは幅0.88ｍ、長さ3.65

ｍ、深さ0.08ｍほどの不整長方形に深く掘られていた。

また浅く不鮮明なものも含まれるが、竪穴構造に関わる

可能性がある位置に小ピットＰ２～Ｐ７が検出された。

Ｐ６とＰ７は竈の焼土範囲にあたり、柱穴の可能性はな

いが、他は柱穴の可能性もある。各ピットの規模（深さ

は掘方面からの計測）は下記の通りである。

Ｐ２　長径0.24ｍ　短径0.21ｍ　深さ0.07ｍ

Ｐ３　長径0.31ｍ　短径0.25ｍ　深さ0.13ｍ

Ｐ４　長径0.29ｍ　短径0.23ｍ　深さ0.17ｍ

Ｐ５　長径0.44ｍ　短径0.29ｍ　深さ0.09ｍ

第677図　５区8号竪穴建物出土遺物図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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柱穴　炉跡確認面で柱穴と推定されるＰ１を検出した。

写真には柱痕跡上端、土層図（第678図B-B′）には柱痕跡

の一部を記録した。Ｐ１の規模は下記の通りである。

Ｐ１　長径0.29ｍ　短径0.25ｍ　深さ0.33ｍ

炉　中央部に敷設されていたと推定される。焼土・黄色

粘土・土器破片が集中して出土し、棒状の角礫が黄色粘

土に隣接して建てられていた。黄色粘土は焼土小塊・粒

と黒色土と混在しており、竪穴建物廃棄に伴い炉を崩し

た結果と推定される。残存状況から炉構造を復元するの

は困難であるが、礫周辺が燃焼面となっていたと推定さ

れる。図示した出土土器はすべてこの炉跡内で出土した。

貯蔵穴　貯蔵穴は検出されなかった。

壁際溝　壁際溝は検出されなかった。

床面小溝　床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から厚さ0.02 ～ 0.15ｍほど下位で掘方面を

検出した。掘方内はローム塊を含む暗褐色土で充填され

ていた。

　掘方面は凹凸が著しく、掘削痕跡と推定される小孔を

検出した。また重複する13号竪穴建物柱穴や15号竪穴建

物の床面を検出した。

遺物と出土状況　炉痕跡と推定される中央部で土器が集

中して出土した。また図示した紡輪（第678図７）は南壁

沿いの埋土下位で出土した。その他、埋土中から土師器

破片409点、須恵器破片１点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。本竪穴建物も他の定型的な正方形竪穴と異なる竪

穴建物である。何らかの居住とは異なる機能を持つ竪穴

建物の可能性が高い。

Ｐ６　長径0.40ｍ　短径0.26ｍ　深さ0.08ｍ

Ｐ７　長径0.26ｍ　短径0.25ｍ　深さ0.16ｍ

遺物と出土状況　竈と推定される北東隅で土器が集中し

て出土した。

　その他、埋土中から土師器破片716点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。本竪穴建物も他の定型的な正方形竪穴と異なる長

方形竪穴建物である。竈と推定される北東隅の施設は、

構造を復元することが難しいが、対角線方向に焚口があ

る構造であったと推定した。竈導入期を考える上で重要

な資料となると思われる。

５区９号竪穴建物

（第678図　PL.414・558）

位置　Ｘ＝57368 ～ 57373・Ｙ＝-75503 ～ -75508

重複　５区13号竪穴建物（弥生時代後期）・５区15号竪穴

建物（弥生時代後期）・５区8号竪穴建物に後出する。

平面形　南西隅、南東隅が弥生時代竪穴建物と重複して

おり、埋土の判別が困難であった。一部不整になった部

分もあるが、方形である。

規模　長軸4.09ｍ　短軸3.64ｍ　残存壁高0.29ｍ

床面積　14.26㎡　　　　主軸方位　Ｎ－20°－Ｗ

検出・埋没状況　S1を除去し、黒色土上面を精査した後、

黒色土を掘り下げたところ、竪穴の輪郭を検出した。竪

穴内は火山灰降下以前に完全に黒褐色土で埋まってい

た。埋土は黄褐色土粒を含む黒褐色土である。

　埋土をほぼ中位まで掘り下げたところで、中央部に長

軸2.80ｍ、短軸1.90ｍの不整楕円形に硬化面が形成され、

その上位に灰黄褐色粘質土と焼土が広い範囲に堆積して

いる状況が確認された。炉の施設が中央部にあった可能

性が高く、何らかの人間行動の結果と考えられる。この

面を調査する一方、周囲の床面検出を実施したところ、

焼土粒を含む黒褐色土（第678図A-A′９層）の下位に床面

を検出した。床面と上記炉跡とは高さが異なるが、９層

が掘方充填土とは考え難く、９層下面を床面と記録した。

ただしＰ１の柱痕跡は炉跡確認面で確認されており、９

層下面が床面としたらＰ１には柱が一定期間立っていた

ことになる。

上屋構造・壁構造　竪穴建物の構築材は失われており、

不明である。

第4章　調査された遺構と遺物
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５区９号竪穴建物P １ B-B′
１　黒褐色土（10YR3/1）ローム土を30％含む。や

や軟らかく、粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/1）径２～５㎜程度のローム

粒を２％含み、粘質土。

５区９号竪穴建物A-A′
１　黒褐色土（10YR2/2）暗褐色土を10％・径１～３㎜程度の黄褐色土粒を

７％含み、ややしまり・やや粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/1）径１～３㎜程度の黄褐色土粒を５％含む。ややしま

り・やや粘性あり。
３　黒褐色土（10YR3/2）径１～２㎜程度の黄褐色土粒を３％含む。ややしま

り・やや粘性あり。
４　黒褐色土（10YR3/1）炭化物片を20％含み、もろい。
５　褐灰色土（10YR4/1）焼土を40％・炭化物片を５％含む。もろく、粘質土。
６　褐灰色土（10YR4/1）径１～２㎜程度の焼土粒を７％含み、粘質土。
７　灰黄褐色土（10YR6/2）硬くしまり、粘質土。
8　明赤褐色土（５YR5/6）焼土、硬くしまる
９　黒褐色土（10YR3/1）径１～３㎜程度の焼土粒を３％含み、しまり・やや

粘性あり。
10　暗褐色土（10YR3/3）ローム土を７％含み、やや軟らかい。
11　暗褐色土（10YR3/3）ロームブロックを少量含み、しまり・やや粘性あり。

１

３

２

６

４

５ ７７

７

１～６



直上で出土した。

貯蔵穴　南西壁沿いの竈右側に長軸0.62ｍ、短軸0.35ｍ、

深さ0.59ｍの楕円形の貯蔵穴が検出された。貯蔵穴の周

囲には幅0.06 ～ 0.15ｍ、高さ0.11ｍの段が隅丸方形に

全周していた。貯蔵穴内の上層は炭化物粒・ローム粒を

含む黒褐色土で、下層はローム塊を含む黒色土で埋まっ

ていた。

壁際溝　竈のある竪穴南隅を除き、幅0.08 ～ 0.17ｍ、

深さ0.10 ～ 0.14ｍの壁際溝が全周していた。小溝の底

面には溝に直行する方向の掘削痕跡が連続的に残されて

いた。鋤状の工具が掘削に使用されたものと推定される。

床面小溝　床面で南東壁沿いに直交する床面小溝１条が

検出された。これをYK １とする。YK １の北西端はＰ３

の東脇に接する。YK １の規模は下記の通りである。

YK １　幅0.11ｍ　長さ0.63ｍ　深さ0.10ｍ

掘方　床面から厚さ0.10 ～ 0.17ｍほど下位で掘方面を

検出した。掘方内はローム塊を含む黒褐色土で充填され

ていた。掘方面では竪穴中央やや西側に、長軸0.95ｍ、

短軸0.68ｍ、深さ0.33ｍの隅丸長方形の床下土坑を検出

した。底面は平坦で、ローム塊・褐色土塊を含む暗褐色

土で埋まっていた。一部に掘削痕跡も観察された。

　また、掘方面では主柱穴Ｐ２の北西側に北西壁に直交

する床面小溝の痕跡と推定される高さ0.03ｍの段や、北

西壁に平行する小溝が検出された。この小溝は北西壁の

内側0.35ｍの位置に長さ2.10ｍ、深さ0.02 ～ 0.07ｍに

掘られていた。

遺物と出土状況　前述のように竈や貯蔵穴周辺から遺物

が集中して出土した。そのほかでは、土師器甕（第681図

６）はＰ４西脇の掘方内で出土した。鉄製両関刀子（第

681図8）は竪穴北東部、床面上４cmで出土した。

　その他、埋土中から土師器破片470点、須恵器破片２

点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。

５区10号竪穴建物

（第679 ～ 681図　PL.415 ～ 419・558）

位置　Ｘ＝57370 ～ 57374・Ｙ＝-75515 ～ -75520

重複　無し。　　　　　平面形　長方形

規模　長軸4.07ｍ　短軸3.46ｍ　残存壁高0.56ｍ

床面積　14.12㎡　　　　主軸方位　Ｎ－138°－Ｗ

検出・埋没状況　S1を除去し、黒色土上面を精査した後、

黒色土を掘り下げて竪穴の輪郭を検出した。竪穴内は火

山灰降下以前に黒褐色土で埋まっていた。埋土はローム

粒・塊を含む黒褐色土・暗褐色土である。竪穴中央部

床面上には黄褐色粘質土と炭化物・炭化材が出土した。

（第679図A-A′７層）その周囲の埋土中およびＰ２埋土中

から炭化種実が複数出土したがいずれもモモと同定され

た。

　床面は平坦で、竈前から中央部を中心に硬化面が形成

されていた。

上屋構造・壁構造　竪穴建物の構築材はほとんど失われ

ており、上屋構造は不明である。床面上に堆積した炭化

物が上屋構造等を示す可能性はあるが、詳細を調査でき

なかった。

柱穴　床面で主柱穴４本が検出された。本竪穴建物は４

本柱穴の竪穴建物と推定される。各柱穴の規模は下記の

通りである。

Ｐ１　長径0.21ｍ　短径0.19ｍ　深さ0.36ｍ

Ｐ２　長径0.25ｍ　短径0.23ｍ　深さ0.34ｍ

Ｐ３　長径0.25ｍ　短径0.25ｍ　深さ0.38ｍ

Ｐ４　長径0.29ｍ　短径0.28ｍ　深さ0.21ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ２間が1.24ｍ、Ｐ２・Ｐ３間が

1.34ｍ、Ｐ３・Ｐ４間が1.35ｍ、Ｐ４・Ｐ１間が1.42ｍ

である。

竈　南西壁中央よりやや南側に敷設されていた。残存す

る竈の規模は確認長1.08ｍ、屋外長0.33ｍ、燃焼部長

0.75ｍ、焚口幅0.38ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が

左0.80ｍ、右0.83ｍの長さで屋内に張り出し残存してい

た。その先端には左右とも角礫１個が芯として据えられ

ていた。また焚口部には袖先端の角礫に架け渡したと推

定される細長い大型角礫が折れて斜位に落ち込んだ状態

で残されていた。燃焼部の支脚は検出されなかった。

　竈右袖上からは土師器杯（第681図１）が、左脇には土

師器甕（第681図７）、小型甕（第681図４・５）がほぼ床面

第4章　調査された遺構と遺物
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５区10号竪穴建物A-A′・B-B′
１　暗褐色土（10YR3/3）径１㎜程度の褐色土粒を２％・径３～ 10㎜程度のロームブロックを３％含み、しまり・やや粘性あり。
２　暗褐色土（10YR3/3）褐色土混土、径５～ 12㎜程度のロームブロックを５％含み、しまり・やや粘性あり。
３　黒褐色土（10YR3/2）径５～ 20㎜程度のロームブロックを７％含み、しまり・やや粘性あり。
４　暗褐色土（10YR3/3）径５～ 20㎜程度のロームブロックを10％含み、しまり・やや粘性あり。
５　黒褐色土（10YR3/2）径３～8㎜程度のロームブロックを５％含み、しまり・やや粘性あり。
６　暗褐色土（10YR3/3）径２～５㎜程度のロームブロックを５％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
７　黒褐色土（10YR3/1）径１～３㎜程度の褐色土粒を３％・径５～ 10㎜程度のロームブロックを７％・炭化物片を５％含む。
8　黒褐色土（10YR3/2）径１㎜程度の褐色土粒を１％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
９　暗褐色土（10YR3/3）径２～ 10㎜程度のロームブロックを10％含む。ややもろく、やや粘性あり。
10　暗褐色土（10YR3/3）径10 ～ 30㎜程度のロームブロックを30％・径１～２㎜程度の白色土粒を２％含み、硬くしまる。
11　暗褐色土（10YR3/4）径10 ～ 30㎜程度のロームブロックを50％含み、やや軟らかい。
12　暗褐色土（10YR3/4）径10 ～ 30㎜程度のロームブロックを10％・径10 ～ 30㎜程度の褐色ブロックを30％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。

５区10号竪穴建物貯蔵穴F-F′
１　黒褐色土（10YR3/2）径10㎜程度のロームブロックを３％含み、炭化物片を５％含む。軟らかく、やや粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/1）径１㎜程度の褐色土粒を２％含み、もろい。
３　黒褐色土（10YR3/1）ローム土を40％含み、やや軟らかい。
４　黒色土（10YR2/1）もろい。
５　黒色土（10YR2/1）ローム土を30％含む。軟らかく、やや粘性あり。

５区10号竪穴建物P １　G-G′
１　黒色土（10YR2/1）径１㎜程度のローム粒を３％含む。軟らかく、粘質土。
２　暗褐色土（10YR3/3）ローム土を50％含み、もろい。
３　暗褐色土（10YR3/3）炭化物片を３％・径10 ～ 20㎜程度のロームブロックを５％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。

５区10号竪穴建物P ２　H-H′
１　暗褐色土（10YR2/3）径１㎜程度のローム粒を３％含み、もろい。

５区10号竪穴建物P ３　H-H′
１　黒褐色土（10YR3/1）炭化物片を10％含み、ややしまり・やや粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/2）ローム土を７％・炭化物片を２％含む。もろく、やや粘性あり。
３　黒褐色土（10YR3/2）ローム土を３％含む。もろく、やや粘性あり。
４　にぶい黄褐色土（10YR4/3）もろく、やや粘性あり。
５　にぶい黄褐色土（10YR5/4）４層よりも、しまりもろい。

５区10号竪穴建物P ４　G-G′
１　黒褐色土（10YR3/1）炭化物片を５％含み、ややしまり・やや粘性あり。
２　暗褐色土（10YR3/4）径２～４㎜程度の褐色土粒を５％含み、しまり・やや粘性あり。
３　暗褐色土（10YR3/3）炭化物片を３％・径10 ～ 20㎜程度のロームブロックを５％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
４　暗褐色土（10YR3/3）ローム土を30％含み、ややしまり・やや粘性あり。
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５区10号竪穴建物竃C-C′～ E-E′
１　暗褐色土（10YR3/3）径１～２㎜程度のローム粒を５％・径５㎜程度のロームブロックを５％含む。炭化物片を３％含み、・しまり・やや粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/2）径３㎜程度の赤褐色土粒を２％・径３㎜程度の黄褐色土粒を３％含み、しまり・やや粘性あり。
３　暗褐色土（10YR3/3）やや軟らかい。
４　暗褐色土（10YR3/3）径２～３㎜程度のローム粒を５％含み、やや粘性あり。
５　黒褐色土（10YR3/2）径５～６㎜程度のロームブロックを２％含み、ややしまり・やや粘性あり。
６　暗褐色土（10YR3/4）径３㎜程度のローム粒を５％含み、やや軟らかく、やや粘性あり。
７　にぶい黄褐色土（10YR5/4）径２～３㎜程度の小礫を５％含む。焼土を３％含み、しまり・やや粘性あり。
8　黒褐色土（10YR3/2）径２㎜程度のローム粒を１％含み、もろい。
９　にぶい黄褐色土（10YR4/3）径２～３㎜程度の礫を５％含み、ややしまり・やや粘性あり。
10　暗褐色土（10YR3/3）軟らかい。
11　黒褐色土（10YR2/1）径２～３㎜程度のローム粒を10％含み、しまり・やや粘性あり。
12　暗褐色土（10YR3/4）赤褐色の焼土を40％含み、やや軟らかい。
13　黒褐色土（10YR3/2）褐灰色の灰を10％含み、もろい。
14　にぶい黄褐色土（10YR3/4）径５～６㎜程度の小礫を５％含み、硬くしまる。
15　褐色土（10YR4/6）径１～２㎜程度の白色土粒を３％・焼土を40％含む。硬くしまり、やや粘性あり。
16　褐色土（10YR4/6）径１～２㎜程度の白色土粒を３％含む。硬くしまり、やや粘性あり。
17　黒褐色土（10YR3/1）径１㎜程度の白色土粒を１％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
18　にぶい黄褐色土（10YR5/4）明赤褐色の焼土を50％・褐灰色の灰を５％含み、しまりあり。
19　黒褐色土（10YR3/1）径１㎜程度の焼土粒を５％含み、もろい。
20　暗褐色土（10YR3/3）径１㎜程度の白色土粒を２％含み、しまりあり。
21　褐色土（10YR4/4）硬くしまる。
22　黒褐色土（10YR3/2）暗赤褐色の焼土を30％含み、もろい。
23　黒褐色土（10YR3/1）径10 ～ 15㎜程度のロームブロックを10％含み、やや軟らかい。
24　褐色土（10YR4/4）しまり・やや粘性あり。
25　黒褐色土（10YR3/1）径10 ～ 30㎜程度のロームブロックを40％含み、しまりあり。
26　暗褐色土（10YR3/4）焼土を20％含み、硬くしまる。
27　暗褐色土（10YR3/3）褐灰色の灰を40％含み、もろい。
28　明赤褐色土（５YR5/8）焼土の層、硬くしまる。
29　黒褐色土（10YR3/2）径５～ 20㎜程度の暗褐色ブロックを30％含み、しまり・やや粘性あり。
30　にぶい黄褐色土（10YR4/3）ややもろく、やや粘性あり。
31　黒褐色土（10YR3/2）やや軟らかく、やや粘性あり。
32　黒褐色土（10YR3/2）径10 ～ 30㎜程度の黄褐色ブロックを40％含み、しまり・やや粘性あり。
33　暗褐色土（10YR3/4）黄褐色土を30％含み、しまりあり。
34　暗褐色土（10YR3/3）しまりあり。
35　黒褐色土（10YR3/1）径５～ 10㎜程度の暗褐色ブロックを10％含み、軟らかい。
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第681図　５区10号竪穴建物掘方平断面図・出土遺物図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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下げたところ、竪穴の輪郭を検出した。埋土はローム粒・

塊を含む黒褐色土・暗褐色土である。

　床面は平坦で、南壁近くに硬化面が形成されていた。

上屋構造・壁構造　竪穴建物の構築材は失われており、

上屋構造は不明である。

柱穴　床面で主柱穴２本が検出された。各柱穴の規模は

下記の通りである。

Ｐ１　長径0.41ｍ　短径0.37ｍ　深さ0.46ｍ

Ｐ２　長径0.51ｍ　短径0.50ｍ　深さ0.60ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ２間が2.05ｍである。

５区11号竪穴建物

（第682 ～ 685図　PL.419 ～ 421・558）

位置　Ｘ＝57378 ～ 57383・Ｙ＝-75514 ～ -75519

重複　５区１号竪穴建物に先行する。　　　　　

平面形　東部の大半が５区１号竪穴建物に壊されている

ため全形は不明である。

規模　長軸5.18ｍ　短軸（3.45）ｍ　残存壁高0.20ｍ

床面積　計測不能　　　　主軸方位　Ｎ－26°－Ｗ

検出・埋没状況　S1を除去し、５区１号竪穴建物の床面

および周堤下面までの調査を終了した後、黒色土を掘り

第682図　５区11号竪穴建物平断面図

第4章　調査された遺構と遺物

866

５区11号竪穴建物土坑１　D-D′
１　黒色土（10YR3/2）径３～５㎜程度のローム粒を３％含み、や

や軟らかい。
２　黒色土（10YR3/2）ローム土を５％含み、軟らかい。
３　黒色土（10YR3/2）ローム土を15％・径５～8㎜程度のローム

ブロックを５％含み、軟らかい。

５区11号竪穴建物A-A′
１　黒褐色土（10YR3/1）径２～４㎜程度の黄褐色土粒を７％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/1）径５～ 10㎜程度のロームブロックを５％含み、暗褐色土を30％含む。しまり・やや粘性あり。
３　黒褐色土（10YR3/2）径１㎜程度の白色土粒を２％含み、しまりあり。
４　黒褐色土（10YR3/2）径５～ 20㎜程度の暗褐色ブロックを30％・径10 ～ 20㎜程度のロームブロックを15％含み、硬くしまり、やや粘性あり。
５　黒褐色土（10YR3/2）径１～２㎜程度のローム粒を２％含み、やや軟らかい。

５区11号竪穴建物P １ E-E′
１　黒色土（10YR3/2）径３～５㎜程度のローム粒を３％含み、やや軟らかい。
２　暗褐色土（10YR3/3）ローム土を５％含み、軟らかい。
３　暗褐色土（10YR3/3）径５～8㎜程度のロームブロックを５％含む。ローム土を15％含み、軟らかい。

５区11号竪穴建物P ２ F-F′
１　黒色土（10YR3/2）径３～５㎜程度のローム粒を３％含み、やや軟らかい。
２　暗褐色土（10YR3/3）ローム土を５％含み、軟らかい。
３　暗褐色土（10YR3/3）径５～8㎜程度のロームブロックを５％含む。ローム土を15％含み、軟らかい。
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の焼土や灰面は確認できなかった

　燃焼部から土師器甕底部（第685図６）、高杯杯部（２）

が、竈前で土師器甕（７）底部破片が出土した。

土坑　南西隅で長軸0.55ｍ、短軸0.51ｍ、深さ0.69ｍの

楕円形の土坑１が検出された。いわゆる貯蔵穴と類似す

るが、この時期のほかの貯蔵穴と比べて円形であること、

竈の脇にないことを考慮し、ここでは土坑として記録し

た。埋土上位には細長い角礫や棒状礫（第685図10）が出

土した。

壁際溝　調査区域内では壁際溝は検出されなかった。

床面小溝　調査区域内では床面小溝は検出されなかっ

た。

竈　北壁中央と推定される位置に敷設されていた。残存

状態は不良で、復元的な調査および記録となった。残存

する竈の規模は確認長1.05ｍ、屋外長0.05ｍ、燃焼部長

0.91ｍ、焚口幅0.40ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が

左0.79ｍ、右0.91ｍの長さで屋内に張り出し残存してい

た。その先端には左右とも角礫１個が芯として据えられ

ていた。左側は細長い角礫が立ち、右側は板状の角礫が

立てられていた。また焚口部には袖先端の角礫に架け渡

したと推定される細長い大型角礫が手前にずれて斜位に

落ち込んだ状態で残されていた。。燃焼部で出土した小

型の角礫２個は使用面まで届いていないので、支脚では

ないと判断した。竈構築礫の崩落と推定される。燃焼部

第683図　５区11号竪穴建物竈平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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５区11号竪穴建物竃B-B′・C-C′
１　黒褐色土（10YR3/1）径１～３㎜程度の褐色土粒を７％含み、しまり・やや粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/2）径２～３㎜程度の焼土粒を３％・径３～５㎜程度のロームブロックを５％含み、しまり・やや粘性あり。
３　暗褐色土（10YR3/3）径２～３㎜程度の褐色土粒を５％含む。赤褐色の焼土を10％含み、やや軟らかい。
４　黒褐色土（10YR3/2）径１～２㎜程度の赤褐色土粒を３％含み、やや軟らかく、やや粘性あり。
５　暗褐色土（10YR3/3）径２～５㎜程度の赤褐色の焼土粒を５％・ローム土を７％含み、軟らかい。
６　暗褐色土（10YR3/3）径１～２㎜程度の暗褐色土粒を１％含み、もろい。
７　黒褐色土（10YR3/1）径１～２㎜程度の赤褐色土粒を３％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
8　暗褐色土（10YR3/3）径１～３㎜程度の赤褐色土粒を３％含み、やや軟らかい。
９　暗褐色土（10YR3/4）径１～２㎜程度の黄褐色土粒を５％・径１㎜程度の赤褐色土粒を３％含み、しまり・やや粘性あり。
10　黒褐色土（10YR3/2）径２～３㎜程度の黄褐色土粒を５％・径１㎜程度の赤褐色土粒を３％含み、しまり・やや粘性あり。
11　黒褐色土（10YR3/2）径１～２㎜程度のローム粒を２％含み、しまりあり。
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遺物と出土状況　竈出土遺物のほかに、Ｐ２埋土上位

から土師器高杯（第684図３）、中央部床面上６cmで高杯

（４）、床面上９cmで土師器坩（５）が出土した。また、

棒状礫（第685図8）がＰ２南縁、棒状礫（９）が床面直上

で出土した。

　その他、埋土中から土師器破片103点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。

掘方　床面から厚さ0.05 ～ 0.20ｍほど下位で掘方面を

検出した。掘方内はローム塊・粒・白色土粒を含む黒褐

色土で充填されていた。掘方面は凹凸が著しく、南壁付

近がやや深く掘られれていた。

　また、掘方面で竪穴中央と推定される位置にＰ３が検

出された。Ｐ３は南西隅とＰ１を結ぶ線と北西隅とＰ２

を結ぶ線のそれぞれの延長の交点にあたる。Ｐ３の規模

は下記の通りである。

Ｐ３　長径0.37ｍ　短径0.26ｍ　深さ0.34ｍ

第684図　５区11号竪穴建物掘方平断面図・出土遺物図（１）

第4章　調査された遺構と遺物
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柱穴　床面で主柱穴２本が検出された。本調査区では数

の少ない２本柱穴の建物である。Ｐ１・Ｐ２とも柱痕跡

が確認された。主柱穴の規模は下記の通りである。

Ｐ１　長径0.33ｍ　短径0.30ｍ　深さ0.41ｍ

Ｐ２　長径0.31ｍ　短径0.29ｍ　深さ0.34ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ２間が2.13ｍである。

竈　南西隅に敷設されていた。竈の中心軸は角を二分し、

壁に45°斜交する。壁煙道部先端が５区１号竪穴状遺構

に壊されているため全容は不明である。

残存する竈の規模は確認長0.97ｍ、屋外長不明、燃焼部

長0.88ｍ、焚口幅0.38ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部

が左0.79ｍ、右0.77ｍの長さで屋内に張り出し残存して

いた。その先端には左右とも角礫１石が芯として据えら

れていた。その袖石に架け渡された大型角礫もそのまま

残されていた。

　燃焼部中央部には土師器甕２個（第689図10・第690図

13）が並んで竈内に残されており、右側の甕（10）の下位

には支脚の角礫が１個残されていた。竈左袖は甕（13）が

倒れ込み崩落していたが、右袖は貼り付けられた黄褐色

粘土や焼土化した袖内面が良好に残存していた。右側の

甕（10）の右脇には完形の土師器杯（第689図５）と鉢（３）

５区16号竪穴建物

（第686 ～ 690図　PL.421 ～ 424・559）

位置　Ｘ＝57361 ～ 57365・Ｙ＝-75511 ～ -75516

重複　５区囲い状遺構・５区１号竪穴状遺構に先行する。

網代垣の柱断面調査のため設定したトレンチが北壁にか

かっている。　　　　　　平面形　長方形

規模　長軸5.18ｍ　短軸3.60ｍ　残存壁高0.58ｍ

床面積　18.00㎡　　　　　長軸方位　Ｎ－102°－Ｗ

検出・埋没状況　S1を除去し、黒色土上面を精査した後、

黒色土を掘り下げたところ、竪穴の輪郭を検出した。埋

土最上位には角礫が多数投棄されていた。土師器壺（第

689図９）はこの礫とともに出土した。埋土は白色土粒・

ローム粒を含む黒褐色土で、南壁付近にはローム塊を多

量に含む黒褐色土も堆積していた。

　床面は平坦で、南西隅の竈周辺から中央部にかえて硬

化面が形成されていた。中央やや北壁近くには赤色顔料

小塊が床面で検出された。一部を成分分析したところ、

赤土素材の非パイプ状ベンガラと分類された。

上屋構造・壁構造　竪穴建物の構築材はほとんど失われ

ており、不明である。Ｐ１近くで炭化材が出土したが小

片であり上屋・壁構造を示す所見は得られなかった。

第685図　５区11号竪穴建物出土遺物図（２）

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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第686図　５区16号竪穴建物平断面図

第4章　調査された遺構と遺物
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５区16号竪穴建物A-A′・B-B′
１　黒褐色土（10YR3/2）径１～２㎜程度の白色土粒を３％・径１～３㎜程度の黄褐色土粒を２％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/2）径１～２㎜程度のローム粒を３％・径３～ 10㎜程度の褐色ブロックを７％・炭化物片を２％含み、暗褐色土と混

土。やや軟らかく、やや粘性あり。
３　黒褐色土（10YR3/2）径10㎜程度のロームブロックを10％含み、黒色土と混土。やや軟らかく、やや粘性あり。
４　黒褐色土（10YR3/2）径１～２㎜程度の黄褐色土粒を２％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
５　黒褐色土（10YR3/2）径10㎜程度のロームブロックを７％・径１㎜程度の黄褐色土粒を１％含み、暗褐色土と混土。やや軟らかく、や

や粘性あり。
６　黒色土（10YR2/1）やや軟らかく、粘質土。
７　黒褐色土（10YR3/2）径１～２㎜程度の焼土粒を５％・径50㎜程度の焼土塊を含み、暗褐色土と混土。やや軟らかく、やや粘性あり。
8　暗褐色土（10YR3/3）径１㎜程度の焼土粒を３％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
９　黒褐色土（10YR3/2）径10 ～ 20㎜程度のロームブロックを７％・径10㎜程度の褐色ブロックを５％含み、しまり・やや粘性あり。

５区16号竪穴建物P １・P ２ G-G′
１　黒褐色土（10YR3/2）径１㎜程度のローム粒を３％含み、もろい。
２　暗褐色土（10YR3/3）径8㎜程度のロームブロックを７％含む。しまりあり、粘質土。
３　暗褐色土（10YR3/3）径10㎜程度のロームブロックを20％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
４　褐色土（10YR4/4）径２～３㎜程度のローム粒混土、粒状でもろい。

５区16号竪穴建物貯蔵穴F-F′
１　黒褐色土（10YR3/2）径２～３㎜程度のローム粒を５％・炭化物片を１％含み、しまり・やや粘

性あり。
２　黒色土（10YR2/1）径２～３㎜程度のローム粒を１％含み、軟らかい。
３　黒褐色土（10YR3/1）径５㎜程度のロームブロックを３％含む。もろく、粘性あり。
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が出土した。竈右袖の粘土内から出土しており、袖の芯

として入れられたものと推定される。竈左脇床面直上に

は土師器杯（第689図8）、右脇には土師器杯４個（第688

図１・２・第689図５・６）と土師器鉢（第689図７）が密

接して出土した。

貯蔵穴　竪穴南壁の東から3.08ｍのところに、長軸0.80

ｍ、短軸0.57ｍ、深さ0.38ｍの隅丸長方形の貯蔵穴が壁

に接して検出された。長軸が南壁に直交する。貯蔵穴埋

土はローム粒や炭化物片を含む黒褐色土や黒色土であ

る。底面は平坦であった。

壁際溝　西壁の一部と、北壁から東壁にかけてL字状に

壁際溝が検出された。西壁沿いは幅0.10 ～ 0.14ｍ、長

さ1.34ｍ、深さ0.01 ～ 0.09ｍ、東壁沿いは幅0.10 ～ 0.15

ｍ、長さ2.34ｍ、深さ0.02 ～ 0.04ｍ、北壁沿いは幅0.10

～ 0.18ｍ、長さ3.80ｍ、深さ0.01 ～ 0.03ｍである。壁

際溝の底面には掘削工具痕跡が顕著に残されていた。

床面小溝　床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から0.02 ～ 0.14ｍ下位で掘方面を検出した。

北壁沿いはほとんど掘り込まれず床面となり、南壁沿い

から貯蔵穴南側がやや深く掘られていた。掘方はローム

第687図　５区16号竪穴建物竈平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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５区16号竪穴建物竃C-C′・D-D′
１　黒褐色土（10YR3/2）径１～２㎜程度の褐色土粒を２％含み、やや軟らかい。
２　黒褐色土（10YR3/1）径５～8㎜程度のにぶい黄褐色ブロックを５％含み、やや粘質。
３　黒褐色土（10YR3/1）径５～8㎜程度のにぶい黄褐色ブロックを30％含み、やや粘質。
４　にぶい黄褐色土（10YR5/4）径５～７㎜程度の白色軽石を10％含み、粘質土。
５　暗褐色土（10YR3/3）径５～8㎜程度の焼土ブロックを５％・径５～8㎜程度のにぶ

い黄褐色ブロックを３％含み、やや軟らかい。
６　赤褐色土（10YR4/6）焼土。黒褐色土を20％含み、しまりあり。
７　暗褐色土（10YR3/4）径３～8㎜程度の焼土ブロックを30％含み、やや軟らかい。
8　暗褐色土（10YR3/4）径３～8㎜程度の焼土ブロックを30％・径10 ～ 30㎜程度のに

ぶい黄褐色ブロックを７％含み、やや軟らかい。
９　黒褐色土（10YR3/1）径５～ 15㎜程度の褐色ブロックを30％含み、しまり・やや粘性

あり。
10　褐色土（10YR4/4）径8～ 10㎜程度のロームブロックを10％含み、しまり・やや粘性

あり。
11　黒褐色土（10YR3/1）径10 ～ 12㎜程度の暗褐色ブロックを15％含む。硬くしまり、

やや粘性あり。
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塊や褐色土塊を含む黒褐色土で充填されていた。

遺物と出土状況　前述のように土器は竈周辺に集中して

出土した。また、埋土中から小型の椀形鍛冶滓２点（第

689図11・12）が出土した。その他、埋土中から土師器破

片468点、須恵器破片３点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。本調査区内では唯一の明瞭な２本柱の竪穴建物で

ある。竈も竪穴建物隅に敷設されており、竈導入期の竪

穴建物と推定される。

　椀形鍛冶滓が出土したが、本竪穴内には鍛冶炉は検出

されていない。５区では18号竪穴建物、20号竪穴建物か

ら金床石が出土しているが、いずれも鍛冶炉の検出はな

かった。これらの鉄滓や金床石の出土状況から調査区域

外に鍛冶炉があった可能性は十分考えられる。

第688図　５区16号竪穴建物掘方平断面図・出土遺物図（１）
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第689図　５区16号竪穴建物出土遺物図（２）
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０ 10㎝１:３

５区18号竪穴建物

（第691 ～ 697図　PL.425 ～ 427・559 ～ 561）

位置　Ｘ＝57351 ～ 57361・Ｙ＝-75527 ～ -75536

重複　５区21号竪穴建物（弥生時代後期）に後出する。

平面形　西部が調査区域外となったため全形は不明であ

る。他の三壁と主柱穴の関係から、正方形と推定される。

規模　長軸9.37ｍ　短軸（6.80）ｍ　残存壁高0.50ｍ

床面積　計測不能　　　　　東壁方位　Ｎ－17°－Ｗ

検出・埋没状況　S1を除去し、黒色土上面を精査した後、

黒色土を掘り下げたところ、竪穴の輪郭を検出した。埋

土は白色土粒・ローム粒・ローム塊を含む黒褐色土であ

る。

　床面は平坦で、主柱穴を結んだ線の内側に硬化面が形

成されていた。竪穴中央から北壁中央にかけて、３か所

床面が焼土化した地床炉３基が検出され、周囲に広く焼

土や灰が分布していた。その南側にあたる竪穴ほぼ中央

にＰ３が掘り込まれ、すぐ東側の床面直上に金床石（第

697図32）が出土した。また、北東部Ｐ２東脇に小型の赤

玉１個が出土した。一部を成分分析したところ、赤土素

材の非パイプ状ベンガラと分類された。

上屋構造・壁構造　竪穴建物の構築材は失われており、

不明である。

柱穴　床面で２本の主柱穴Ｐ１・Ｐ２が検出された。調

査区域外となった西部に対応する主柱穴２本があると推

定される。またＰ１とＰ２の間にＰ４を検出した。Ｐ４

はＰ１・Ｐ２のちょうど中間ではなく、ややＰ２に寄っ

た位置にある。同様に主柱穴をむすんだ線上にあるＰ５・

Ｐ６を掘方面で確認した。これらも本来床面で確認すべ

き規格的な柱穴であることから床面図に合成した。また

Ｐ３は想定される竪穴建物の対角線のほぼ交点にある。

各柱穴の規模は下記の通りである。Ｐ５・Ｐ６の規模は

掘方面での計測である。

Ｐ１　長径0.53ｍ　短径0.51ｍ　深さ0.69ｍ

Ｐ２　長径0.40ｍ　短径0.40ｍ　深さ0.47ｍ

Ｐ３　長径0.32ｍ　短径0.29ｍ　深さ0.39ｍ

Ｐ４　長径0.26ｍ　短径0.26ｍ　深さ0.41ｍ

第690図　５区16号竪穴建物出土遺物図（３）

第4章　調査された遺構と遺物
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５区18号竪穴建物A-A′・ B-B′
１　黒褐色土（10YR3/2）径１～２㎜程度の白色土粒を２％・径１～３㎜程度の褐色土粒を３％含む。硬くしまり、やや粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/1）径５～ 30㎜程度のロームブロックを15％含み、しまり・やや粘性あり。
３　黒色土（10YR2/1）径５～ 10㎜程度のロームブロックを７％含み、粘質土。
４　暗褐色土（10YR3/3）径３～５㎜程度の白色土粒を３％含み、しまり・やや粘性あり。
５　暗褐色土（10YR3/3）径２～５㎜程度のローム粒を５％含む。しまりあり、粘質土。
６　暗褐色土（10YR3/3）ローム土を70％含み、硬くしまる。
７　黒褐色土（10YR3/2）径10 ～ 30㎜程度のロームブロックを50％含む。しまりあり、粘質土。
8　黒褐色土（10YR3/2）径１～５㎜程度のローム粒を５％含む。やや軟らかく、粘質土。
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Ｐ５　長径0.21ｍ　短径0.20ｍ　深さ0.32ｍ

Ｐ６　長径0.23ｍ　短径0.22ｍ　深さ0.28ｍ

柱間の距離はＰ１・Ｐ２間が5.50ｍ、Ｐ１・Ｐ４間が3.32

ｍ、Ｐ４・Ｐ２間が2.18ｍ、Ｐ２・Ｐ６間が2.55ｍ、Ｐ

４・Ｐ３間が2.96ｍ、Ｐ１・Ｐ５間が2.70ｍである。

竈　調査区域内では竈は検出されなかった。

炉　竪穴中央から北壁中央にかけて、３か所の床面が焼

土化した地床炉３基が検出された。南側から１号炉・２

号炉・３号炉である。１号・２号は凹んだ中央のローム

層が円形に焼土化しており、１号炉には灰も堆積してい

第692図　５区18号竪穴建物断面図
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５区18号竪穴建物P １　E-E′
１　黒褐色土（10YR3/2）径１～8㎜程度のローム粒を５％含み、やや粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/1）径１～３㎜程度のローム粒を１％含む。ややもろく、やや粘性あり。

５区18号竪穴建物P ２　F-F′
１　黒褐色土（10YR3/2）径１～8㎜程度のローム粒を５％・径10 ～ 30㎜程度のロームブロックを15％含み、やや粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/1）径１～５㎜程度のローム粒を５％・径10㎜程度のロームブロックを３％含む。
ややもろく、やや粘性あり。

５区18号竪穴建物P ３　G-G′
１　黒褐色土（10YR3/2）径５～8㎜程度のロームブロックを５％含み、ややしまり・やや粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/2）ローム粒を多く含む。もろく、やや粘性あり。

５区18号竪穴建物P ４　H-H′
１　黒褐色土（10YR3/2）径５～8㎜程度のロームブロックを５％含み、ややしまり・やや粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/2）ローム粒を多く含む。もろく、やや粘性あり。

５区18号竪穴建物１号炉C-C′
１　黒色土（10YR2/1）径１～３㎜程度の赤褐色土粒（焼土）を５％含み、やや粘質。
２　赤褐色土（５YR4/8）焼土、硬くしまる。
３　暗褐色土（10YR3/3）径10 ～ 50㎜程度のロームブロックを50％含む。硬くしまり、粘質土。

５区18号竪穴建物２号炉・３号炉D-D′
１　黒色土（10YR2/1）しまり・やや粘性あり。
２　黒色土（10YR2/1）径５～8㎜程度の焼土粒を３％・径３～５㎜程度の褐色土粒を３％含み、やや粘性あり。
３　にぶい黄褐色土（10YR4/6）焼土粒を５％含む。しまりあり、粘質土。
４　黒褐色土（10YR3/1）径10㎜程度のロームブロックを30％含み、しまり・やや粘性あり。
５　黒褐色土（10YR3/2）径３～７㎜程度の褐色土粒を15％含む。軟らかく、やや粘性あり。
６　黒褐色土（10YR3/2）径１㎜程度の褐灰色土粒を10％含み、やや粘性あり。
７　暗褐色土（10YR3/3）白灰色の灰層を30％・焼土を５％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
8　黒色土（10YR2/1）下部に焼土層を７％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
９　赤褐色土（５YR4/6）焼土、にぶい黄褐色土を50％含む。硬くしまり、やや粘性あり。
10　黒褐色土（10YR3/2）やや軟らかく、やや粘性あり。
11　黒色土（10YR2/1）しまりあり、粘質土。
12　赤褐色土（５YR4/8）焼土、硬くしまる。
13　暗褐色土（10YR3/3）径10 ～ 30㎜程度のロームブロックを30％含み、しまり・やや粘性あり。
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るが図面からは省いた。

Ｐ７　長径0.35ｍ　短径0.22ｍ　深さ0.27ｍ

Ｐ8　長径0.40ｍ　短径0.31ｍ　深さ0.72ｍ

遺物と出土状況　遺物は壁沿いに散在して出土した。Ｐ

２周囲には土師器甕（第696図21）が、南西隅には土師器

杯（第695図２・４・７）、鉢（8・９・10・11）、高杯（14・

15・16）が集中して、埋土下層で出土した。棒状礫8点（第

696・697図22 ～ 29）は、北東隅に３点が集中し、ほかは

単体で散在していた。円礫の磨石（31）は南西部床面直上

で出土し、30は埋土中から出土した。粗粒輝石安山岩製

砥石（32）、蛇紋岩製剣形石製模造品（33）は埋土中から出

土した。

　そのほか、土師器破片2115点、須恵器破片１点が出土

した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。大型正方形の竪穴建物で、竈導入期の竪穴であろ

う。中央のピットと金床石の用途が課題であるが、本竪

穴建物でも鍛造剥片等の鍛冶関連遺物は出土しなかっ

た。鉄器生産以外の炉の機能をもつ可能性がある。何ら

かの生産活動に従事していた竪穴と推定される。

た。２号炉の底面も楕円形に焼土化しており、北端には

棒状礫が残されていた。３号炉は焼土化した部分が不明

瞭であったので範囲を記録することができなかった。１

号炉付近では土師器高杯（第696図18）、甕（20）破片が出

土した。３号炉の周辺からは土師器杯（第695図１・３・５）

が床面直上で出土した。竪穴中央部から金床石が出土し

ているが、この３基の炉からは鍛造剥片等の鍛冶関連遺

物は出土しなかった。

貯蔵穴　調査区域内では貯蔵穴は検出されなかった。

壁際溝　調査区域内では壁際溝は検出されなかった。

床面小溝　調査区域内では床面小溝は検出されなかっ

た。

掘方　床面から0.06 ～ 0.32ｍ下位で掘方面を検出した。

南壁から東壁沿いにかけてがやや深く掘られていた。掘

方はローム塊を含む黒褐色土で充填されていた。掘方面

でＰ７・Ｐ8を検出した。規格的な位置ではない。各柱

穴の規模は下記の通りである。Ｐ8は深いので下位の21

号竪穴建物（弥生時代後期）の柱穴である可能性もある。

なお、Ｐ8の南側と南壁沿いのピットは21号竪穴建物（弥

生時代後期）の柱穴である。掘方面の写真には写ってい

第694図　５区18号竪穴建物掘方断面図

第4章　調査された遺構と遺物
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第695図　５区18号竪穴建物出土遺物図（１）
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第696図　５区18号竪穴建物出土遺物図（２）
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０ 4㎝１:２

０ 10㎝１:３ ０ 12㎝１:６

た、下半部の暗褐色土の上半部から角礫や炭化材が出土

しており、埋没途中にそれらが投棄されたことがわかる。

その中に金床石（第700図12）、臼玉（8）が含まれている。

　床面は平坦で、竈前から主柱穴に囲まれた中央部にか

けて貼床が施され、硬化していた。

上屋構造・壁構造　炭化材が少量床面から出土した。樹

種同定のための試料採取はできなかった。柱材や垂木材

の可能性があるが、建物の構築を明らかにできる調査所

見は得られなかった。

柱穴　調査できた範囲の床面で主柱穴２本が検出され

た。竪穴の外形と２本の柱穴の位置から、本遺構は４本

柱穴の竪穴建物と推定される。各柱穴の規模は下記の通

りである。

Ｐ１　長径0.24ｍ　短径0.17ｍ　深さ0.54ｍ

５区20号竪穴建物

（第698 ～ 700図　PL.428・429・561）

位置　Ｘ＝57342 ～ 57347・Ｙ＝-75517 ～ -75522

重複　無し。

平面形　南半部が調査区域外のため全形は不明である

が、長方形と推定される。

規模　長軸（2.76）ｍ　短軸4.49ｍ　残存壁高0.70ｍ

床面積　（12.30）㎡　　　　主軸方位　Ｎ－47°－Ｅ

検出・埋没状況　S1を除去し、黒色土上面を精査した後、

黒色土を掘り下げたところ、竪穴の輪郭を検出した。埋

土は下半部はローム粒や褐色土粒・焼土粒を含む暗褐色

土、上半部は褐色土粒・小礫を含む黒褐色土である。そ

の境界には厚さ２cmほどの炭化物層があり、埋没途中

での何らかの炭化物堆積状況があったことがわかる。ま

第697図　５区18号竪穴建物出土遺物図（３）
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第698図　５区20号竪穴建物平断面図
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５区20号竪穴建物P １・P ２　B-B′・C-C′
１　黒褐色土（10YR3/1）径１～３㎜程度のローム粒を15％

含む。軟らかく、やや粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/1）径１～３㎜程度のローム粒を20％

含む。非常にもろく、やや粘性あり。

５区20号竪穴建物A-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）Hr-FA（S1）ブロックを20％含む。しまりあり、粘質土。
２　黒褐色土（10YR3/2）径５㎜程度の小礫を５％・径１～２㎜程度の褐色土粒を３％含む。しまりあり、粘質土。
３　黒褐色土（10YR3/2）径５㎜程度の小礫を３％・径１～２㎜程度の褐色土粒を３％含み、暗褐色ブロックを少量含む。しまりあり、粘質土。
４　黒褐色土（10YR3/1）径１～３㎜程度の褐色土粒を７％含み、しまり・やや粘性あり。
５　暗褐色土（10YR3/3）径１～３㎜程度の褐色土粒を３％含む。しまりあり、粘質土。
６　黒色土（10YR2/1）炭化材、やや軟らかい。
７　黒褐色土（10YR3/2）径２～３㎜程度の褐色土粒を３％含み、しまり・やや粘性あり。
8　黒褐色土（10YR2/1）径２～３㎜程度の褐色土粒を２％含み、しまり・やや粘性あり。
９　黒褐色土（10YR3/3）径５～ 10㎜程度のにぶい黄褐色ブロックを10％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
10　暗褐色土（10YR3/3）径５～ 20㎜程度のにぶい黄褐色ブロックを20％含み、しまり・やや粘性あり。
11　暗褐色土（10YR3/3）径３～５㎜程度のにぶい黄褐色ブロックを７％含み、しまり・やや粘性あり。
12　暗褐色土（10YR3/3）径５～ 20㎜程度のにぶい黄褐色ブロックを15％含み、しまり・やや粘性あり。
13　黒褐色土（10YR3/2）径５～ 10㎜程度の褐色ブロックを５％含み、しまり・やや粘性あり。
14　暗褐色土（10YR3/3）にぶい黄褐色土を30％含む。やや軟らかく、粘質土。
15　にぶい黄褐色土（10YR4/3）焼土を７％含み、やや軟らかい。
16　暗褐色土（10YR3/3）にぶい黄褐色土を７％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
17　暗褐色土（10YR3/3）径10 ～ 20㎜程度の褐色ブロックを10％・にぶい黄褐色土を７％含み、炭化物片を少量含む。しまり・やや粘性あり。
18　黒褐色土（10YR3/2）径10 ～ 30㎜程度の暗褐色ブロックを７％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
19　褐灰色土（10YR4/1）灰、もろい。
20　黒褐色土（10YR3/1）焼土ブロックを少量含む。軟らかく、やや粘性あり。
21　暗褐色土（10YR3/3）ローム色土を少量含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
22　暗褐色土（10YR3/3）褐色土と混土、硬くしまる。
23　暗褐色土（10YR3/3）径10 ～ 30㎜程度のロームブロックを25％含む。非常に硬くしまり、やや粘性あり。
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Ｐ２　長径0.19ｍ　短径0.14ｍ　深さ0.63ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ２間が2.00ｍである。各柱とも

柱痕跡が床面で確認された。

竈　北東壁中央と推定される位置に敷設されていた。西

半部は調査区域外のため未調査である。

　残存する竈の規模は確認長1.02ｍ、屋外長0.10ｍ以上、

燃焼部長0.85ｍ、焚口幅不明である。粘土貼り付けの袖

構造下部が左0.92ｍの長さで屋内に張り出し残存してい

た。左袖の先端には角礫１個が芯として据えられていた。

焚口には大型の細長い角礫が使用面に残されていたが、

これは左右の袖先端礫に架け渡されていた大型礫が落下

したものと推定される。燃焼部中央には、棒状角礫１個

が立位で出土した。支脚として利用されていたと推定さ

れる。燃焼部には灰面や袖内面粘土の焼土化した面が良

好に残っていた。

　竈前からは土師器杯（第700図１）、甕（４）、滑石製臼

玉（９）が床面直上で出土した。

貯蔵穴　調査区域内では貯蔵穴は検出されなかった。

壁際溝　調査できた範囲には幅0.13 ～ 0.20ｍ、深さ0.02

～ 0.06ｍの壁際溝が全周していた。

床面小溝　北西壁に直交して２条、南西壁に直交して

１条の床面小溝が検出された。これをを北からYK １・

YK ２・YK ３とする。YK １の東端はＰ２、YK ２の東

端とYK ３の北端はＰ１に接する位置にあたる。床面小

溝の底面は掘方面まで及んでいた。

各床面小溝の規模は下記の通りである。

YK １　幅0.15 ～ 0.25ｍ　長さ0.90ｍ　深さ0.08ｍ

YK ２　幅0.12 ～ 0.18ｍ　長さ1.10ｍ　深さ0.14ｍ

YK ３　幅0.19ｍ　長さ0.90ｍ　深さ0.13ｍ

掘方　床面から厚さ0.05 ～ 0.16ｍほど下位で掘方面を

検出した。掘方面は全体に掘削痕跡が残り、凹凸が著し

かった。南西部がやや深く掘り込まれていた。掘方内は

ローム塊を含む暗褐色土で充填されていた。中央部掘方

内で土師器杯（第700図２）が出土した。

　掘方面で明瞭な床下土坑は確認されなかった。

遺物と出土状況　前述したように竈周辺で土器が出土し

第699図　５区20号竪穴建物掘方平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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０ 10㎝１:３

０ 10㎝１:３

０ ２㎝１:１

０ 12㎝１:６

点が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。

たほか、Ｐ２南西部で蛇紋岩製管玉（第700図６）、Ｐ１

西脇で滑石製管玉（７）が床面直上で出土した。また西隅

床面直上で棒状礫（11）、Ｐ２北側で棒状礫（10）が床面直

上で出土した。

　この他、埋土中から土師器破片316点、須恵器破片１

第700図　５区20号竪穴建物出土遺物図

第4章　調査された遺構と遺物
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Ｐ４・Ｐ１間が2.22ｍである。各柱とも柱痕跡が確認さ

れた。

竈　東壁中央よりやや南側に敷設されていた。残存する

竈の規模は確認長0.57ｍ、屋外長0.18ｍ、燃焼部長0.43

ｍ、焚口幅0.48ｍで、粘土貼り付けの袖構造下部が左0.46

ｍ、右0.40ｍの長さで屋内に張り出し残存していた。左

袖の先端には角礫２個が芯として据えられていた。右袖

には礫は残されていなかったが、掘方面には礫が据えら

れていたと見られる小孔が残っていた。焚口には細長い

大型の礫が横方向に残されており、焚口天井に架け渡さ

れた石が落下したと推定される。燃焼部上位には小型の

礫が、竈左手には大型の礫が残されていた。燃焼部に支

脚は設置されていなかった。

貯蔵穴　竪穴南東隅の竈右側に長軸0.63ｍ、短軸0.59ｍ、

深さ0.57ｍの楕円形の貯蔵穴が検出された。貯蔵穴内は

焼土や炭化物粒を含む暗褐色土で埋まっていた。埋土上

位には角礫が出土したた。

　東壁沿いには土師器甕（第704図５）と、南壁沿いには

炭化材の下から完形の土師器高杯（３）が床面直上で出土

した。

壁際溝　北壁と西壁沿いに、幅0.08 ～ 0.16ｍ、深さ0.02

～ 0.09ｍの壁際溝が掘られていた。

床面小溝　床面では床面小溝は検出されなかった。

掘方　床面から厚さ0.04 ～ 0.15ｍほど下位で掘方面を

検出した。掘方面は全体に掘削痕跡が残り、凹凸が著し

かった。掘方内は暗褐色土塊を含む黒褐色土で充填され

ていた。

　掘方面では、柱穴４本が新たに検出された。Ｐ５は主

柱穴Ｐ３のすぐ西側、Ｐ６は北壁沿い、Ｐ７は前述した

ように貯蔵穴北西，Ｐ8は南壁近くである。Ｐ５はＰ３

に掘り直された元の柱穴、Ｐ６とＰ8は浅く主柱穴では

ないと推定される。

　各柱穴の規模は下記の通りである。いずれも掘方面で

の計測である。

Ｐ５　長径0.29ｍ　短径0.23ｍ　深さ0.58ｍ

Ｐ６　長径0.40ｍ　短径0.36ｍ　深さ0.20ｍ

Ｐ8　長径0.24ｍ　短径0.23ｍ　深さ0.29ｍ

　また、掘方面で西壁に直行する２条の床面小溝の痕跡

が検出された。南からYK １・YK ２とする。YK １の東

端はＰ２に接しており、YK ２の東端はＰ３・Ｐ５に接

５区22号竪穴建物

（第701 ～ 704図　PL.430 ～ 433・561）

位置　Ｘ＝57343 ～ 57349・Ｙ＝-75524 ～ -75530

重複　５区21号竪穴建物（弥生時代後期）に後出し、５区

１号掘立柱建物に先行する。

平面形　ほぼ正方形

規模　長軸4.68ｍ　短軸4.56ｍ　残存壁高0.48ｍ

床面積　20.89㎡　　　　主軸方位　Ｎ－60°－Ｅ

検出・埋没状況　S1を除去し、S1直下の遺構を調査し、

黒色土上面を精査した後、黒色土を掘り下げたところ、

竪穴の輪郭を検出した。５区１号掘立柱建物の多くの柱

穴の断割り調査を実施するため、本竪穴建物の埋土をあ

らかじめ広く掘っていたことから、床面より上位の埋土

の記録がないが、東側に隣接する24号竪穴建物と同様に

ローム粒・白色土粒を含む黒褐色土である。

　床面は平坦で、竈前から主柱穴に囲まれた中央部にか

けて貼床が施され、硬化していた。後出する５区１号掘

立柱建物の柱穴は深く大型であったことから、本竪穴建

物の床面にまで達していた。

　壁沿いには炭化材と焼土が出土し、特に西壁沿いには

長い炭化材が対角線方向に残されていた。また、南東部

床面上３cmで炭化種実が出土した。種同定の結果モモ

と同定された。

上屋構造・壁構造　壁沿いに検出された炭化材は主柱穴

と壁の間にあり、対角線方向に残されていたことから、

垂木の可能性がある。また、壁沿いの焼土は炭化材の上

下ともに出土しており、土屋根の可能性もある。樹種同

定は実施しなかった。

柱穴　床面で主柱穴４本が検出された。Ｐ１の位置は南

にずれており、深さも浅いことから主柱穴ではないとみ

られる。竈から崩落したと推定される礫の下位で、掘方

面で記録したＰ７が南東隅の主柱穴である。各柱穴の規

模は下記の通りである。

Ｐ１　長径0.39ｍ　短径0.31ｍ　深さ0.26ｍ

Ｐ２　長径0.33ｍ　短径0.30ｍ　深さ0.51ｍ

Ｐ３　長径0.38ｍ　短径0.36ｍ　深さ0.43ｍ

Ｐ４　長径0.36ｍ　短径0.34ｍ　深さ0.44ｍ

Ｐ７　長径0.29ｍ　短径0.26ｍ　深さ0.51ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ２間が2.03ｍ、Ｐ２・Ｐ３間が

1.99ｍ、Ｐ３・Ｐ４間が2.34ｍ、Ｐ４・Ｐ７間が1.80ｍ、

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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５区22号竪穴建物A-A′
１　暗褐色土（10YR3/3）焼土を少量含み、ややもろい。
２　暗褐色土（10YR3/3）炭化物・灰黄褐色土を少量含み、粘質土。
３　黒褐色土（10YR3/2）焼土を少量む。やや軟らかい、やや粘性あり。
４　暗褐色土（10YR3/4）焼土を微量含み、軟らかい。
５　褐色土（10YR4/6）径５～ 10㎜程度のロームブロックを７％含む。しまりあり、粘質土。
６　黄褐色土（10YR5/6）ロームブロック層、硬くしまる。
７　黒褐色土（10YR3/2）径１㎜程度の白色土粒を５％含み、しまりあり。
8　黒褐色土（10YR3/1）径10 ～ 30㎜程度の暗褐色ブロックを40％含み、硬くしまる。
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５区22号竪穴建物貯蔵穴C-C′
１　黒褐色土（10YR3/2）径10 ～ 20㎜程度のロームブロック10％・径１～３㎜程度のローム粒を７％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/1）径１㎜程度のローム粒を２％含む。
３　暗褐色土（10YR3/4）しまりあり、やや粘性あり。
４　暗褐色土（10YR3/3）径２～３㎜程度のローム粒を２％含み、やや粘性あり。
５　暗褐色土（10YR3/3）ローム土を７％含み、しまりあり。

５区22号竪穴建物P １～ P ４　D-D′～ G-G′
１　黒褐色土（10YR3/1）径２～３㎜程度の褐色土粒５％含み、やや粘性あり。
２　暗褐色土（10YR3/3）径１～２㎜程度の褐色土粒３％含み、やや粘性あり。
３　褐色土（10YR4/4）ローム土を30％含み、軟らかい。
４　黒褐色土（10YR3/2）ローム粒を少量含む。ややもろく、粘質土。
４-b 黒褐色土（10YR3/2）径20 ～ 30㎜程度の暗褐色ブロックを40％・ローム粒を少量含む。黒褐色土はややもろく、暗褐色ブロックは硬くしまる。
５　暗褐色土（10YR3/3）径２～５㎜程度のローム粒を５％含む。ややもろく、やや粘性あり。
６　暗褐色土（10YR3/4）径１㎜程度のローム粒を７％含む。もろく、やや粘性あり。
７　暗褐色土（10YR3/3）径５～ 10㎜程度のロームブロックを７％含み、硬くしまる
8　黒褐色土（10YR3/1）軟らかく、粘質土。

５区１区22号竪穴建物P ５　H-H′
１　黒褐色土（10YR3/2）径２～３㎜程度のローム粒を３％含み、しまり・やや粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/2）ローム土を30％含み、しまりあり。
３　黒褐色土（10YR3/2）径20 ～ 30㎜程度の暗褐色ブロックを40％・ローム粒を少量含む。黒褐色土はややもろく、暗褐色ブロックは硬くしまる。

５区１区22号竪穴建物P ６　I-I′
１　黒色土（10YR3/1）径10 ～ 30㎜程度のロームブロックを40％含む。黒色土は軟らかく、ロームブロックは硬くしまる。

５区１区22号竪穴建物P ７　J-J′
１　暗褐色土（10YR3/2）径１㎜程度のローム粒を７％含む。ややもろく、やや粘性あり。
２　暗褐色土（10YR3/2）径１㎜程度のローム粒を30％含む。非常にもろく、やや粘性あり。
３　黒色土（10YR2/1）ローム土を30％含む。もろく、やや粘性あり。

５区１区22号竪穴建物P 8　K-K′
１　黒褐色土（10YR3/1）径１～３㎜程度のローム粒を１％含み、もろい。
２　暗褐色土（10YR3/3）径３～ 10㎜程度のロームブロックを10％含み、しまり・やや粘性あり。
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して掘られていた。各床面小溝の規模は下記の通りであ

る。

YK １　幅0.22 ～ 0.33ｍ　長さ1.09ｍ　深さ0.07ｍ

YK ２　幅0.20 ～ 0.24ｍ　長さ0.94ｍ　深さ0.05ｍ

　掘方面で明瞭な床下土坑は確認されなかった。なお、

掘方面写真の北西壁面に並立して写っているピットは先

行する弥生時代後期の５区21号竪穴建物の入り口ピット

である。

遺物と出土状況　前述した貯蔵穴周辺出土遺物のほか

に、南壁沿いには土師器杯（第704図１・２）、高杯（４）

が床面直上で出土した。また、南隅床面上12cmで鉄鏃

（第704図11）が、西壁沿い床面上31cmで棒状鉄器（10）が

出土した。棒状礫３点（第704図７～９）は北隅と南壁沿

い床面直上で出土した。臼玉（第704図６）は中央部床面

直上で出土した。

この他、埋土中から土師器破片697点、須恵器破片１点

が出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。本竪穴では東隅の主柱穴は床面では角礫に隠れて

検出されなかった。このような状況から竪穴廃棄の際、

本竪穴では柱を除去した後、竈を壊した時に崩落した角

礫が、すでに埋まっていた主柱穴上にのってしまったと

考えられよう。建物の廃棄の決定、柱材の除去、柱穴の

埋没、竈の崩落、竪穴の埋没等の時間的経過が現われた

調査所見といえよう。

第703図　５区22号竪穴建物竈平断面図
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888

５区１区22号竪穴建物竃B-B′
１　赤褐色土（５YR4/6）焼土、しまりあり、粘質土。
２　褐灰色土（10YR5/1）焼土を５％含む。軟らかく、やや粘

性あり。
３　褐灰色土（10YR4/1）径１～２㎜程度の焼土粒を７％含

む。もろく、やや粘性あり。
４　黒褐色土（10YR3/1）径１～２㎜程度の焼土粒を５％含

み、軟らかい。
５　黒褐色土（10YR3/1）径２㎜ 程度のローム粒を３％含み、

しまり・やや粘性あり。
６　黒褐色土（10YR3/2）ローム帯状に40％含む。硬くしまり、

やや粘性あり。
７　褐灰色土（10YR5/1）黒色土を少量含み、やや粘性あり。
8　黒褐色土（10YR3/2）暗褐色土を少量含み、やや粘性あり。
９　赤褐色土（５YR4/8）焼土、硬くしまる。
10　黒褐色土（10YR3/1）径10 ～ 40㎜程度の暗褐色ブロック

を40％含み、しまり・やや粘性あり。
11　黒色土（10YR2/1）ローム土を40％含み、硬くしまり、や

や粘性あり。
12　褐色土（10YR4/4）径５～ 10㎜程度のロームブロックを

７％・黒褐色土を30％含み、しまりあり。
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第704図　５区22号竪穴建物出土遺物図
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あったことがわかる。また燃焼部には棒状礫が立てられ

ていることも観察できた。竈前からは土師器椀（第705図

１）と臼玉１点（２）が床面直上で出土した。

貯蔵穴　調査区域内では、検出されなかった。

壁際溝　調査区域内では、幅0.09 ～ 0.30ｍ、深さ0.04

～ 0.10ｍの壁際溝が全周していた。

床面小溝　調査区域内では、検出されなかった。

掘方　床面から厚さ0.04 ～ 0.16ｍほど下位で掘方面を

検出した。掘方面は全体に掘削痕跡が残り、凹凸が著し

かった。掘方内はローム塊を多量に含む暗褐色土で充填

されていた。

　掘方面では、床面小溝の痕跡のような溝状の部分も検

出したが、明瞭な遺構としなかった。また、掘方面は先

行する弥生時代後期の25号竪穴建物と調査をともにして

いる。

遺物と出土状況　出土遺物は少なかった。図示した遺物

のほか、埋土中から土師器破片99点、須恵器破片１点が

出土した。

調査所見　出土遺物から５世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。本竪穴建物は主柱穴Ｐ１の位置からすると、大型

の建物と推定される。

５区23号竪穴建物

（第705 ～ 707図　PL.433 ～ 435・562）

位置　Ｘ＝57349 ～ 57354・Ｙ＝-75507 ～ -75513

重複　５区25号竪穴建物（弥生時代後期）に後出する。

平面形　竪穴建物東南部の大半が調査区域外となったた

め全形は不明であるが、西隅と主柱穴の位置から、ほぼ

正方形と推定される

規模　長軸（4.18）ｍ　短軸（4.15）ｍ　残存壁高0.31ｍ

床面積　計測不能　　　　西壁方位　Ｎ－29°－Ｗ

検出・埋没状況　S1を除去しS1直下の遺構を調査し、黒

色土上面を精査した後、黒色土を掘り下げたところ、竪

穴の輪郭を検出した。埋土はローム塊や褐色土粒を含む

黒褐色土・暗褐色土である。

　床面は平坦で、竈前から主柱穴に囲まれた中央部にか

けて貼床が施され、硬化していた。北壁近くと西壁沿い

には炭化材がまとまって出土した。また西壁沿いには焼

土と炭化材が出土した。

上屋構造・壁構造　壁沿いに検出された炭化材は主柱穴

Ｐ１周辺の壁の間にあり、垂木等の可能性がある。また、

西壁沿いの焼土は炭化材の下位から出土しており、土屋

根の可能性もある。樹種同定は実施しなかった。

柱穴　床面で主柱穴２本と壁沿いにピット１基が検出さ

れた。Ｐ１は竪穴建物北西隅の主柱穴であり、Ｐ２は北

東隅の主柱穴とＰ１を結んだ線上に位置すると推定され

る。Ｐ３は壁に接する位置にあり、壁に直交する方向に

細長いことから入口等の施設の柱穴と推定される。各柱

穴の規模は下記の通りである。

Ｐ１　長径0.48ｍ　短径0.43ｍ　深さ0.51ｍ

Ｐ２　長径0.33ｍ　短径0.32ｍ　深さ0.47ｍ

Ｐ３　長径0.33ｍ　短径0.24ｍ　深さ0.48ｍ

　柱間の距離はＰ１・Ｐ２間が2.02ｍである。Ｐ２では

柱痕跡が確認された。

竈　北東壁中央やや東と推定される位置に敷設されてい

た。竈のちょうど中軸線が調査区域外との境界線となっ

たため、左半分のみ調査することとなった。

　残存する竈の規模は確認長1.22ｍ、屋外長不明、燃焼

部長推定0.80ｍ、焚口幅不明で、粘土貼り付けの袖構造

下部が左1.22ｍの長さで屋内に張り出し残存していた。

竈の土層断面A-A′（第706図）をみると、焼土や灰層と

ともに角礫が残されており、礫を構造材に使用した竈で

第705図　５区23号竪穴建物出土遺物図
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５区23号竪穴建物A-A′・B-B′
１　黒褐色土（10YR3/1）径１～２㎜程度の褐色土粒を３％・径５～ 20㎜程度のロームブロックを２％含み、しまり・やや粘性あり。
１-b黒褐色土（10YR3/1）にぶい黄橙色土を50％含む。粘質土。
２　黒褐色土（10YR3/2）径１～３㎜程度の褐色土粒を５％含み、しまり・やや粘性あり。
３　暗褐色土（10YR3/3）径１～２㎜程度の褐色土粒を５％・径５～ 10㎜程度のロームブロック５％含み、しまり・やや粘性あり。
４　暗褐色土（10YR3/3）径１～２㎜ 程度のローム粒を30％含み、しまり・やや粘性あり。
５　暗褐色土（10YR3/3）径５～ 20㎜程度のロームブロックを40％、焼土ブロックを少量含む。しまりあり、粘質土。
６　黒褐色土（10YR3/2）径３～ 20㎜程度のロームブロックを20％・径１～２㎜程度の褐色土粒を３％含み、しまり・やや粘性あり。
７　暗褐色土（10YR3/3）径５～ 15㎜程度のロームブロックを40％含む。しまりあり、粘質土。
8　暗褐色土（10YR3/3）径５～ 30㎜程度のロームブロックを25％・焼土を少量含み、しまり・やや粘性あり。
９　褐色土（10YR4/4）焼土・炭化物片を少量含み、しまり・やや粘性あり。
10　にぶい黄褐色土（10YR4/3）径５～ 20㎜程度のロームブロックを8％・黒色土を少量含む。しまりあり、粘質土。
11　赤褐色土（５YR4/6）焼土・黒褐色土を20％混土、硬くしまる。
12　にぶい黄褐色土（10YR4/3）径10㎜程度のロームブロックを10％含む。しまりあり、粘質土。
13　褐色土（10YR4/4）やや軟らかく、やや粘性あり。
14　黒褐色土（10YR3/2）焼土を７％含み、しまり・やや粘性あり。
15　暗褐色土径（10YR3/3）10 ～ 40㎜程度のロームブロックを40％含み、非常に硬くしまる。

５区23号竪穴建物P １・P ２・P ３　 C-C′～ E-E′
１　黒褐色土（10YR3/2）径１～３㎜程度のローム粒を20％含む。やや軟らかく、粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/2）軟らかく、粘性あり。
３　黒褐色土（10YR3/1）径8㎜程度の暗褐色ブロックを５％含む。しまりあり、粘質土。
４　黒褐色土（10YR3/2）径５～ 30㎜程度のロームブロックを少量含み、硬くしまる。
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５区24号竪穴建物

（第708図　PL.435・436・562）

位置　Ｘ＝57347 ～ 57353・Ｙ＝-75520 ～ -75526

重複　５区２号掘立柱建物に先行する。

平面形　不整正方形

規模　長軸4.46ｍ　短軸4.29ｍ　残存壁高0.46ｍ

床面積　19.48㎡　　　　主軸方位　Ｎ－61°－Ｅ

検出・埋没状況　S1を除去しS1直下の遺構を調査し、黒

色土上面を精査した後、黒色土を掘り下げたところ、竪

穴の輪郭を検出した。５区２号掘立柱建物の多くの柱穴

の断面調査を実施するため、本竪穴建物の埋土は掘り残

されることとなった。埋土は土層断面A-A′（第708図）

で観察したところ、ローム塊・ローム粒・白色土粒を含

む黒褐色土である。中位にはローム粒を多く含む層も観

察された。

　床面は平坦で、竈前から主柱穴に囲まれた中央部

にかけて貼床が施され、硬化していた。後出する５

区２号掘立柱建物の柱穴は深く大型であったことか

ら、本竪穴建物の床面まで達していた。

上屋構造・壁構造　竪穴建物の構造材等は失われて

おり、上屋や壁構造を示す調査所見は得られなかっ

た。

柱穴　床面で柱穴は検出されなかった。

竈　東壁中央よりやや南側に敷設されていた。竈の

ちょうど中軸線が土層断面A-A′（第708図）にかかっ

たため、この断面で竈の構造を明らかにすることが

できた。左半分の床面の状況を記録してから、土層

断面を断ち割った。右半分の竈使用面の記録は写真

のみ（PL）となった。

　残存する竈の規模は確認長1.02ｍ、屋外長0.10ｍ

以上、燃焼部長0.85ｍ、焚口幅不明である。粘土貼

り付けの袖構造下部が左0.92ｍの長さで屋内に張り

出し残存していた。本竪穴建物の竈袖には角礫を芯

として入れていなかった。断面には燃焼部から煙道

にかけて焼土が顕著に形成されて、燃焼部底面には

灰層が堆積していた。また棒状礫が１個立てられて

おり、支脚石の埋設状態を明瞭に把握することがで

きた。燃焼部には土師器甕破片が出土したが、小片

のため図示できなかった。

　竈右脇の崩落粘土上から土師器杯（第708図１）が

完形で出土した。

貯蔵穴　竪穴南東隅の竈右側に長軸0.72ｍ、短軸0.51ｍ、

深さ0.29ｍの楕円形の貯蔵穴が検出された。貯蔵穴内は

焼土や炭化物粒・ローム粒を含む黒褐色土で埋まってい

た。壁際には土師器壺（第708図３）底部破片、甕（２）が

床面直上で出土した。

壁際溝　壁際溝は検出されなかった。

床面小溝　床面小溝は検出されなかった。

掘方　前述のように５区２号掘立柱建物の柱穴調査が並

行していたため、本竪穴建物の掘方面の記録は写真のみ

となった。

遺物と出土状況　前述した貯蔵穴周辺出土遺物のほか、

埋土中から土師器破片202点出土した。

調査所見　出土遺物から5世紀後半の竪穴建物と考えら

れる。

第707図　５区23号竪穴建物掘方平断面図

第4章　調査された遺構と遺物
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５区24号竪穴建物A-A′
１　暗褐色土（10YR3/4）径２～３㎜程度のローム粒を５％含み、しまり

あり。
２　暗褐色土（10YR3/4）径１～５㎜程度のローム粒を７％・径10 ～ 20

㎜程度のロームブロックを５％含み、しまりあり。
３　黒褐色土（10YR3/2）径１～２㎜程度の白色土粒を３％・径１～３㎜

程度のローム粒を３％・径10㎜程度のロームブロックを３％含み、し
まり・やや粘性あり。

４　黒褐色土（10YR3/2）径10 ～ 15㎜程度のロームブロックを10％含み、
しまり・やや粘性あり。

５　黒褐色土（10YR3/2）径２～５㎜程度のローム粒を５％含み、しまり
あり。

６　黒褐色土（10YR3/2）径２～５㎜程度のローム粒を３％含む。暗褐色
土と混土。やや粘性あり。

７　暗褐色土（10YR3/4）径２～３㎜程度の褐色土粒を３％含み、やや粘
性あり。

8　赤褐色土（５YR4/8）焼土、硬くしまる。
９　黒褐色土（10YR3/2）径10 ～ 20㎜程度のにぶい暗褐色ブロックを

15％含み、やや粘性あり。
10　黒褐色土（10YR3/2）焼土を帯状に15％、炭化物片を微量含む。しま

りあり、粘質土。
11　赤褐色土（５YR4/6）にぶい黄褐色土と混土。やや軟らかく、やや粘

性あり。
12　黒褐色土（10YR3/2）やや軟らかく、やや粘性あり。
13　褐灰色土（10YR4/1）焼土を少量含み、やや軟らかい。
14　暗褐色土（10YR3/3）ロームブロックを少量含む。
15　暗褐色土（10YR3/4）径１㎜程度の白色土粒を１％含み、しまり・や

や粘性あり。
16　暗褐色土（10YR3/3）ロームを帯状に15％含み、硬くしまる。
17　暗褐色土（10YR3/4）径１㎜程度の褐色土粒を２％含み、所々やや軟

らかい。

５区24号竪穴建物貯蔵穴　B-B′　　
１　 黒 褐 色 土（10YR3/1）焼 土 粒・

ローム粒を少量含む。
２　黒褐色土（10YR3/1）焼土・灰・

炭化物を多量含む。
３　黒褐色土（10YR2/2）ローム粒を

10％含み、軟弱。

１

２

３



柱穴　床面で主柱穴は検出されなかった。

竈　竈および炉等の火処の遺構は検出されなかった。

貯蔵穴　貯蔵穴は検出されなかった。

壁際溝・床面小溝　壁際溝・床面小溝は検出されなかっ

た。

掘方　床面から厚さ0.02 ～ 0.10ｍほど下位で掘方面を

検出した。掘方面は全体に掘削痕跡が残り、細かな凹凸

が著しかった。掘方内はローム小塊を含む暗褐色土で充

填されていた。

　掘方面では明瞭な床下土坑は確認されなかった。なお、

掘方面写真に写っている深い柱穴３本は、下位に重複す

る弥生時代後期の５区17号竪穴建物の柱穴と入口ピット

である。

遺物と出土状況　前述したように埋土から多量の弥生時

代の遺物が出土したが、古墳時代の遺物は少なかった。

図示したのは鉄鏃の茎破片と、臼玉２点、粒状礫３点で

ある。鉄鏃茎破片（第711図６）は南西隅床面上５cmで出

土した。臼玉（１）は西部床面直上で、（２）は北部埋土中

で出土した。粒状礫は北壁及び南壁沿いで埋土中で出土

した。

　この他、埋土中から土器破片775点が出土した。

調査所見　埋没状況および５区16号竪穴建物との重複関

係から５世紀後半の竪穴状遺構と考えられる。

　本竪穴は５区16号竪穴建物が埋没した後に掘られた

が、柱や竈等の住居としての施設を構築しないまま、埋

没したものと推定される。埋土内には、掘削した際に壊

したと推定される５区17号竪穴建物（弥生時代後期）の遺

物破片を多く混じており、掘削廃土で半分ほど埋め戻さ

れた可能性がある。噴火前には凹地になっており、この

状態で北側には囲い状遺構が造成され、西側には多様な

祭祀関連遺構が造営されたものと推定される。本竪穴の

S1直下の凹地面には何も残されていなかった。

（３）竪穴状遺構

５区１号竪穴状遺構

（第709 ～ 711図　PL.437・438・562）

位置　Ｘ＝57357 ～ 57362・Ｙ＝-75515 ～ -75520

重複　５区17号竪穴建物（弥生時代後期）・５区16号竪穴

建物に後出する。

平面形　隅丸長方形

規模　長軸4.35ｍ　短軸4.03ｍ　残存壁高0.86ｍ

床面積　17.53㎡　　　　主軸方位　Ｎ－66°－Ｅ

検出・埋没状況　S₃を掘り下げていく過程で、上位のS₇

が落ち込んだ不定円形の範囲を検出した。土層断面観察

をしながら遺構の周囲のS₃をほぼ掘り下げると、周堤の

高まりが見えてきたが、竪穴内部にはまだS₃が落ち込ん

でいた。竪穴内のS₃を掘り下げるとその下位には、厚さ

５cmのS1とS₂が竪穴の凹地全体に一様に堆積していた。

このことは噴火の最初に降ったS1堆積時には、本竪穴状

遺構がある程度埋まっていたことを示している。

　S1下位の遺構埋土は、ローム塊を多く含む黒褐色土で、

上半部には黒味が強い黒ボク土的な土（４層）が堆積して

おり、不揃いのローム粒を含んだ薄い帯状の堆積が幾筋

も見られ、自然堆積土層が想定された。

　また埋土下半部には土器破片が大量に出土した。大半

が弥生時代後期の弥生土器破片であり、下位に重複して

いた５区17号竪穴建物の遺物と想定される。磨製石鏃や

砥石等の石器も含まれており、これらは５区17号竪穴建

物埋土の遺物として扱った。

　床面は平坦で硬化していたが、柱穴は検出されなかっ

た。床面には灰白色の植物遺体が一部に広がっていた。

分析用の試料を採取したが、不明となり分析はできな

かった。

周堤　S1に直接覆われた周堤が、竪穴の四周で幅2.40

～ 3.18ｍにわたって連続して検出された。竪穴建物構

築の際に盛られたと推定される土砂（第710図11層・12

層）の厚さは0.10 ～ 0.20ｍである。盛り上げられたと推

定される混合土と降下S1の間に顕著な間層は認められな

かった。

上屋構造・壁構造　竪穴内に残された炭化材は無かった。

西壁から西へ1.50 ～ 1.80ｍ離れた位置に３本の炭化材

がS1直下で出土した。本竪穴建物に付随すると断定はで

きない。

第4章　調査された遺構と遺物
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５区１号竪穴状遺構A-A′・B-B′
１　Hr-FA（S₃）にぶい橙色土（7.5YR7/4）細粒の褐灰色砂質土を多量に含む。
２　Hr-FA（S₂）
３　Hr-FA（S1）
４  黒褐色土（10YR2/2）黒色味強い弱粘性で黒ボク的な土質。上側埋土に不揃いのローム粒を含んだ小帯状の堆積部分がいく筋もみられ、自然堆積土層

が想定される。
４′黒色味さらに強い、別遺構埋土の流れ込み。
５　黒褐色土（2.5Y3/2）褐色味を帯び、やや粘性のある強い土でローム土上の漸移層的な土。小ブロック状の褐色土ロームブロックが不均等にやや多量

に混じる。人為的埋没が想定され、一部で黒色土がブロック状に混じる。
６　黒褐色土（10YR2/2）黒色味強い弱粘性で黒ボク的な土質。黒色味の最も強い層、大粒のロームブロックを少量含む。
７　５層に類似ロームブロックは小粒だが量は多く、北側からの混入層のみ大粒のロームブロックが混じる。
７′混入物少ない。
７″ベース土がA､ B中間的な土となり、色は暗褐色土（10YR3/3）。
8　黒褐色土（10YR2/2）黒色味強い弱粘性で黒ボク的な土質、別遺構からの流入土。混入物は、ごく少ない。
8′ローム状土の小ブロックをやや多く含み、底面直上しまり強く埋土を踏み固めたような状況か。
９　暗褐色土（10YR3/4）ローム色粒を20％含み、硬くしまる。
10　暗褐色土（10YR3/3）径10 ～ 40㎜程度のロームブロックを20％含み、しまりあり。

５区１号竪穴状遺構周堤A-A′・B-B′
11　褐色土（10YR4/4）径10 ～ 15㎜程度のロームブロックを10％・ローム色土を20％・炭化物片を３％含み、しまりあり。
12　暗褐色土（10YR3/3）黒褐色土を15％含む。径１～２㎜程度の黄褐色土粒を７％・径10㎜程度のロームブロックを

５％含み、しまり・やや粘性あり。
13　黒褐色土（10YR3/1）径１～２㎜程度の白色土粒を３％・径１～２㎜程度の黄褐色土粒を３％含み、しまり・やや粘性あり。
14　黒褐色土（10YR3/2）ローム色土を５％含み、もろい。

１・2

３２１ ４

６

６

５

3・4・5
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（４）掘立柱建物

５区４号掘立柱建物

（第712図　PL.439）

位置　Ｘ＝57345 ～ 57350・Ｙ＝-75515 ～ -75518

主軸方位　Ｎ－75°－Ｗ　　　　　重複　無し。

検出・埋没状況　S1直下の遺構調査を実施した後、S1下

位の暗褐色土・黒色土を徐々に掘り下げたところ、本掘

立柱建物の柱穴の輪郭を検出した。柱穴埋土は白色粒を

少量含む粘質の黒色土、ローム塊を含む暗褐色土で、柱

痕跡が観察された。

　南東側にさらに柱穴列は広がると推定されるが、調査

区域外となり全形は不明である。

建物構造　桁行１間以上・梁行２間（2.01以上×3.47ｍ）

の側柱建物である。南北の柱間が長いので、南北に長い

長方形の建物と推定される。

　各柱穴の規模および柱穴間距離は第33表の通りであ

る。各柱穴とも深く大型である。確認面が下がっている

ので、床面の情報はない。束柱は検出されなかった。ま

た、上部構造や壁の構造に関する調査所見も得られな

かった。

床面　不明である。

遺物と出土状況　遺構確認の際の廃土中から土師器破片

９点が出土した。いずれも小片のため実測・図示できな

かった。

調査所見　S1の下位の黒色土中で検出した。噴火時には

すでに柱穴が埋まっている５世紀代の掘立柱建物であ

る。時期や構造が明確な古墳時代の掘立柱建物の類例は

少ないので、集落を考える上で重要な遺構である。

第712図　５区４号掘立柱建物平断面図
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第33表　５区４号掘立柱建物柱穴計測表
建物全体規模 桁行１間以上×梁行２間 主軸方向 Ｎ－75°－Ｗ
桁・梁行の  柱穴 

No.
柱穴規模（ｍ） 柱痕跡規模（ｍ）

形状
柱間寸法

規模（ｍ） 長径 短径 深さ 直径 深さ （ｍ）
西面 Ｐ１ 0.42 0.39 0.65 0.17 0.60 楕円形 P2へ2.18

北面3.47
Ｐ２ 0.46 0.43 0.55 － － 楕円形 P3へ1.88
Ｐ３ 0.43 0.43 0.72 0.14 0.72 円形 P4へ1.60
Ｐ４ 0.47 0.47 0.76 0.18 0.72 円形 P5へ2.02

東面 Ｐ５ 0.42 0.38 0.88 0.14 0.80 楕円形 P1へ3.70

５区４号掘立柱建物A-A′・B-B′
１　黒色土（10YR2/1）径１～３㎜程度のローム粒を７％・径５～ 10
㎜程度のロームブロックを５％含む。やや軟らかく、
やや粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/1）径１～３㎜程度のローム粒を３％・径５～
10㎜程度のロームブロックを10％含む。やや軟らかく、
やや粘性あり。
３　黒色土（10YR2/1）ややもろく、やや粘性あり。
４　黒色土（10YR2/1）径１～３㎜程度のローム粒を３％含み、やや
しまる。
５　暗褐色土（10YR3/3）ローム土を20％含み、しまり・やや粘性あり。
６　黒褐色土（10YR3/1）径１～３㎜程度の白色土粒を１％含み、し
まり・やや粘性あり。
７　黒色土（10YR2/1）径１～３㎜程度のローム粒を５％含む。やや
軟らかく、やや粘性あり。



規模　長軸1.85ｍ　短軸0.83ｍ　深さ0.08 ～ 0.22ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。埋土の観察から60号土

坑より新しいと判断された。土坑は黄色土粒を多量に含

む黒褐色土で埋まっていた。底面はやや凹凸が著しかっ

た。断面形は浅いボール状である。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片17点が出土し

た。いずれも小片のため図示できなかった。

調査所見　本区で検出された土坑のなかでは大型であ

る。土坑の機能は明確にできなかった。

５区46号土坑（第713図　PL.440）

位置　Ｘ＝57380 ～ 57381・Ｙ＝-75500 ～ -75502

重複　無し。　平面形　東部が調査区域外となって全形

は不明であるが、不整楕円形と推定される。

長軸方位　Ｎ－79°－Ｗ

規模　長軸（1.66）ｍ　短軸0.95ｍ　深さ0.10ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。土坑は白色土粒・ロー

ム粒を多量に含む黒褐色土で埋まっていた。底面は平坦

である。断面形は浅い箱型である。

遺物と出土状況　南壁付近で土師器甕底部破片（第713図

１）が出土した。ほかに埋土中から土師器破片23点が出

土した。いずれも小片のため図示できなかった。

調査所見　本区で検出された土坑のなかでは大型であ

る。土坑の機能は明確にできなかった。

６区４号土坑（第713図　PL.440）

位置　Ｘ＝57409 ～ 57411・Ｙ＝-75502 ～ -75504

重複　無し。　平面形　楕円形

長軸方位　Ｎ－74°－Ｅ

規模　長軸1.57ｍ　短軸1.17ｍ　深さ0.31ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。土坑は暗褐色土粒・黄

褐色土粒を含む褐色土で埋まっていた。中央部には灰白

色灰を含む暗褐色土の掘り込みが確認された。底面は平

坦である。断面形は浅いボール状である。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　本区で検出された土坑のなかでは大型であ

る。土坑の機能は明確にできなかった。

（５）土坑

①大型土坑

４区33号土坑（第713図　PL.440）

位置　Ｘ＝57411 ～ 57412・Ｙ＝-75493 ～ -75494

重複　４区４号竪穴建物に先行する。平面形　隅丸長方

形

長軸方位　Ｎ－33°－Ｗ

規模　長軸1.34ｍ　短軸（0.68）ｍ　深さ0.31ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。埋土の観察から４号竪

穴建物より古いと判断された。土坑は明黄褐色土粒を含

む黒褐色土で埋まっていた。底面は南半部が一段低く

なっていた。断面形は箱形である。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　本区で検出された長方形土坑では大型であ

る。４区４号竪穴建物埋土を掘り込んで、なおかつS1降

下前には埋まっていた土坑である。土坑の機能は明確に

できなかった。

４区34号土坑（第713図　PL.440）

位置　Ｘ＝57408 ～ 57409・Ｙ＝-75489 ～ -754941

重複　４区囲い状遺構網代垣Ｐ２に先行する。

平面形　旧石器調査と重なり、南半部が調査できなかっ

たが、全体平面形は隅丸方形と推定される

北壁方位　Ｎ－115°－Ｗ

規模　長軸（1.46）ｍ　短軸1.38ｍ　深さ0.34ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。南東隅にS1直下面に残

された囲い状遺構網代垣のＰ２底面が及んでいた。土坑

は明黄褐色土粒・ローム塊を含む黒褐色土で埋まってい

た。底面の中央部は平坦であったが、凹凸が著しく掘削

痕跡が残されていた。断面形は浅いボール状である。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　本区で検出された長方形土坑では大型であ

る。土坑の機能は明確にできなかった。

５区61号土坑（第713図　PL.440）

位置　Ｘ＝57373 ～ 57375・Ｙ＝-75518 ～ -75520

重複　５区60号土坑に先行する。　平面形　不整楕円形

長軸方位　Ｎ－66°－Ｅ

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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４区33号土坑A-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒を少量含む。炭化物を微量含み、しまり弱い。

４区34号土v坑A-A′
１　黒褐色土（7.5YR3/1）明黄褐色土粒を微量含み、しまり弱い。
２　黒褐色土（10YR3/2）ロームを少量含む。明黄褐色土粒を微量含み、しまり弱い。

５区61号土坑A-A′
１　黒褐色土（10YR3/1）径２～７㎜程度の黄色土粒を５％

含み、しまりあり。
２　黒褐色土（10YR3/2）径２～５㎜程度の黄色土粒を３％

含み、しまり・やや粘性あり。
３　褐色土（10YR4/4）径１～３㎜程度の黄色土粒を３％含

み、しまりあり。

５区46号土坑A-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）径１～２㎜程度の白色土粒を３％含み、しまり・やや粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/2）径５～ 20㎜程度のロームブロックを20％含み、しまり・やや粘性あり。

６区４号土坑A-A′
１　暗褐色土　黄褐色土粒を均一に含み、しまりあり。
２　暗褐色土　暗褐色土主体、灰白色の灰を多量に含み軟らかい。
３　褐色土　　褐色土主体、暗褐色土ブロックを含み軟らかい。
４　褐色土　　３層に類似するが、暗褐色土粒と黄褐色土粒を多量に含む。
５　褐色土　　黄褐色土粒を少量含み、しまりあり。

１



調査所見　本区で検出された土坑のなかでは中型であ

る。土坑の機能は明確にできなかった。

５区45号土坑（第714図　PL.441）

位置　Ｘ＝57376 ～ 57377・Ｙ＝-75507 ～ -75508

重複　無し。　　　　平面形　楕円形　　　

長軸方位　Ｎ－30°－Ｗ

規模　長軸0.97ｍ　短軸0.96ｍ　深さ0.22ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。土坑は中央部が黒褐色

土、両側はローム塊を含む褐色土や暗褐色土で埋まって

いた。底面の中央部には段があった。断面形は不整形で

ある。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片１点が出土し

た。小片のため図示できなかった。

調査所見　本区で検出された土坑のなかでは中型であ

る。中央部を境に両側の埋土や平面形が異なることから、

倒木痕跡の可能性が高い。

③やや小型円形の土坑

４区27号土坑（第714図　PL.441）

位置　Ｘ＝57408・Ｙ＝-75499 ～ -75500

重複　無し。　　　　平面形　西部が調査区域外となり

全形が不明であるが、楕円形と推定される。

長軸方位　Ｎ－84°－Ｅ

規模　長軸（0.81）ｍ　短軸0.58ｍ　深さ0.47ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。土坑は白色土粒を少量

含む黒褐色土で埋まっていた。底面は中央部で段があり、

西側が深くなっていた。断面形はやや深く筒状である。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片３点が出土し

た。いずれも小片のため図示できなかった。

調査所見　本区で検出された土坑のなかではやや小型の

中型である。土坑の機能は明確にできなかった。

４区28号土坑（第714図　PL.441）

位置　Ｘ＝57409・Ｙ＝-75498 ～ -75499

重複　無し。　　　　平面形　楕円形　　　

長軸方位　Ｎ－77°－Ｅ

規模　長軸0.74ｍ　短軸0.57ｍ　深さ0.44ｍ

②中型円形の土坑

５区52号土坑（第714図　PL.440）

位置　Ｘ＝57376 ～ 57377・Ｙ＝-75506 ～ -75507

重複　無し。　平面形　円形

長軸方位　Ｎ－37°－Ｅ

規模　長軸1.01ｍ　短軸1.00ｍ　深さ0.24ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。土坑は白色土粒・ロー

ム粒を含む黒褐色土で埋まっていた。底面の中央部は平

坦である。断面形は浅いボール状である。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　本区で検出された土坑のなかでは中型であ

る。土坑の機能は明確にできなかった。

５区54号土坑（第714図　PL.440）

位置　Ｘ＝57375 ～ 57376・Ｙ＝-75507 ～ -75508

重複　５区8号竪穴建物と接するが、新旧関係は不明で

ある。　

平面形　楕円形　　　　長軸方位　Ｎ－69°－Ｗ

規模　長軸1.00ｍ　短軸0.85ｍ　深さ0.26ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。土坑は暗褐色土・白色

土粒・ローム粒を含む黒褐色土で埋まっていた。底面の

中央部は平坦である。断面形は浅いボール状である。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　本区で検出された土坑のなかでは中型であ

る。土坑の機能は明確にできなかった。

５区55号土坑（第714図　PL.440）

位置　Ｘ＝57374 ～ 57375・Ｙ＝-75514 ～ -75515

重複　無し。　　　　平面形　楕円形　　　

長軸方位　Ｎ－12°－Ｗ

規模　長軸1.25ｍ　短軸1.03ｍ　深さ0.27ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。土坑は黄褐色土粒を含

む黒褐色土で埋まっていた。底面の中央部は平坦である。

断面形は浅いボール状である。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片21点、須恵器破

片１点が出土した。いずれも小片のため図示できなかっ

た。

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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５区52号土坑A-A′
１　黒褐色土（10YR3/1）径１～３㎜程度のローム粒を５％含み、しまり・やや粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/1）暗褐色土を30％・径１～３㎜程度のローム粒を２％含み、しまり・やや粘性あり。
５区54号土坑A-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）暗褐色土を５％含む。径１～２㎜程度の白色土粒を２％・褐色土粒を３％含み、
しまり・やや粘性あり。
５区55号土坑A-A′
１　黒褐色土（10YR3/1）径１～４㎜程度の黄褐色土粒を７％含み、しまり・やや粘性あり。
２　暗褐色土（10YR3/3）径１～４㎜程度の黄褐色土粒を１％含み、ややしまり・やや粘性あり。

５区45号土坑A-A′
１　褐色土（10YR4/4）径20 ～ 40㎜程度のロームブロックを30％含み、硬くしまる。
２　暗褐色土（10YR3/3）径10 ～ 20㎜程度のロームブロックを５％・径10 ～ 50㎜程度の褐色ブロックを10％含み、し
まり・やや粘性あり。
３　褐色土（10YR4/4）径１～２㎜程度のローム粒を２％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
４　黒褐色土（10YR3/1）径１～２㎜程度の白色土粒を３％含み、しまり・やや粘性あり。
５　暗褐色土（10YR3/2）径５～ 20㎜程度のロームブロックを７％含み、しまり・やや粘性あり。
４区27号土坑A-A′
１　黒褐色土（10YR3/1）小粒軽石を微量含み、やや粘質。
２　黒褐色土（10YR3/1）もろく、やや粘質。
３　暗褐色土（10YR3/3）小粒軽石を微量含み、ややしまり・やや粘性あり。
４区28号土坑A-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）小・中粒軽石を少量含み、ややしまりあり、やや粘質。
２　黒褐色土（10YR3/2）暗褐色土（10YR3/3）と混土、褐灰色土ブロックを少量含み、１層より軽石を少量含む。
３　黒褐色土（10YR3/2）しまりあり、やや粘質。
５区58号土坑A-A′
１　黒褐色土（10YR3/1）径１～３㎜程度の白色土粒を５％含み、しまり・やや粘性あり。
５区60号土坑A-A′
１　黒褐色土（10YR3/1）径２～ 10㎜程度の黄色土粒を７％含み、しまりあり。
２　褐色土（10YR4/4）径１㎜程度の黄色土粒を１％含み、しまりあり。



位置　Ｘ＝57412・Ｙ＝-75498

重複　無し。　　平面形　不整楕円形　　　

長軸方位　Ｎ－8°－Ｅ

規模　長軸0.60ｍ　短軸0.36ｍ　深さ0.22ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。土坑は軽石を含む黒褐

色土で埋まっていた。底面には傾斜があり、断面形はす

り鉢状である。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　本区で検出された土坑のなかでは小型であ

る。土坑の機能は明確にできなかった。

４区31号土坑（第715図　PL.441）

位置　Ｘ＝57407 ～ 57408・Ｙ＝-75489 ～ -75490

重複　無し。　　平面形　不整円形　　　

長軸方位　Ｎ－26°－Ｗ

規模　長軸0.43ｍ　短軸0.38ｍ　深さ0.12ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。土坑は上層に明黄褐色

土粒・炭化物・灰を含む黒褐色土で埋まっており、底面

直上には灰白色灰が堆積していた。底面は緩やかに湾曲

しており、断面形は浅いボール状である。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片２点が出土し

た。いずれも小片のため図示できなかった。

調査所見　本区で検出された土坑のなかでは小型であ

る。灰白色灰の分析調査は実施しなかった。土坑の機能

は明確にできなかった。

４区32号土坑（第715図　PL.441・442）

位置　Ｘ＝57414 ～ 57415・Ｙ＝-75492

重複　４区４号竪穴建物に先行する。　　

平面形　南半分が４区４号竪穴建物に壊されているため

全形は不明であるが、楕円形と推定される。　　　

長軸方位　Ｎ－63°－Ｅ

規模　長軸0.53ｍ　短軸（0.34）ｍ　深さ0.21ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。土坑は灰白色灰・明黄

褐色土粒・ロームを含む黒褐色土で埋まっていた。底面

には傾斜があり、断面形はすり鉢状である。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。土坑は軽石を含む黒褐

色土や、暗褐色土と黒褐色土の混土で埋まっていた。底

面は凹凸が著しく、小穴も複数検出された。東側が深く

なっていた。断面形はやや深く筒状である。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片３点が出土し

た。いずれも小片のため図示できなかった。

調査所見　本区で検出された土坑のなかではやや小型の

中型である。土坑の機能は明確にできなかった。

５区58号土坑（第714図　PL.441）

位置　Ｘ＝57368 ～ 57369・Ｙ＝-75510 ～ -75511

重複　無し。　　　　平面形　楕円形　　　

長軸方位　Ｎ－５°－Ｗ

規模　長軸0.85ｍ　短軸0.70ｍ　深さ0.31ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。土坑は白色土粒を含む

黒褐色土で埋まっていた。底面は隅丸三角形で中央は平

坦である。断面形は箱形である。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片６点が出土し

た。いずれも小片のため図示できなかった。

調査所見　本区で検出された中型土坑のなかではやや小

型である。土坑の機能は明確にできなかった。

５区60号土坑（第714図　PL.441）

位置　Ｘ＝57374 ～ 57375・Ｙ＝-75518 ～ -75519

重複　５区61号土坑に先行する。　　　平面形　楕円形　　　

長軸方位　Ｎ－54°－Ｅ

規模　長軸0.92ｍ　短軸0.70ｍ　深さ0.10ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。土坑は黄色土粒を含む

黒褐色土で埋まっていた。底面は平坦である。断面形は

箱形である。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片12点が出土し

た。いずれも小片のため図示できなかた。

調査所見　本区で検出された中型土坑のなかではやや小

型である。土坑の機能は明確にできなかった。

④小型円形の土坑

４区29号土坑（第715図　PL.441）
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遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　本区で検出された土坑のなかでは小型であ

る。柱穴の可能性もあるが、断定できなかった。

５区50号土坑（第715図　PL.442）

位置　Ｘ＝57385 ～ 57386・Ｙ＝-75505 ～ -75506

重複　無し。　　平面形　楕円形　　　

長軸方位　Ｎ－25°－Ｅ

規模　長軸0.44ｍ　短軸0.41ｍ　深さ0.09ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。土坑は黄色土粒を含む

黒褐色土で埋まっていた。やや南半部が深くなっていた。

底面は平坦で、断面形は箱形である。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　本区で検出された土坑のなかでは小型であ

る。土坑の機能は明確にできなかった。

５区51号土坑（第715図　PL.442）

位置　Ｘ＝57387 ～ 57388・Ｙ＝-75504 ～ -75505

重複　無し。　　平面形　楕円形　　　　

長軸方位　Ｎ－16°－Ｅ

規模　長軸0.63ｍ　短軸0.60ｍ　深さ0.17ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。土坑は褐色土粒を含む

黒褐色土で埋まっていた。北半部が円形に深く掘り込ま

れていた。底面は平坦で、断面形は箱形である。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　本区で検出された土坑のなかでは小型であ

る。土坑の機能は明確にできなかった。

５区53号土坑（第715図　PL.442）

位置　Ｘ＝57376 ～ 57377・Ｙ＝-75504 ～ -75505

重複　無し。　　平面形　ほぼ円形　　　

長軸方位　Ｎ－61°－Ｗ

規模　長軸0.60ｍ　短軸0.53ｍ　深さ0.30ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。土坑はローム粒を含む

黒褐色土で埋まっていた。東部の底面がやや深く掘り込

まれており、断面形は三角形である。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　本区で検出された土坑のなかでは小型であ

る。土坑の機能は明確にできなかった。

４区30号土坑（第715図　PL.442）

位置　Ｘ＝57417 ～ 57418・Ｙ＝-75490 ～ -75491

重複　無し。　　平面形　円形　　　

長軸方位　Ｎ－72°－Ｗ

規模　長軸0.44ｍ　短軸0.41ｍ　深さ0.09ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。土坑は上層に明黄褐色

土粒・炭化物・灰を含む黒褐色土で埋まっており、底面

直上には灰白色灰が堆積していた。底面は緩やかに湾曲

しており、断面形は浅いボール状である。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　本区で検出された土坑のなかでは小型であ

る。土坑の機能は明確にできなかった。

５区47号土坑（第715図　PL.442）

位置　Ｘ＝57389 ～ 57390・Ｙ＝-75516 ～ -75517

重複　５区４号竪穴建物に後出する。　　

平面形　楕円形　　長軸方位　Ｎ－67°－Ｗ

規模　長軸0.74ｍ　短軸0.45ｍ　深さ0.18ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。土坑の上層は黄色土粒

を含む黒褐色土で、下層は暗褐色土塊を含む黒褐色土で

埋まっていた。断面形は浅いボール状である。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　本区で検出された土坑のなかでは小型であ

る。土坑の機能は明確にできなかった。

５区49号土坑（第715図　PL.442）

位置　Ｘ＝57383 ～ 57384・Ｙ＝-75505 ～ -75506

重複　無し。　　平面形　楕円形　　　

長軸方位　Ｎ－27°－Ｅ

規模　長軸0.60ｍ　短軸0.43ｍ　深さ0.33ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。土坑は黄色土粒を含む

黒褐色土で埋まっていた。南西部が深く掘り込まれてい

た。底面は平坦で、断面形は下半が浅い筒状で上端部は

大きく開く形状である。
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４区29号土坑A-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）小・中粒の軽石を少量含み、ややしまり・やや粘性あり。

４区31号土坑A-A′
１　黒褐色土（7.5YR3/1）明黄褐色土粒・炭化物・灰を微量含み、しまりなし。
２　灰白色土灰（５YR8/2）黒褐色土を含み、しまりなし。

４区32号土坑A-A′
１　黒褐色土（7.5YR3/1）灰白色灰・明黄褐色土粒・ロームを微量含み、しまりなし。
２　黒褐色土（10YR3/2）灰白色灰・明黄褐色土粒・白色軽石を微量含み、しまりなし。

４区30号土v坑A-A′
１　黒褐色土（7.5YR3/1）明黄褐色土粒・炭化物・灰を微量含み、しまりなし。
２　灰白色土灰（５YR8/2）黒褐色土を含み、しまりなし。

５区47号土坑A-A′
１　黒褐色土（10YR3/1）径１～３㎜程度の黄色土粒を３％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/2）径8～ 10㎜程度の暗褐色ブロックを７％含む。やや軟らかく、やや粘性あり。

５区49号土坑A-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）径２～３㎜程度の黄色土粒を３％含み、しまり・やや粘性あり。

５区50号土坑A-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）径２～３㎜程度の黄色土粒を３％含み、しまり・やや粘性あり。

５区51号土坑A-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）径１㎜程度の褐色土粒を３％含み、しまり・やや粘性あり。
２　暗褐色土　径１㎜程度の白色土粒を３％含み、しまりあり。

５区53号土坑A-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）径１～３㎜程度のローム粒を５％含み、しまり・やや粘性あり。

５区59号土坑A-A′
１　黒褐色（10YR2/2）径５～ 10㎜程度のロームブロックを２％・ 径１～２㎜程度の褐色土粒を２％含み、しまり・やや粘性あり。
２　暗褐色土（10YR3/3）径１～５㎜程度の褐色土粒を３％含み、しまり・やや粘性あり。

６区６号土坑A-A′
１　暗褐色土　暗褐色土と黒褐色土の混土。

６区７号土坑A-A′
１　暗褐色土　暗褐色土主体で、ローム粒・炭化物粒・黄白色土粒を少量含み、しまり比較的強い。



た。いずれも小片のため図示できなかった。

調査所見　本区で検出された土坑のなかでは小型であ

る。深く筒状の断面からは柱穴の可能性もあるが、土坑

の機能は明確にできなかった。

（６）ピット

４区１号ピット（第716図　PL.443）

位置　Ｘ＝57411 ～ 57412・Ｙ＝-75503

重複　無し　　　　平面形　楕円形　

長軸方位　Ｎ－70°－Ｅ

規模　長軸0.27ｍ　短軸0.24ｍ　深さ0.27ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。上層は明黄褐色土粒を

含む黒褐色土、下層はロームを含む黒褐色土で埋まって

いた。柱痕跡は認められなかった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

４区２号ピット（第716図　PL.443）

位置　Ｘ＝57411・Ｙ＝-75502

重複　無し　　　　平面形　南西部が調査区域外となっ

たため全形は不明であるが、楕円形と推定される。

長軸方位　Ｎ－40°－Ｗ

規模　長軸0.26ｍ　短軸（0.16）ｍ　深さ0.17ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。上層は明黄褐色土粒を

含む黒褐色土、下層はロームを含む黒褐色土で埋まって

いた。柱痕跡は認められなかった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

４区４号ピット（第716図　PL.443）

位置　Ｘ＝57412 ～ 57413・Ｙ＝-75497 ～ -75498

重複　無し　　　　平面形　楕円形　

長軸方位　Ｎ－8°－Ｅ

規模　長軸0.31ｍ　短軸0.24ｍ　深さ0.18ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。少量の軽石を含む黒褐

色土で埋まっていた。柱痕跡は認められなかった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　本区で検出された土坑のなかでは小型であ

る。土坑の機能は明確にできなかった。

５区59号土坑（第715図　PL.442）

位置　Ｘ＝57382 ～ 57383・Ｙ＝-75519 ～ -75520

重複　無し。　　平面形　楕円形　　　

長軸方位　Ｎ－55°－Ｅ

規模　長軸0.56ｍ　短軸0.37ｍ　深さ0.19ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。上層はローム塊・褐色

土粒を含む黒褐色土で、下層は褐色土粒を含む暗褐色土

で埋まっていた。底面の中央部は平坦であるが、断面形

はボール状である。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　本区で検出された土坑のなかでは小型であ

る。土坑の機能は明確にできなかった。

６区６号土坑（第715図　PL.443）

位置　Ｘ＝57400 ～ 57401・Ｙ＝-75508

重複　無し。　　平面形　ほぼ円形　　　

長軸方位　Ｎ－47°－Ｅ

規模　長軸0.63ｍ　短軸0.60ｍ　深さ0.17ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。土坑は暗褐色土と黒褐

色土の混土で埋まっていた。底面は凹凸が著しく、中央

部には小穴が確認された。断面形はボール状である。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　本区で検出された土坑のなかでは小型であ

る。土坑の機能は明確にできなかった。

６区７号土坑（第715図　PL.443）

位置　Ｘ＝57401 ～ 57402・Ｙ＝-75501 ～ -75502

重複　無し。　　平面形　楕円形　　　

長軸方位　Ｎ－87°－Ｅ

規模　長軸0.55ｍ　短軸0.49ｍ　深さ0.57ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。土坑はローム粒・炭化

物粒・黄白色土粒を含む暗褐色土で埋まっていた。底面

の中央部は平坦である。断面形は筒状である。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片３点が出土し

第4章　調査された遺構と遺物

906



検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。明黄褐色土粒を含む黒

褐色土で埋まっていた。柱痕跡は認められなかった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

４区９号ピット（第716図）

位置　Ｘ＝57417 ～ 57418・Ｙ＝-75496

重複　４区２号竪穴建物に先行する。

平面形　楕円形　長軸方位　Ｎ－13°－Ｗ

規模　長軸0.41ｍ　短軸（0.22）ｍ　深さ0.27ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。東半部が４区２号竪穴

建物に壊されているため全形は不明であるが、楕円形と

推定される。明黄褐色土粒を含む黒褐色土で埋まってい

た。柱痕跡は認められなかった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

４区10号ピット（第716図）

位置　Ｘ＝57416・Ｙ＝-75494

重複　無し　　　平面形　楕円形　

長軸方位　Ｎ－64°－Ｅ

規模　長軸0.33ｍ　短軸0.30ｍ　深さ0.35ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。上層は焼土・炭化物を

含む黒褐色土、下層は明黄褐色土粒を含む黒褐色土で埋

まっていた。柱痕跡は認められなかった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

４区11号ピット（第716図）

位置　Ｘ＝57408 ～ 57409・Ｙ＝-75493

重複　無し　　　平面形　円形　

長軸方位　Ｎ－７°－Ｗ

規模　長軸0.26ｍ　短軸0.25ｍ　深さ0.20ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。上層は明黄褐色土粒・

炭化物を含む黒褐色土、下層は明黄褐色土粒・白色軽石

を含む暗褐色土で埋まっていた。柱痕跡は認められな

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

４区５号ピット（第716図　PL.443）

位置　Ｘ＝57413 ～ 57414・Ｙ＝-75500

重複　無し　平面形　楕円形　

長軸方位　Ｎ－16°－Ｗ

規模　長軸0.23ｍ　短軸0.21ｍ　深さ0.35ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。明黄褐色土粒を含む黒

褐色土で埋まっていた。柱痕跡は認められなかった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

４区６号ピット（第716図　PL.443）

位置　Ｘ＝57413・Ｙ＝-75503

重複　無し　　　平面形　楕円形　

長軸方位　Ｎ－６°－Ｗ

規模　長軸0.26ｍ　短軸0.25ｍ　深さ0.38ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。明黄褐色土粒を含む黒

褐色土で埋まっていた。柱痕跡が認められた。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

４区７号ピット（第716図）

位置　Ｘ＝57412・Ｙ＝-75500

重複　無し　　　平面形　楕円形　

長軸方位　Ｎ－０°－Ｅ

規模　長軸0.23ｍ　短軸0.18ｍ　深さ0.21ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。明黄褐色土粒を含む黒

褐色土で埋まっていた。柱痕跡が認められた。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

４区８号ピット（第716図）

位置　Ｘ＝57416・Ｙ＝-75497 ～ -75498

重複　無し　　　平面形　楕円形　

長軸方位　Ｎ－32°－Ｗ

規模　長軸0.28ｍ　短軸0.20ｍ　深さ0.19ｍ

第７節　黒色土中の遺構と遺物

907



Ａ Ａ′

412
-
504

L=218.30mＡ Ａ′
1

2

Ａ Ａ′

411
-503

L=218.30mＡ Ａ′

1

2

Ａ Ａ′

413
-
499

L=218.30mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

414
-
501

L=218.30mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

414
-
504

L=218.40mＡ Ａ′

12

Ａ Ａ′

412
-
501

L=218.10mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

416
- 498

L=218.10mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

2号竪穴建物

418
-
497

L=218.30mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

417
-495

L=218.20mＡ Ａ′

1

2

Ａ Ａ′

40
9

-
49
3

L=217.80mＡ Ａ′

1 2

Ａ Ａ′

4号竪穴建物

410 -49
1

L=217.70mＡ Ａ′
1

2

４区１号ピット ４区2号ピット

４区3号ピット

４区５号ピット ４区６号ピット

４区7号ピット

４区8号ピット ４区9号ピット ４区10号ピット ４区12号ピット４区11号ピット

０ １ｍ１: 40

規模　長軸0.25ｍ　短軸（0.14）ｍ　深さ0.20ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。北半部が４区４号竪穴

建物に壊されているため全形は不明であるが、楕円形と

推定される。上層は炭化物を含む黒褐色土、下層はロー

ムを含む灰黄褐色土で埋まっていた。柱痕跡は認められ

なかった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

かった。

遺物と出土状況　土師器破片２点が出土した。いずれも

小片のため図示できなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

４区12号ピット（第716図）

位置　Ｘ＝57409 ～ 57410・Ｙ＝-75491

重複　４区４号竪穴建物に先行する。

平面形　楕円形　長軸方位　Ｎ－67°－Ｅ

第716図　４区ピット平断面図
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４区１号ピットA-A′
１　黒褐色土（10YR3/1）明黄褐色土粒を微量含み、しまり弱い。
２　黒褐色土（10YR3/2）ロームを微量含み、しまりなし。

４区２号ピットA-A′
１　黒褐色土（10YR3/1）明黄褐色土粒を微量含み、しまり弱い。
２　暗褐色土（10YR3/3）ロームを微量含み、しまりなし。

４区４号ピットA-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）小粒の軽石少量含み、しまりあり、やや粘質。

４区５号ピットA-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒を微量含み、しまりなし。

４区６号ピットA-A′
１　黒褐色土（10YR3/1）明黄褐色土粒を微量含み、しまりなし。
２　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒を微量含み、しまり弱い。

４区７号ピットA-A′
１　黒褐色土（7.5YR3/1）明黄褐色土粒を微量含み、しまりなし。

４区8号ピットA-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒を微量含み、しまり弱い。

４区９号ピットA-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）明黄褐色土粒を少量含む。白色軽石・炭化物を

微量含み、しまり弱い。
４区10号ピットA-A′

１　黒褐色土（10YR3/2）焼土・炭化物を微量含み、しまりなし。
２　黒褐色土（10YR3/1）明黄褐色土粒を微量含み、しまりなし。

４区11号ピットA-A′
１　黒褐色土（10YR3/1）明黄褐色土粒・炭化物を微量含み、しまりなし。
２　暗褐色土（10YR3/3）明黄褐色土粒・白色軽石を微量含み、しまり弱

い。
４区12号ピットA-A′

１　黒褐色土（10YR3/1）炭化物を微量含み、しまり弱い。
２　灰黄褐色土（10YR4/2）ロームを微量含み、しまりなし。



６区23号ピット（第717図　PL.443）

位置　Ｘ＝57405 ～ 57406・Ｙ＝-75500 ～ -75501

重複　無し　　　平面形　円形　

長軸方位　Ｎ－8°－Ｗ

規模　長軸0.26ｍ　短軸0.25ｍ　深さ0.09ｍ

検出・埋没状況　６区３号竪穴建物の掘方面で本遺構の

輪郭を検出した。黄白色土粒を含む暗褐色土で埋まって

いた。柱痕跡は認められなかった。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片２点が出土し

た。いずれも小片のため、図示できなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

６区24号ピット（第717図　PL.443・444）

位置　Ｘ＝57399 ～ 57400・Ｙ＝-75507 ～ -75508

重複　無し　　　平面形　楕円形　

長軸方位　Ｎ－47°－Ｅ

規模　長軸0.53ｍ　短軸0.47ｍ　深さ0.21ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。黄白色土粒を含む黒褐

色土で埋まっていた。柱痕跡は認められなかった。

遺物と出土状況　埋土中から土師器２点が出土した。小

片のため、図示できなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

６区25号ピット（第717図　PL.444）

位置　Ｘ＝57398 ～ 57399・Ｙ＝-75506 ～ -75507

重複　無し　　　平面形　楕円形　

長軸方位　Ｎ－11°－Ｗ

規模　長軸0.37ｍ　短軸0.33ｍ　深さ0.17ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。黄白色土粒を含む黒褐

色土で埋まっていた。柱痕跡は認められなかった。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片１点が出土し

た。小片のため、図示できなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

６区26号ピット（第717図　PL.444）

位置　Ｘ＝57400 ～ 57401・Ｙ＝-75503 ～ -75504

重複　無し　　　平面形　楕円形　

長軸方位　Ｎ－75°－Ｅ

規模　長軸0.38ｍ　短軸0.33ｍ　深さ0.25ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。黄白色土粒と褐色土小

塊を含む暗褐色土で埋まっていた。柱痕跡は認められな

かった。

遺物と出土状況　埋土中から師器破片２点が出土した。

いずれも小片のため、図示できなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

６区27号ピット（第717図　PL.444）

位置　Ｘ＝57404 ～ 57405・Ｙ＝-75508 ～ -75509

重複　無し　　　平面形　円形　

長軸方位　Ｎ－33°－Ｗ

規模　長軸0.47ｍ　短軸0.42ｍ　深さ0.33ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。ローム塊・黒褐色土小

塊・炭化物粒を含む暗褐色土で埋まっていた。柱痕跡は

認められなかった。

遺物と出土状況　埋土中から師器破片３点が出土した。

いずれも小片のため、図示できなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

６区28号ピット（第717図　PL.444）

位置　Ｘ＝57407・Ｙ＝-75510 ～ -75511

重複　無し　　　平面形　円形　

長軸方位　Ｎ－29°－Ｅ

規模　長軸0.39ｍ　短軸0.38ｍ　深さ0.17ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した黒褐色土塊と暗褐色土塊

の混土で埋まっていた。柱痕跡は認められなかった。

遺物と出土状況　埋土中から師器破片１点が出土した。

小片のため、図示できなかった。。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

６区29号ピット（第717図　PL.444）

位置　Ｘ＝57406 ～ 57407・Ｙ＝-75503 ～ -75504

重複　無し　　　平面形　円形　

長軸方位　Ｎ－71°－Ｅ

規模　長軸0.47ｍ　短軸0.38ｍ　深さ0.32ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと
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ころ、本遺構の輪郭を検出した。上層はローム細粒を多

量に含む黒褐色土で、下層はローム粒を多量に含む暗褐

色土で埋まっていた。柱痕跡は認められなかった。

遺物と出土状況　埋土中から師器破片１点が出土した。

小片のため、図示できなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

６区30号ピット（第717図　PL.444）

位置　Ｘ＝57405 ～ 57406・Ｙ＝-75507 ～ -75508

重複　無し　　　平面形　円形　

長軸方位　Ｎ－39°－Ｗ

規模　長軸0.38ｍ　短軸0.37ｍ　深さ0.30ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。黄白色土粒を含む暗褐

色土で埋まっていた。柱痕跡は認められなかった。

遺物と出土状況　埋土中から師器破片２点が出土した。

いずれも小片のため、図示できなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

６区31号ピット（第717図　PL.444）

位置　Ｘ＝57406 ～ 57407・Ｙ＝-75504 ～ -75505

重複　無し　　　平面形　楕円形　

長軸方位　Ｎ－６°－Ｗ

規模　長軸0.57ｍ　短軸0.49ｍ　深さ0.65ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。黄白色土粒を含む黒褐

色土で埋まっていた。底面に柱痕跡が認められた。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　建物の柱穴の可能性がある。

６区32号ピット（第717図　PL.444・445）

位置　Ｘ＝57413 ～ 57414・Ｙ＝-75507 ～ -75508

重複　無し　　　平面形　円形　

長軸方位　Ｎ－42°－Ｅ

規模　長軸0.24ｍ　短軸0.23ｍ　深さ0.12ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。黒褐色土で埋まってい

た。柱痕跡は認められなかった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

６区33号ピット（第717図　PL.445）

位置　Ｘ＝57406 ～ 57407・Ｙ＝-75511 ～ -75512

重複　無し　　　平面形　円形　

長軸方位　Ｎ－41°－Ｅ

規模　長軸0.43ｍ　短軸0.42ｍ　深さ0.53ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。ローム粒を含む暗褐色

土で埋まっていた。柱痕跡は認められなかった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

６区35号ピット（第717図　PL.445）

位置　Ｘ＝57407・Ｙ＝-75502 ～ -75503

重複　無し　　　平面形　楕円形　

長軸方位　Ｎ－90°－Ｅ

規模　長軸0.48ｍ　短軸0.45ｍ　深さ0.33ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。上層は黄褐色土粒を含

む暗褐色土、下層は黒褐色土で埋まっていた。柱痕跡は

認められなかった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

６区36号ピット（第717図　PL.445）

位置　Ｘ＝57411・Ｙ＝-75502 ～ -75504

重複　無し　　　平面形　楕円形　

長軸方位　Ｎ－45°－Ｅ

規模　長軸（0.32）ｍ　短軸0.35ｍ　深さ0.19ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。北東部は調査区域外と

なり全形は不明である。茶褐色土粒を含む黒褐色土で埋

まっていた。柱痕跡は認められなかった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

６区37号ピット（第717図　PL.445）

位置　Ｘ＝57404 ～ 57405・Ｙ＝-75504 ～ -75505

重複　無し　　　平面形　楕円形　

長軸方位　Ｎ－12°－Ｅ

規模　長軸0.37ｍ　短軸0.33ｍ　深さ0.33ｍ
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６区23号ピットA-A′
１　暗褐色土　黄白色土粒を均一に含む暗褐色土。

６区24号ピットA-A′
１　暗褐色土　黄白色土粒を均一に含む暗褐色土、Hr-FA小ブロックを

上層にわずかに含む。
６区25号ピットA-A′

１　黒褐色土　黄白色土粒をわずかに含む黒褐色土、しまり強い。

６区26号ピットA-A′
１　暗褐色土　黄白色土粒を含む暗褐色土主体、褐色土小ブロックを含

み、しまり強い。
６区27号ピットA-A′

１　暗褐色土　暗褐色土主体、ローム細粒と大粒を均一に多く、黒褐色
土小ブロックと炭化物粒を微量に含む。

６区28号ピットA-A′
１　暗褐色土　黒褐色土ブロックと暗褐色土ブロックの混土、黄白色土

粒を含まない。
６区29号ピットA-A′

１　黒褐色土　ローム細粒を多量に含み、ローム大粒を微量に含む。
２　暗褐色土　暗褐色土主体。ローム粒を多量に含み、しまり弱い。

６区30号ピットA-A′
１　暗褐色土　黄白色土粒を均一に含む。暗褐色土、しまり強い。

６区31号ピットA-A′
１　黒褐色土　黄白色土粒を均一に含み、しまり強い。

６区32号ピットA-A′
１　黒褐色土　黄褐色土粒を含まない。均質で軟らかい。

６区33号ピットA-A′
１　暗褐色土　ローム粒を均一に含み、比較的軟らかい。
３　暗褐色土　Ⅶ層土の崩落土。

６区35号ピットA-A′
１　暗褐色土　黄褐色土粒を少量含み、しまり弱い。
２　黒褐色土　粒子等を含まない軟らかな層、下部に褐色土ブロックを

わずかに含む。

６区36号ピットA-A′
１　黒褐色土　茶褐色土粒をわずかに含み、均質。

６区37号ピットA-A′
１　暗褐色土　黄褐色土粒を少量含み、硬くしまる。

６区38号ピットA-A′
１　暗褐色土　黄褐色土粒と焼土粒を微量に含み、しまりなし。



検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。黄褐色土粒を少量含む

暗褐色土で埋まっていた。柱痕跡は認められなかった。

遺物と出土状況　埋土中から師器破片３点が出土した。

いずれも小片のため、図示できなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

６区38号ピット（第717図　PL.445）

位置　Ｘ＝57394 ～ 57395・Ｙ＝-75495 ～ -75496

重複　６区２号竪穴建物に先行する。　

平面形　楕円形　　　長軸方位　Ｎ－56°－Ｅ

規模　長軸（0.17）ｍ　短軸0.17ｍ　深さ0.31ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。南西部は６区２号竪穴

建物に壊されているため全形は不明である。黄褐色土粒・

焼土粒を含む暗褐色土で埋まっていた。柱痕跡は認めら

れなかった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

５区４号ピット（第718図　PL.445）

位置　Ｘ＝57388 ～ 57389・Ｙ＝-75514 ～ -75515

重複　無し。　　　平面形　円形　

長軸方位　Ｎ－60°－Ｅ

規模　長軸0.34ｍ　短軸0.28ｍ　深さ0.31ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。白色土粒・暗褐色土を

含む黒褐色土で埋まっていた。柱痕跡は認められなかっ

た。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

５区５号ピット（第718図　PL.445）

位置　Ｘ＝57392 ～ 57393・Ｙ＝-75508 ～ -75509

重複　無し　　　平面形　楕円形　

長軸方位　Ｎ－44°－Ｗ

規模　長軸0.28ｍ　短軸0.25ｍ　深さ0.42ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。上層は黒褐色土、下層

はローム塊を含む黄褐色土で埋まっていた。柱痕跡は認

められなかった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

５区６号ピット（第718図　PL.445・446）

位置　Ｘ＝57391 ～ 57392・Ｙ＝-75508 ～ -75509

重複　無し　　　平面形　楕円形　

長軸方位　Ｎ－15°－Ｗ

規模　長軸0.27ｍ　短軸0.25ｍ　深さ0.19ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。上層は褐色土粒を含む

黒褐色土、下層はローム塊を含む暗褐色土で埋まってい

た。柱痕跡は認められなかった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

５区７号ピット（第718図　PL.446）

位置　Ｘ＝57392 ～ 57393・Ｙ＝-75509 ～ -75510

重複　無し　　　平面形　楕円形　

長軸方位　Ｎ－76°－Ｅ

規模　長軸0.25ｍ　短軸0.22ｍ　深さ0.30ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。上層は褐色土粒を含む

黒褐色土、下層はローム塊を含む暗褐色土で埋まってい

た。柱痕跡は認められなかった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

５区８号ピット（第718図　PL.446）

位置　Ｘ＝57391 ～ 57392・Ｙ＝-75510 ～ -75511

重複　無し　　　平面形　楕円形　

長軸方位　Ｎ－76°－Ｅ

規模　長軸0.27ｍ　短軸0.24ｍ　深さ0.33ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。上層は褐色土粒を含む

黒褐色土、下層はローム塊を含む暗褐色土で埋まってい

た。柱痕跡が認められた。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　建物の柱の可能性がある。

第4章　調査された遺構と遺物
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５区９号ピット（第718図　PL.446）

位置　Ｘ＝57390 ～ 57391・Ｙ＝-75510 ～ -75511

重複　無し　平面形　不整円形　

長軸方位　Ｎ－33°－Ｗ

規模　長軸0.37ｍ　短軸0.28ｍ　深さ0.33ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。上層は褐色土粒を含む

黒褐色土、下層はローム塊を含む暗褐色土で埋まってい

た。柱痕跡は認められなかった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

５区10号ピット（第718図　PL.446）

位置　Ｘ＝57391 ～ 57392・Ｙ＝-75510 ～ -75511

重複　無し　　　平面形　楕円形　

長軸方位　Ｎ－75°－Ｗ

規模　長軸0.31ｍ　短軸0.25ｍ　深さ0.18ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。褐色土粒を含む黒褐色

土で埋まっていた。柱痕跡は認められなかった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

５区11号ピット（第718図　PL.446）

位置　Ｘ＝57393 ～ 57394・Ｙ＝-75510 ～ -75511

重複　無し　　　平面形　楕円形　

長軸方位　Ｎ－72°－Ｅ

規模　長軸0.39ｍ　短軸0.30ｍ　深さ0.56ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。上層は褐色土粒を含む

黒褐色土、下層はローム塊を含む暗褐色土で埋まってい

た。柱痕跡が認められた。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　建物の柱の可能性がある。

５区12号ピット（第718図　PL.446）

位置　Ｘ＝57386 ～ 57387・Ｙ＝-75518 ～ -75519

重複　無し　　　平面形　楕円形　

長軸方位　Ｎ－89°－Ｅ

規模　長軸0.30ｍ　短軸0.28ｍ　深さ0.41ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。上層は褐色土粒を含む

黒褐色土、下層はもろい黒褐色土で埋まっていた。柱痕

跡が認められた。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　建物の柱の可能性がある。

５区13号ピット（第718図　PL.446）

位置　Ｘ＝57387 ～ 57388・Ｙ＝-75520 ～ -75521

重複　無し　　　平面形　円形　

長軸方位　Ｎ－20°－Ｗ

規模　長軸0.27ｍ　短軸0.24ｍ　深さ0.35ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。上層は褐色土粒を含む

黒褐色土、下層はもろい黒褐色土で埋まっていた。柱痕

跡は認められなかった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

５区14号ピット（第718図　PL.447）

位置　Ｘ＝57385 ～ 57386・Ｙ＝-75519 ～ -75520

重複　無し　　　平面形　円形　

長軸方位　Ｎ－65°－Ｗ

規模　長軸0.28ｍ　短軸0.26ｍ　深さ0.30ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。暗褐色土を含む黒褐色

土で埋まっていた。柱痕跡は認められなかった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

５区15号ピット（第718図　PL.447）

位置　Ｘ＝57384 ～ 57385・Ｙ＝-75520 ～ -75521

重複　無し　　　平面形　楕円形　

長軸方位　Ｎ－87°－Ｅ

規模　長軸0.24ｍ　短軸0.21ｍ　深さ0.17ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。暗褐色土粒を含む黒褐

色土で埋まっていた。柱痕跡は認められなかった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。
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５区16号ピット（第718図　PL.447）

位置　Ｘ＝57384 ～ 57385・Ｙ＝-75521 ～ -75522

重複　無し　　　平面形　楕円形　

長軸方位　Ｎ－55°－Ｅ

規模　長軸0.27ｍ　短軸0.24ｍ　深さ0.38ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。上層は暗褐色土粒を含

む黒褐色土で、下層はローム粒を含む黒褐色土で埋まっ

ていた。底面に柱のあたり痕跡のような小孔が認められ

たが、土層断面には柱痕跡は認められなかった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

５区17号ピット（第718図　PL.447）

位置　Ｘ＝57383 ～ 57384・Ｙ＝-75520 ～ -75521

重複　無し　平面形　隅丸方形　

長軸方位　Ｎ－15°－Ｅ

規模　長軸0.19ｍ　短軸0.18ｍ　深さ0.14ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。もろい黒褐色土で埋まっ

ていた。柱痕跡は認められなかった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

５区18号ピット（第719図　PL.447）

位置　Ｘ＝57381 ～ 57382・Ｙ＝-75519 ～ -75520

重複　無し　平面形　円形　長軸方位　Ｎ－31°－Ｅ

規模　長軸0.22ｍ　短軸0.20ｍ　深さ0.14ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。褐色土粒・暗褐色土を

含む黒褐色土で埋まっていた。柱痕跡は認められなかっ

た。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

５区19号ピット（第719図　PL.447）

位置　Ｘ＝57381 ～ 57382・Ｙ＝-75520 ～ -75521

重複　無し　　　平面形　楕円形　

長軸方位　Ｎ－75°－Ｅ

規模　長軸0.28ｍ　短軸0.23ｍ　深さ0.13ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。褐色土粒・暗褐色土を

含む黒褐色土で埋まっていた。柱痕跡は認められなかっ

た。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

５区20号ピット（第719図　PL.447）

位置　Ｘ＝57379 ～ 57380・Ｙ＝-75519 ～ -75520

重複　無し　　　平面形　円形　

長軸方位　Ｎ－25°－Ｗ

規模　長軸0.23ｍ　短軸0.22ｍ　深さ0.15ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。黄褐色土粒を含む黒褐

色土で埋まっていた。西側の底面が深く掘られていた。

柱痕跡は認められなかった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

５区21号ピット（第719図　PL.447・448）

位置　Ｘ＝57379 ～ 57380・Ｙ＝-75519 ～ -75520

重複　無し　　　平面形　楕円形　

長軸方位　Ｎ－39°－Ｗ

規模　長軸0.29ｍ　短軸0.22ｍ　深さ0.16ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。褐色土粒・暗褐色土を

含む黒褐色土で埋まっていた。柱痕跡は認められなかっ

た。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

５区22号ピット（第719図　PL.448）

位置　Ｘ＝57378 ～ 57379・Ｙ＝-75519 ～ -75520

重複　無し　　　平面形　円形　

長軸方位　Ｎ－49°－Ｗ

規模　長軸0.27ｍ　短軸0.26ｍ　深さ0.22ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。褐色土粒・暗褐色土を

含む黒褐色土で埋まっていた。柱痕跡は認められなかっ

た。

第4章　調査された遺構と遺物
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第718図　５区ピット平断面図（１）

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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５区４号ピットA-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）径２㎜程度の白色土粒を２％含む。やや軟らか

く、やや粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/2）暗褐色土を10％含む。１層より軟らかく、やや

粘性あり。

５区５号ピットA-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）径１㎜程度の褐色土粒を１％含み、しまり・や

や粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/2）ローム色土を７％含む。やや軟らかく、やや粘

性あり。
３　褐色土（10YR4/4）軟らかく、やや粘性あり。
４　黒褐色土（10YR3/1）径１～２㎜程度の黄褐色土粒を２％含み、しま

り・やや粘性あり。
５　黄褐色土（10YR5/6）ロームブロック・黒色土を10％含み、しまりあ

り。

５区６号～ 11号ピットA-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）径１㎜程度の褐色土粒を１％含み、しまり・や

や粘性あり。
２　暗褐色土（10YR3/3）径１㎜程度の白色土粒を１％・径７㎜程度の

ロームブロックを７％含み、ややしまり・やや粘性あり。

５区12号・13号ピットA-A′
１　黒褐色土（10YR3/1）径１㎜程度の褐色土粒を２％含む。暗褐色土を

10％含み、やや軟らかい。
２　黒褐色土（10YR3/1）もろい。

５区14号ピットA-A′
１　黒褐色土（10YR3/1）暗褐色土を15％含み、もろい。
５区15号ピットA-A′
１　黒褐色土（10YR3/1）径１㎜程度の褐色土粒を２％含む。暗褐色土を

10％含み、やや軟らかい。
２　暗褐色土（10YR3/3）径１～５㎜程度の褐色土粒を３％含み、しまり・

やや粘性あり。

５区16号ピットA-A′
１　黒褐色土（10YR3/1）径１㎜程度の褐色土粒を２％含む。暗褐色土を

10％含み、やや軟らかい。
２　黒褐色土（10YR3/1）ローム色土を20％含み、もろい。
５区17号ピットA-A′
１　黒褐色土（10YR3/1）もろい。



Ａ Ａ′

382
- 52
0

L=218.10m
Ａ Ａ′

1

Ａ Ａ′

381
- 520

L=218.10mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

380- 519

L=218.00mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

379

- 520

L=218.00mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

379- 520

L=218.00mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

378
-
518

L=218.00mＡ Ａ′

1

Ａ Ａ′

377- 518

L=218.00mＡ Ａ′

1
2 3

Ａ Ａ′

385- 506

L=217.50mＡ Ａ′

1

５区18号ピット ５区19号ピット ５区20号ピット ５区21号ピット ５区22号ピット

５区23号ピット

５区24号ピット ５区25号ピット

０ １ｍ１: 40

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

５区23号ピット（第719図　PL.448）

位置　Ｘ＝57377 ～ 57378・Ｙ＝-75516 ～ -75517

重複　無し　　　平面形　楕円形　

長軸方位　Ｎ－10°－Ｅ

規模　長軸0.45ｍ　短軸0.31ｍ　深さ0.23ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ本遺構の輪郭を検出した。褐色土粒・暗褐色土を含

む黒褐色土で埋まっていた。柱痕跡は認められなかった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

５区24号ピット（第719図　PL.448）

位置　Ｘ＝57376 ～ 57377・Ｙ＝-75517 ～ -75518

重複　無し　　　平面形　楕円形　

長軸方位　Ｎ－76°－Ｅ

規模　長軸0.48ｍ　短軸0.35ｍ　深さ0.45ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。褐色土粒・暗褐色土を

含む黒褐色土で埋まっていた。柱痕跡は認められなかっ

た。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

５区25号ピット（第719図　PL.448）

位置　Ｘ＝57384 ～ 57385・Ｙ＝-75505 ～ -75506

重複　無し　　　平面形　楕円形　

長軸方位　Ｎ－67°－Ｅ

規模　長軸0.30ｍ　短軸0.28ｍ　深さ0.13ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本遺構の輪郭を検出した。褐色土粒を含む黒褐色

土で埋まっていた。底面は凹凸が著しかった。柱痕跡は

認められなかった。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　ピットの性格は明確にできなかった。

第719図　５区ピット平断面図（２）

第4章　調査された遺構と遺物
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５区18号～ 23号ピットA-A′
１　黒褐色土（10YR3/1）径１㎜程度の褐色土粒を２％含む。暗褐色土を

10％含み、やや軟らかい。

５区24号ピットA-A′
１　黒褐色土（10YR3/1）径２～３㎜程度の黄褐色土粒を７％含み、し

まり・やや粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/2）径１㎜程度の黄褐色土粒を１％含む。褐色土

を30％含み、軟らかい。
３　褐色土（10YR4/4）径１㎜程度の黄褐色土粒を１％含み、軟らかい。
５区25号ピットA-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）径１㎜程度の褐色土粒を２％含み、しまり・

やや粘性あり。
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（７）溝

５区３号溝（第720図　PL.448）

位置　Ｘ＝57376 ～ 57378・Ｙ＝-75509 ～ -75516

重複　無し。　　平面形　ほぼ直線

長軸方位　Ｎ－81°－Ｅ

規模　調査長6.89ｍ　幅0.15 ～ 0.28ｍ　深さ0.07ｍ

検出・埋没状況　S1直下面の記録をした後、S1下位の黒

褐色土を掘り下げたところ、その中位で本溝を検出した。

溝埋土の上層は褐色土粒と暗褐色土粒を含む黒褐色土、

下層は褐色土粒を含む暗褐色土である。底面は凹凸が著

しく、途切れる部分もあった。西端が東端より0.15ｍ高

いが、流水を想定させる埋土ではなかった。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片1点が出土し

た。小片のため実測・図示できなかった。

調査所見　S1降下時にはすでに埋まっていた遺構であ

る。溝の機能は集落内を区切る区画溝の痕跡の可能性が

ある。

第720図　５区３号溝平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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５区３号溝A-A′
１　黒褐色土（10YR3/1）径１㎜程度の褐色土粒を２％含む。暗褐色土を

10％含み、やや軟らかい。
２　暗褐色土（10YR3/3）径１～５㎜程度の褐色土粒土を３％含み、しま

り・やや粘性あり。
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４区１号屋外炉 ４区２号屋外炉

４区２号屋外炉出土遺物

（8）屋外炉

４区１号屋外炉（第721図　PL.449）

位置　Ｘ＝57409 ～ 57410・Ｙ＝-75493

重複　無し。

平面形　不整楕円形

長軸方位　Ｎ－57°－Ｅ

規模　長軸0.46ｍ　短軸0.38ｍ　深さ0.06ｍ

検出・埋没状況　S1直下面の遺構精査後、S1下位の黒色

土を徐々に掘り下げたところ、本屋外炉を検出した。４

区４号竪穴建物の西側に形成されていた。浅いボール状

に掘り込まれた凹地内に厚さ0.06ｍの焼土が全体に広が

り、炭化材が１点出土した。炭化材の樹種同定を実施し

たところ、クリと同定された。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　S1の下位黒色土中で検出された。周囲の竪穴

建物群に伴う集落内の炉痕跡と推定される。

４区２号屋外炉（第721図　PL.449・562）

位置　Ｘ＝57424 ～ 57425・Ｙ＝-75481 ～ -75482

重複　無し。

平面形　不整楕円形　　長軸方位　Ｎ－57°－Ｗ

規模　長軸1.56ｍ　短軸1.12ｍ　深さ0.06ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本屋外炉を検出した。４区北端に位置する。南西

に隣接して２号焼土が検出された。浅いボール状に掘り

込まれた凹地内に厚さ0.06ｍの焼土が斑に広がり、角礫

や土師器破片、炭化材が出土した。

遺物と出土状況　埋土中から土師器杯（第721図１・２）

が出土した。そのほか、土師器破片52点、須恵器破片１

点が出土した。

調査所見　S1の下位黒色土中で検出された。周囲の竪穴

建物群に伴う集落内の炉痕跡と推定される。

４区３号屋外炉（第722 ～ 724図　PL.449・450・563）

位置　Ｘ＝57416 ～ 57421・Ｙ＝-75487 ～ -75493

重複　無し。

平面形　不整楕円形　　長軸方位　Ｎ－79°－Ｅ

規模　長軸0.54ｍ　短軸0.46ｍ　深さ0.08ｍ

検出・埋没状況　S1下位の黒色土を徐々に掘り下げたと

ころ、本屋外炉を検出した。４区北部２号竪穴建物の東

側に位置する。北東側には１号炭化物集中が検出された。

炉は浅いボール状に掘り込まれた凹地内に、長軸0.62ｍ、

短軸0.44ｍ、厚さ0.12ｍの焼土が形成されていた。また、

灰の植物珪酸体の分析調査を実施したところ、イネ・ネ

ザサ節型・チマキザサ節型・ミヤコザサ節型・ヨシ属・

キビ族・ウシクサ族・棒状型・ポイント型等が検出された。

第721図　４区１号・２号屋外炉平断面図・出土遺物図

第4章　調査された遺構と遺物
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４区１号屋外炉A-A′
１　黒褐色土（10YR3/1）焼土を微量含み、しまり弱い。
２　黒褐色土（10YR3/2）焼土を多量に含む。炭化物を少量含み、しまり

なし。
３　浅黄橙色焼土（10YR8/6）炭化物を多量に含み、しまりなし。

４区２号屋外炉A-A'
１　焼土
２　暗褐色土（10YR3/3）白色軽石・焼土粒を含む。１

２
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遺物と出土状況　炉の周囲には５ｍ四方にわたって土器

破片が散在し、炉の西側には土師器大型甕（第723図２・

３）、東側には大型甕（４）の破片がまとまって出土した。

また土師器坩（第723図１）も炉の西側から出土した。ま

た図示した砥石（第724図５）も炉周辺の黒色土中から出

土した。そのほか、周辺および埋土中から土師器441点

が出土した。

調査所見　S1の下位黒色土中で検出された。周囲の竪穴

建物群に伴う集落内の炉痕跡と推定される。本屋外炉周

辺で出土した３個体の甕形土器は完形には復元できな

かったが、通常の竪穴建物から出土する甕よりかなり大

型の甕であることが復元実測の結果判明した。この４区

３号屋外炉周辺の空間が集落内で特別な機能をもってい

たことも想定される。

第722図　４区３号屋外炉平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物

919

４区３号屋外炉A-A′
１　灰黄褐色土（10YR4/2）焼土・炭化物を微量含み、しまり弱い。
２　橙色焼土（５YR6/8）炭化物・黄橙色土を微量含み、しまり弱い。



０ 10㎝１:３

０ 10㎝１:４

第723図　４区３号屋外炉出土遺物図（１）

第4章　調査された遺構と遺物
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０ 4㎝１:２

第724図　４区３号屋外炉出土遺物図（２）

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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５区25号遺構（第725・726図　PL.451・562）

位置　Ｘ＝57365 ～ 57367・Ｙ＝-75515 ～ -75518

重複　５区囲い状遺構南辺網代垣に先行する。

平面形　不明　　長軸方位　不明

規模　長軸2.50ｍ　短軸2.00ｍ　

検出・埋没状況　S1直下の遺構の精査を終了して、S1下

位の黒色土を徐々に掘り下げ始めたところ、本屋外炉を

検出した。５区16号竪穴建物の北側に位置する。S1直下

面に土器の上端部と礫が一部見えていたが、火山灰降下

時には土器の大部分は黒色土中に埋もれていた。S1直下

の囲い状遺構南辺の区画溝に壊されている。

　顕著な焼土面の形成は部分的であったが、完形に近い

土器・角礫・炭化材・灰白色粘土塊が長軸2.50ｍ　短軸

2.00ｍの範囲に散在して出土した。一部の炭化材の樹種

同定を実施したところコナラ属クヌギ節と同定された。

遺物と出土状況　大型の土器は完形に近い状態で並ぶよ

うに出土した。土師器甕（第726図３）は上半部が正立の

状態で置かれており、北側や東側に離れて出土した破片

も接合した。その東側に甕（４）が口縁部を含む上半部と

胴部下半部に大きく割れて並んで出土した。甕（５）は底

部大型破片が甕（４）の上に重なり出土した。土師器杯（第

726図１・２）も破片が散在していた。球形の磨石（第726

図６）は大型礫の上位から出土した。その他、埋土中か

ら土師器26点が出土した。

調査所見　S1の下位黒色土上層で検出された。周囲の竪

穴建物群に伴う集落内の炉痕跡と推定される。土師器の

出土状況から、何らかの炉状の施設が廃棄時に壊された

ものと推定される。

第725図　５区25号遺構平断面図

第4章　調査された遺構と遺物
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５区25号遺構A-A′
１　暗褐色土（10YR3/3）径３～４㎜程度の焼土粒を５％・炭化物片を１％含み、やや軟らかい。
２　黒褐色土（10YR3/1）径３～４㎜程度の焼土粒を７％・炭化物片を５％含み、軟らかい。
３　黒褐色土（10YR3/2）Hr-FA（S1・S₃）を７％・炭化物片を５％含み、軟らかい。
４　赤褐色土（10YR5/8）暗褐色土を20％含む。硬くしまり、焼土。
５　灰褐色土（7.5YR4/2）径５～６㎜程度の礫を５％含み、しまり・やや粘性あり。



０ 10㎝１:３

第726図　５区25号遺構出土遺物図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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（９）炭化物集中

４区１号炭化物集中

（第727図　PL.564）

位置　Ｘ＝57421 ～ 57424・Ｙ＝-75483 ～ -75486

重複　無し。　　　平面形　不明　　長軸方位　不明

規模　長軸3.60ｍ　短軸3.00ｍ　

検出・埋没状況　S1直下の遺構の精査を終了して、S1下

位の黒色土を徐々に掘り下げたところ、本炭化物集中を

検出した。４区北縁に位置する。東側に４区２号屋外炉・

２号焼土があり、南西側に４区２号炭化物集中・１号焼

土がある。角礫と炭化材がややまとまって出土した。土

器は破片が東側に集中して出土したが炭化材との関連は

不明である。焼土の形成は見られなかった。炭化材４点

の樹種同定を実施したところ、すべてクリと同定された。

遺物と出土状況　炭化材の周囲で出土した土師器破片24

点のうち、土師器杯（第727図１）と甕（２）を図示した。

また、本遺構東側および埋土中で出土した破片が、周囲

の黒色土中出土のやや多くの破片と接合し、韓式系土器

甕（第740図92）であることが判明した。周囲の土器破片

との接合を重視して、遺構外出土遺物の項（第733 ～ 742

図）で報告した。４区黒色土中からは他に２個体の韓式

系土器が出土している。本遺跡で検出された韓式系土器

はこの３個体のみで、４区北部に集中していた。

調査所見　S1の下位黒色土上層で検出された。周囲の竪

穴建物群に伴う集落内の廃棄痕跡と推定される。同時性

は検証できないが、４区北縁部に類似する遺構が偏在す

る傾向は看取できよう。

４区２号炭化物集中

（第727図　PL.564）

位置　Ｘ＝57416 ～ 57417・Ｙ＝-75491 ～ -75492

重複　無し。　　　平面形　不整楕円形　　

長軸方位　Ｎ－70°－Ｅ

規模　長軸0.63ｍ　短軸0.43ｍ　

検出・埋没状況　S1直下の遺構の精査を終了して、S1下

位の黒色土を徐々に掘り下げたところ、本炭化物集中を

検出した。４区北部、２号竪穴建物の南東部に位置する。

南西側に４区１号焼土がある。切断された炭化材がまと

まって出土したものと観察される。周囲には焼土等は見

られなかった。炭化材の一部の樹種同定を実施したとこ

ろ、クリと同定された。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　S1の下位黒色土上層で検出された。周囲の竪

穴建物群に伴う集落内の廃棄痕跡と推定される。

第727図　４区１号・２号炭化物集中平断面図・出土遺物図

第4章　調査された遺構と遺物
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（10）焼土

４区１号焼土（第728図　PL.451）

位置　Ｘ＝57415・Ｙ＝-75489 ～ -75490

重複　無し。　平面形　不整楕円形　

長軸方位　Ｎ－26°－Ｗ

規模　長軸0.33ｍ　短軸0.26ｍ　厚さ0.06ｍ

検出・埋没状況　S1直下の遺構の精査を終了して、S1下

位の黒褐色土を徐々に掘り下げたところ、４区４号竪穴

建物埋土上層で本焼土を検出した。固結した橙色焼土が

一定の厚さで形成されていた。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片１点が出土し

た。小片のため図示できなかった。

調査所見　S1の下位黒色土中で検出された。周囲の竪穴

建物群に伴う集落内の焼土痕跡と推定される。焼土生成

の背景は不明である。

４区２号焼土（第728図　PL.451）

位置　Ｘ＝57423 ～ 57424・Ｙ＝-75480 ～ -75481

重複　無し。　平面形　不整形

長軸方位　Ｎ－49°－Ｗ

規模　長軸1.33ｍ　短軸0.79ｍ　厚さ0.15ｍ

検出・埋没状況　S1直下の遺構の精査を終了して、S1下

位の黒褐色土を徐々に掘り下げたところ、本焼土を検出

した。４区の北縁、２号屋外炉の南側に固結した橙白色

焼土が一定の厚さで形成されていた。全体平面形は不整

形である。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　S1の下位黒色土中で検出された。周囲の竪穴

建物群に伴う集落内の焼土痕跡と推定される。焼土生成

の背景は不明である。

４区３号焼土（第728図　PL.451）

位置　Ｘ＝57419 ～ 57420・Ｙ＝-75509 ～ -75510

重複　無　平面形　楕円形　長軸方位　Ｎ－41°－Ｅ

規模　長軸（0.51）ｍ　短軸0.40ｍ　厚さ0.04ｍ

検出・埋没状況　S1直下の遺構の精査を終了して、S1下

位の黒褐色土を徐々に掘り下げたところ、４区西縁の周

囲に遺構のない部分で本焼土を検出した。固結した橙白

色焼土が一定の厚さでやや斑に形成されていた。全体平

面形は楕円形である。

遺物と出土状況　埋土中央で土師器甕破片が出土した。

小片のため図示できなかった。

調査所見　S1の下位黒色土中で検出された。周囲の竪穴

建物群に伴う集落内の焼土痕跡と推定される。焼土生成

の背景は不明である。

４区４号焼土（第728図　PL.451）

位置　Ｘ＝57404 ～ 57405・Ｙ＝-75495

重複　無し。平面形　楕円形　長軸方位　Ｎ－70°－Ｗ

規模　長軸0.51ｍ　短軸0.40ｍ　厚さ0.05ｍ

検出・埋没状況　S1直下の遺構の精査を終了して、S1下

位の黒褐色土を徐々に掘り下げたところ、４区南部、３

号竪穴建物の西側で本焼土を検出した。黄灰色焼土が一

定の厚さで形成されていた。全体形状は楕円形。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　S1の下位黒色土中で検出された。周囲の竪穴

建物群に伴う集落内の焼土痕跡と推定される。焼土生成

の背景は不明である。

６区４号焼土（第729図　PL.452）

位置　Ｘ＝57408 ～ 57409・Ｙ＝-75507 ～ -75508

重複　無し。平面形　不整形　長軸方位　Ｎ－76°－Ｅ

規模　長軸0.91ｍ　短軸0.69ｍ　厚さ不明

検出・埋没状況　S1直下の遺構の精査を終了して、S1下

位の黒褐色土を徐々に掘り下げたところ、本焼土を検出

した。黒褐色土と焼土塊や灰がまじりあったような堆積

状況であった。全体平面形は不整形である。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　S1の下位黒色土中で検出された。周囲の竪穴

建物群に伴う集落内の焼土痕跡と推定される。焼土生成

の背景は不明である。

６区５号焼土（第729図　PL.452）

位置　Ｘ＝57408 ～ 57409・Ｙ＝-75503 ～ -75504

重複　無し。平面形　不整形　長軸方位　Ｎ－50°－Ｅ

規模　長軸0.24ｍ　短軸0.14ｍ　厚さ0.04ｍ

検出・埋没状況　S1直下の遺構の精査を終了して、S1下

位の黒褐色土を徐々に掘り下げたところ、本焼土を検出

した。鮮やかな橙色焼土が黒褐色土中に形成されていた。

全体平面形は不整形である。

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　S1の下位黒色土中で検出された。周囲の竪穴

建物群に伴う集落内の焼土痕跡と推定される。焼土生成

の背景は不明である。

６区６号焼土（第729図　PL.452）

位置　Ｘ＝57407 ～ 57408・Ｙ＝-75501 ～ -75502

重複　６区１号掘立柱建物Ｐ12に先行する。

平面形　不整形　長軸方位　Ｎ－28°－Ｅ

規模　長軸（0.28）ｍ　短軸0.25ｍ　厚さ0.10ｍ

検出・埋没状況　S1直下の遺構の精査を終了して、S1下

位の黒褐色土を徐々に掘り下げたところ、本焼土を検出

した。鮮やかな橙色焼土が黒褐色土中に形成されていた。

全体平面形は不整形である。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　S1の下位黒色土中で検出された。周囲の竪穴

建物群に伴う集落内の焼土痕跡と推定される。焼土生成

の背景は不明である。

６区８号焼土（第729図　PL.452）

位置　Ｘ＝57408 ～ 57409・Ｙ＝-75511 ～ -75512

重複　無し。　平面形　不整形　

長軸方位　Ｎ－19°－Ｅ

規模　長軸0.49ｍ　短軸0.37ｍ　厚さ不明

検出・埋没状況　S1直下の遺構の精査を終了して、S1下

位の黒褐色土を徐々に掘り下げたところ、本焼土を検出

した。全体平面形は不整形である。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　S1の下位黒色土中で検出された。周囲の竪穴

建物群に伴う集落内の焼土痕跡と推定される。焼土生成

の背景は不明である。

５区26号遺構（第730図　PL.450・452）

位置　Ｘ＝57369・Ｙ＝-75518

重複　無し。平面形　不整形

長軸方位　Ｎ－60°－Ｗ

規模　長軸2.25ｍ　短軸1.98ｍ　厚さ0.04ｍ

検出・埋没状況　S1直下の遺構の精査を終了して、S1下

位の黒褐色土を徐々に掘り下げたところ、本焼土を検出

した。５区10号竪穴建物の西側にある。全体平面形は不

整形である。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片8点が出土し

た。小片のため図示できなかった。

調査所見　S1の下位黒色土中で検出された。周囲の竪穴

建物群に伴う集落内の焼土痕跡と推定される。焼土生成

の背景は不明である。

５区28号遺構（第730図　PL.450・452）

位置　Ｘ＝57374 ～ 57375・Ｙ＝-75513

重複　無し。平面形　不整形　長軸方位　Ｎ－58°－Ｗ

第728図　４区１号～４号焼土平断面図

第4章　調査された遺構と遺物
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４区１号焼土A-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）極小粒の軽石を微量含む。小・中粒の焼土を少

量含み、ややしまり・やや粘性あり。
２　暗褐色土（10YR3/3）焼土を１層より多く含む。ややもろく、やや粘

質。
３　橙色焼土（7.5YR6/6）ややもろく、やや粘質。
４　黒褐色土（10YR3/2）極小粒の軽石を微量含む。ややしまりあり、や

や粘質。

４区２号焼土A-A′
１　黄橙色焼土（10YR8/6）炭化物を多量に含む。
２　黒褐色土（10YR3/1）炭化物を少量含む。

４区３号焼土A-A′
１　黒褐色土（10YR3/2）焼土を少量含む。
２　橙色焼土（2.5YR7/6）上部に灰を少量含み、黒褐色土を微量含む。

４区４号焼土A-A′
１　橙色焼土（7.5YR6/6）黒褐色土を少量含む。
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０ １ｍ１: 40

５区 32号遺構 ５区 33号遺構 ５区 30号遺構出土遺物

０ 10㎝１:３

第729図　６区４号～６号・8号焼土平断面図

第730図　５区26号・28号・30号・32号・33号遺構平断面図・出土遺物図
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６区５号・６号焼土A-A′
１　赤褐色焼土

５区28号遺構A-A′
１　黒色土（10YR2/1）やや軟らかい。
２　明赤褐色土（５YR5/6）硬くしまる。
３　暗褐色土（10YR3/3）しまりあり、粘質土。

５区30号遺構A-A′
１　橙色土（7.5YR6/8）焼土、しまりあり。
２　黒褐色土（10YR3/2）橙色土を５％含み、し

まり・やや粘性あり。
３　黒色土（10YR2/1）やや粘性あり。

５区33号遺構A-A′・B-B′
１　赤褐色土（５YR4/6）焼土、やや粘性あり。
２　暗褐色土（10YR3/3）径10 ～ 15㎜程度の赤褐色焼土ブ

ロックを７％・焼土を10％含み、しまり・やや粘性あり。
３　黒褐色土（10YR3/2）焼土を３％含み、しまり・やや粘

性あり。
４　黒褐色土（10YR3/2）軟らかい。
５　黒褐色土（10YR3/2）径20 ～ 30㎜程度の焼土ブロック

を５％・径１～３㎜程度の焼土粒を３％含み、しまり・
やや粘性あり。

６　黒褐色土（10YR3/2）径１㎜程度の焼土粒を10％含む。
やや軟らかく、粘質土。

７　暗褐色土（10YR3/3）径１～２㎜程度の焼土粒を１％含
み、しまり・やや粘性あり。

8　暗褐色土（10YR4/3）径２～３㎜程度の白色土粒を３％
含み、しまり・やや粘性あり。

１



規模　長軸1.09ｍ　短軸0.86ｍ　厚さ0.01ｍ

検出・埋没状況　S1直下の遺構の精査を終了して、S1下

位の黒褐色土を徐々に掘り下げたところ、本焼土を検出

した。５区8号竪穴建物の西側にある。全体平面形は不

整形である。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片8点が出土し

た。小片のため図示できなかった。

調査所見　S1の下位黒色土中で検出された。周囲の竪穴

建物群に伴う集落内の焼土痕跡と推定される。焼土生成

の背景は不明である。

５区30号遺構（第730図　PL.450・452・564）

位置　Ｘ＝57356 ～ 57357・Ｙ＝-75521

重複　無し。平面形　不整形　長軸方位　Ｎ－Ｏ°－Ｅ

規模　長軸0.61ｍ　短軸0.47ｍ　厚さ0.10ｍ

検出・埋没状況　S1直下の遺構の精査を終了して、S1下

位の黒褐色土を徐々に掘り下げたところ、本焼土を検出

した。５区１号竪穴状遺構の西側にある。全体平面形は

不整形である。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片15点が出土し

た。そのうち土師器甕（第730図１）を図示した。

調査所見　S1の下位黒色土中で検出された。周囲の竪穴

建物群に伴う集落内の焼土痕跡と推定される。焼土生成

の背景は不明である。

５区32号遺構（第730図　PL.450・452）

位置　Ｘ＝57340 ～ 57341・Ｙ＝-75528 ～ -75529

重複　無し。平面形　不整形　長軸方位　Ｎ－24°－Ｗ

規模　長軸0.36ｍ　短軸（0.25）ｍ　厚さ不明

検出・埋没状況　S1直下の遺構の精査を終了して、S1下

位の黒褐色土を徐々に掘り下げたところ、本焼土を検出

した。５区南西隅にある。全体平面形は不整形である。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　S1の下位黒色土中で検出された。周囲の竪穴

建物群に伴う集落内の焼土痕跡と推定される。焼土生成

の背景は不明である。

５区33号遺構（第730図　PL.450・452）

位置　Ｘ＝57361 ～ 57362・Ｙ＝-75513 ～ -75514

重複　５区16号竪穴建物に先行する。　平面形　不整形　

長軸方位　Ｎ－68°－Ｅ

規模　長軸0.56ｍ　短軸0.30ｍ　厚さ0.01ｍ

検出・埋没状況　S1直下の遺構の精査を終了して、S1下

位の黒褐色土を徐々に掘り下げたところ、本焼土を検出

した。５区16号竪穴建物の南壁に壊されていた。全体平

面形は不整形である。

遺物と出土状況　遺物は出土しなかった。

調査所見　S1の下位黒色土中で検出された。周囲の竪穴

建物群に伴う集落内の焼土痕跡と推定される。焼土生成

の背景は不明である。

（11）その他の遺構

５区23号遺構（第731図　PL.450・452）

位置　Ｘ＝57377 ～ 57378・Ｙ＝-75505 ～ -75506

重複　無し。　平面形　不整形

長軸方位　Ｎ－35°－Ｅ

規模　長 軸2.74ｍ　 短 軸0.90 ～ 1.31ｍ　 深 さ0.03 ～

0.24ｍ

検出・埋没状況　S1直下の遺構の精査を終了して、S1下

位の黒褐色土を徐々に掘り下げたところ、本遺構を検出

した。不定型な掘り込みが連続しており、ローム塊の含

有量が異なる暗褐色土・黒褐色土で埋まっていた。底面

も凹凸が著しかった。

遺物と出土状況　埋土中から土師器破片７点が出土し

た。小片のため、図示できなかった。

調査所見　S1の下位黒色土中で検出された。周囲の竪穴

建物群に伴う集落内の掘り込み痕跡と推定される。遺構

の性格は不明である。

（12）４～６区黒色土中の遺構外出土遺物

　４～６区では、S1直下面の精査後、下位の竪穴建物の

遺構確認のため、黒色土を掘り下げた。その作業中に黒

色土中から遺物が遺構に伴わない状況で出土した。特に

土師器破片は多く、４区で8208点､ ５区で7202点、６区

で2441点におよんだ。それらを本項で報告する。黒色

土中出土という出土層位を記録した遺物が多いが、一部

出土位置を記録できた遺物は第732図に出土位置を示し

た。これらの遺物は、黒色土中で検出された５世紀後半

の竪穴建物群と同時期のもので、集落内に残されていた

第4章　調査された遺構と遺物
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ものが黒色土中に保存されていたものと推定される。

　４～６区にはS1直下面で囲い状遺構が検出された。通

常の集落内遺構とは異なり、竪穴建物等遺構の範囲が明

確でない遺構や、同じ遺構でもS1堆積前からS1降下以降

まで継続している遺構も検出された。特に４区では囲い

状遺構内を精査した段階で、黒色土上面から黒色土中で

比較的多くの遺物が出土した。

　４～６区を通じて、S1に直接覆われた噴火直前の遺構・

遺物はS1直下面として第６節で報告したが、囲い状遺構

の調査に伴って出土した①遺構に伴わない黒色土上面出

土遺物と、②黒色土上層出土の遺物をS1との関連のみで

分けることは困難であった。ここでは、両者の遺物を合

わせて、遺構外出土遺物として報告した。

　囲い状遺構調査中の出土遺物には、構築前の黒色土層

から出土したものが多数あった。整理作業では、その出

土位置を精査し、S1直下面出土と確定できた遺物のみを

囲い状遺構出土遺物として「第６節S1下面の遺構」で報告

した。一方、囲い状遺構内出土と記録された遺物で、出

土層位は黒色土層上層出土と確認できたものについて

は、本節で報告した。図版では、他の黒色土中遺構外出

土遺物と区別して掲載している。

　遺物のうち、土師器は残存状況の良好なものを選び、

実測して図示した。須恵器はすべての破片を図化し、掲

載した。ロクロ使用土師器と韓式系土器は可能な限り接

合し器形実測できるものを選び実測している。これらの

土器は、４～６区をまとめて器種ごとに分類して編集し

た。

　４区出土の土器の中には韓式系土器が３点含まれてい

る。金井下新田遺跡で出土が確認された韓式系土器は、

この３点のみであり、４区北縁に集中していることが特

筆される。このうち第740図91は囲い状遺構内部の出土

であり、後述する石製品と同様に囲い状遺構の項で報告

すべきであるが、韓式系土器の偏在傾向を重視し、本稿

で報告した。

　また、管玉、ガラス小玉、剣形石製模造品、石製円板、

砥石、鉄器、椀形鍛冶滓が黒色土中から出土した。石製

模造品は一部弥生時代の遺構埋土上位から出土した。ガ

ラス小玉（第740図96）は引き伸ばし技法で製作されたカ

リガラス製の小玉であった。２区の同層位で出土したガ

ラス小玉（第587図85）はソーダガラス製であり、異なっ

た材質のガラスであることが分析の結果明らかになっ

た。

　管玉や石製模造品、加えて臼玉が４区囲い状遺構内部

の黒色土上面や黒色土中からも出土している。層位的に

は本稿で報告したものと同一であるが、囲い状遺構内部

ということを重視し、それらは第６節S1下面の遺構の４

区囲い状遺構の項で報告した。

　鉄器は8点が出土した。このうち５点が刀子である。

そのうち、第741図102・107は弥生時代竪穴埋土上層か

ら出土した。

第731図　５区23号遺構平断面図

第７節　黒色土中の遺構と遺物
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５区23号遺構A-A′・B-B′
１　褐色土（10YR4/4）径30 ～ 50㎜程度のロームブロックを50％含み、

しまり・やや粘性あり。
２　黒褐色土（10YR3/2）径５～ 30㎜程度のロームブロックを30％含み、

やや粘性あり。
３　暗褐色土（10YR3/3）径５～ 20㎜程度のロームブロックを30％含み、

ややしまり・やや粘性あり。
４　黒褐色土（10YR3/1）径２～３㎜程度のローム粒を３％含み、ややし

まり・やや粘性あり。
５　黒色土（10YR2/1）径20 ～ 30㎜程度のロームブロックを30％含み、

ややしまり・やや粘性あり。
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０ 10㎝１:３

第733図　４～６区黒色土中遺構外出土遺物図（１）
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０ 10㎝１:３

第734図　４～６区黒色土中遺構外出土遺物図（２）
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０ 10㎝１:３

第735図　４～６区黒色土中遺構外出土遺物図（３）
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第736図　４～６区黒色土中遺構外出土遺物図（４）
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第737図　４～６区黒色土中遺構外出土遺物図（５）
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０ 10㎝１:３第738図　４～６区黒色土中遺構外出土遺物図（６）
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第739図　４～６区黒色土中遺構外出土遺物図（７）
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０ 4㎝１:２

０ ２㎝１:１

第740図　４～６区黒色土中遺構外出土遺物図（8）
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０ 10㎝１:３

4区囲い状遺構内下層出土（110 ～ 133）

０ ５㎝２:３

０ ２㎝１:１

第741図　4～６区黒色土中遺構外出土遺物図（9）
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０ 4㎝１:２

０ 10㎝１:３

5区囲い状遺構内下層出土（134 ～ 149）

０ 4㎝１:２

０ ２㎝１:１

第742図　4～６区黒色土中遺構外出土遺物図（10）
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調査面積 11196.3

調査原因 道路建設

種    別 集落

主な時代 縄文／弥生／古墳／近世／不明

遺跡概要

集落-縄文-竪穴建物46+土坑312-縄文土器＋石器／集落-弥生-竪穴建物8+木棺礫床墓10+土坑24-弥生土器＋
金属製品／集落-古墳-竪穴建物76+掘立柱建物11+平地建物７+囲い状遺構１-祭祀遺構７-土坑43その他-土師
器+ロクロ土師器+須恵器+韓式系土器+鉄器+鏡+石製模造品+管玉+臼玉+粒状礫+鍛冶関連遺物+炭化材+人
骨２+馬体３／近世-土坑74-銭貨+陶磁器

特記事項

「甲を着た古墳人」が発見された金井東裏遺跡の南に隣接する。金井下新田遺跡でも同じ火山灰下から多様
な遺構・遺物が出土した。特記されるのは、火山災害に被災した古墳人２名と馬２体が検出されたこと、
一辺54ｍの網代垣に囲繞された囲い状遺構が発見されたこと、鍛冶技術波及期の鍛冶炉が検出されたこと
等である。

要　　　約
榛名山北東麓に立地する縄文時代前期から近世の複合遺跡。古墳時代に二度に亘って噴火した榛名山の火
山噴出物に埋もれた遺跡で、最初の噴火（６世紀初頭）による火山灰の下から古墳時代集落の一角が明瞭に
検出された。５世紀後半の竪穴建物も重複して検出されており、榛名山麓の古墳時代集落の形成過程が具
体的に明らかにできる調査となった。





公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団調査報告書　第684集

金井下新田遺跡≪古墳時代以降編≫　本文編2

（ 国 ）3 5 3 号 金 井 バ イ パ ス（ 上 信 自 動 車 道 ）
道路改築事業関 連 埋 蔵 文 化 財 発 掘 調 査 報 告 書

令和３（202１）年３月１9日　印刷
令和３（202１）年３月23日　発行

編集・発行／公益財団法人群馬県埋蔵文化財調査事業団

〒377-8555　群馬県渋川市北橘町下箱田784番地2
電話（0279）52-25１１（代表）

 ホームページアドレス　http://www.gunmaibun.org/

印刷／上毎印刷工業株式会社




	表紙
	扉
	目次
	挿図目次
	表目次
	第７節　黒色土中の遺構と遺物
	１．１区
	（１）１区黒色土中遺構の概要
	（2）竪穴建物
	（3） 掘立柱建物
	（4） 土坑
	（5） ピット
	（6） 溝
	（7） 畠
	（8） 灰集中部・焼土
	(9)遺構外出土遺物

	２．２区
	（1）２区黒色土中遺構の概要
	（2）竪穴建物
	（3）竪穴状遺構
	（4）掘立柱建物
	（5）土坑
	（6）ピット
	（7）畠
	（8）焼土
	（9）炭化物集中
	（10）集石
	（11）土器集中
	（12）遺構外出土遺物

	　３．３区
	（1）３区黒色土中遺構の概要
	（2）竪穴建物
	（3）遺物集中区と屋外炉
	（4）ピット

	４．４～６区
	（1）４～６区黒色土中遺構の概要
	（2）竪穴建物
	（3）竪穴状遺構
	（4）掘立柱建物
	（5）土坑
	（6）ピット
	（7）溝
	（8）屋外炉
	（9）炭化物集中
	（10）焼土
	（11）その他の遺構
	（12）４～６区黒色土中の遺構外出土遺物


	報告書抄録
	奥付



